




末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第168回 半期総大会報告

7998年70月3，4の 両θ，

コタ朔ソルトレーク ・シティー，

テンフ九スクウェアのタバナクルにお61乙開かれた

半期総大会の説教とその摸猿

ゴ
1一 ドン ・B・ ヒンクレー

大 管長 は ，総大 会土 曜

日午前 の部会 で次の ように語

り，大会 のメ ッセージに よ く

耳 を傾 けるよ う全会 員に勧 め

た。「住んでいる場所や環境を

問わず ，わた したちはすべ て

忠実 な末 日聖徒 となるこ とが

できます。

わた したちは自分 の部屋 で

独 りで祈 りと礼拝 を行 うこ と

がで きます。た とえ独 りでも，

全能者 に賛美の歌 をささげる

ことがで きます。聖文 を研究

総大会の部会でタバナクルの説教壇に立つゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長。

することが できます。福音に従 って生

活することがで きます。たとえ少額 で
じゆうぶん

も，什分の一 と献金 をささげることが

で きます。また信仰 によって歩み，主

が歩 まれた道をたどりなが ら生活 しよ

うと努めることができるのです。」

また ヒンクレー大管長は，土曜 日の

夜 に開かれた神権部会で こう話 した。

「皆 さんに申し上げたいの は，家 を整

える時期が来 ている とい うことです。

教会員の中で ぎりぎ りの生活 をしてい

る人が多 くい ます。中には借金生活の
あらし

人 もいます。…… これから経済面の嵐

が予想され ますか ら，注意する必要が

あ ります。」

負債 に関するこの勧告の中でヒンク

レー大管長はこう述べている。「借 り入

れ をしなければ家が買 えないことは も

ちろん分か ります。でも，支払い可能

な家 を買い ましょう。そ して，長けれ

ば30年 の間容赦 も猶予 もな くやって来

る支払い を楽 にしま しょう。……皆 さ

んに強 く申 し上げたいのは，家計の状

態をよ く調べて支出を抑えることであ

り，購買欲 を抑えて，借 り入れをでき

るだけ避けるということです。負債 は

できるだけ早 く返済 して…… ください。

・この件 について申し上げたかった

のは以上 ですが，わた しが何 より強調

したいと感 じている事柄です。」

日曜 日午前の部会の説教で ヒンクレ

ー大管長は
，「マスコミやほかの教会の

人 々か ら決 まって出 される疑問」すな

わち，「神 についてモルモ ンは どのよう

な教 義を持 っているか」 をは

じめ，同性愛 ，堕胎 ，一夫多
はんりょ

妻，教 会の成 長，伴侶 や子供

に対 する虐待 ，教会 の財政 に

ついて答 えた。

さらに，ヒ ンク レー大管長

は日曜 日午後の部会で，「西暦

2000年 に は100以 上 の神殿を稼

動 させ ることがで きる」見込

みであることを伝 え， さらに

こう語 った。「それだけでは終

わ りませ ん。神殿建設 はさら

に前進 してい きます。わた し

たちは，教会の忠実 な聖徒 た

ちが自身り祝福 を受けるために参入 し，

またその祝福 を死の幕のかなたに行っ

た人々にも及ぼす には，非常に多 くの

地で神殿が必要 とされていることを承

知 しています。」

2日 聞にわたる総大会の各部会は，ゴ

ー ドン ・B・ ヒンクレー大管長
， トー

マス ・S・ モ ンソン第一副管長，ジェ

ームズ ・E・ ファウス ト第二副管長が

司会 を務めた。

総大会土曜 日午後の部会では，4人 の

七十人定員会会員が名誉幹部の称号 を

受けることが発表 され るとともに，七

十人会長会会員 として新たに3人 が支持

された。また，中央 日曜学校会長会 と

中央若い男性会長会の変更に対する支

持が取 られた。一 編集部□
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●以下のテーマによる説教が，それぞれ

右側のページに掲載されています。この

リス トは話者が採 り上げたテーマを，す

べて網羅するものではありません。
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●1998年10月3日(士)午 前の部会

ようこそ，総大会に

大管長

ゴー ドン ・B・ヒンクレー

皆さんが……祈：りと信仰と謙虚な心を込め τ'支持…された方 々の証力ず述
あがな

べられます。わた したちが と右に霊感を受1ナられますように。贋ω主

への賛実によりわた したちの心が高揚されますように。

兄
弟姉妹の皆 さん，心 か ら皆 さん

を歓迎いた します。 ようこそこ

の偉大 な総大会 においで くださいまし

た。 ここ タバナクルに は約6，000人 の

方 々が集い，世界中の会場 には数百万

の方々が集 ってお られます。わたした

ちは皆，一つの大 きな家族です。主は

一つ
，信仰 は一つ，バプテスマは一つ

です。わたしたちはペテロの言葉 を成

就する 「選ばれた種族，王国の神権者，

聖 な る国民 ，神 につ け る民」 で す。

「それによって 〔わた したちは〕，暗や

みか ら驚 くべ きみ光 に招 き入れて下 さ

ったかたのみわざを……語 り伝 える」

(欽定訳1ペ テロ2：9)の で す。

わたしたちの民のほとんどは幸福 な

生活を送ってい ますが， 自然の災害や

人為的な災害のために困難を経験 して

い る方々もお られ ます。わた したちは

そ うしたの方 々を心 に留め，常に祈 り

をささげています。 しかしそ のような

中で，悲 しみや苦 しみに圧倒 されそう

になりなが らも信仰を保 ち，神が生 き

てお られその子供である自分 たちを見

守 ってお られるとの確信 を抱 きなが ら

前進 を続 けている方々 もいらっ しゃい

ます。
りっすい

今朝のタバナクルは立錐の余地 もあ

りません。かつては非常 に大 きな広い

会場 との認識があ りました。で も今は，

教会の発展 とともに手狭 にな りつつあ

ります。わた しはつい2週 間前 にテキ

サス州 ヒュース トンにあるアス トロ ド

ーム球場に行 き
，地区大会を開催 しま

した。出席者は約2万 人 で， この建物

の収容人員の約3倍 で した。

このテンプルスクウェアの北隣のブ

ロックにすば らしい建物 を新築で きる

ことに心か ら感謝 しています。その新

しい建物 は，規模の非常に大 きなもの

です。わたしはその建物 を建 てるよう

にとの導 きに従 えた ことを喜んでい ま

す。主が わた したちにそうしてほしい

と望んでおられること，主がこの事業

にあって御心 を示 して こられたことを

わたしは信 じています。
はり

今，巨大なキ ングビーム(大 きな梁)

が取 り付 け られてお り，これが屋根部

分の工事の始 まりとな ります。工事 は

予定 どお り進行 してい ます。現在 この

プロジェク トに従事 している人の数は

600人 ， 今後 この数は増 えてい くこ と

で しょう。

この建物の収容人員 は約2万1，000人 ，

それに1，000人収 容の劇場が併設 されま
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す。今後数世代 にわた り，その新 しい

建物か ら預言者 たちの声が響 き渡 るこ

とでしょう。この建物の第一の機能は

礼拝の家 としてのものですが，芸術 の

家 として も使用 され ます。 コンサー ト

をは じめ，人の心 を高揚 し霊的 に高 め

て くれ る健全 な公共の行事 も行われる

ことになります。不測の事態が なけれ

ば，2000年4月 の総大 会か ら新 しい建

物 が使われます。それは，ちょうどそ

の季節 に誕生 日をお迎 えになる主への

ささげ物 となることで しょう。

これらの ことについて思いをはせ る

とき，わた したちは遠 くの国に住んで

お られる兄弟姉妹の皆さんの ことを思

い浮かべ ます。 わた したちはそう した

大勢 の方 々と会い，お顔 を拝見 して，

その霊性 を感 じてまい りま した。皆 さ
み わ ざ

んは この御 業 にあって非 常 に貴 重 な

方々です。エ レミヤが預言 した ように，

主は皆 さんを 「町か らひ とり，氏族か

らふた り」と集め られました。そ して，

御 自身の心 にか なう牧者たちを通 して

皆さんを教 えて くだ さっています(エ

レミヤ3：14-15参 照)。 わた したちは

皆 さんのために祈っています。皆 さん

の もとを訪れます。皆 さんに敬意 と称

賛 をささげ，そして皆 さんを愛 してい

ます。 わた したちは神 の御子である主

の足 もとで心 と声 を一つ にして礼拝を

す る，1，000万 を超 える偉大な家族の一

員 なのです。 どのように離れた場所に

住んでいようとも，皆 さんにはこの大

会 に参加す る機会が与え られ ます。多

くの場所 では衛星中継 を通 じて大会の

模様 を受信す ることがで きます。衛星

中継が不可能 な場所 では，ビデオテー

プ によって大会 の内容 が伝 え られ ま

す。 また少数の遠隔地 には，教会の機

関誌 により書面の形で伝 えられます。

住 んでいる場所や環境 を問わず，わ

た したちはすべて忠実な末 日聖徒 とな

ることがで きます。わたしたちは自分

の部屋で独 りで祈 りと礼拝 を行うこと

がで きます。たとえ独 りでも，全能者

に賛美の歌をささげることができます。

聖文 を研究するこ とがで きます。福音

に従 って生活することがで きます。た

とえ少額 でも，什分の一 と献金をささ

げるこ とがで きます。また信仰によっ



て歩み，主が歩 まれた道

をた ど りなが，ら生活 しよ

うと努め ることが できる

のです。

さて， 兄弟姉妹 の皆 さ

ん，これか ら皆 さんが 中

央幹部として， また中央

役員 として祈 りと信仰 と

謙虚な心 を込めて支持 さ

れた方々の証が述べ られ

ますので，よ く耳 を傾 け

て くだ さるようにお招 き

いたします。 わたしたち

が ともに霊 感を受 け られ
あがな

ます ように。蹟 い主へ の

賛美によ りわた したちの

心が高揚 されますように。

へ りくだ り主 イエス ・キ
み な

リス トの聖 なる御名に よ

りお祈 りいたします。 ア

ー メンo

鞭 欝 灘 、.、、

懇嚢

鞭

テンプルスクウェア北側に建設中の教会の新しい集会施設の外壁。

背景に教会本部ビル(左)， ジョセフ ・スミス記念館 ，ソル トレーク神殿，タバナクルが見える。

磯

総大会に出席するためタバナクルの東側で入場を待つ人々の列。

リアホ ナ、/1999年1月 月

5



歩調を合わせて
いるだろうか

十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラー ド

会貫が教会のすべτの祝福.… …神殿の祝福を受け`ら ノれるよう，

すべ τの評講会におωτよ り効果的な方法を用 ω，一致 しτ働かなけ

ればなりません。

日一 』回 の 総 大 会 で ゴ ー ド ン ・B・ ヒ

則 ンクレー大管長1こよ り，世界 中

に小規模の神殿が30以 上建設 されると

いう歴史的 な発表があ りました。その

中で最初の神殿が今年の夏，ユ タ州モ

ンティセロで奉献 されま した。御存 じ

のようにヒンクレー大管長 は，今世紀

末 までに稼働 中の神殿 を少 な くとも

100に す るとの 目標 を掲 げてい ます。

大管長のことはよく知っていますので，

この 目標の達成 はもちろんのこと，そ

れ以上の数に到達することは間違いな

いで しょう。

ヒンク レー大管長はこの特別な神殿

建設事業を 「すばらしい事業，……過

去に例 のない事業」'と表現 しま した。

あま りに感動的なこの発表の後， わた

したちは主 と預言者か ら何 と大 きな信

頼を寄せ られていることだろうか と考

えま した。この聖なる神殿の祝福 にふ

さわ しくあるよう備 えるために，わた

したちすべてに与え られた責任 は何 と

大 きいことで しょうか。

中央幹部は，世界中の教会員の多 く

が，最 も近い神殿か らでもかな りの距

離の所に住んでいることに大分前か ら

気づいていました。そ うした会員の皆

さんの心 は忠実で，教会の使命に対 し

て大 いなる信仰を持 ち，主を愛 し，主
みこころ

の御 心 を果た したい と思っています・

そのような献身的な聖徒に とって，美

しい神殿 は何 と大 きな祝福 をもた らす

ことでしょう。

再び， ヒンクレー大管長の言葉 を引

用 したいと思い ます。「わた しは神殿

の儀式が，回復 された福音の重要 な要
あかし

素であることを証 します。そ うである

以上，わた したちには，それが成 し遂

げ られ るようにするための手段を講 じ

る責任があ ります。……神殿の儀式 は

教会が提供すべ き最高の祝福 となって

い ます。」2

この業は急 を要する業です。そのこ

とか ら，わた したちは天の御父の子 ら

が…人でも多 く神殿の祝福 を受 けるこ

とがで きるように努力 します。 わた し

はウィルフォー ド・ウッ ドラフ大管長

のある経験 に感動 を覚えてい ます。預

言者 ジ ョセフ ・ス ミスが，殉教 の少 し
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後でウィルフォー ド ・ウッ ドラフ大管

長の もとを訪れたのです。 ウッ ドラフ

大管長の言葉 を直接 引用 しま しょう。

「〔ジョセフ ・ス ミス は，〕 わた しを訪

れ，語 りか けた。 ジョセフは， とても

急 いでいるために立ち止 まって話をす

る ことはで きない とわた しに告 げた。

次 に会った人は，ジョセフの父だった。

彼 とも話が できなかった。 とても急 い

でいたか らだ。わた しは，この世で高

い地位 にあった兄弟たち6人 に会った

が，立 ち止 まって話す 人はだれ もいな

か った。皆，急いでいたのである。大

きな驚 きだ った。やがて，預言者 と再

会 し次の質問をす る特権を得た。

『一つお聞 きしたい と思 い ます。 な

ぜ急いでいるので しょうか。わた しは

生涯 を通 じて急いで きま したが，天の

王国に戻る ことがで きれば， もう急 ぐ

必要はないと思 ってい ました。』

す るとジ ョセ フはこう語った。 『ウ

ッドラフ兄弟，あなたに伝えたい こと

があ ります。地上 に神権が存在 し， 日

の栄 えの王国に取 り上げ られた神権時

代 にはそれぞれ，ある特定の務めがあ

ります。それは，将来救 い主が地上 を

統治するために降臨される際， ともに

地上 に行 く備 えとして遂行すべ き務 め

なのです。過去の神権時代の場合，務

めを遂行するのに十分 な時間があ りま

した。 しか し，わた したちにはあ りま

せん。わた したちは最後の神権時代 に

属 してお り，果たすべ き務めが山積 し

てい ます。急いで達成 しなければなり

ません。』」

ウッ ドラフ大管長 は最後 にこう語 り

ました。 「『あ なたの言 うとお りです。

よく分か りま した。 しか し，わた しは

その教義 を初めて学 びました。』」3

末 日のほかの預言者 も同様 の啓発を

受け，この最後のすば らしい神権時代

においてわた したちがさらに速度 を上

げて重要 な務めを遂行す るように促 し

てい ます。デ ビッド ・0・ マ ッケイ大

管長 は，すべての会員が宣教師 となる

ように励 ま しま した。4スペ ンサ ー ・

W・ キンボール大管長 は，歩み を速め

る ように強 く勧 めました。5そ してハワ

ー ド・W・ ハ ンター大管長は次のよう

に断言 しました。「世界 の歴 史上の こ



の時期にあって， また教会が成長を遂

げる時期にあって，わた したちは聖な

る事柄にいっそう思いをはせ，救い主

が弟子たちに望 んでおられる とお りに

行動 しなければなりません。」6

そ して今，ゴー ドン ・B・ ヒンク レ

ー大管長はわたしたちに対 し
， より成

長 し，よ り多 くの事柄 を果たすために

「前進する」 よう求めています。大管

長はこう語ってい ます。「わた したち

にはすべ きことがた くさんあ ります。

腕 ま くりをし，新たな決意 をもって，

主を信頼 して取 りかか りましょう。…

一祈 りを込めて忠実 に行 うな らば
，達

成できます。」7

主 の力は明 らかに教会の指導者 を啓

発 しています。そ して彼 らを促すのは，

ウィルフォー ド ・ウ ッドラフ大管長へ

の示現 の中で預言者 ジ ョセフが抱いて

いた と思われるあの緊急性 です。 ヒン
み わ ざ

クレー大管長は御業 を加速するために

最善を尽 くしています。かつてないほ

ど精力的に世界 を旅 し，聖徒 たちを強

め，啓発 し，向上させ，前進 させるよ
一う努めてい ます

。 より広 範な地域 で，

より多 くの聴衆 に回復のメ ッセー ジを

分かち合 うため，世界の メディアに応

じています。そ して，歴史上神殿建設

が最 も盛んに行われているこの時代 を

監督 してい ます。神殿建 設の増加 は，

この神権時代 においてわた したちに与

えられ た圧倒 されるほどの量の務めを

遂行す るために，わたしたちの処理能

力を増すための ものです。

大管長は精力的に前面に出て，わた

したちに道を示 して くれています。 わ

たしたちは皆，「大管長 と歩調 を合 わ

せているだろうか」と自問すべ きです。

各 自が この問いに答 えられるように備

えなければなりません。これは確かに，

十二使徒定員会で慎重に検討 される事

柄です。教会の各ステーク， ワー ドの

すべ ての評議会で同様に話 し合われる

よう望んでいます。評議会 は，休憩時

間で も惰性で召 しを行 う時間で もあ り

ませ ん。会員が教会のすべ ての祝福，

と りわけ神殿の祝福 を受けるにふさわ

しくなれるよう，すべての評議会 にお

いてよ り効果的 な方法 を用 い，一致 し

て働かなければなりませ ん。

大平原を横断しソル トレーク ・シティーへ旅した手車隊の開拓者を表 したテンプルスクウェアの像。

鞭鹸鐡難織騰醸
撫 惣鞭曝嚥戴賦

験

灘
i欝 継

鱗

謝
軸灘購懸

騨難嚇

灘1離
鍛 譲

懸鋳 曝

嚢

わた したちは，儀式の執 り行われて

い る神殿 の数が，わずか4年 前 と比較

してその2倍 に到達す るという時 を迎

えようとしています。ステーク会長な

らびに監督の皆 さん，今 こそ皆 さんに

尋ねる絶好の時期 です。皆 さんの管轄

す るステーク， ワー ドの評議会 では，

ふ さわしい会員 と献身的な儀式執行者

で神殿 を満たす よう，何を行 っている

で しょうか。神権定員会は最大限に機

能 しているでしょうか。ホームティー

チ ャー と訪問教師は，割 り当て を受 け

た家族 に対 し，熱心 に仕えているで し

ょうか。補助組織 では，信仰 と証 が積

極 的に培 われているで しょうか。ステ

ークや ワー ドの活動 は
，家族 と個 人を

強めることを目的 としているで しょう

鐸馨
謬

甕講 毒 譲犠
、難

肇 覇鮮轡 ・

巽纐

嚢

讐

藤 講騨・

か。ステーク宣教師 と専任宣教 師の伝

道活動 を入念 に調整す ることによ り，

彼 らが よ り多 くの人 を見つ け，教 え，

バ プテスマ を施せ るよう助けているで

しょうか。評議会では，新 しい改宗者

とあ まり活発 でない会員 に対 して十分

なフェロー シップ を行い，教会の教義

に根 ざした成長がで きるように助 ける

ことに関心が注がれているで しょうか。

兄弟姉妹の皆 さん，主が この神権時

代に与 えられた業の中で，わた したち

がなすべ き業はまだたくさんあ ります。

すべ ての教会員が神殿 の祝福 にあずか

れる ように助 けるという役割を果た し

たいのであれば，わた したちは自らの

務めに焦点を当て， より賢明に働かな

くてはな りません。教会の指導者が男
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女を問わず 自らの影響の及ぶ範囲を広

げ，その力を増す こ とは可能で あ り，

義務でもあ ります。 まずは自分の家族

を守 り，教えるため賢明に行動 しな く

てはな りませ ん。次に，霊感 を受 けた

教会の評議会制度を最大限に活用す る

ことに より，天父から授 け られた時間

内において，天の御父か ら任 された務

めにより大 きな成功 を収めることがで

きるように努力 しなければなりません。

それで はここで，すべての改宗者 を

温か く見守 り，あ まり活発でない会員

に働 きかける とい うワー ド評議会の重

要 な役割 を例 にとってお話 ししたい と

思 います。皆 さん も御存 じの ように，

大管長会 と十二使徒定員会は新 しく教

会 に入った人 と教会にあま り活発 に来

ていない会員の福利を とて も気 にかけ

てい ます。いかなる支部や ワー ドの評

議会 も，改宗者 に，教会 とい う新 しい

環境の中で不安な思いをさせておいて

はいけ ません。会員か ら温か く歓迎 さ

れていないと感 じている改宗者が いま

だに多いのです。

最近ある新会員か ら次のような手紙

を受け取 りました。 「時 々わ たしは…

・バ プテスマ を受けた ことが誤 りだっ

た と感 じます。わた しはこの教会が真

実であると確信 し，強い証 もあ ります

が，いまだに疑問に思 っていることが

あ ります。……わた しが求道者の とき，

ワー ドの会員 は皆，わたしのそばにい

て話 しかけて くれた り援助の手 を差 し

伸べて くれた りしました。……しか し，

バ プテスマを受けてか らは，彼 らはわ

たしが教会に来ているのかそ うでない

のか も知 らないようで，わた しはだれ

か らも声 をかけ られ な くな りました。

・なぜ ワー ドの人たちがわた しの こ

とをそんなにす ぐに忘 れて しまうのか

理解で きません。 とて も寂 しい気が し

て頭の中が混乱 してい ます。……監督

に相談 した くて も……全然親 しい間柄

ではないのでで きません。わた しが教

会に戻ったときも彼はわた しのことな

んて覚 えていませ んで した。 どうかわ

た しの力になって ください。」

兄弟姉妹 の皆 さん，すば らしい成果

を収めた状況の中で，いまやすべ ての

改宗者 を温 か く見守 り，さ らに数多 く

の天の御父の子供たちの生活に祝福 を

もたらすためにあらゆる手段 を整 える

時が来ています。 これ らのことはワー

ド評議会のメンバ ーの働 きで達成で き

ます。つま り，各組織がその機能をよ

く果 たす ことによって新会員が確実 に

友人 を得，責任 を受 け，神の善い言葉

で養 われるよう取 り計 らうのです。人

はそれぞれ天の御父にとって非常に尊

い存在です。主イエス ・キリス トは蹟

罪を通 して，わた したち一人一人の罪

を瞭 うために計 り知 れないほ ど大 きな

代価 を払 って くだ さいました。そのこ

とを決 して忘れてはな りませ ん。教会

に活発 に集お うとしている人々を養い

育てず， また教 えるのを怠ることによ

って，主が経験 された苦 しみを無 にす

るようなことがあってはな りません。

姉妹たちもワー ドの女性の成人会員，

若い女性，そ して子供たちがすべて 自

分の証を持てるように助 けることがで

きます。 わた したちは皆 さんの助 けに

どれほど感謝 していることで しょうか。

姉妹の皆 さん，互いにどのよケに愛 し

援助すればよいのか， また福音が もた

らすすば らしい祝福 とわた したちに約

束されている事柄 について どの ように

教えたらよいのかを，評議会の中で一

緒に話 して ください。世界 中の女性が

「若い女性 のテーマ」 の中で掲 げ られ

ている女性 の真の行 く末 を理解するな

らば，何 とすば らしい ことで しょう。

皆 さんも御存 じの言葉です。「わた し

たちは天父の娘です。天父はわた した

ちを愛 し，わたしたちも天父を愛 して

います。 わた したちは若い女性の信条

に従 って生活す るように努め，『いつ

でも， どの ようなことについても， ど

のような所にいても……神の証人 にな

ることを望』みます。若 い女性 の信条

信仰 ，神か ら受け継 いだ特質，個

人の価値 ，知識，選択 と責任，良い行

い，誠実。」8この信条 を学んで実行に

移せ ば，女性の皆 さんは年齢 を間わず

必ず祝福 を受け，救いに至 る道を見い

だす ことで しょう。

監督会および若 い男性会長会の皆 さ

ん，すべての若い男性 と良い関係 を築

き，神権の各 々の職 に聖任 される年齢

に達 した ときに彼 らがふ さわしい状態
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にある ように助 けてあげて ください。

このことは皆 さんが担 っている役割の

中で重要な部分であ り，ワー ド評議会

に属す るすべての会員たちが担ってい

る役割で もあ ります。 アロ ン神権の執

事の職 にある少年が長老の職 に聖任 さ

れないことになった り，専任宣教師と

して働 くように要請 される機会 を逸 し

て しまうことになってはな りません。

メルキゼデク神権定員会 はすべての

成人男性 とその家族が物心両面で満た

されているか どうかに対 して責任 を担

ってい ます。家族 に関す る事柄で，現

在監督会が担 当している部分の多 くは，

評議会で適切な話 し合い と調整 をすれ

ば，ほかのメルキゼデク神権者が十分

に行 うことがで きます。

ス テーク会長お よび監督 の皆 さん，

もしもあなたのユニッ トの評議会が こ

れほど高い霊性 と目標を持 たず に運営

されているならば，人々を霊的に備 え

るため に自分たちが持っている力をい

かに結集 したらよいか理解 できるよう

に，あらゆる手段 を通 して評議会に属

する会員たちに教えていただきたい と

思います。

また，わた したちは個人で も家族の

中で もよ く話 し合い，個人 としてまた

家族 としてイエ ス ・キ リス トの福音に

どれだけ忠実かを評価 し合 う必要があ

ります。 この評価は，主の宮で奉献の

律法 と犠牲 の律法の聖約 を交わした人

にとって特 に必要不可欠な ものです。

わた したちはこう自問す る必要があ り

ます 。「日ごろ，社会 や家庭 の中で，

クリスチャンとしての徳 と福音への忠

実 さを模範 を通 して示 しているだろう

か。教会 に活発 でない友人 に対 して，

また教 会員ではない友人や家族，隣人

に真心か ら関心 を示 しているだろうか。

自分の証を雄 々しく伝 えてい るだろう

か。」

教会において家族や個人を強めるた

めに，導 きを受けなが ら協力 して取 り

組む人々の力 を，わたしは よく知って

い ます。皆 さんの ワー ドの区域 に住 ん

でいるすべての人々(成人の男性，女性，

10代 の若人，児童，教会員，非教会員)

の 人生 に祝福をもた らす ことがで きる

ように，皆 さんの力 を結集 し，それを



十分活用 して ください。兄弟姉妹の皆

さん，個人間で も教会全体で もかつて

なか ったような結束 を実現することに

より，わた したちの周 りにいる人 々が

主の宮でしか受けることので きない祝

福 を受ける備えがで きるように 自らの

役割を果たそうではあ りませんか。

兄弟姉妹，今 こそわたしたちの時代

です。世界が始 まって以来，聖 なる預

言者たちはこの時代を予見 して きまし

た。この時代 はまさしく世界の歴史の

終幕が演 じられる，時満 ちる神権時代

なのです。 ジョセ フ ・ス ミスか らゴー

ドン ・B・ ヒンク レーに至 る末 日の預

言者 たちは，「主 の大 いなる恐 るべ き

日」9に備 えるという厳粛で神聖 な義務

があることをわた したちに警告 して き

ました。その 日は刻 々と迫ってきてい

ますが，や り残 していることはまだ多

くあ ります。 わた したちは指導者 と歩

調 を合 わせ られ るように自分 自身をよ

く備え，指導者の歩幅が広 がった ら自

分 の歩幅 も広げなければな りませ ん。

最 も重要な事柄 に焦点 を当てて力を注

ぎ，ささいなことや取 るに足 りないこ

とに対 して時間 を割か ない ようにす る

ことが，かつてないほど必要で しょう。

預言者 ジ ョセフ ・ス ミス はこのよう

に語 りました。 「兄弟た ちよ，わた し

たちは このような偉大な大義において

前進 しようではあ りませ んか。退かず

に前 に進 んで ください。兄弟 たちよ，

勇気 を出 して ください。勝利に向かっ

て進み，進んで くだ さい。心を喜 び楽

しませ，大い に喜んで ください。……

まことに，主の大いなる日は近づい

てい ます。……わた したちは教会 とし

て， また民 として， また末 日聖徒 とし

て，義をもってささげ物 を主にささげ

ましょう。また，主の聖 なる神殿 〔に〕

・わ た したち の死 者の記録 を載せ

た，そのまま受 け入れるに値す る書を

主の聖 なる神殿 にささげましょう。」'o

兄弟姉妹の皆 さん， わた したちが力

を合 わせて自らの務めを果たす ときに，

あ らゆる家族 ，成人，若人，子供が備

えられて，福音 を通 して もたらされる

神殿 のすべての祝福 を受けるにふ さわ

しい状態 になれるように祈っています。

わた しは主イエス ・キリス トが生 きて

お られることを証 します。キリス トに

よ り，忠実な教会員は神殿 において永

遠の儀式を受けることがで きるのです。

皆さんが望み と知恵と決意を主か ら授

かることによ り，家庭 と教会 にあって

この業 を熱心 に推 し進めることができ

ます ように。イエス・キリス トの御名に

よってへ りくだり祈 ります。アーメン。

注
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機会が与えられる時代
管理監督

H・ デビッ ド・バ ー トン

現κば……手を差 し伸べ τ入 々の生活に良ω影響をもたらす蒔 であり.

安・寂θを神聖に守る決意をする詩 であり.神 殿の御業を推 し進める峙

です。

せいさん

先
日，聖餐 会でかわい らしいある

若い姉妹 が，良い話 をす るには

ちょっと気の利いたユーモァや見え透

いたうそで始 めるのが よい と提案 しま

した。 わた しにはユーモァの才能はま

った くあ りませんが，心か らの気持 ち

として以下のように申 し上げます。す

ばらしい秋の朝 にこの壇上に立ち，わ

たしは心底快適で何 の恐れ も感 じてお

りません。

昨年行われた150年 記 念祭 の幕 を閉

じるに当たって，わた したちの愛する

預言者は再度注意 を喚起 して くれ まし

た。「これか らは，向 き直って将来へ

目を向ける時です。あまたの機会が与

えられる時代 がや って来 ました。それ

を受け止めて前進するのは，わた した

ちの責任です。 わた したちがささやか

なが らもそれぞれの貢任 を果た して，

主の業を壮大な終局 目標 に向かって前

進させることができるとした ら，何 と

すばらしい時代 でしょうか。」(ゴ ー ド

ン ・B・ ヒンクレー 「将来 に目を向け

て」『聖徒の道』1998年1月 号，75)

わ た したちは皆，日々の生活で試練 に

直面 しています。 しか し，その試練の

中にまた とない機会が潜 んでいること

があるのです。その機会 に気づいて行

動に移す とき，進歩 と幸福 と霊的な成

長が結果 としてついて来 ます。わたし
み わ ざ

たちは主の御業の推進のため に働 く必

要が なければなりません。そのために

活用 で きる機 会は無数 に存在 します

が，わずかなが ら提案 をさせていただ

きます。

この壇上 からの説教 を通 じ，わたし

たちは再三にわたって安息 日を完全 に

守るように言われて きました。 もし安
きよ

息 日を聖 く過ごしていない方がいれば，
き ょ う

今 日はすば らしい機会 とな ります。聖

く過 ごす ように決意す る機会 であ り，

安息 日を尊ぶことによって もたらされ

る約束 された祝福 を受ける機会 となる

か らです。

多 くの人々は，「安息 日」 と 「休 日」

を同義語 と感 じるようになってきてい

ます。末 日聖徒が多数 を占める地域 で

小規模 の小売 店 を複 数経営す る友人

は， 日曜 日の礼拝行事が何 時に終わる

のかを正確に当てることがで きると言

います。その時 間になると客 の数が劇

的に増えるのだそ うです。このように，

様々に姿 を変えた娯楽が，安息 日の王

として君臨するようになって きている

のです。
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わた しと妻は結婚当初， ソル トレー

ク盆地の南東部に住んでいました。近

所の小 さな食料 品店で買い物 をしてい

ると， ジョセフ ・フィールディング ・

ス ミス大管長夫妻が買い物 をしてい る

姿 をよく見かけました。何度かその姿

を見 るうちに，わた しはなぜス ミス大

管長が町の中心部か らわざわ ざ何軒 も

の食料品店 を通 り過 ぎ，あ えて この店

に来 るのか不思議 に思 うようにな りま

した。そ してついに勇気 を奮い起 こ し

て尋ね ました。す ると大管長は眼鏡越

しにわた しを見る と，力 を込めてこう

答 えたのです。 「兄弟1〔 わた しは思

わず姿 勢を正 しました。〕妻 とわた し

は，安息 日を聖 く保 っている店 をひい

きにしているんです よ。」

安息 日を尊ぶ ようにとの教 えは新 し

い ものではあ りません。わた したちは，

幾 世代 に もわ たって預 言者 が当時 の

人々に強調 して きた事柄を，現代の預

言者の口を通 して幾度 とな く聞いてい

るにす ぎません。末日の聖典 には次 の

勧告が含まれています。

「また，あ なたは，世の汚れ に染 ま

らずに自らをさらに十分に清 く保つた

めに，わた しの聖 日に祈 りの家 に行っ

て，聖式 をささげなければならない。

まことに，この 日は，あなたがたの

労苦を解かれて休み，いと高 き方に礼

拝 をささげるように定 められた 日だか

らである。」(教 義 と聖約59：9-10)

特 に若い人々にとって，チームの レ

ギュラーメ ンバー としてプ レーしたい

と思っている自分のスポーッチ ームが

日曜 日に試合 を予定 してい るときに，

安息 日を守 る方 を選択す るのが難 しい

ことは理解 してい ます。 また多 くの人

にとって，安息 日にほんの数分 コンビ

ニエ ンスス トアに立ち寄 り，買 い物を

済 ませ るのはささいなことに思えるの

も承知 しています。 しか し，安息 日を
み た ま

聖 く過 ごすのは，わた したちが御霊の

ささや きを感 じられ るように備 えるた

めの最 も大切な戒めの一つ に数えられ

ることも，わた しは知 っています。

今は家族 にとって また とない機会で

す。義にか なった生活をす ることによ

り第4の 偉大 な戒め に従 う忠実 な人 々

に数え られるか らです。



「安息 日を覚 えて， これを聖 とせ よ・

6日 のあいギ働いてあなたのすべ て

のわざをせ よ。

7日 目はあなたの神 ，主の安息であ

るか ら，なんのわざをもしてはな らな

い。」(出 エジプ ト20：8-10)

数 年前，中央幹部 として神殿 の奉献

や再奉献に携わってきたこ とにつ いて

尋ね られた大管長 は，儀式が執 り行わ

れている神殿 が少 な くと も100に 達 す

るまで引 き続 き奉献 に携 わってい きた

いとの意向を明 らかに しました。大管

長の言葉 を聞いたわた しは単純に計算

してみました。儀式が執 り行 われてい

る神殿 に加え，建設が発表 されている

神殿 ，そ して現在建設 中の神殿の数を

合計 して も，100に は遠 く及びませ んで

した。管理監督会は，建設が発表 され

た神殿 の監督の責任があるため，次の

ように話 したのを覚えています。「大管

長， さらに長生 きで きるよう主にお祈

りいた します。」

当時のわた しには知る由もあ りませ

んで したが，わた したちの預言者 は恐

ら くその当時か らすでに天 よりの導 き

を受 け，さらに多 くの末 日聖徒が神殿

での礼拝に伴 う祝福 にあずかれるよう，

手段 を講 じていたので しょう。去 る4

月 の総大会で， ヒンクレー大管長か ら

次の言葉を聞いた とき，皆 さん同様 ，

わた しも喜びの涙を流 しました。

「ここ数か 月，わた したちは非常 に

遠 く離れた地の教会員たちの間を旅 し

てまい りました。 この世の富にあ ま り

恵 まれていない多 くの方々 とお会い し

てきました。 しか しその方々は，心の

中に末 日の業 に対する非常に熱い思い

を持ってい ます。彼 らは教会を愛 して

います。……そ して，主 を愛 し，主の
みこころ

御心 を果た したいと望 んでい ます。わ
じゅうぶん

ずかな額か もしれませんが，什分の一

を納めています。 この人々は神殿 に行

くために，大変な犠牲 を払っています。

安 い料金のバスや古い船に乗 り，何 日

も何 日も旅を続けるのです。そのため

には，生活 を切 り詰めてお金 をためま

すQ… …

この人々には……神殿が近 くに必要

です。そこで，わた しはこの機会を と

らえて30ほ どの小 さな神殿 を早急に建

設するプログラムを，教会全体 に発表

いたします。 これ らの神殿 は……現在

建設中の17の 建物に加えて，建設が進

め られています。これに よって現在儀

式が行 われている51の 神殿 のほかに，

合計47の 新 しい神殿がで きることにな

ります。……今世紀 の最後 までに さら

に2つ を加 え，ちようど100に で きれば

と考 えてい ます。」(「福音 の 「最高 の

祝福 』 をもた らす新 しい神殿」 『聖徒

の道』1998年7月 号，95-96)

この神権時代の初期 において，わた

したちの祖先は祝福 されて，多大な犠

牲 をささげて神殿 を建設する機会 を与

えられました。 肉体的な労働力 にとど

まらす，乏 しい財産 をも惜 しみな くさ

さげたのです。そ してカー トラ ンド，

後にノーブーに神殿が完成 したときも，

聖徒 が払った犠牲 は大変なもので した。

しか し求 めに応 じたとき，聖徒 は祝福

されました。聖徒が 山の頂 に移住 した

後，西部の多 くの地 に神殿が姿を見せ

始めました。神殿建設の計画 はそのど

れ もが大いなる犠牲 を表 しています。

しか し，神殿建設の機会に参画 した人

には神か らの約束 された祝福が用 意さ

れていました。
こんにち

神殿建設への奉仕 について，今 日の

わた したちに与 えられている機会は昔

と少 し違います。わたしたちに求め ら
くぎ

れているのは，釘 を打 ちつけ，石 を刻

み，材木 を切 り， コンクリー トを流 し

込む ような肉体労働 ではなく，神殿建
み わ ざ

設の御業が継続 して進められるように

忠実に什分の一 を納め，すでに亡 くな

った方のために神聖な救 いの儀式 を施

す ことがで きるよう，自分 自身をふ さ

わ しく保つ ことです。ご く簡単に言え

ば，神殿 に早朝か ら深夜 まで明か りが

つ くようにするために末日聖徒 の家族

として機会 をとらえて奉仕す るこ とで

す。すでに幾つかの神殿 において行わ

れている ように，週末に一晩中神殿の

儀式が執 り行 われるような状況 を作 り

出す こともできるで しょう。

数年前，ある大手通信会社が このよ

うな広告 を打 ち ました。「今，手 を差

し伸べ ，あの人 と心の触 れ合い を。」

ヒンクレー大管長はわた したちに，援

助の手 を差 し伸べ，心の触 れ合い を図

リアホナ/1999年]月 号

11

る方法がた くさんあることを繰 り返 し

述べ てきました。 まず，新 たに教会員

になった方 々に対 して愛を もって接 し，

温か く見守ってあげること。教会に活

発に来 られてい ない人に対 して励ま し

の言葉 をかけ，変わ らぬ愛 と，場合 に
ゆる

よっては赦 しの気持ちを抱 くようにす

るこ と。異 なる宗教 を持つ隣人，会社

の同僚，友人が わた したちの語 る言葉

と行いを通 して聖なる御霊の良い影響

を受け られるように努力することです。

最近 わた しが参加 したあるステー ク

大会のステーク/ワ ー ド合同評議会訓

練集会で， よく準備 された発表がなさ

れ ました。内容は，計画を立てるとき，

新会員や教会に活発に来ていない会員，

また会員 ではない人たちを除外せず，

む しろ彼 らに参加 して もらえるような

計画 を立てるとい うことで した。発表

では， このことを達成するために，ス

テーク若い女性会長 のローラ ・チ ップ

マン姉妹が 「5つの1」 を提案 しました。

それは，(1)Introspection(自 己吟味)。

わた したちは気づかない うちに排他 的

な態度で接 していないで しょうか。(2)

Identify(特 定 する)。 皆 さんの近所 や

同 じ地区に最近バプテスマを受けた人

や，教会 に活発 に来ていない人，ある

いは教会員で はない人がい ませんか。

(3)Individualize(個 別 化す る)。 わ

たしたちは，働 きかけようとしている

相手の興味や才能，技能 を知る努力を

しているで しょうか。(4)Invite(招

待 す る)。 わた した ちは隣人や友人を

ふ さわ しい活動 に誘 っているで しょう



か。(5)Involve(参 画 させる)。 教会

に来てほしいと思っている人たちの技

能や才能 を発揮 して もらえる方法はな

いで しょうか。

わた しは最近少年時代の友人， リン

の葬儀に参列 しました。彼には生 まれ

つ き障害があ りました。物事の概念は

よく理解で きて も読み書 きはで きませ

んでした。 また，彼は 自分で作 った言

葉以外はっき り聞き取れる言葉はほん

の少 ししか話す ことがで きませんで し

た。仲間の中には彼が しゃべ った言葉

をわずかなが らも理解で きる人がいま

したが，たいていの場合，彼の しゃべ

る調子 によって助けを求めているのか

人に思いや りを示 しているのか区別が

つ きました。 リンが幼 かったころ，彼

は家 を離れて特殊学校 で生活 してい ま

したが，夏休みや祝 日には家に帰 って

家族 とともに過ご しました。彼 は家族

のだれ よりも長生 きし， この17年 間，

身辺の世話 をほ とんどしてもらえる介

護施設に入っていました。

リンの死 に際 して，彼の親友の一人

が音頭 を取 り，わた したちが少年時代

集っていた教会で葬儀 を行 うことにな

りました。葬儀 には施設で親 しくして

いた友人と職員，何 年 も前か ら彼の こ

とを知っているワー ドの会員，そして

　　　

轟
巽

舞

難

『 需

瀞樂

少年時代の友人 とその家族が集い まし

た。長い間施設で寂 しい思いをしてい

たリンの ことを気 にかけていた何人か

の兄弟たちが心温 まるお話 をして くれ

ました。

葬儀の プログラムが進む につれて，

昔の記憶が よみが えって きました。一

人の友人は， 日曜学校の教師がわたし
あかし

たちに証を述べる ように言った ときの

ことを話 しま した。教師は一人一人順

番に指名 してい きましたが， リンは飛

ば してしまいました。たぶんリンには

無理だろうと思 ったので しょう。先生

の態度に憤 りを感 じた リンは，自分の

番が回って来るの を待 っていたことを

先生に示 しました。証 の中で彼が何を

言 ったのかよくは分か りませんでした

が，正常 に機能 しない肉体 に閉 じ込め

られた彼 の愛 と偉大 な霊 の深 さをわた

したちは感 じました。そのクラスには

強い御霊の導 きがあったのです。

わた しは施設の職員 と友人たちか ら，

リンに対 して彼 らの抱いていた無私の

愛 を感 じ， さらにリンが 自分 な りの方

法で手 を差 し伸べ，彼 らの人生 に良い

影響を及ぼ していたこ とがはっき り分

か りました。また葬儀 を通 じて，少な

くとも3人 の少年時代の友人 とその家

族が彼に援助の手 を差 し伸べていた こ

鎌嚢
嚢鐡鞭

繊 、

鵬

とも分 か りました。彼 らは， リンを定

期的 に訪れ， ドライブに連れて行 き，

誕生 日やそのほか特別な 日には夕食 に

招待 していたのでした。

リンにまつわる思い出話が尽 きた と

ころで，わたしたちは，障害があ りな

が らも天使 の ように優 しいこの友が，

彼 自身が人か ら受けたもの よりもさら

に価値ある ものを，わたしたちや彼の

ために尽 くして くれていた愛 あるすば

らしい家族に与 えていたことに気づい

たのです。

まさに現代 は多 くの機会が与 えられ

ている時代 です。幾つか例 を挙げると，

それ は，手 を差 し伸べて人 々の生活に

良い影響 をもた らす時であ り，安息 日

を神聖に守る決意をする時であ り，神

殿 の御業 を押 し進める時です。わた し

は天の御父 とわた したちの救い主であ
あがな

り蹟 い主である御子が生 きてお られる

こと，また御二方がわたしたちを無条

件に愛 して くださ り，わたしたちに与

えられる様々な奉仕の機会 を生かす よ

う期待されていると証 します。また大

義 を勇敢 にそ して威厳を もって 日々献

身的 に推 し進めて くれる預言者に，わ

た しの感 謝 と愛 をささげ ます。 イエ
み な

ス ・キ リス トの 御 名 に よ り，ア ー メ ン。
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ソル トレーク神殿の尖塔が樹木越 しに見える。
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r来れ ，預言者 よ り
み こ と ば

御言葉聞け」
中央扶助協会第一副会長

バージニア ・∪・ジェンセン

み こえ

生ける預言者を通 しτ語られる主の御声に耳を傾け.

ば 決 しτ道を誤ることばなωのです。

11
歳のあ る夜 のこ と，窓の外で人

が騒いでい ま した。見 ると，通

りには新 聞配達 の少年が ，Fジョージ・

アルバ ー ト・ス ミス第8代 大管長の計

報を報 じる号外 の束 を腕 に抱 えて配 っ

ているところで した。それまで，わた

しにとって大管長 とはス ミス大管長 だ
あかし

けで した。わた しが初めて証 を得 たの

はス ミス大管長の時代 で，その ころか

ら神の預言者がいか に大切であるか を

理解 してレ、ました。わた しは初等協会，

また家庭で愛ある両親か ら，地上で天

の御父 と御子 イエス ・キ リス トとわた

したちの橋渡 しを担 う，つ まり御父 と

御子 はス ミス大管長 を通 じわた したち

に語 りかけて くださるこ とを学 びまし

た。幼い少女に とり，それ は何 と力強

その勧告に徒え

い教えだったこ とで しょう。当時11歳
み た ま

のわた しは御霊によ り，その教 えが真

実であるとの確信 を心 に得 ました。そ

のため，大管長の計報に接 した とき，か

けがえのない人を失ったと思いました。

しか し，ス ミス大管長の死か らわず

か5日 後 ，デ ビッ ド ・O・ マ ッケイ大

管長がこの タバ ナクルに立ち，詰めか

けた聴衆 に話を しました。それは聖徒

たちの全会一致で，預言者，聖見者，

啓示者 として支持 された直後のことで

した。マ ッケイ大管長は涙 をぬ ぐい，
かしら

こう語 りました。「教会 の頭 ，わた し

たちの主，救 い主であるイエス ・キ リ

ス トと一致 しなければ，だれもこの教

会 を管理することはできませ ん。主は

わた したちの頭です。 この教会 は主の

教会です。主の導 きと霊 感があれば，

わた したちは決 して失敗することはあ

りません。」'

わた しはス ミス大管長のときと同様，

マ ッケ イ大管長 をも愛 し尊敬するよう

にな りました。壇上 に立ち， 白髪を輝

かせて語るマ ッケイ大管長 を見て，そ

の姿が天使の ように映ったことを今で

も覚 えています。 こうして，マ ッケイ

大管長 が主 の代弁者 となったことは，

す ぐに理解できま した。

古今の預言者は主 に従う偉大な人 々

であ り，地上に来 る前に選 ばれ，聖任

されていま した。 わた したちの預言者

はそれぞれ特定の時期 に教会を管理す

るために，主によ り特別 にはぐくまれ
こん

た人々なのです。主はこれ まで同様今
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にち み わ ざ

日も，教会の指導者を通 して御業 を進

めておられます。

ウィルフォー ド ・ウ ッドラフ大管長

は言い ました。「神 が人に これまで授

けてこ られた啓示 を積 み上げると……

途方 もない高 さに達す る。 しか し神 の

王国である教会はどの時代にあって も，

神の生 ける預言者な しには発展で きな

いのである。」2

兄弟姉妹，『教義 と聖約』に書かれた

次の指示 と約束 に耳 を傾けてください。

「そ れゆえ，彼が わた しの前 を完全
きよ

に聖 く歩み，わた しの言葉 と戒めを受

けるとき，あなたがた教会員 は，彼が

あなたがたに与えるそれ らのすべてを

心に留めなければならない。

あ なたが たは忍耐 と信 仰 を尽 くし

て，あたか もわた し自身の口か ら出て

いるかの ように，彼の言葉を受け入れ

なければな らない。」(教 義と聖約21：

4-5)
みこころ

アブラハ ムヘの主の御心 は，モーセ

の時代の民 には不十分であ り，モーセ

ヘの主の御心は，イザヤの時代の民の

必要 を満 たす ものではあ りませんでし

た。神権時代が異 なる と指示 も異 なっ

てきます。これは今 日も変わ りません。

わた したちの神権時代は，過去のすべ

ての神権時代の知識が一つ にまとまる

ときです。完全 な福音を得て人生 に祝

福 をもた らす この時代に生 を受けたわ

たしたちは，何 と祝福 されていること

でしょう。

わた しの声 を聞いてお られるすべて

の方々を，かつて賛美歌 として書かれ

た言葉をもってお招 きしたい と思いま

す。 「来れ，預 言者 より御言葉 聞け。」

(『賛美歌』13番)年 齢や環境を問わず，

あ らゆる教会員 は主の預言者 の霊感に

満ちた勧告に心 を動かされ，祝福 を受

けるのです。

デ ビッド ・O・ マ ッケイ大管長がヨ

ーロ ッパ旅行か ら帰国 した際
，ニュー

ヨークでの出来事についてこう報 じら

れてい ます。「『ユナイテ ッドプレス紙』

は大管長 を空港で撮影す るこ とに して

いたが， カメ ラマ ンの都合 がつ かず ，

ニューヨークでは最 もつ らい仕事 と言

われる犯罪者担当のカメラマ ンを差 し

向け た。 彼 は空港 に2時 間 とどま り，



何枚 もの写真 を撮 り，その後暗室か ら

出て来た。撮 るべ き枚 数は2枚 だった

ので，上司は 『時間 も材料 も無駄 にし

て何 をしていたんだ』 と怒った。

するとカメラマ ンはぶ っきらぼ うに

こう答 えた。 『余分 に使 った材料代 は

支払います。必要以上にかかった時間

の金額 も頂か な くて結構です。』一

それか ら数時問後，副社長が このカメ

ラマ ンをオフィスに呼んだ。事情 を知

りたかったのである。カメラマ ンは言

った。「子供のころ母親が よく「旧約聖

書」を読んで くれました。神の預言者 は

どんな人だろうとよく考えていました。
き ょ う

それが今 日，分かったんです。』」3

自分たちの預言者 を頂いていること

が どれほ ど大 きな祝福か，わた したち

は十分理解 しているで しょうか。預言

者の声 に耳を傾けることに より，生活

に無数の変化が訪れます。自分が何者

であ り，天の御父にとって どのような

存在 であ るか明確 にな ります。主の戒

め と勧告はわたしたちを導 き，まっす

ぐで細い道にわた したちを とどめ，主

の励 ま しの御言葉は，落胆 したときで

もあ きらめないように力づけて くれま

す。わた したちは世の声に耳 を傾ける

と道を誤 ります。 しか し，生 ける預言

者 を通 して語 られ る主 の御声 に耳 を傾

け，その勧告 に従 えば，決 して道 を誤

ることはないのです。

最近の新聞にヒンク レー大管長 に関

す る記事が掲載 されてい ます。「彼 は

時の人である。……握手 をし，人 をた
じ ぎ

たえ，ユ ーモアを交えなが ら時宜 を得

た言葉 を語 る。」4兄弟姉妹， これ は一

般の人からの視点 にす ぎません。 しか

しわた したち教会員 にはさ らに多 くの

ことが見えます。 わた したちは聖 なる

御霊の ささや きによ り，この教会 の真

の頭である主 イエス ・キ リス トが ヒン

クレー大管長 を通 してわた したちに語

られることを知 っています。1年 半前，

わた しはヒンクレー大管長の事務所 に

招かれて中央扶助協会会長会 の召 しを

受け ました。その ときに感 じた御霊 は

わた しにとって特権 であ り，祝福で し

た。わたしは召 しを告 げられる前に大

管長 と握手 をしましたが，神 の預言者

の前 にい るとい う強い証 を得 ました。

わた しはその証 に心がへ りくだる思い

で した。 ヒンク レー大管長，わた しが

口を閉ざ していたの はそのためだった

のです。

生ける預言者 を頂いていることは大

きな祝福 です。 これ までには得 られな

かった主 とのつなが りを可能 にして く

れるか らです。ジ ョセフ ・ス ミスはカ

ー トラン ド神殿 の奉献の祈 りの中でこ

う預 言 しました。 「また， あなたの教

会が暗黒の荒れ野か ら出て来て，月の

ように美 しく，太陽のように輝 き，旗

を立 てた軍勢の ように恐ろ しい もの と

な り……。」(教 義 と聖約109：73)ヒ

ンク レー大管長は今 日の情報時代のた

めに備え られたのです。

世の中では正直や高潔さ，善意，義，

それに伝統 的な家庭 まで もが死んだ と

言 う人が多 くいます。末 日聖徒 として，

主が生 ける預言者 を通 して導 きと指示

と励 ま しを与 えて くださることを知っ

ているわた したちは，何 と祝福 されて

いる ことで しょう。主の真の教会が継

続するように，わた したち自身も主の

みもとに戻 る道 を確固 として歩むこと

がで きるからです。

この世 には保証 となるものはあまり

あ りませ ん。すべて に適応す る保証書

のついた車 も，預金 を完全 に保証 して

くれ る銀行 もあ りません。品質を調査

する雑誌 で高 く評価 されている製 品で

さえ，免責条件 が記 されてい ます。人

の手 によるもの，人が制御す るものに

完全 な保証 はないのです。 しか し， こ

こに奇跡 があ ります。主は免責条件の

ない幾つかのすば らしい保証 を与 えて

ください ました。その一つが，民 を決

して誤 り導 くことのない預言者 を召 し

て くださったことです。 これがいかに

大 きな影響 を及ぼすか考えてみて くだ
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さい。純粋で，世 に染 まらぬ導 きを求

める場所があるのです。

わた したち扶助協会の姉妹たちの務

めは，神権者の指示の下で，家族が天

の御父のみ もとに戻 り，地上に来 る以

前 に皆がそうであった ように，天の御

父 と再び生活で きるように助けること

です。神 のメッセージを伝 える預言者

の声は，明僚で確 かな，かつ信頼でき

て率直なものです。

この ような神のメッセージの特徴が

最 も顕著 に表れたのは，1995年9月23

日の 中央扶助協会集会 において ゴー ド

ン ・B・ヒンクレー大管長がメ ッセージ

の一部 として「家族一 世界へ の宣言」5

を読み上げた ときで した。 この宣言 を

通 して神が混迷の世界 に投げかけた教

えの数 々を見てみ ましょう。男女の間

の結婚 は神が定 めた ものです。 わた し

たちは神の形 に創造 されました。性別

は永遠の特性 と してわたしたちが地上

に来る前か ら定 められてい ました。わ

たしたちは地上 に来る前 に神 とともに

生活 してい ました。神 は子供を もうけ

るように命 じられま したが，生殖の力

は結婚の神聖な きず なの中でのみ用い

なければな りませ ん。神 は預言者 を通

して，夫婦が互いに愛 と関心 を示 し合

い，子供 たちを愛 と義を もって育 て，

物質的にも霊的に も必要なもの を与 え

るとい う厳粛な責任 を負っていること

を伝 えてお られ ます。家族 は神によっ

て定め られたもので，父親 は家族の管

理 と生活必需品の提供，そ して家族 を

守るとい う責任 を，母親は子供 を養 い

育てるという責任 をそれぞれ負います。

加 えて，この宣言には非常に重要な警
はんりよ

告が含まれています。伴侶や子供を虐

待する人，家族の責任 を果たさない
み ま え

人々は神の御前 に立って報告す ること

になるとい うことです。 さらに，家 庭

の崩壊 は個人や地域社会，国家 に古今

の預言者たちが預言 した災いをもた ら

すのです。兄弟姉妹，これが今現実 と

なっています。家族 を守 り強めるのは

すべての人の義務なのです。

わた しは再度 「来れ，預言者よ り御

言葉聞け」 と申 し上げます。扶助協会

は預言者 ジョセフ ・ス ミスが受けた啓

示に より設立 されま した。それは 「知



識 と英 知が これ よ り後流 れ出 る よう

に」行 われま・した。ジ ョセフ ・ス ミス

は次の ように約束 しました。「あ なた

がたは神が定められた神権 の位を通 し

て指示を受けるで しょう。この最後の

神権時代において教会の諸事 に導 きと

指針 と指示 を与 える ように召 された

人々を通 してそれは行われるのです。」6

扶 助協会で わた したちは家族 を守 り

強める方法 を学びます。

ヒンクレー大管長 はこのように述べ

ています。「このまっす ぐで細い道に

とどまるなら，最善の ものが待 ってい

ます。今 はすばらしい ときです。 この

偉大 な末 日の御業の中で教会員 として

胸を張 り，迷 うことな く誇 りをもって

生活できるすばらしい時代なのです。」7

「来れ，預言者 より御言葉聞け。」そ

れは神の御心 を知 り，自分の歩む道 を

照 らす光を得 るためです。皆 さん も，

わた しと同 じ証を得る ようお祈 りして

い ます。それ は，今 日の生ける預言者

ゴー ドン ・B・ヒンクレー大管長 の教

えはわ た したちの霊 を救 うもの であ
'り
，その教えに従えばわたしたちは皆

安全に，世の汚れに染 まることな く天

の家 に帰れるよう導かれる とい う証で
み な

す。聖なるイエス ・キリス トの御名 に

より申し上げます。アーメン。
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霊と肉体の癒 し

十二使徒定員会会員

ロバー ト ・D・ ヘイルズ

真理を求め，.主を信じる信仰をぱぐくみ……心力、ら侮6、改めるならばン

わた したちぱ救ω主のみからもたらされる心の霊的な変化を受けます。

つまり，わた したちの心ば再び新しくなります。

4
月の総大会が終って しばらくして

か らの ことで した。多 くの方 はす

でに御存 じで しょうが， わた しは3度

目の心臓発作 に襲 われ，バ イパス手術

を受 けました。優 れた医師の方々，熟

練 した医療チームの努力，そして忍耐

強 く，愛にあふれ，絶えず看護に当た

って くれた妻のメアリー，わた しのた

めにささげて くださった多 くの方 々の

祈 りによって，わた しは祝福 され新 た

な健康 と強 さを得 ました。皆 さんのお

心遣い とお祈 りに感謝 してい ます。
き ょ う

今 日は，霊 を癒す過程で助 けを得 る

方法について，メッセージをお伝 え し

ます。 それは，わた したちを偉大な癒

し手，主，救 い主であるイエス ・キ リ

ス トに導 く方法で もあ ります。これは，
めいそう

聖文 を読み，祈 り，瞑想 し，必要があ
み た ま

れば悔 い改めることによ り，主の御霊

による平安 と喜 びを得 るよう計画され

ています。癒 しの過程 を経 てわた しが

深 く考 えたこ とをお話 ししたい と思い

ます。

入 院中お よびその後数週間の 自宅で

の療養 中，体は激 しい痛みで衰弱 しほ

とん ど自由の利かない状態で した。 し

かしその間，わたしは人生 と永遠の意

味 について思いを深 める喜びを学びま

した。集会，責務，約束がすべて予定

表か ら消 えたため，数週 間， 自らの関

心 は様 々な管理事項か ら離れ，永遠に

関す る事柄 に向け るこ とがで きま し

た。主 はこの ように言 われ てい ます。

「永遠の厳粛 さを心 にとどめなさい。」

(教義 と聖約43：34)痛 み だけに思い

が向けられている と，癒 しの過程の妨

げ となることに気づ きました。そして，

思いを深 めることが心 と体の癒 しの過

程において非常に重要な要素であると
けんそん

分か りました。痛みによって謙遜 とな

り，思 いを深め られるようになります。

耐え抜 くことがで きたこの経験に感謝

してい ます。

わた しは苦痛の 目的について深 く考

え， この経験か ら何 を学べるか思い巡

らす と，苦痛 について少 し分か り始め

ました。 肉体 に痛みを感 じ，大手術 を

受けた後 に得 る肉体への癒 しは，霊 に

苦痛 を覚 え，悔 い改めの過程 を経て得

る霊の癒 しと酷似 していると気づ きま

した。 「それゆ え，体 も体 の命 も心 に

かけてはならない。霊 と霊の命 とを心

にかけなさい。」(教 義と聖約101：37)

「な ぜ わた しに」 「こうだ った ら」

「で さえあれば」 などについて考 える
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鐵鰹

ことが どれほ ど意味のない ことなのか

を理解するようにな りました。 なぜな

ら，この世でそれ らの答 えは与 えられ

ないか らです。主の慰め を受 けるには

信仰 を行使 しな けれ ばな りませ ん。

「なぜわた しに，なぜわた しの家族が，

なぜ今」 という疑問は，通常答 えにた

どり着けない疑問です。 これ らの疑問

はわた したちの霊性を損 ない，信仰を

滅 ぼす ことがあ ります。む しろ，信仰

を築 くことに時間と勢力 を注 ぐ方が は

るかに有意義です。わたしたちはその

ために主に心を向け， この世の苦痛 と

試練に耐える強さと，いっそ うの理解

を目指 して終わ りまで堪 え忍ぶことを

願い求める必要があります。

箴言には，「いのちの道に心 をとめ」

るよう記 されてい ます(箴 言5：6)。 命

の道 について深 く考 える と，わた した

ち は歩 む道 を義 にか なった ものと し，

また御霊が わた したちを導 いて くれる

ことに気づ きます。「さて，わたしは，

キリス トの言葉をよ く味わ うようにあ

なたがたに言 った。見 よ， キリス トの

言葉はあなたがたがなすべ きことをす

べて告げるか らである。」(2二 一ファイ

32：3)
み こ と ば

キ リス トの御言葉 をよく味わ うには

聖文を研究 し，それ らを深 く考え，わ

たしたちのあらゆる思い と行いの一部

とすることによって，主の御言葉を吸

収 しなければな りません。

キ リス トの御言葉を研究することと

同様に，絶えず信仰 を込めて祈 り，御霊

に耳を傾けることも深 く考えるために

必要な要素です。主はジ ョセフ ・ス ミ

スを通 して与 えられた啓示の中で，わ

たしたちにこのように語 られています。

「まことに， わた しは友であ るあ な

たがたに言 う。あなたがたの心の中で

深 く考 えるように，わた しはこれ らの

言葉 と，あなたがたに与 えるこの戒め

とを残す。わた しが近 くにいる間に，

あなたがたはわた しに呼び求 めなけれ

ばな らない。

す なわ ち，わた しに近づ きな さい。

そ うすれ ば，わた しはあなたがた に近

づ こう。熱心 にわた しを求めな さい。

そ うすれ ば，あなたがたはわたしを見

いだすであろ う。求めなさい。そ うす

れば，与 えられるであろう。 たた きな

さい。そうすれば，開かれるであろう。」

(教義 と聖約88：62-63)

深 く考 える ことによって，わたした

ちの思いはこの世の ささいな事柄 を離

れ るこ とがで き ます。 そ して聖霊 の

「静 か な細 い声 」 に聞 き従 うな らば，
み て

造 り主の優 し く導 いて くださる御手 に

近づ くこ とがで きます(列 王 上19：

12;1二 一 ファイ17：45;教 義 と聖約

85：6参 照)。 『教義 と聖約』 の中で主

はデビッド ・ホイ ットマーに対 してこ

の ように言われま した。「あ なたの心

は，あなたの造 り主であるわた しにか

かわる事柄・…一よりも，世の事柄 のう

えにあった。そ して，あなたはわた し

の御霊……を心に留 め」なかった(教 義

と聖約30：2)。

主 について深 く考 える，つ ま り主 の

御言葉，主の教え，主の戒め，主の生
たま

涯，主の愛，主が与 えて くださった賜
もの しよくざい

物，わた したちに対す る主の騰罪を考

えることによって，救い主 と，救い主

が与えて くださった命 と祝福 に対 して

深い感謝 の念 に満たされます。

ここ数か月の間，安 らかに息 を引 き

取ろうとする家族の一員 を前 にした家

族があ らゆる苦痛 を克服する とい う心

温 まる経験 をしました。死 を迎 えよう

とする人が この世に別れ を告 げる準備

をしているときに，家族は平安 を感 じ，

その愛す る人を喜んで送 り出そう.とい

う気持 ちにな りました。家族は離れ離

れ になる苦痛を感 じていましたが，神

権の祝福 と家族の祈 りを通 して，確か

にその愛す る人 と再び結 ばれる とい う

復活の知識が家族 に平安 を与え，それ
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らが慰め となっていま した。彼 らは信

仰を持 ち，主 に信頼 を寄せ ることに よ

って，「なぜ」 とか 「だったな ら」 と

いう答 えのない疑間をそれぞれの患 い

か ら取 り除いて，主 の御霊 の慰めを感

じました。

救い主 はわたしたち一人一一人の心 を

御存 じです。主 はわたしたちの心の痛

みを知 ってお られ ます。真理 を求め，

主 を信 じる信仰 をはぐくみ，そ して必

要なときには心から悔い改めるならば，

わたしたちは救 い主のみか らもたらさ

れる心の霊 的な変化 を受けます。つ ま

り， わた したちの心 は再び新 しくなり

ます。

悔い改めには罪を犯 したこと，悔い

改め る必要があ るこ とを認めて，適切

な神権指導者 に罪を告 白し，回復が可

能なものをすべて回復 し，主 に従 う決

意をすることが含 まれ ます。悔い改 め

は心 に霊的な癒 しをもた らします。ベ

ニヤ ミン王 は民に向かってこの ように

告げ ました。「そこで，その者が もし

も悔 い改めず，神の敵である状態で死

ぬな らば，神の正義 の要求が，その者

の不滅の霊に強烈な罪の意識 を起 こさ

せる。そ して，その罪の意識のために，
み ま え

その者 は主の御前か らしりごみし，ま

たその胸 は罪悪感 と心痛 と苦 しみで満

たされる。その罪悪感 と心痛 と苦 しみ

は，炎が とこしえにいつ まで も立 ち上

る，消す ことのできない火の ようであ

る。」(モ ーサヤ2：38)

わ た しは肉体 の苦 しみ に耐えていた

ときに，心に受 ける痛み と苦 しみは も

っと大 きい ことだ ろうと考 えました。

そして，救い主 イエス ・キリス トが経

験 された苦痛 に思いをはせ ました。十

字架には りつけにされた ときの鋭 く激

しい肉体的な苦痛のみな らず，入類の

不従順が もた らした，いつ果てる とも
くもん

知れない苦悶 を伴 う苦痛を主 は経験 さ

れました。

ベニヤ ミン王は救 い主についてこの

ように預 言 してい ます。 「見 よ， この

御方 は数々の試練に耐 え，肉体の苦痛

や飢 え，渇 き，疲 労に耐え られるが ，

それ は，人にとっては死ぬ以外に耐 え

ようのないものである。見 よ，御 自分

の民の悪事 と忌 まわ しい行 いのために



この御方が受け られる苦 しみは非常 に

激 しく，あらゆる毛穴か ら血が流れ出

るほどだか らである。」(モ ーサヤ3：7)

主が 受けられた大 きく非常に激 しい

苦 しみは肉体上の苦 しみではあ りませ

んで した。つ ま り，裁判やあ ざけ り，

殴 られた りたたかれた りする という暴

力，仲 間か らの裏切 りや愛する人々か

らの拒絶，は りつけ とい う肉体 に加 え

られた行為 によるものではあ りませ ん

でした。確 かにこれ らすべ ては現実に

あった事柄 であ り，それぞれに大 きな

苦痛 を与える行為で したが，救い主 は

罪を犯 した者 を癒す ために，腰罪にお

いてさらに大 きな苦 しみに耐 えられた

のです。

「見 よ，神であ るわ た しは，すべ て

の人に代わってこれらの苦 しみを負い，

人々が悔い改めるならば苦 しみ を受 け

ることのないようにした。

しか し， もしも悔 い改 めなければ，

彼 らはわた しが苦 しんだように必ず苦

しむであろ う。

その苦 しみは，神であって， しか も

す べての中で最 も大いなる者であるわ

た し自身が，苦痛の ため にお のの き，

あらゆる毛穴か ら血 を流 し，体 と霊の

両方に苦 しみを受けたほどの ものであ

った。」(教 義 と聖約19：16-18〉

興 味深い ことに，聖典 には ヨブ記 と

ほかに数か所 を除いて，肉体的あるい

は死すべ き体 に生 じる苦痛 に言及 した

箇所がほとん どあ りません。聖典中に

しば しば登場す る苦痛 は不従順 な人々

ゆえに主 と主の預言者 たちが味 わった

痛みと苦 しみを指 しています。

息子 アルマは自分の改宗の過程で ま

さしくその経験 をしています。 アルマ

は反抗的で した。さ らに激 しく反抗 し

たアルマ とモーサヤの息子 たちは 「神

の教会 を滅 ぼそ うとして」歩 き回って

いました(ア ルマ36：6)。 アルマの両

親の苦 しみ と心痛 を， もっ と大切 なこ

とですが，天父 とイエスの苦 しみ と心

痛を想像で きるで しょうか。そ して御

二方 はついに，アルマ に告 げるために

天使を遣わされました。「た とえあなた

自身が滅 ぼされ ようとも，これ以上，

神の教会を滅ぼそうとしてはならない。」

(アルマ36：9)ア ルマが不従順を選ん

だことは悲 しいことですが，アルマ は

ほかの人々まで も引 き込んでは神の御

言葉に逆 らわせてい ました。

アルマは天使 を見て，その御言葉 を

聞いた ときの気持 ちを述べてい ます。

アルマは神 に逆 らったことや 自分のあ

らゆる罪 と不義を思い出 したとき，「地

獄の苦 しみ を味わった」と語 りました

(ア ルマ36：13)。 アルマが味わった苦

痛は肉体的な苦痛 を超えるものでした。

彼は神 に不従順であ り，反抗 したため

「永遠の苦痛 に責めさいなまれ」ました

(アルマ36：12)。

自分の罪の重大 さに気づ き，それか

ら神 に従ったアルマはこの ように言い

ました。「わた しはほかにあ り得 ない

ほ ど激 しく，またつ らい苦痛 を味わっ

た。・・一 それとは反対 に，わた しはほ

かにあ り得ないほ ど麗 しく，また快 い

喜びを味わった。」(ア ルマ36121)

ア ルマは悔恨の情 をもって悔い改め

たため に，喜 びを得 ました。その とき

か ら， アルマ と，モーサヤの息子 たち

を含むアルマ と一緒だった者たちは皆，

「自分 たちがかつて教会 に加 えたすべ

ての害悪の償いを しようと熱心 に努め，

自分たちのすべての罪を告白」し(モ ー

サヤ27：35)， 人 々をキ リス トのみもと

へ導 くために出て行 きました。

アルマが苦痛 を逃れ，福音の喜 びと

光 を受けるためには，悔い改めて主の
ゆる

赦 しを求 める以外 に方法があ りません

で した。主は二一ファイ人 に真理の知

識 と熱意 あふれる信仰 とまことの悔い

改めが心の変化 をもた らす とお教 えに

な りました。アルマは心の中に大 きな

変化を経験 しました。

この 世 にお いて わ た したち は皆 ，

様々な形で苦痛 を経験 します。事故や

痛みを伴 う病気か らの苦痛，愛す る人

を亡 くした り，愛する人か らの愛情を

失った りした ときの悲嘆か ら来 る苦 し

み，孤独感や失意による苦痛 を味わう

ことでしょう。神 の戒めに対す る不従

順 よって もしばしば苦痛を味 わい ます

が，救い主の模範 に従 って生活するた

めに全力 を尽 くしてい る人々にも苦痛

は もた らされます。

聖典は 「すべての事物には反対 のも

のが なければならない」 と教 えていま
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す(2二 一ファイ2：ll)。 す べ ての人

に喜 びと幸福の時が訪れるように，苦

痛 も地上のあ らゆる人 に訪れます。わ

た したちは肉体的苦痛や精神的苦痛 を

人生で経験す るときに，それらをどの

ように理解 したらよいので しょうか。

スペ ンサー ・W・ キ ンボール長老 は

このよ うに述べ てい ます。 「わた した

ちは生 まれる前か ら，肉体 を得て経験

するために地球へ来 ること，喜び と悲

しみ，苦痛 と慰め，平穏 と苦難，健康

と病気，成功 と落胆 を経験す ることを

知 っていま した。 わた したちはまた，

死 を味わ うことも知っていました。わ

た したちはこれ らすべての出来事 を喜

んで受け入れ，好 ましいことと好 まし

くないことをと もに受 け入れ ました。

・わた したちは喜 んで ここへ来て
，

あるがままの人生 を受け入れていまし

た。」("TragedyorDestiny"1m一

ρrovemeη 亡Era，Mar.1996，217)

オ ー ソン ・F・ ホイ ットニー長老は

この ように記 してい ます。「わた した

ちが味わ う苦痛，わた したちが経験す

る試練は無駄になることはあ りません。

それにより，わた したちは忍耐，信仰，

不屈 の精神 ，謙遜な どの資質を伸ばす

ことを学びます。わた したちが受ける

すべ ての苦 しみ，特 に根気 よく堪え忍

ぶすべての事柄は，わた したちの人格

を築 き上 げ，心 を清め，霊 を大 きくし，

わた したちを優 しく慈愛に満 ちた人物

へ と変え，神の子 らと呼ばれるにふさ

わ しくして くれ ます。……わた したち

がここへ 来て身に付 ける教育 は悲 しみ

と苦 しみ，苦労 と苦難 を経験 して得 る

のです。」("TragedyorDestiny"

一㎞provemθn亡Era，Mar.1996，217)

苦 痛 を経験する ときに，その回復の

過程で介護 に当たる人々は非常に大切

な役割を果た します。親切 な医師，看
はんりよ

護婦，治療専 門家，愛 に満 ちた伴侶，

両親，子供たち，友人はわた したちが

病気にかかったときに慰 めを与 え，回

復 を早 めて くれます。いかに 自立 して

いる ように思えても，ほかの人々か ら

助けを受 けな くてはな らない時が必ず

来 ます。わた したちは彼 らに身をゆだ

ねなければな りません。彼 らは癒 しの

過程 を助けて くれる人々なのです。



主は究極の介護者であ られ ます。わ

た したちは主に身をゆだねなければな

りません。そのためには苦痛 をもた ら

す ものを皆捨て，すべて を主 にゆだね

る必要があ ります。「あなたの荷 を主

にゆだね よ。主はあなたをささえ られ

る。」(詩 篇55：22)「 そ の ときに，神

があなたがたのために，神の御子の喜

びによって重荷 を軽 くして くださるよ

うに。」(ア ルマ33：23)主 を信 じる信

仰 と信頼 により， また主の勧告に従 う

ことによって，わた したちはいつ の日

か主の御前 に戻 って ともに住むために

イエス ・キリス トの瞭罪 にあずかるこ

とができます。

主に信仰と信頼 を寄せるには，毎日，

時には毎時間，あるいはあらゆる瞬間

に，苦痛 と闘わなければな りませ ん。

けれども最終的には預言者 ジョセフ ・

ス ミスが リバ ティーの監獄 において，

自分が忘れ られた孤独 な存在であると

感 じ，その苦痛 と闘っていたときに与

えられたすばらしい勧告の意味 を理解

す ることになります。

「息子 よ，あなたの心 に平安がある

ように。あなたの逆境 とあなたの苦難

は，つかの間にす ぎない。

その後，あなたがそれを よく堪 え忍

ぶな らば，神はあなたを高い所に上げ

るであろう。あなたはすべての敵に打

ち勝つであろう。」(教 義 と聖約121：

7-8)

この世の試練に遭 って苦痛を経験す

るとき，その経験か ら何 を学べ るかを

考えようで はあ りませんか。逆境 に打

ち勝つ ときに偉大な教訓を学ぶ ことが

で きます。 わた したちの救 い主は，聖

文 を研究 し，深 く考え，天父に祈るこ

とにより，わた したちが主のみ もとへ

来るよう待 ってお られます。わたした

ちは，主か ら癒 されて 自らを高 め人々

を強めるため，主に近 くあらなければ

ならないのです。アルマのように，そ

れ らの教 訓 を自分 の もの とす るな ら

ば，わた したちは偉 大な祝福 を受 け，

人々の生活 に祝福 をもたらすために主

の御手 に使 われる者 となるこ とで しょ

う。わたしたちがこの ような人となれ
み な

る よ う， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ

っ て お 祈 り し ま す 。 ア ー メ ン。

常に感謝する

第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

たまもの

わた した ちばr言6、 つ くせな しり賜物ノ`2コ ワン ト9・

カずれ る祝福`こ対 しτ神に感謝 しZ「6、る でしょうカ、。

そ
の昔，遠 く離 れた地 の記録 にこ

うあ ります。「イエスはエルサレ

ムヘ行かれるとき，サマ リヤとガリラ

ヤとの間を通 られた。

そ して，ある村 にはいられると，十

人のらい病人に出会われたが，彼 らは

遠 くの方で立ちとどまり，

声 を張 りあげて，『イエス さま，わ

た したちをあわれんで ください』 と言

った。

イエスは彼 らをごらんになって，『祭

司たちのところに行って，か らだを見

せ なさい』 と言 われた。そ して，行 く

途中で彼 らはきよめ られた。

その うちのひ とりは，自分が》・や さ

れたことを知 り，大声で神 をほめたた

えなが ら帰ってきて，

イエスの足 もとにひれ伏 して感謝 し

た。これはサマリヤ人であった。

イエスは彼にむかって言われた，『き

ア5ノ と』豊力、に』注

よめられたのは，十人で はなかったか。

ほかの九人 は， どこにいるのか。

神をほめたたえるため に帰って きた

ものは，この他 国人のほかにはいない

のか。』

それか ら，その人 に言 われた， 『立

って行 きなさい。あなたの信仰があな

たを救 ったのだ。』」/

詩 篇の第30篇 で， ダビデは言いまし

た。「わが神 ，主 よ， わた しはとこし

えにあなたに感謝 します。」2

使徒パ ウロはコリント人への手紙 の

中で，「言いつ くせ ない賜物のゆえに，

神 に感謝す る」3と述べ，テサロニケの

人には 「すべての事 について，感謝 し

なさい。 これが……神があなたがたに

求めてお られ るこ とである」4と書 き送

りました。

兄弟姉 妹 の皆 さん，わ た した ちは

「言いつ くせ ない賜 物」 と豊かに注が

れる祝福 に対 して神に感謝 してい るで

しょうか。

アルマの次の言葉 について考えてく

だ さい。 「さて，兄弟 たち，神 は民が

どの地に住んでい ようとも，すべ ての

民を心にかけられることが分か る。ま

ことに，神 は御 自分 の民 を数 えてお ら

れ……る。これがわた しの喜びであ り，

わた しの深 く感謝 しているところであ

る。わたしはとこ しえに神 に感謝 をさ

さげよう。」5

ロバー ト・W・ ウッ ドラフは，一昔

前 の ビジネ ス界 の傑 出 した リー ダー

で，合衆国各地で 「人間関係速修 コー

ス」 と題す るセ ミナー を開 きました。

彼 はその中で，英語において最 も大切

な二つの単語 は，IIThankyoull(あ り
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十 二 使徒 定 員会 会 員。 左 か ら ，ヘ ン リー ・B・ ア

イ リング長 老 ，ジ ェフ リー ・R・ ホラ ン ド長 老 ，ロ

バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ長 老 ， リチ ャー ド ・G・ ス

コ ッ ト長老 。

がとう)で あると述べています。

グラシアス，ダンケ，メルシーなど，

言語は違 って も，「あ りが とう」 を頻

繁に使 えば， 自分の霊は高ま り，友情

の輪が広が り，皆さんが完成 に向かっ

て旅す るとき， より高い道を歩む こと

ができます。「あ りがとう」と言うとき，

そこには気取 りも偽 りもありません。

美 しく感銘的な感謝の発露が，数年

前の新聞記事に載 りました。

「コロ ンビア警察署 で金曜 日に，所

有者不明の100台 の 自転 車の競売が行

われた。最初 の競 りが始 まると，!1歳

の少年が 『1ド ル』と言 った。しか し，

もっと高い価格で競 り落 とされた。そ

れか ら自転車が出て くる度に，少年は

期待 を込めて 『1ド ル』 と叫んだ。

43年 間，盗難車や放置 された自転車

を扱 ってきた競売人は，競走用の 自転

車の ときに限って少年の声が高まるの

に気づいていた。

いよいよ最後の競走用 自転車で，価

格は8ド ル まで上がった。「その坊やに

9ド ルで落札1』 競売 人はそ う言 うと，

自分 のポケッ トか ら8ド ルを取 り出 し，

少年 に1ド ルを求めた。少年 は，1セ ン

トや5セ ント，10セ ン ト，25セ ン トの

硬貨 を探 し出して渡 し，自転車に乗っ

て帰 りかけた。 しかし，す ぐに止 まる

と，丁寧 に自転車 を置いて駆 け戻 り，

感謝を込めて競売人の首に しがみつい

て泣 きだ したのだった。」

この少年のように，深い感謝の気持

ちを感 じたのは，いつのことだったで

しょうか。

自分のために人が して くれたことは，

たとえ感動的でな くて も，感謝 の言葉

に値す るものです。

青少年の ころに日曜学校で よく歌っ

た賛美歌 は，わた したちの心の奥底 に

感謝の精神 を根づかせ ました。

あらし

この世の嵐に もまれ
う

希望の失せしときには

かつて受けし主の恵み

数えてみなば驚かん6

宇宙飛 行士 の ゴー ドン ・クーパー

は，30年 以上前に地球の軌道 を回った

とき，簡潔で美 しい感謝の祈 りをささ

げ ました。「父 よ， この飛行 に参加で

きたことを感謝 します。

このすば らしい空 問にいて，あなた

が創造 されたこれ らもろもろの驚 くべ

き業を見ることがで きる特権 に感謝 し

ます。」7

わ たしたちが感謝す るものは，数え

切 れ ない祝福 や計 り知 れ ない賜 物 ，

「書籍や音 楽や芸術 ， これ らの祝福 を

可能にして くれた発 明，……子供たち

の笑い声，……人類の苦痛 を和 らげ，

・・人生の喜びを……増 して くれ る手

段，……そ してすべ ての望 ましいもの

と人を高めて くれるもの」8です。

預言者 アルマ は勧 めてい ます。「あ

なたのすべての行いについて主と相談

しなさい。

そ うすれば，主はあなたのためにな

る指示 を与 えて くださる。 まことに，

夜寝る ときは，眠っている問 も主が見

守 って くださる ように，主に身を託 し

て寝なさい。そ して，朝起 きるときに，

神への感謝で心 を満た しなさい。 これ

らの ことを行 うならば，終わ りの日に

高 く上げられるであろう。」・

わた しは3つ の例 を挙 げて，心か ら

の感謝が悲 しみに沈んだ人 を元気づけ，

正 しい行 いを促 し， 日々の間題に天の

祝福 をもたらす ことを示 したい と思い
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ま す 。

第1に ，両親 に感謝 たい と思 いま

す6両 親はわた したちに命 を与え，世

話 をし，犠牲 を払 い，天父の幸福の計

画 を教えようと努めて くれま した。

シナイ山で与え られた言葉がわたし

たちの心 に鳴 り響 きます。 「あなたの

父 と母 を敬 え。 これは， あなたの神，

主が賜わる地で，あなたが長 く生 きる

ためである。」1D

救 い主が十字架上で語 られた言葉 ほ

ど，両親へ の優 しい言葉をわた しは知

りません。

聖文 に こうあ ります。 「イエス は，
ま な で し

その母 と愛弟子 とがそばに立っている

の をごらんになって，母 にいわれた，

『婦 人 よ，ご らんな さい。これはあな

たの子です。』

それか らこの弟子 に言われた，『ご

らんなさい。 これはあなたの母です。』

その とき以来，この弟子 はイエスの母

を自分の家 に引きとった。」'1

第2に ，学校 や教会の教師1感 謝す

る 云があったで しょうか。教師はわ

た したちの学習意欲 を高め，誉 れある

生活をす る決意を徐々に植 えつ けて く

れました。

ある人々が集まって，自分の生活に

影響 を及 ぼし，今 も感謝 している入に

ついて話 し合っていました。一人の男

性 は，英国の詩人テニソンを紹介 して

くれた高校の教師のことを考えました。

そこで，彼女に感謝の手紙 を書 くこと

に しました。やがて，弱々 しい筆跡で，

その教師か ら返事が来ました。

「親愛なるウ ィリーへ

あなたの手紙が どんなにうれ しか っ

たか言葉に尽 くせ ません。 わた しは80

代 にな り，狭い部屋で自炊をしなが ら，

最後 に残 された1枚 の葉の ように一人

寂 しく暮 らしています。興味深 く思 う

で しょうが，50年 間教師 をしていて，

感謝の手紙 をもらったのは，あなたが

初 めてです。それは寒 々とした憂 うつ

な朝 に届いて，何年 も感 じられなか っ

たほど，わた しを元気づけて くれ まし

た。」

過去や現在 において，わた したちが

祝福 を得 られるように多 くを与 えて く

れたすべての人 に対 して，わた したち



灘

論

土 曜 日午 前の 部会 で ， トーマ ス ・S・ モン ソン副 管長 はマ レイ高校 学 園祭の クイ ーン に選ば れた

シェ リー ・ア イ リーの話 を紹 介 した。 シェIJ一 を祝 福す る友人 や ほかの クイ ーン候 補者 たち 。

写真/デ ゼレトニューズ社，チャヅク・ウイング氏の厚意により掲載。

は感謝 とい うの面で永遠の負債 を負っ

ているのです。
'
73に ， 仲間に対 する感謝の言葉麗

ついて話 しましょっ。10代 というのは，

親にとっても，まだ子供 自身にとって

も難 しい時期にな ります。それは，少

年少女の生活の中で試 しの時です。少

年たちはフッ トボールチームに入るこ

とを願い，少女たちは ビューティーク

イーンになることを夢見 ます。 しか し

「招か れる者 は多いが，選ばれ る者は

少ない」12とい う原則が，ここで も適用

され るのです。

1年 ほど前 に， ソル トレー ク ・シテ

ィー近郊のマ レイ高校で起 こった現代

の奇跡 を紹介 しま しょう。 そこでは，

全員が勝利者で，敗者はいません。

その出来事 を報 じた新聞記事の見出

しはこうです。「学 園祭 に表 れる真の

精神 ，二人の身障者の少女，マ レイク

イー ン候補に選出」そ して本文が続 き

ます。「テ ッ ド・アイリー， ルー ス ・

アイリー夫妻 は，両親であればだれで

もすることを行 った。娘の シェリーが

マ レイ高校学園祭のクイー ン候補にな

った とき，優勝で きな くて も悪びれな

いように助言 した。そ して，10名 の中

か ら1人 だけがクイー ンに選ばれるこ

とを説 明した。……木曜の夜 に学校 の

体育館で，生徒会役員が 〔候補者の〕

表彰を した とき， シェ リー ・アイリー

もその中にいた。そ して，ダウン症 をも一
ちの投票 により，学園祭のクイーンに

選 ばれた。・一 ・候補者の名が呼 ばれ，

父親のテ ッドが娘 をエスコー トして行

くと，体育館は割れんばか りの拍手 と

歓声 に包まれた。二人は全員総立ちの

中，大喝 さいをもって迎えられた。……」

シェリーが受けた大喝さいは，別の

候補者エイプリル ・パー ションに も送

られ ました。

彼女はわずか10歳 の ときに脳いっ血

を患い，心身に障害があ りま した。

喝 さいが静 まると，副校長のグロ ・

メリルが言いました。「1瀞

一 ・』"●。
感極 まった両親や学校の理事，生徒 た

ちが，人 目もはばか らず泣 いていた。」

一一人の生徒 が言いま した。「『とて もう

れ しいです。彼女たちが出て来た とき，

泣いてしまいました。マ レイ高校は最

高です。』」13

この夜の忘 れられない思い出を作 っ
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て くれた一人一人の皆 さんに，心か ら

感謝 します。ス コ ッ トラン ドの詩人，

ジェームズ ・バ リーの言葉が思い浮か

び ます。 「神 はわた した ちに記憶 を与

えて くださった。 それは，人生のつ ら

い冬 の時期 に，6月 のばらを心の中に

思い描けるようにするためだ。」

今年 の8月 に，ソル トレー ク郡で悲

劇が起 こりました。地元や全国の新聞

で報道されま した。まだ幼 く，活発で，

愛 らしい5人 の少女が，子供 たちが よ

くか くれんぼ をす るときのように，両

親の車の トランクの中に隠れていま し

た。突然 トランクが閉まって，出 られ

な くな り，5人 は高温 のため に亡 くな

ったのです。

地域の人々はとても親切で，優 しく，

思いや りがあ り，亡 くなったアリシャ，

アシュリー，マ ッケ ル， オー ドリー，

ジェイシャの家族のために，花東や食

事 を屈 け，電話や弔間をし，祈 りをさ

さげま した。

悲惨 な出来事があ った次の 日曜 日，

悲 しみに沈 む人々を乗せ た車の長い列

が，事件のあったスミス家の前 をゆっ

くりと通 り過 ぎて行 きました。妻 とわ

た しも，この方法で哀悼 の意 を表 した

いと思い ました。その場所に近づ くと，

聖なる地にいるように感 じました。道
は

に沿って文字 どお り這 うようなスピー

ドで進 みま した。「子供 に注意，最徐

行」 とい う交通標 識が思い浮かぶかの

ようで した。 目か ら涙があふれ，心 は

哀れみの念に満た され ました。

葬儀では，前の晩 と同 じように，数

千人が ひつ ぎに別れを告げ，悲 しむ両

親や祖父母に慰めの言葉 をかけました。

3家 族の うち2家 族は，すべての子供 を

亡 くして しまいました。

死 は じゃま者 として，度々や って来

ます。 また，人生の祝宴の最 中に突然

現れて，喜び を奪い去 ります。死 は，

よろめきなが ら歩む老 人の もとを訪れ

ます。 また，人生の旅路 を半分 も行っ

ていない人々を連れ去 り， しば しば幼

い子供の笑い声 を奪います。

5人 のかわいい天使の葬儀で，わた

しはこのように助言 しました。「皆 さ

んの考えや 口に出す言葉から，消 さな

ければな らない フレーズが一つあ りま



す。 それは， 『も しこう していた ら』

です。それは何 の助 けに もな りませ ん
いや

し，心の癒 しや平安 をもたらす ことも

ありません。む しろ，箴言 の言葉を思

い出 して ください。 『心 をつ くして主

に信頼せよ， 自分の知識にたよっては

ならない。すべ ての道 で主 を認 めよ，

そうすれば，主はあ なたの道 をまっす

ぐにされる。』」14

ひつ ぎを閉 じる前 にふ と見 ると，そ

れぞれの子供が大好 きだったお もちゃ

を抱いていました。わた しの心に，ユ

ージン ・フィール ドの詩が浮かんでき

ました。

おもちゃの小犬はちりに埋 もれながら，

で もしっか りとけなげに立 っている。

お もちゃの兵隊 は赤 くさび，

両手の小銃は青 さびをふいて。

おもちゃの小犬が真新 しかったあのころ，

おもちゃの兵隊がピカピカだったころ，

かわいいブルー坊やがおもちゃに唇 を

寄せて

そこへ座 わらせたあの とき。

「ねえ，ぼ くが来るまで行かないで。」

「静かに，、静かにしてね。」

そう言って坊やはベッドに歩いて行き，

かわいい おもちゃの夢 を見た。

かわいいブルー坊やは，夢を見ている

うちに世を去 り，

天使の歌声 で目を覚 ました。

ああ，多 くの歳月は過 ぎ去った。

でも小 さなおもちゃの友達 は今 も

変わ らず忠実に1

昔 と同 じその場所で

小 さな手が触れるのを待ち

かわいい顔のほほえみを待 っている。

あの小 さないすのほこ りの中で，

長い長い年月を待ちなが ら

どうしたのか と不思議そ う。

かわいいブルー坊やはどうしたの，

唇を寄せてそこに座 らせて くれた，

あのときか ら。15

おもちゃの子犬や兵隊は不安がるか
あわ

もしれ ません。 しか し，憐 れみに満ち

た神は，悲 しむ人 々を不安のままには

しておかれ ませ ん。真理 を教 えて くだ

さいます。主 を求めるように霊感を与
み て

え，その御手 を伸 ば して優 しく抱いて

くださるで しょう。 イエスは悲 しむ人

に約束 され ました。 「わた しはあなた

がたを捨てて孤児 とはしない。あなた

がたの ところに帰って来る。」16

真 の平安 の源はただ一つ です。すず

めが落ちるのも御存 じの主 は，大切 な

子供たちか ら一時的にせ よ引 き離 され

た人々に'隣れみを寄せ てお られます。

癒 しと平安の賜物がぜひ とも必要 であ
あがな

り，イエスは蹟いを通 して，すべ ての

人のためにそれを備え られたのです。

預言者 ジ ョセフ ・ス ミスは，啓示 と

慰めに満ちた言葉 を語っています。

「責任 を負 う年齢 に達する前に死ぬ

子供たち 〔は〕皆，天の日の栄えの王

国に救 われる……。」'7
おさなご

「幼子を亡 くして，その子をこの世で

成人になるまで育てる特権 と喜びと満

足 を失った母親 〔と父親〕は，復活 した

後 に，この世でその子 を霊の完全 な大

きさにまで成長させることによ り得 ら

れ る以上の喜びと満足 と楽 しみを得る

であろ う。」'8これ はギ レアデの乳香 の

ように，悲 しむ人々や，大切 な子供を

亡 くした人々に慰めをもたらします。

詩篇の作者は こう約束 してい ます。

「夜 は よもすが ら泣 きか な しん で も，

朝 と共に喜びが来る。」19

主 は言われ ました。「わた しは平安

をあなたがたに残 して行 く。 わた しの

平安をあ なたがたに与 える。 わた しが

与えるのは，世が与 えるようなものと

は異 なる。あなたがたは心を騒がせ る

な，またお じけるな。……わたしの父

の家 には，す まいがた くさんある。 も

しなかったならば，わた しはそ う言 っ

ておいたであろう。あなたがたのため

に，場所 を用意 しに行 くのだか ら。…

・わたしのお る所 にあなたがた もおら

せるためである。」20

わ たしは愛 にあふれた天父 に心か ら

感謝 しています。天父 は，皆 さんや，

わた しや，熱心に求めるすべての人に，

死が終わ りで はない ことと，神 の御子，

救い主イエ ス ・キリス トがわた したち

を生かす ために死 なれたことを教 えて

くだ さいま した。 主の神殿 が多 くの

国々に点在 し，神聖な聖約が交わされ
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てい ます。 日の栄 えの栄光が従順 な人

を待ってい ます。家族は永遠に続 くの

です。

主はすべての人を招いてお られます。

「すべ て重荷 を負 うて苦労 している

者は，わた しのもとに きなさい。あな

たがたを休 ませ てあげよう。

わた しは柔和で心のへ りくだった者

であるか ら，わた しの くびきを負 うて，

わた しに学びなさい。そ うす れば，あ

なたがたの魂 に休みが与 えられるであ

ろう。」21

こ れらが実現するよう，へ りくだ り
み

感謝 を込めて，イエス ・キ リス トの御
な

名 に よ り祈 り ま す 。 ア ー メ ン。
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●1998年10月3日(士)午 後の部会

教会役員の支持
第一副管長

卜一マス ・S・ モ ンソン

総大会土曜午後の部会で教会役員の支持を取る

トーマス ・S・ モンソン第一副管長。

兄
弟姉妹の皆 さん， ヒンクレー大

管長か らの要請 によ り， これか

ら中央幹部，地域幹部七十人，な らび

に教会の中央補助組織会 長会の方々の

名前 を提議 します ので，皆 さんに賛意

の表明をしていただきたいと思います。

預言者，聖見者 ，啓示者，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会の大管長 として

ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒンクレー を支

持 して くだ さるよう， また，大管長会

第一副管長 として トーマス ・スペ ンサ

ー ・モ ンソンを
，大管長会第二副管長

としてジェームズ ・エス ドラス ・ファ

ウス トを支持 して くだ さるよう提議い

た します。 この提議に賛成の方はその

意を表 して ください。反対の方が いれ

ばその意 を表 して ください。

十二使徒 定員 会会長 として トーマ

ス ・スペ ンサー ・モンソンを，十二使

徒定員会会長代理 としてボイ ド ・ケネ

ス ・パ ッカーを， また十二使徒定員会

会 員 と し て ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー ，

L・ トム ・ペ リー ， デ ビ ッ ド ・B・ ヘ

イ ト， 二 一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ，

ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン ， ダ リ ン ・

H・ オ ー ク ス ，M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー

ド， ジ ョ セ フ ・B・ ワ ー ス リ ン ， リ チ

ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト， ロ バ ー ト ・

D・ ヘ イ ル ズ ， ジ ェ フ リ ー ・R・ ホ ラ

ン ド， ヘ ン リー ・B・ ア イ リ ン グ を 支

持 し て く だ さ る よ う提 議 い た し ま す 。

こ の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て

くだ さ い 。 反 対 の 方 が い れ ば ， そ の 意

を 表 して くだ さ い 。

大 管 長 会 の 副 管 長 ， 十 二 使 徒 を 預 言

者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 と して 支 持 して く

だ さ る よ う 提 議 い た し ま す 。 こ の 提 議

に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 して くだ さ い 。

反 対 の 方 が い れ ば 同 じ よ う に そ の 意 を

表 し て くだ さ い 。

わ た し た ち は ， ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー

ズ リ ン ド長 老 ，W・ ユ ー ジ ン ・ハ ン セ

ン長 老 ， ジ ェ ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア 長

老 ， ロ ナ ル ド ・E・ ポ ー ル マ ン 長 老 を ，

感 謝 の 挙 手 を も っ て 七 十 人 第 一 定 員 会

の 名 誉 会 員 と して 公 式 に 任 命 した い と

思 い ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て

く だ さ い 。 あ り が と う

ご ざ い ます 。

モ ンテ ィ ・」 ・ブ ラ フ

長 老 ，W・ ユ ー ジ ン ・

ハ ン セ ン 長 老 ， ジ ャ ッ

ク ・H・ ゴ ー ズ リ ン ド長

老 を 七 十 人 会 長 会 会 員

の 責 任 か ら 感 謝 の 挙 手

を も っ て 解 任 す る よ う

提 議 い た し ま す 。 ま た ，

ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー ズ リ

ン ド長 老 ， ロ バ ー ト ・

K・ デ レ ンバ ック長 老，F・ メル ビ

ン ・ハモ ンド長老 を中央若い男性会長

会か ら，そして中央 日曜学校会長会の

グ レン ・L・ ペイス第一副会長 と二一

ル ・L・ アンダーセ ン第二副会 長 を，

感謝 の挙手 をもって解任す るよう提議

いた します。 この感謝 を表明 して くだ

さる方はその意 を表 して ください。

わた したちは，D・ トッ ド ・ク リス

トファーソン，マー リン ・K・ ジェ ン

セ ン，デビ ッド ・E・ ソレンセ ンの各

長老を七十人会長会会員 として支持 し

て くださるよう提議いたします。 この

提議に賛成の方はその意 を表 して くだ

さい。反対の方は同じようにその意を

表 して ください。

わた したちは，中央 日曜学校会長会

の第一副会長 と して二一ル ・L・ アン

ダーセ ン長老 を，第二副会長 としてジ

ョン ・H・ グローバー グ長老を支持す

るよう提議いた します。また， ロバ ー

ト ・K・ デ レンバ ック長老，F・ メル

ビン ・ハモ ンド長老， ジョン ・M・ マ

ドセ ン長老を中央若い男性会長会の一

員 として支持す るよう提議いたします。

この提議に賛成の方はその意 を表 して

くだ さい。反対の方は同様 にその意 を

表 して ください。

わたしたちは，そのほかの中央幹部，

地域幹部七十人，中央補助組織会長会

を現状 のまま支持 して くださるよう提

議いた します。この提議に賛成の方 は

その意を表 して ください。反対の方 は

同 じようにその意を表 して ください。

ヒンクレー大管長，提議は全員一致

で賛意の表 明が得 られたようです。兄

弟姉妹の皆 さんの信仰 と祈 りに感謝い

たします。
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シオンにおける親

十二使徒定員会会長代理

ボイ ド ・K・ ノマッカー

指導者のみなさん，親や家族に不吻要な貞担がかかるような召 しを行

った りスク1ジューノレを立 τ'たりすることのな6、よ1う.家 族のことに'注

意 しτほし61と思61ま す。

18
31年 ，主は，シオンにおける親

たちに啓示 を与え られ ました。L

わ た しは，親の責任 についてお話 しし

たいと思い ます。

わた しはこれ まで，十二使徒 として

28年 ，十二使徒 会補助 として9年 間働

いてきました。両方合わせると37年 で，

わた しの人生のち ょうど半分 に当た り

ます。

しか し，わた しは，もう一つの召 し

をそれ以上の年月にわた り務 めて きま

した。わたしは父親であ り，祖父です。

この祖父 という呼ばれ方 をされ るよう

になるまで，何年 もかか りました。あ
そ う そ ふ

と20年 たてば， 曾祖父 と呼ばれるよう

になります。父親，祖父，母親，祖母，

などと呼ばれる人々には，それに応 じ

た責任 と権威が伴います。その一部は

経験か ら生 じる ものです。経験 は，人

を動か さず にはおかない教師の ような

ものです。

わた しの神権の召 しは，教会におけ

るわた しの務め を明確 に示 して い ま

す。それ と同じように，祖父 とい う呼

び方 は，家族の中におけるわた しの務

めを明らかにしています。 この二つの

ことについてお話ししたいと思います。

親 としての務めは，末 日聖徒が専心

する数々の事柄の中で も，最 も重要 な

ことです。

親 としての責任を果たすこ とと，教会

の活動 を、忠実 に行 うことのバ ランスを

どのように保つべ きかで思い悩んでい

る会員が大勢 います。

家族の幸せ にとって欠かせ ない もの

で，教会 に行 くことによってしか得 ら

れないものが あ ります。一つ は，神権

です。神権は妻や子供 を導いて祝福 を

もた らす力を男性 に与 えます。そ して

もう一つ は，家族を永遠に結 び固める

聖約です。

教会の会員たちは「しばしば集まる」2

よ うに命 じられ 「集まるとき……互い

に教え合い，教化 し合 わなければな ら

ない」3と教 えられています。モーサヤ

とアルマ は自分たちの民に，同じよう

な指示 を与 えてい ます。4

わ た したちは 「父の心 をその子供た

ちに向けさせ，子供たちの心をその父

に向けさせる」 ように命 じられてい ま

す。5

主 は，ジョセフ ・スミスの名 を呼び，

こう言 われ ま した。 「あ なたは戒め を

守 らなかったので，主の前に必ず責め

を受 けなければ ならない。」・ジ ョセ フ
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が子供 たちに教 えなか ったか らです。
しっせき

彼 に対す る叱責 の中で 「責め」とい う

言葉が使 われたのはこの ときだけです。

彼の副管長であったフ レデ リック ・

G・ ウィリアムズ も同じような とがめ

を受 けま した。 「あ なた は……あなた

の子供たちに光 と真理 を教 えてこなか

った。」7シ ドニー ・リグ ドン， またニ

ューエル ・K・ ホ イッ トニー監督8も

同様の とが めを受けました。そ して主

は 「わた しは一人に言 うことをすべ て

の者に言 う」・と付け加え られ ました。
こんにち

今 日に至 るまで，道徳の標準は際限

な く低下 してきました。 しか し，それ

と同時 に，両親や家族 に対 して，霊感

による指導が豊かに与えられてい ます。

教会の教科課程や活動 はすべてが再

編成 され，家庭 との相互調整が図 られ

るようになってきました。

●ワー ドテ ィーチ ングがホームテイ

ーチ ングになりました。

●家庭の夕べが再び行われるように

なりました。

● 「系 図」が， 「家族歴 史」 に改称

され，すべての家族の記録 を集め るよ

うにな りました。

●大管長会 と十二使徒評議会によっ

て家族 に関する歴史的な意義を持つ宣

言が発表 されました。

● 「家族」は，集会，大会，評議会

などの最 も大切なテーマ となりました・

それは今 も変わることがあ りません。

●以上 の事柄 は，すべ て，かつ て例

のない神殿建設 時代の前触れです。神

殿で は，家族を永遠 に結 び固める権能

が行使 されてい ます。
しもべ

霊感の霊が主の僕や両親 に宿ってい

ることがお分か りいただけるで しょう

か。わた したちは今家族 に向け られて

いるチ ャレンジや攻撃 を理解 している

でしょうか。

家族のため に戸外で活動 を しようと

す る場合 ，注意が必要です。そ うしな

い と，家族のためなら何 で も提供 しよ

うと決心 していたある父親の ようにな

って しまうか らです。その父親は，そ

のために 自分の全力 を尽 くし，いろい

ろな成果を収め ました。 ところが，最

も必要 とされていたのは家族 として一

緒になることだったのに，結局それを



おろそか にしてしまったのです。彼 は

喜 びの代わ りに悲 しみ を刈 り取 りま

した。

プログラムや活動を組 むのに夢中に

な り，親 としての責任や，家族 として

一緒に過 ごす時間を持つ責任 をなお ざ

りにして しまうのは容易なことです。

教会のプログラムや活動が，一部の

家族の過度の負担 となることのないよ

うに注意 しま しょう。福音 の原則 は，

それが正 しく理解 され，応用 される場

合は，個人 と家族 を強め，守 りとな り

ます。家族への献身，教会への献身は，

別個 のものでも切 り離 して考 えるべ き

もので もあ りません。

「あの人 は赤 ち ゃんがで きてか ら，

教会 では何 にもしていない」 とい う話

を耳に して，次の ように自分 の考 えを

述べ た女性 に最近会 いました。赤ちゃ

んを抱いた彼女の姿が浮かぶようです。

彼女は感情 を込めて言い ました。「あ

の人は教会で大切なこ とを しでいると

思 うわ。赤ちゃん を生み，育 て教 えて

レ)るの よ。彼女 は， 自分が教会でで き

るいちばん大切 なことをしているのよ。」

次の ような質間 に，皆 さんは どう答

えますか。 「障害のある子供 を抱 えて

いて，彼女 はいつ も家に しばられ， ご

主人は，重 なる出費を賄 うために仕事

を二つ してい ます・あの人たちはめっ

たに教会 に来 ませ ん。彼 らは活発会員

と言えるで しょうか。」

「わた しの夫 は，善 い父親 ですが，

監督やステーク会長 になったことがな

く，教会で何か大切な責任 を果た した

こともあ りません」 と女性が言 うのを

聞いたことがあ ります。それに対 して，

ある父親は強い口調でこう言いました。

「父親 としての責任 をよ く果 たす こと

以上に，大切 なことが何かあるので し

ょうか」 と。

教会 にまじめに出席する こと，家族

が必要 としていることに注意すること，
かんぺき

この二つがそろえば，ほとんど完壁 で

す。教 会では， 「偉 大な幸福 の計画」10

が 教え られています。家庭 では，学ん

だことを応用 します。教会での召 しや

働 きは，家庭 にも応用 できる経験や物

の見方 を与 えて くれます。

例えば，少 しの間，子育てを教会の

召 しとして見れば， もっと分か りやす

くなるで しょうか。実際 は，召 し以上

のものですが， しば らくその ような見

方 をすれば，家族 との時 間を計画す る

とき， もっとよくバ ランスを取 ること

がで きるで しょう。

わた しの言 うこ とを言い訳 に して，

霊感 による召 しを断 ることのないよう

に して ください。 しか し，指導者の皆

さん，親や家族に不必要な負担がかか

るような召 しを行 った りスケ ジュール

を立 てた りす ることのないよう，家族

のことに注意 してほしいと思い ます。

わたしは最近若い夫婦か らの手紙 を

読みました。教会の召 しのために幼い

子供 たちの子守 を雇わなければ集会 に

出席 できないことが頻繁にあるという

のです。 また，二人が同時に，子供 た

ちと一緒 に過ごすのが難 しい との こと

でした。 どういう点でバ ランスが悪い

のか，お分か りいただけるで しょうか。

小 さな子供たちのための活動 を計画

す ると，必ず家族，特 に母親 もその活

動の影響 を受けることにな ります。

自分 自身の責任や夫の責任 に加 えて，

子供たちの支度を して，一つの活動が

済 んだ らまた別の活動へ と連れて行か

なければならない母親のことを考 えて

くだ さい。中には気持ちが くじけ，意

気消沈 して しまう母親 もいます。何 も

かもで きないために 「罪 の意識を感 じ

る」 とい う言葉を使 った手紙 を読 んだ

ことがあ ります。

教会の活動への参加 を通 して， 日常

生活のプ レッシャーか らの休息が得 ら

れるようでなければな りませ ん。それ

は安 らぎと喜 びとならなけれ ばな りま

せん。もしそれがプレッシャー とな り，

落胆 をもた らすな らば， どこかバ ラン

スがおか しくなっているのです。

親の責任 は教会だけではあ りません。

家族に懸かって くるのはほかにもあ り

ます。学校，職場，地域社 会，な どす

べての面でバランスを保つ必要があ り

ます。

最近， ある母親の話 を聞 きました。

その家族 は，教会員が広 い地域 に散在

している，田舎のワー ドから来ました。

その ような状 況だったために，その ワ

ー ドでは教会の様 々な活動は
，週 日の
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一晩 にまとめて行 われてい ました
・そ

れは良いことで した。家族 として過 ご

す時間があ りました。一緒 にテーブル

を囲む姿が 目に浮かび ます。

その家族 は，西部の もっと大 きなワ

ー ドに移 りました。ワー ドの会員たち

は，集会所 の近 くに住 んでいま した。

彼女 は，「今では，火曜の晩，水曜 日の

晩，木曜 日の晩，金曜 日の晩，土曜 日

の晩， 日曜 日の晩，と必ず何かあるの

で，家族が大変です」と書 いています。

小さな子供 たちのための活動 を計画

す ると，必ず家族，特 に母親がその活

動の影響 を受けるということを忘れな

いで ください。

ほとんどの家族 は一生懸命や ります。

しか し，健康面や経済的な問題で苦 し

くなって くると，何 とか頑張ろ うとは

思いなが らも疲 れ果てて，不活発な状

態 になって しまう人々 もい ます。彼 ら

は，光 と真理の最良の源 を離れ， また

家族のための助 けの源を離れて，危険

と悲 しみが待つ暗黒へ と向かっている

ことに，気がついていないのです。

わた しは，最 も解決の難 しい問題 に

触 れたいと思い ます。家庭 の中で，あ

ま り教 えや支えを得 られない子供 たち

がいます。そ うしなければならないこ

とは分か りきっています。 しか し，そ

のような家庭でそれが行われていない

のを補 うために，教会で常 にいろいろ

活動 を予定 した場合，そ うしようと心

がけている親が 自分 自身で子供に教 え

た り，一緒 に時を過 ごした りする時 間

が持てな くなって しまうことも考えら

れ ます。バ ランスの取 り方 の難 しいこ

の問題 につ いては，祈 りと霊感 による

導 きに頼 るしかあ りませ ん。

「子供が不健全 な場所 に行 かない よ

うにす るには，お もしろい活動 を頻繁

にしなければならない」 とい う言葉を

よ く耳 にします。そのような所 に行 く

若人は必ずいます。 しか し，親 たちに

責任を果たすべ きことを教 え，十分な

時間の余裕 を与 えるならば，やがて子

供たちは家庭に とどまる ようになるで

しょう。

家庭では，教会や学校 では効果的 に

教 えられないことを，学ぶことができ

ます。家庭では，働 くことと，責任 を



取 ることを学ぶ ことがで きます。将来

自分に子供ができた ときに， どうした

らよいかについて も学びます。
じゆうぶん

例えば，子供 たちは教会で，什分の

一の原則 を学びます。 しか し，原則が

実践 されるのは，家庭 です。幼い子供

で も，家庭 において，什分の一の額 を

どの ように計算 し， どの ように して納

めるのかを，見せ てもらうことができ

ます。

一度ハ ロル ド ・B・ リー大管長 と夫

人を我が家 にお迎え した ことがあ りま

す。 リー姉妹 は，我が家の幼い息子 を

前 にして，一つかみほ どの1セ ン ト玉

をテーブルに置 きま した。 り一姉妹 は

息子 に， ピカピカ光る1セ ン ト玉 を幾

つか取 り分け させ，「これがあなたの

払 う什分の一。 これは主の ものよ。残

りは，あ なたの もの」 と言い ました。

息子は，両方 をじっくり見詰めてか ら

こう言いました。「汚れたエセ ン ト玉は

もっとないの。」我が子 に教 えなければ

ならない と思ったのはこの ときでした。

ワー ド評議会は，家庭 と教会のバ ラ

・ンスを保 たせ るための格好の場です。

父親の立場 にある神権者の方々 と，母

親である補助組織 の姉妹たちが，霊感

による導 きを受けなが ら，組織間の調

整を します。家族 の各人はそれぞれに

いず れかの組織に登録 され，その組織

の助 けを受けることがで きます。

評議会では，それぞれの組織が各会

員のためにどのような助けをしている

か， またどの くらいの時間 と費用がか

かるのか，な どを比較検討す ることが

で きます。家族 を分けてしまうのでは

な く一つ に結 び合わせ ることがで きる

のです。 ひとり親の家庭や，子供のい

ない夫婦 ，独 身者，高齢者，障害 を持

つ 人々などに注意深 く関心 を向け，単

なる活動 以上の もの を子供や若人たち

にも与 えることがで きます。

ワー ド評議会は，人々に助けを与 え

るための源 となる人材を見過 ごしてし

まうことがよくあ ります。例えば，年

配の方々がそ うです。彼 らは，教会の

召 しはな くて も，自分たちがかつ て歩

んで きた と同じ道を進んでいる若い家

族に援助の手 を差 し伸べることができ

ます。

主 は子供 を持つ人々に対 してこう警

告 され ました。 「シオンにおいて……

子供 を持つ両親がいて，8歳 のときに，

悔 い改め，生ける神の子 キリス トを信
あんしゆ

じる信仰，およびバ プテスマ と按手 に
たまもの

よる聖霊の賜物の教義を理解するよう

に彼 らを教えなければ，罪はその両親
こうべ

の頭 にある。」"

ワー ド評議会 は，わた したちが現在

必要 としていることを満たす ための理

想の場です。この評議会は，家庭 と家

族が適切 なバランスを保 って，落ち着

ける ように助 けることがで きます。ま

た教会は，親に取って代わるのではな

く，親た ちを支 えることがで きます。

そ して父親 と母親 は，子供たちに教え

る義務を理解 し，教会を通 して得 られ

る祝福 を理解するで しょう。

世の中の荒廃 が進むにつれ，天の力

は親たち と家族にますます近づいてい

ます。

わたしは聖典の中か ら多 くの ことを

学び，それを教えてきました。預言者

や使徒たちの言葉からもた くさんのこ

とを学んできました。それらの教 えを

通 して，わた しは一人の男性 として，

また父親 として，多大な影響 を受けて

きま した。

蝋
雛

しか し，天の御父がわた したち神の

子供 についてどの ように感 じてお られ

るかについては，そのほとん どを，自

分 自身が，妻や子供，孫たちについて

どの ように感 じているか， ということ

か ら学 んで きま した。 この ことをわた

しは家庭で学びました。 わた しはそれ

を，両親か ら，妻の両親か ら，愛する

妻か ら，また子供たちか ら学びました。
あがな

ですか ら，優 しい天の御父，蹟 いの主
あかし

について証することがで きます。 イエ
み な

ス ・キ リス トの 御 名 に よっ て ， アー メ ン。
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神聖な特質を養う
十二使徒定員会会員

ジ ョセフ ・B・ ワース リン

信仰，希望.慈 愛が生活のψで絶対必要な構成要素となるのに応 じτ，

新たな霊倥のレベル に到達 し，さらにイエス'ヰ グス トに近づ℃1た生

き方力ぜできるよう`こなります。

わ
た したちは，祝 日や誕生 日など

の重要 な 日付 につ いて， カレン

ダーに印を付けることが よくあ ります。

毎年巡って来 るそのような 日付は，自

分 自身が 日々の生活 の中で どれほ ど成

長 したか を評価す る助 け とな ります・

その ような 日の一つ であ る，元 日は反

省 と決意の日です。

霊 的な再生 を記念す るバプテスマ記

念 日は，特別 な関心 を向ける価値のあ

る日です。わたしたちは，神殿の結び

固めを受けた 日を，特別な記念 日とし

て思い起 こします。なぜ ならその儀式

はわた したちを最 も愛す る人々と永遠

に結 びつ けて くれ るものだか らです。

ふさわ しさを判断するための面接，特

に年 に1度 行 う，神殿推薦状 を受 ける

ための面接は，一人一人が天の御父か

ら授け られたすばらしい管理の職 を果

たしてい く中で， どれほど成長 してい

るかを見直す もう一つの機会を与えて

くれ ます。確か にわた した ちは自分 自

身をよく見詰め，内面 の成長を図 らな

ければな りませ ん。 このような機会 を

通 してわた したちは聖約 と決意 を新た

にし，永遠の 目標 をしっか りと心 に刻

むのです。

人の生涯の中でた った一度 しか経験

しない出来事が幾つかあ ります。例 え

ば，あ と15か 月足 らずで，正確 に言 え

ばあ と454日 たつ と，新 しい年の元 日

を迎 えることにな ります。 その ときに

はカ レンダーの年数 を表示す る4つ の

文字がすべ て変わ ります。幾つかの公

的な世論調査 によると， もうす ぐや っ

て来る暦上 のこの特別な変化 に対す る

人々の関心 は日に日に高 まりつつある

といいます。様々な調査結果 は，人 々

がその時が来るのを 「非常に明 るい見

通 しをもって」楽 しみに待 っているこ

とを示 しています。 ある人は次の よう

に予想 しています。 その西暦2000年 の

暦上の変化 は 「人々の生活の中で重要

な里程標 となるで しょう。またいっ と

き赤みを止めて，新 たなスター トを切

る機会 となるで しょう。」1

現世における救い主の教導の業

この世への救 い主の誕生は，約2000

年 前 に起 きた，非常に重要な意義 を持

つ出来事です。世界中の多 くの国々で

救い主の誕生を基準 として暦が定め ら

れてい ます。救 い主 は悔 い改めの福音

を教え，御 自身の教会を組織 し，全人
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あがな

類の罪 を蹟い，十字架 につけられ まし

た。 しか し，救い主 は復活され，すべ

ての人々のために死 を克服 し，悔 い改
ゆる

め を条件 にわたしたちが罪の赦 しを受

けるための道を開いて くださいました。

救い主の教えは，人間の取るべ き行動

の基準 を明確 にしました。そしてその

基準 は永遠に変わることがあ りません。

救い主の再臨

今の時代の数々の問題を免 れたい と

い う思いからなので しょう。救い主の

再臨が差 し迫 っていると盛んに言 って

い る人 々が います。 しか し主で さえ，

御 自身が勝利 をもって地上 にお戻 りに

なる時 のこ とについて語 られ たとき，

「その 日，その時は，だれ も知 らない。
みつかい

天 の御使 たち も，また子 も知 らない，

ただ父だけが知 ってお られ る」～と言わ

れただけで，それ以上のこ とを明 らか

にされなかったのではないで しょうか。

救 い主はこの真理 をオ リブ山において

お教 えにな りましたが，近代の啓示の

中でも，預言者ジ ョセフ ・ス ミスを通

して 「その時，その 日は，だれ も知 ら」3

ないと繰 り返 し述べ られ ました。

そ うです。 「キリス トが 自ら地上 を

統治 される」4時がいずれや って来 ます。

1831年 よ りも今がその時に近づいてい

るのは確 かです。1831年 に主は教会の

長老たちに 「あなたがたは働 きなさい。

・わた しのぶ どう園で最後の働 きを

しなさい。地 に住む者 に最後の呼びか
しもべ

けをしなさい。……わた しが僕 たちの

口を通 して語 った，大 いなる福千年が

来 る」5と勧告 されました。

わた したちは救い主の再臨の時がい

つ なのか正確 には知 りません。しか し，

自分たちが末 日に生 きていて，救 い主

が現世 にお られた時の中問よ りもさら

に再臨に近い時代 にい るということは

知 っています。わたしたちは救 い主の

再臨に備 えるために，決意 を新たにさ

らに従順 な生 き方 を しなければな りま

せ ん。現世の生涯 はつかの間です。わ

た したちには主にまみえる備えとして，

多 くのなすべ き事柄があ ります。末 日

聖徒 として 「わた したちはすべてのこ

とを信 じ，すべてのことを望 む。・・…



どのようなことで も，徳高 いこと，好

ましい こと，あるいは誉れあることや

称賛に値す ることがあれば，わた した

ちはこれ らの ことを尋ね求 めるもので

ある。」6わた したちが信 じてい るもの

で，さらなる前進 を促 しているのは一

体何で しょうか。 わた.したちは何 を望

んでいるので しょうか。わたしたちが

尋 ね求めるべ き徳高い こと，好 ましい

こと，称賛 に値す ることとはどのよう

な もので しょうか。わた したちは自分

自身の中に救い主 の属性 をはぐくむよ

うに努力をすべ きです。

信仰と希望と慈愛

使徒パ ウロの次の言葉が思い出され

ます。 「この ように，いつ まで も存続

す るものは，信仰 と希望 と愛 と，この

3つ である。このうちで最 も大いなるも

のは，愛であ る。」7これ らの神聖な特

質が心 と思いの中にしっか りと根付 き，

すべての行動の指針 とならければな り

ません。モ ロナイ書の中にはこう書か

れています。「最 も大いなる ものである

慈愛 を固 く守 りなさい。……そ して，

終わ りの日にこの慈愛 を持っている と

認 められ る人は，幸 いである。」8信仰

再醗 唱

と希望が慈愛 とい う形 になって表れな

ければな りません。この3つ の基本的な

要素 は日の栄 えの特質であ り， この世

において も， また幕 を越えた次の世に

おいても，わたしたちか ら離れ ること

がありません。「現世を去るときにあな

たがたの肉体 を所有 しているその同 じ

霊が，あの永遠の世で，あなたがたの

肉体 を所有する力 を持 つ」9ことを忘れ

ないで ください。徳高 く，また好 まし

く，称賛に値する特質 を伸 ばすための

努力 を一 日も惜 しんではなりません。

主の戒めを守るなら，信仰 と希望 と

慈愛が わた したちの 内に とどま りま

す。 これ らの徳は 「天か らの露のよう

に 〔わた したち〕の心 に滴」り10，わたし

たちは，「きず も， しみもない」"状 態

で，主であ り救い主であるイエス ・キ
み ま え

リス トの御前に 自信 をもって立つ備 え

をするのです。

聖文を読み，その教えについて深 く

考 えるにつ れ，自分 自身の 内に信仰，

希望，慈愛 をは ぐくんでい くのは，一

歩一歩の積み重 ねによるものだ という

ことが分か ります。信仰か ら希望が生

じ，その二つが相 まって慈愛 をは ぐく

んでい きます。モ ロナイ書に こう書か

れています。 「したがって，信仰 がな

　

1萎講1翻

翻
灘 騰 鞭 醸

ければな らない。 もし信仰がなければ

ならないとすれば，希望 もまたなけれ

ばな らない。そ して， もし希望が なけ

ればな らない とすれば，慈愛 もまたな

けれ ばな らない。」12この3つ の徳 は最

初は順 を追って生 じて くるものか もし

れ ませ んが，いったん自分 自身の もの

になると，それぞれが互いに補い合う

ようにな ります。何か一つが欠けると，

それぞれが不完全 になるのです。3つ

の徳 が互いに支 え合い，強め合 うので

す。 モ ロナ イは こ う説 い てい ます。

「あなたがたに慈 愛がなければ，あな

たが たは決 して神 の王国 に救 われ な

い。 また，信仰がなければ神 の王国に

救われない し， また希望がなければ救

われない。」】3

こ れが，わたしたちが尋ね求める徳

高 く，好 ましく，称賛 に値す る特質で

す。 わた したちは皆 「愛はいつ までも

絶え るこ とが ない」14とい うパ ウロの

教 えをよく知 っています。確かに，わ

た したちは 日々の生活の中で，尽 きる

ことのない霊的 な力 を必要 としていま

す。モ ロナイは 「信仰 と希望 と慈愛が

〔わた したち〕 を 〔主〕の もとに，す

なわち，あらゆ る義 の源に導 く」 とい

う啓示の言葉 を書 き記 しています。'5

懸
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今主の教会 として地上に回復 されて

いる， この末 日聖徒 イエス ・キリス ト

教会 は，わた したちを救い主 のみ もと

へ導 き， これ らの神聖な特 質 を育て，

養い，強め る助 けを与 えて くれ ます。
み わ ざ

事実，救い主はその御業に働 くために

必要な資格を次のような言葉で明らか
けんそん

に されま した。 「人 は謙遜であ り，愛

に満 ち，信仰 と希望 と慈愛 を持ち，ま

た 自分 に任せ られたすべてのことにつ

いて自制 しなければ，だれ もこの業 を

助けることはできない。」'6

モ ルモ ンは 「この慈愛はキリス トの

純粋 な愛」であ ると教 え，「御父が御

子 イエス ・キ リス トに真 に従 う者すべ

てに授け られたこの愛で 〔わた したち

が〕満たされ るように，また神の子 と

なれるように，熱意 を込めて御父に祈

りなさい」と17熱心 に説 きました。この

慈愛は，それを尋ね求める人， また熱

心 に祈 り求める人，そ してキリス トの

弟子である人々にしか与 えられない と

いうことを心に留めて くだ さい。 この

純粋な愛で満たされ るには， まず福音

の第一の原則か ら始めなければな りま

せん。「第一 に主 イエ ス ・キリス トを

信 じる信仰」18を持つ必要があるのです。

信仰

「さて，信仰 とは，望んでいる事が ら

を確信 し， まだ見ていない事実を確認

することである。」19「信仰 とは物事 を

完全 に知ることではない。したがって，

もし信仰があれば，〔わた したち〕はまだ

見ていない真実の ことを待ち望 むので

ある。」20末日聖徒 は信仰の力 を受ける

ことがで きます。完全 な福音を持 って

いるからです。熱心に学び，深 く考え，

祈 るなら，神に関す るまだ見ていない

真実の ことへの信仰が強め られていき

ます。た とえ初めは 「ごくわずかな信

仰で も……た とえ信 じようとす る望 み

を持つだけでも」2⊥よく注意を払うな ら，

小 さな信仰の種が，生気 にあふれた力
あかし

強 く実 り多 い証の木に育ちます。

主イエス ・キ リス トヘ の信仰 はわた

したちに悔い改めを促 します。わたし

たちは，主の贈いによって可能 となっ

た悔 い改めを通 して， 自分 自身の罪 ，

弱 さ，過ちに対す る赦 しが もた らす ，

静かな安 らぎを感 じることがで きます。

わた したちは霊的な再生への信仰 をも
たまもの

ってバプテスマを受け聖霊の賜物 を授

かるのです。

わた したちは，従順は主の ようにな

るための力 をもた らす という信仰 をも

って，神 の戒めを守 る努力 をしていま

す。 わた したちは救い主の復活に よっ

て，死 は命の終わ りで はないとい う信

仰 を持つ ことがで きます。 また，いつ

か再び愛する人々に再会 し，すで にこ

の世を去 ったいとしい人々と温か な抱

擁 を交わす ことがで きるとい う信仰 も

持 っています。

灘響響 囎難騨

鰯 灘 鷺
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希望

モルモ ンは当時の聖徒 たちにこう問

いかけ ました。 「また，あ なたがたは

何 を望 めば よいのであろ うか.」 そ し

て 自ら次の ように答 えています。 「見

よ，わた しはあな たが たに言 う。あな
しょくざい

たがたは，キリス トの腰罪 とキリス ト

の復活 の力によって永遠の命によみが

えることを望まなければならない。あ

なたが たが キリス トを信 じることで，

約東の とお りこれが果たされるのであ

る。」22エテル書の中で は， こう教 えら

れてい ます。「神 を信 じる者 はだれで

あろうと， もっと良い世界 を， まこと

に神 の右 に一つの場所 を，確か に望 む

ことができる。 この望み は信仰か ら生

じ，人々にとってその心 をしっか りと
いかり

した不動のものにする錨 となる。」23
あらし

た とえ逆境の嵐が吹 きす さぶ ときで

も，御父はわた したちが信仰に根差 し

た生活ができる ように助 けて ください

ます。主はこう約束 して くだ さいまし

た。「わた しはあなたが たを捨 てて孤

児 とは しない」24そして主は 「〔わた し

たち〕の苦難 を聖別 して， 〔わた した

ち〕 の益 と して くだ さる」 のです。25

試 練が どんなにひ どい ように思えると

きで も，わた したちは主の確かな約東

から，力 と望みを得ることがで きます。

主はこ う約束 され ました。 「……恐れ

てはな らない。おののいてはならない。

これはあなたがたの戦いではな く，主

の戦いだか らである。」26

慈愛

ひとたび
一度
，信仰 が強 くなって，堅固な証

にな り，天の御父の幸福 の計画に対す

る希望 を得 ，また信仰 の 目を通 して，

自分 たちが，人を瞭 うために御子 を与

えて くだ さった愛に満 ちた御 父の子供

であるとい うことを理解す ると，心の

中に，大 きな変化 を経験 します。27そ

して，「蹟 いを もた らす愛の歌を歌」28

いたい と感 じ，胸 の中が慈愛で満 たさ

れるよ うにな ります。 わた したちは，

神 の愛は 「どんな もの よりも好 ましい

もの……それは人に とって最 も喜ば し

い もの」29ということを知っていて，そ

1



の喜びを人々と分 かち合いたい と思 っ

ています。 わた したちは人 々のため に

働 き，祝福 を伝 えたいと望んでいます。

家族

「家族 世界への宣言」は，家族の

神聖 さと 「夫婦 は，互いに愛 と関心 を

示 し合 うとともに，子供 たちに対 して

も愛 と関心 を示す とい う厳粛な責任 を

負 ってい」30るということをはっきりと

宣言 してい ます。子供 たちが何歳であ

っても，神殿 の神聖 さと， また，天の

御父が彼 らのため に備 えてお られる祝

福 を受けるために，神殿 に参入すべ き

であることを教 える必要があ ります。

これが人生最大の祝福 であ るというこ

とを理解する子供たちは， この神聖な

目標のすべてを受けることがで きます。

神殿

信仰，希望，慈愛が どの ようなもの

かは，神殿の中で最 もよく理解するこ

とがで きます。神殿 の中でわた したち

は人生の 目的を理解 し，主 との聖約を

交わす ことによってキリス トの弟子 と

しての決意を強め，世代の違い を超 え

てすべての家族 を一つ に結び固めるの

です。わた したちは，神殿 で自分自身

のエ ンダウメン トを受 け，亡 き親族の

ための神聖な儀式を受 けに， しば しば

参入 を繰 り返す ことによって，信仰 を

増 し加 え，希望を強め，慈愛 を深 める

ことがで きます。 わた したちは，主が

その子供たちのために定め られた計画

を理解 し，天の御父の子供 としてその

内 に秘 めてい る神 聖 な可 能性 を認識

し，交わ した聖約 を最後 まで忠実 に守

り通す ことがで きるようにとい う信仰

と希望 をもって自分 自身のエ ンダウメ

ン トを受けます。死者 のために神殿の

儀式 を受 けるのは，絶対 に欠かす こと

ので きない祝福 を，現世でそれにあず

か る機会のなかった先 人たちに与 える

ための行為であ り，慈愛の一つの表現

です。わたしたちは，彼 らが自分 自身

で はで きないことを，彼 らのため に行

う特権 を与 えられているのです。

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長は

今年の4月 にかつ てない多 くの新 しい

神殿建設 を発表 したときに 「神殿 の儀

式は教会が与 える最高の祝福 とな りま

す」3'と宣言 しました。大管長は， この

最高 の祝福が， これまでよ りももっと

多 くの人々に及ぶ ようにしようとして

いるのです。主の家 において，忠実 な

教会員は 「高い所か ら力」32を授け られ

ます。その力 によってわた したちは誘

惑 と戦い，また聖約 を尊び，主の戒め

に従 い，家族 ，友人， 隣人 に対 して，

強 くかつ恐れ.ることな く福音 を証す る

ことがで きます。

今年 の7月 にわた したちは ヒンクレ

ー大管長 とともに
，ユ タ州モ ンティセ

ロ神殿の奉献式に参加す る特権 を得 ま

した。モ ンテ ィセロ神殿 は，聖徒たち

が距離的にもっと近い所 で利用 できる

ようにす るために，主が預言者 に建設

を命 じられた新 しい タイプの神殿 とし

ては最初の ものです。自分たちの町に

神殿が建 てられるなどとは考えもしな

かった忠実な聖徒たち と過 ごしたその

時間は，非常 に霊的な体験で した。す

ばらしい信仰 を持つ人々で した。その

中には，ユ タ州南東部の高原 にシオ ン

を確立す るために長年にわた り苦闘 し，

努力 と犠牲の生活 を続 けたホールイ ン

ザ ロックの開拓者の子孫たち もい まし

た。33

兄弟姉妹の皆 さん，今教会 にはすば

らしいことが起 きています。かつてな

い前進 をしてい ます。 ヒンクレー大管

長はその指導力を もって，この機 に応

じて奮起 するよう， わた したちにチャ

レンジしてい ます。信仰，希望，慈愛

が生活の中で絶対必要な構成要素 とな

るのに応 じて，新 たな霊性の レベルに

到達 し，さらにイエス ・キリス トに近

づいた生 き方ができるようにな ります。

この先に も苦 しみや試練があ るこ とは

確かです。 しか し， さらなる平安 と喜

びが得 られるという，かつてない強い

確信 もあ ります。主がそのように約束

しておられるか らです。34

証

わた しは特別 な証人 として，イエス

がキ リス トであられること，また，救
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い主が御 自身の預言者， ヒンクレー大

管長を通 して，この教会 を管理 してお

られることを証 します。主の地上へ の

再臨に備 え，皆 さんが主の神聖 な特質

をは ぐくまれます ように，イエス ・キ
み な

リス トの御名 によってお祈 りします。

アーメン。
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砂粒からの真珠

七十人

E・ レイ ・ベイ トマン

改宗、定着，活発化とωうバ ランスの取れた偉大な業 に参加 しτ……，

天の御父の王国におωτこれ らの砂の粒が真珠となれるようにしま し

よう。

あつ

ア
ブラハムは主か ら篤い恵みを受

けました。主か ら命 じられたこ

とには何であれ従 ったか らです。 アブ

ラハムは主の指示 に従って，息子の イ

サクを犠牲 として主 にささげ ようとし

ました。この戒めに対する従順 と深い

愛のゆえに，主はイサクに手 をかけよ

うとす るアブラハムを止めると，彼 を

祝福 して告げ られ ました。 「わた しは

・大い にあなたの子孫 をふや して，

天の星の ように，浜べの砂 のようにす

る。……」(創 世22：17)ア ブ ラハ ム

の祝福 は，今 でも彼の子孫の うえにあ

って，交 わされた聖約はアブラハムの

子孫がキ リス トのみ もとに来るときに，

彼 らに受 け継がれるのです。使徒パ ウ

ロはこ う教 えています。 「もしキ リス

トのものであ るな ら，あなたがたはア

ブラハムの子孫であ り，約束 による相

続 人 なのである。」(ガ ラテヤ3：29)

ア ブ ラハムの子孫を集めて，キ リス ト

のみ もとに導 くの は，末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会の会員であるわた し

たちの責任です。

彼 らを見つけるのは簡単なはずです。

海辺の砂の ように数が多いか らです。

わたしたちの周 りにどこにで もいると

いうこ とです。探 しているで しょうか。

尋 ねていますか。教会員でない友達や

仕事の同僚 は，アブラハムの子孫で は

ないで しょうか。それ を見分けるため

に，口を開いていますか。救い主はこ

の ように勧 告 してお られ ます 。「あな

たがたはわた しの選民 を集めるために

召 されている。わた しの選民はわた し

の声を聴 き，その心をかた くなにしな

いか らである。」(教義 と聖約29：7)救

い主の この勧告 に従って，教会 につい
み た ま

て話 していますか。御霊の導 きに耳 を

傾 けていますか。アブラハムの子孫は，
み こえ

主の御声 を聞き，心 をかた くなに しな

いで しょう。キ リス トのみもとに来 る

よう招いていますか。主の御声 を聞 く

機会を与えていますか。

聖文 にこうあ ります。「また天 国は，

良い真珠 を捜 している商人のような も

のである。高価 な真珠一個を見いだす

と，行 って持 ち物 をみ な売 りは らい，

そしてこれ を買 うのである。」(マ タイ

13：45-46)

わ た したちはイエス ・キリス トの福

音が高価 な真珠であることを知ってい

ます 。その真珠 の もとになる砂粒が，

アブラハムの子孫 です。彼 らは真珠 に

なるために養いが必要です。良い友人，
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奉仕 して成長す る機会，慈愛 による養

いが必要です。それによって，彼 らは

教会 に定着 し，天の御父の王国におい

て偉大な価値のある真珠になるのです。

ヒ ンクレー大管長 は こう述べ ま し

た。 「友達にな りま しょう。改宗者 は

友人か ら生 まれます。友情は改宗に先

立 ち，教 える機会 を もた ら します。」

(TeachingsofGordonB.Hinckley

[1997』，375)友 人 を教会 に誘 っている

で しょうか。宣教師が友 人に福音 を教

える際，一緒 に参加 していますか。 自

分の家で福音 を教わるように勧 めてい

ます か。宣教師 との約東の合 間にその

友達 を訪間 してい ますか。救 い主が望

んでお られ ることを行 ってい ますか。

口を開いてい ますか。

主はこう言われました。「しか し，あ

る人々については，わた しは心か ら喜

んではい ない。彼 らは口を開 こうとせ

ず，人を恐れて，わた しが与 えたタラ

ントを隠 しているか らである。このよ

うな者は災いである。わたしの怒 りは

彼 らに向かって燃 えているか らである。

そして，彼 らはもっ とわたしに忠実

でなければ，持ってい るものまで も取

り上 げられるであろう。」(教 義 と聖約

60：2-3)

セ ン トチャールズワー ドで，ジム ・

ヒュース トン兄弟が どのように友情 と

養いを受けたかお話 ししま しょう。 ジ

ムはほかの教会の会員で したが，集会

に行 くための交通手段 で困 っていまし

た。迎えに来る人 もいないのです。わ

た しが ジムに会 えたのは幸運 で した。

『モルモ ン書』 を渡す と，読 んで祈 る

と約東 して くれま した。会員 たちはジ

ムのためにセ ン トジ ョー ジワー ドまで

の送 り迎えをしました。宣教 師は福音

を教え，ジムは 『モルモ ン書』 を読ん

で祈 りました。

ジムはバプテスマの とき，監督のわ

た しに 「わた しは何 をするよう望 まれ

ていますか」 と聞きました。わた しは

ジムを監督室に案 内し，教会 について

話 し，神権 について， また教会員 とし

て主か ら望 まれていることについて教

えました。ジムはア ロン神権 を受 け，

ホームティーチ ャー として召 され まし

た。長老定員会の会長 は，信仰の強い



忠実で献身的な兄弟 を彼の 同僚 に しま

した。 ヒュース トン兄弟 は，セ ントジ

ヨージワー ドの最 も新 しい会員で した

が，ホームテ ィーチ ングを確実 に行い

ました。それも最初の1か 月だけでなく，

20年 間も毎月欠か さずに行ったのです。

ジムはいろいろな召 しを受けましたが，

特 に好 きだ ったのはステー ク宣教師の

責任でした。

ワー ドの会員たちは，ヒュース トン

兄弟を温か く包 んで，彼が 「聖徒たち

と同 じ国籍の者……神の家族」(エ ペ

ソ2119)に なれるように助 けました。

ジムは運転 を習い，車 を購入 し， 自分

でホームテ ィーチ ングやその他 の責任

を果 た しに行け るようにな りました。

会員が ジム を 「正 しい道」(モ ロナイ

6：4)に と どめたのか，それ ともジム

が会員をとどめたのか，確かではあ り

ません。 ヒンク レー大管長が今行 うよ

うに求めていることが，あの当時，ヒ

ュース トン兄弟に行われたのです。

この夏，わた しはヒュース トン兄弟

と話 をしました。彼 は，あま り活発で

ない姉妹が教会に戻れるように，ホー

ムティーチングの同僚 とどの ように助

けているか話 して くれま した。 「彼女

は神殿準備セ ミナーに出席 して，神殿

に参入す るのを楽 しみにしています。」

兄弟姉妹の皆さん，アブラハムの子

孫 を見つけられるように，御霊を求め

るとい う決意 を新 たに しま しょう。そ

して，口を開いて友達にな り，キ リス

トのみ もとに来るように勧め，傍 らで

助 けと養いを与えて，彼 らを定着 させ

ま しょう。 また，可能な地域では，彼

らが神殿 に入る とき，一緒 に参入 しま

しょう。天の御父 はアブラハムのすべ

ての子孫がみ もとに帰ることを願 って

おられます。改宗，定着，活発化 とい

うバ ランスの取れた偉大 な業 に参加 し

て御父 と御子を助け，御父の王国にお

いてこれ らの砂の粒 が真珠 となれるよ

うに しましょう。

救い主 は言われ ました。「わた しは

あなたがたに戒め を与 える。長老 も，

祭司 も，教師 も， また会員 も，すべ て

の人がわた しの命 じたことを準備 して

成 し遂げ るために，勢力 を尽 くし，そ

の手の労苦 を尽 くしなさい。

また，あなたがたの教 えを説 くこと

が警告の声 となるように，各人がそれ

ぞれ隣人に，穏やかに，かつ柔和に警

告す るように しなさい。」(教 義 と聖約

38：40-41)

主 は 生 きてお られ ，預言者 ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長を通 してこ

の教会 を導いてお られます。 イエス ・
み な あかし

キ リス トの御名 により証 します。アー

メン。

賛美歌を歌う十二使徒定員会会員。中列左からボイ ド・K・
ラッセル ・M・ ネルソン長老，ダリン

前列は七十人会長会。左からアール ・C・

轟 馨

パ ッカー 会長 代理 ，L
・H・ オ ーク ス長老

，

テ ィンギー長 老 ，D・

トム ・ペ リー長 老 ，デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト長 老 ，二一 ル ・A・ マ ック スウ ェル長老 「

M・ ラ ッセル ・バ ラー ド長老 ，ジ ョセ フ ・B・ ワース リン長 老 。

トッ ド ・ク リス トフ ァー ソン長 老 ，マー リン ・K・ ジ ェン セン長 老。
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律法に従い，隣人に仕える

七十人

ア トス ・M・ アモ リム

庇め`ご徒うこと`ば ノ奉仕の最大の準備`こなてります。ノ

照 する兄弟姉妹，友人の皆さん。変
この説教壇ではこれまで，主の

しもべ

僕たちによ り神聖な言葉が語 られて き

ました。初めてこの場所 に立つ わた し

の心境 をお察 しいただけるのではない

かと思い ます。

わた しの心 は感謝 でい っぱいです。

これまでの半生を通 じてた くさんの祝

福 を授けて くだ さった天の父なる神様
あがな

に，わた しを愛 し，わた しの罪 を瞭 っ

て くださったイエス ・キ リス トに，そ

して，常にわた しを愛 し支えて きて く

れた妻 と子供 たち，孫たちに心か ら感

謝 しています。

ブラジル陸軍士官学校 の外 壁には，

士官候補生のために次の言葉が刻 まれ

ています。「君たちは命令 を発 する立

場 になる。だか ら従 うことを学 びなさ

い。」 わたしは子供の ころか ら，従順

が偉大な徳であ り，進歩 に欠かせ ない

ものであることを学 んで きました。わ

た しが申 し上げている従順 は盲従では

あ りませ ん。選択 の自由を使 って主の
みこころ

御心 を行い， より高い霊性の レベルに

到達す るための従順 です。預言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミスは こう教 え ました。「す

なわ ち，神か ら祝福 を受け るときは，

それが基づ く律法に従 うことによるの

であ る。」(教 義 と聖約130：21)1982

年 ， ヒンクレー大管長がその教 えを再

確認 しています。 「あ らゆる祝福 は律

法への従順 さを条件に与 えられます。」

(『モルモ ンとは』パ ンフレッ ト，1982

年 ，6)従 順 の最 も偉大 な模範 は主イ

エス ・キ リス トが示 して くださったも

の で した。 主 は こ う言 われ ま した。

「しか し，わた しの思 いではな く，み

こころが成 る ようにして くだ さい。」

(ル カ22：42)

もう一つわたしが陸軍で学んだのは，

わた しの国の兵士は軍務を行 うことを

表現す るのに 「働 く」 とい う動詞では

なく 「仕える」 とい う動詞を用いるこ

とです。 これは彼 らに，国民と国家 に

仕 えようとの決意 を常 に思い起 こさせ

るためのものです。教会の奉仕 に関 し

てこの定義 を拡大する と，主の教 えに

近 い意味を含むことにな ります。それ

は，主の子供たちには，住む場所 を問

わず仕 えるべきであるという教えです。

今 日約6万 人の宣教師が多 くの国で，

しかもそのほとん どが 自国とは非常 に

異なった環境の中で奉仕 しています。

サ ンパ ウロ神殿ではた くさんの兄弟姉

妹が，主の宮で奉仕 をす るためにどん

な犠牲 でも喜んで払お うとしています。

それはほかの神殿で も同 じです。

多 くの場合，従順 と奉仕の最 も美 し

い模範 はわた したちの身近に住 むごく

普通の人々によって示 され ます。年配

のアナ ・リタ ・デ ・ヘスス姉妹はご主

人に先立たれ，ブラジルのアナポ リス

に住んでいました。読み書 きがで きな

かった彼女のために，宣教師 は毎週彼

女の家を訪れて，聖文 を読んであげま

した。彼女 はとて も愛の深い，思いや

りに満ちた人で した。毎週 日曜 日，彼

女は宣教師に献金票へ の記入を手伝 っ

てもらっていました。時 には什分の一
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と献金の金額がほんの数セ ン トだった

こともあ りましたが，什分の一の律法

を理解 していた彼女は，それに従いた

かったのです。彼女は什分の一 を納め

た後で，礼拝堂 として借 りていた家の
せいさん

一室に入 り
，聖餐会の開かれるその部

屋の説教壇 に花を飾 りました。そのよ

うにして兄弟姉妹 に奉仕 し，主 を礼拝

す る場所 を美 しく飾っ ていたので し

た。彼女はその小 さな行いによ り，わ

たしたちに従順 と奉仕 の大切 さを彼女

の信仰 を通 して教 えて くれ ました。戒

めに従 うことが奉仕の最大の準備 にな

ると彼女は知っていたのです。モ ンソ

ン副管 長は今年の4月 の総大会で 「戒

め を守 り」 「愛を もって仕 える」 よう

に勧告 しま した(「 危険な道」 『聖徒の

道』1998年7月 号，54)ア ナ ・リタ姉

妹はそれを生涯続 けたのです。

わた しはファウス ト副管長の面接を

経 て中央幹部に召 され ました。その よ

うな召 しにはふさわ しくない と思 って

不安になっていたわた しを察 して，フ

ァウス ト副管長は優 しくこう言って く

れま した。「ア トス， 自分 らしくやれ

ばいい んです。 自分 らしく。」 その晩

わた しはベ ッドの中で，新 しい責任 と

ファウス ト副管長 の言葉 を思い起 こし

ていま した。そ して祈 りました。わた

しは自分に間いかけました。わた しは

何者なのか と。す るとその答 えが，真

新 しい一 日の夜明けを告げるかの よう

に，はっきりと輝 きを もってやって来

ました。皆 さんと同 じようにわた しは

神の子であって，主に従い，御心 のま

まにどこでで も仕 えたい と思 っている

こと。そ して，天の御父のよ りよい子

供 とな り，イエス ・キリス トの真実の

教会の忠実な会員 となることを願 って

いる存在 だとい うことです。

わた しはイエス ・キリス トが生 きて

お られ，この教会を導いてお られるこ

とを知ってい ます。イエス ・キ リス ト

はわた したちの救い主であ り瞭い主で

す。ジ ョセフ ・ス ミスは回復の預言者

であ り，ゴー ドン ・B・ヒンク レー大

管長は今 日の教会を管理するために主

から召 された預言者です。 これらをイ
み な あかし

エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り 証 し ま

す 。 ア ー メ ン 。

失意に打ち勝つ
七十人定員会

バル ・R・ ク リステンセン

わた した ちば周題に出会ったときに'右う4'1し忍1耐し，そしτ主を信じる

信仰を強 く持τ ば1そ のチ†・レンジを克服 する方法を見つ1ナられます。

教
会員が難 しい責任 に召 され ると

き，それまでの人生で 自分を導い
甲

て くれた出来事や人 々に思い をはせる

のは， ごく自然なことです。七十人に

召されたことによ り，わたしはこうし

て，友人や家族，特に妻のルースア ン，

そ してア リゾナ州 フェニックス伝道部

の宣教師に感謝を伝える機会を得てい

ます。わたしは皆 さんを愛 してい ます。

また，フィリピンのすばらしい人々に

仕 える機会を心待 ちに しています。

数年前，あるファイヤサイ ドに招か

れ，人が失意に打ち勝つ方法 を大 まか

に話 したことがあ ります。話 を始める

に当た り，出席者に，今直面、している

大 きな試練について，匿名であればほ

かの出席者に公表 しても差 し支えない

事柄 をカー ドに書 いて もらいま した。・

カー ドに書かれた問題が続 々と集 まっ

て きました。 わた しはそれらを見 たと

き，会員たちが深刻な問題に直面 して，

それ らに対処する方法を模索 している

ことを知って驚 きました。彼 らの問題

には以下の ようなものがあ りました。

1.わ た しの所有す る農場では，利益

がまった く上が らない。

2.息 子が不治の病 に冒されている。

3.10代 の子供 と意見が合わない。

4.長 男がほ とんど目が見えない状態

にある。

5.息 子の死 を受け入れる。

6.夫 は，否定的な面 には目を向ける

が，肯定的な面 にはそれ ほど関心を払

わない。

わた したちの多 くは重大な問題に直

面 してい ます。偉大な預言者エノクで
あけさま

さえ，世界 の邪悪な有様 を見て，悲 し

み を経験 しました。「エノクはこれ を

見る と，心 に苦 しみを覚え，その兄弟

たちのために泣 いて，天に向か って，

『わた しは慰め られるの を拒 み ます』

と言 った。 しか し，主はエノクに言わ

れた。『心 を高め て喜 び，そ して見な

さい。』」(モ ーセ7：44)

失 意 に打 ち勝つ ための努力には，少

な くとも以下の3つ の段階があ ります。

1.あ なた は問題 に対す る自らの態度

を変えるよう努力することができます。

仕事や生活環境 その ものは変えられま

せんが，あ なたの姿勢 は常に変 えられ

ます。

2.家 族，友人， ワー ドの会員 といっ

た，身近 にいて，あなたを最 も愛 して

くれる人から助 けを受 けられ ます。

3.主 イエス ・キ リス トに対す る信頼

を，よ り力 強 く完全 なものに高めるこ

とがで きます。

リアホナ/1999年1月 号

33



自分の警度 を改める。問題 に対する

見方を変えるごとによって，落胆 した

心 を和 らげることができます。わた し

は開拓者ジーナ ・ヤ ングの話 を読んで

感銘を受け ました。彼女は両親 を亡 く

し，凶作 に見舞われ，病 に倒 れたに も

かかわ らず，一つの霊的な経験 によっ

て元気づけ られ，そ して態度を一変 さ

せ ました。神 の助けを求め ようとして
き

いた ときに，彼女 は母親が語 りかゆる

声 を聞 きま した。「ジーナ，1順風 の と

きはだれで も難 な く航海で きるの よ。

行 く手に障害物が見えた ら， よけて通

ればいいの よ。」彼女は即座に こう祈

りま した。 「天のお父様，荒波 を乗 り

越 えられるように助 けて ください。悲

しみの岩にぶつかって心が押 しつぶ さ

れない ようどうかわた しを強めて くだ

さい。」("Mother』'TheYoungWo-

manlsJoumal，January1911，45)多

くの場合に状況 を変 えることは困難で

すが，積極 的な態度で物事 に対処すれ

ば落胆から立ち直ることはできます。

ほか の入 に助げで もらラ。次 に重要
ちゅうちよ

な点は躊躇せずに周 りの人々に助けて

もらうことです。時には予期 していな

い ところか ら助けが与 えられます。数

年前に，わた しが シカゴの飛行場で荷

物 を預 かって もらうために受付の前に

並んでいた ときの ことです。わた しの

す ぐ後ろに一人の老人が並んでいまし

き

灘

醗

た。 しばらくして彼はわたしに 「どち

らへ 行 か れ ます か」 と尋 ね ま した 。

「ソル トレー ク ・シテ ィーです」 と答

える と，彼は 「わた しもです。あなた

はモルモ ンですか」 と聞きました。そ

うです と答 える と，彼は自分が生涯ず

っと末 日聖徒 で，やっ と神殿 に行 く準

備がで きたと言いました。搭乗案内を

待 っている間，彼 はスーツケース を開

けてかつ て彼が会 ったすべての宣教師

の写真を見せて くれ ました。間 もな く，

飛行機はユ タに向かって飛び立ち，そ

の間わた したちは親 しく話す ことがで

きました。飛行場 に到着 するとわたし

たちは足早 に飛行機 を降 りました。わ

た しは彼が行 き先を知 っていることを

確かめてか ら，別れ を告げま した。

それか ら数週間たって，わたしのも

とにこのカー ドが送 られて きました。

「親愛 なるク リステ ンセ ン兄弟。一度

は紛失 したあなたの住所が見つかった

ので， ここにカー ドを書いています 。

あなたとシカゴで会ったとき，わた し

の祈 りは聞 き届 けられました。わた し

は生まれてこのかた旅 とい うもの をし

た ことがあ りませんで した。だれか一

緒にいて くれる人が欲 しかったのです。

あの とき以来あなたのことをよ く考え

ます。ソル トレー ク ・シティーの神殿

で はすばらしい経験を しました。いつ

か またお会いで きれば と思います。あ

鰻

囎
繋雛
、

難難
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なたがご一緒 して くだ さってほんとう

に感謝 してい ます。」あの 日わた しは

人の役に立 てる ようなことがで きると

思 っていませんで したが，必要 な助け

を求めたこの兄弟 と，彼 のそばにいて

それにこたえることがで きたことに感

謝しています。

主 に頼る心 を淳でる。これ まで自分

の態度を改 めることと人から援助 を受

けることについて話 して きました。 こ

れか らわた しは，主 に対 して もっ と信

頼を寄せ，信仰 を強める必要があるこ

とについてお話 しします。以前わたし

は，落胆 していた ときに励 ま しを受 け

た経験 を持つ一人の女性 とお話 しす る

機会があ りました。彼女 は神殿の儀式

が始 まるまでの間，『モルモ ン書』 を

手に取 って少 し読んでいました。する

と，彼女の 目はアルマ書第34章3節 に
くぎ

釘づけ にな りました。「あなたがたは

苦難に遭 っているので， どうしたらよ

いか教 えてほ しいとわた しの愛す る兄

弟に頼み，わた しの兄弟 はあなたがた

に心の備 えをさせ るために，多少のこ

とを述べて きた。 また彼 は，信仰 と忍

耐 をあなたが たに勧め た。」アルマ書

のこの聖句は彼女の祈 りの答えで した。

そこに書かれてあることは実 に簡潔で

す。すなわち，彼女が直面 していた問

題 は長い時間をかけて解 決される とい

うことです。わた したちは問題に出会っ

たときに もう少 し忍耐 し，そ して主 を

信 じる信仰 を強 く持てば，そのチャレ

ンジを克服する方法を見つけられます。

『教義 と聖約』に この ような勧告の

言葉 があ ります。 「あなたは悲 しけれ

ば，心が喜 びに満ちるように，主なる

あ なたの神 に呼 び求 めて嘆願 しなさ

い。」(教 義 と聖約136;29)

わた したちがそれぞれに抱 えている

試練 をしっか りと見据 えて，たとえ問

題がす ぐに解決 しな くとも，それ らを

受け止める態度 を培 えるように祈 って

います。 どうか友人や家族の援助 を求

めて くだ さい。 イエス ・キリス トが生

きてお られ，落胆 した ときに主の愛を

へ りくだって願い求めるならば，わた
あかし

したちを助けて くだ さることを証 しま
み な

す 。イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て ，

ア ー メ ン 。



警告の声
十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイリング

警告の声を入 々に伝える能力 ぱ.聖 約を交わ した すべτのイ.エス ・キ

リス トの弟子にとっτ重要な右のです。

あわ しもべ

主
は憐 れみ深い御方 なので，僕 を

通 して民に危険を警告されます。

この警告 をす る召 しは，より困難であ

り，重要です。最 も価値 ある警告 は，

民がまだ現実にな ると考 えてい ない危

険 に関す るものだか らです。ヨナにつ

いて考 えてみましょう。彼は最初，罪

によって盲 目になっているニネベの民

に警告す るという主の召 しか ら逃れ よ

うとしま した。長年にわたって邪悪な

民 は，預言者を拒 んで殺す こともある

のを知 っていたからです。それで も，

ヨナは信仰 をもって前進 した とき，主

に祝福 されて安全 と成功を得 ました。

わた したちは，親や子供 としての経

験 からも学ぶ ことがで きます。親であ

ればだれで も，子供が気づかない危険

を察知 して心配す ることが あ ります。

子供 を危険か ら遠 ざける方法を知 るた

めに両親が ささげる祈 りは， どのよう

な祈 りよりも熱烈です。両親の警告の

声 に聞 き従 った ときの祝福 は，ほ とん

どの人が経験 してい ます。

今で も覚 えていますが，母 はある土

曜の午後，幼いわたしを優 しく諭 して

くれました。わた しが正当だと考えて

許可 を求めた行為が，危 険であること

が母 には分か ったからです。母に授 け

られた力 にはい まだに驚 か され ます。

主か らの ものと思いますが，わずかな

言葉 でわた しの方向を正 して くれるの

です。例えば，このような言葉で した。

「やれば できる と思 うわ。で も，選ぶ

のは 自分 なのよ。」唯一の警告は，「で

きる」 と 「選ぶ」の単語が強調 された

ことでしたが，わた しにはそれで十分

でした。

わずかな言葉で警告する母の力 には，

わたしの知 るか ぎ り，3つ の源が あ り

ます。第1に ，母が わた しを愛 してい

ることです。第2に ，母 はわた しに求

めることをすでに行って祝福 を得てい

ることです。そ して第3に ，母は確 か

な証 を伝 えた ことです。すなわち，わ

た しの しなければならない選択 は非常

に大切 なので，求め さえすれば，主が

すべ きこ とを告げて くださる， とい う

証です。愛，模範，証，これ らは当時
かぎ

の鍵であ り，その後 も，わた しが主の

僕の警告 に聞 き従 って祝福 されたとき

には，いつでも鍵 となって きました。

警告の声 を人々に伝える能力1よ 聖

約を交わ したすべ ての イエス ・キ リス

トの弟子 にとって重要な ものです。次

の責任は，末 日聖徒 イエス ・キリス ト

教会の会員一人一人 に与え られていま

す。「見 よ，わた しは，人 々に証 し警
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告す るためにあなたが たを遣 わした。

警告 を受 けた人は皆，その隣人に警告

しなけれ ばな らない。」(教 義 と聖 約

88：81)

この 戒め と危険に対する警告は，回

復 の初期 に宣教 師に召 された人々に与

え られ ました。 しか し，隣人を警告す

る責任は，バプテスマの聖約 を受け入

れたすべての人に課せ られています。
しんせき

わた したちは教会員でない友人や親戚

の人に福音 について話 します。その 目

的は，教えるために召 されて任命され

た専任宣教 師か ら学 ぶように，彼 らに

勧 めることです。そ して，相手が勧 め

を受け入れた ときに，すば らしい約束

の伴 う 「リフェロー」 を作 成 し，バ プ

テスマの水に入 って忠実 な会員 にな り

そ うな人 として，宣教師に紹介 します。

教会員の皆 さんは，専任宣教 師やス

テーク宣教師か ら， 自宅 を訪問する機

会 を求められることで しょう。宣教師

は，福音 を分かち合える人の リス トを

作れるように助 けて くれます。親戚や

隣人，知人 につ いて考えるように提案

す るで しょう。 また， 目標の 日付 を決

めるように求めるか もしれませ ん。そ

の日までに，個 人や家族が教 えを受 け

られ るように，宣教師を招待で きるよ

うに備えるのです。 わた しは実際に経

験 しました。わた しの家族が宣教師の

勧め を受け入れたおかげで，姉妹宣教

師か らレッス ンを受けた80代 の未亡人

に，バプテスマを施す機会 に恵まれ た

のです。

わた しは彼女の頭 に手を置いて，教
み

会の会員に確認 しま した。 わた しは御
たま

霊 に感 じて，バプテスマを受 ける よう

選んだことが彼女の先祖 と子孫に祝福

を もたらす と宣言 しました。彼女はす

でに亡 くなりましたが，数週間後には，

彼女の息子が親子の結び固めを受ける

ので，わた しは一緒 に神殿 に行 くつも

りです。

皆 さん も，福音 を学ぶ ように勧めた

人 と同 じような経験 を して，人生でめ

ったにない ような喜びを味わ うで しょ

う。主の次の御言葉は，宣教 師とわた

したち全員に当ては まります。「さて，

あなたがたがわたしの もとに導いてわ

た しの父の王国 に入れ るようにした，



一人の人 とともに受けるあなたがたの

喜びが大 きいならば， もし多 くの人 を

わた しの もとに導 くとすればその喜 び

はいか に大 きい ことか。」(教 義 と聖約

18：16)

わ た したちは宣教師から助け と励 ま

しを受けますが，バプテスマや神殿参

入の機会をもっ と頻繁に持てるかどう

かは，その大部分が，わたしたちが ど

う責任 をとらえ， どの ような選択 をす

るかにかかって くるで しょう。 もし何

の危険 もなければ，主 は 「警告」 とい

う言葉 を使われ なかったで しょう。 し

か し，それに気づ く人は多 くあ りませ

ん。人々は，増 え続ける証拠を無視す

るようにな りました。社会で明 らか に

なっている徴候 や， 自分 の生活や家族

の中にかつ てはあったと思っていた平

安が欠けているという徴候 です。危険

の しるしを自 ら無視すれば，この よう

な考 えに陥 りやすいで しょう。「満足

して生活 しているような人になぜ福 音

を伝 えるのだろうか。何 も言わな くて

も，彼 らや 自分 にどんな危険があるだ

ろうか。」

確かに，危険は見 えに くいか もしれ

ませ んが，相手 と自分の両方 に実在 し

ます。例 えば，いつの日か 「来るべ き

世」で，皆さんがかつて会ったすべ て

の人は，皆 さんが今持 っている知識を

得 るで しょう。そ して，家族 とともに

天の御父 と御子 イエス ・キリス トのみ

もとで永遠 に住む唯一の道 は，神 の権

能を持つ人の施すバプテスマ によって

門を くぐる とい う選択 にあったことを

知るでしょう。 また，家族が永遠に結

ばれる唯一の方法は， この地上の神 の

神殿で授 けられる神聖 な聖約 を受け入

れ，守 ることにあ ると知 るで しょう。

そ して，すべてを皆 さんが知っていた

ことも分 かるで しょう。 こうして，皆

さんか ら何 を聞いたか思 い出 します。

かつて，皆 さん もだれかか ら福音 を聞

いたのです。

「まだそ の時 じゃない」 と言 うのは

簡単ですが，引 き延ば しには危険が伴

います。何年 も前 に，わた しはカリフ

ォルニアで働 いてい ました。雇 い主は

親切で，わた しを高 く評価 しているよ

うでした。彼の知 り合いで，わたしは

ただ一人の末 日聖徒だ ったか もしれま

せん。 なぜかは分か りませんが，わた

しは福音 につ いて話す ために， もっ と

よい機会を待っていました。ですか ら，

あのときの悲 しみは今で も忘れ ません。

彼の退職やわた しの遠 くへの引っ越 し

が あった後，彼 と奥 さんは，夜遅 くカ

リフォルニア州カーメルの自宅に車で

向かう途中，事故死 したのです。彼 は

奥 さんを愛 し，子供 たちを愛 し，両親

を愛 してい ました。また，孫たちを愛

し，その子供 たちをも愛 し，永遠に一

緒 にいたいと願ったことで しょう。

大勢 の人々が来 るべ き世で どのよう

に扱 われるか分 か りませ ん。 しか し，

もし彼がわたしに会 った ら，わたしを

じっと見詰 めて，その 目がこう尋 ねる

で しょう。「ハル，君は知 っていたね。

なぜ話 して くれなかったんだ?」

彼について考 える とき， またわた し

がバプテスマを施 したあの女性 と間 も

な く結び固め られる彼女の家族 につい

て考 える とき， もっと働か なければと

思います。人々に教 えを受 けるように

勧 める力を強めたいと思 うのです。そ

ういう願い と，神が助けて くだ さる と

い う信仰 をもって，さらに進み ましょ

う。方法は難 しくはありません。

愛がいつ も最初に来ます。一度だけ

の親切 では，十分ではあ りませ ん。主

は，わた したちが持たなければならな

い愛，招 きを受ける人がわた したちの

中に感 じな ければな らない愛 につい

て，述べ てお られ ます。 「愛 は寛容で

あ り……すべてを忍び，すべ てを信 じ，

すべて を望み，すべ てを耐 える。」(1

コ リント13：4，7)

わ た しは 「寛容」と 「すべてを忍ぶ」

ことの意味が よく理解 で きました。わ

た しの近所 に家族が越 して来 ま した。

家が新 しかったので，ほかの教会員た

ち と一緒 に幾晩に もわたって庭造 りを

手伝 いました。作業が完成 した最後の

晩に，わた しはその家族の父親の隣に

立ってい ました。彼 はわた したちの仕

事 を見渡 して，言い ました。「これで、

モルモ ンの人たちが庭 を造って くだ さ

ったのは3度 目ですが，今回がいちば

ん出来が いいです よ。」それか らわた

しに向かって静かに， しか しきっぱ り
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と 「自分の通っている教会 と， これま

で何 年か にわたって近隣の末 日聖徒 と

しばしば会話で きたことにとても満足

している」 と言いました。

それか らも，彼 と家族に対する親切

な行為が，絶 えることはあ りませ んで

した。近所 の人がこの家族を愛するよ

うになったか らです。あ る晩帰宅す る

と，彼の家の前 に トラックが止 まって

いました。わたしは，彼 らが別の州に

引 っ越す と聞いていたので，何か手伝

えるか と思 い，近づい て行 きました。

家具 を トラ ックに積み込んでいるのが

だれかは，分か りませんで した。彼は

近づ いて来るわた しに，静か にこう言

い ました。「こんにちは，アイリ ング

兄弟。」 わた しは，それがす っか り大

きくなった息子 さんだ と気づ きません

で した。 なぜ な ら彼は，以前そこに住

んでいましたが，結婚 して，引っ越 し

ていたか らです。彼 は多 くの人か ら受

けた愛によ り，今 はバプテスマ を受 け

て，教会員 になってい ました。 この話

の結末は知 りませ ん。終わ りがないか

らです。 しかし，始 まりは愛で した。

第2に ， わた したちは人に行 うよ う

に勧め るこ とを模 範で示す必要があ り

ます。悪のはびこる世 では，救 い主の

この教えがさらに重要 になるでしょう。

「その ように，あ なたがたの光 を人 々

の前に輝か し，そ して，人々があなた

がたの よいお こないを見て，天 にいま

すあなたが たの父をあがめるように し

なさい。」(マ タイ5：16)

ほ とん どの人 は謙虚なので，自分の

小 さな模範の光 は暗す ぎて人の 目に留

まらないと考えます。 しか し，皆 さん

や家族は， 自分が思 っている以上に見

られています。 わた しは今年 の春 に，

300人 近 い他 の教会 の聖職者や指導者

の会合 に出席 し，話 をす る機会があ り

ました。そこで，で きるだけ多 くの人

と会話 しました。そ して，なぜ わた し

のメ ッセー ジにそんなに関心 を持つの

か尋ねました。それ は教会の起源の物

語であ り，少年ジ ョセ フ ・ス ミスの最

初の示現や，生ける預言者の話で した。

どの場合 も，返って くる答えは，本質

的に同じで した。彼 らはある人か，家

族か，皆 さんのだれかを知ってい ると



いう話 をす るのです。よく聞いたのは，

隣に住 む末 日聖徒の家族の話で した。

「あ ん なにす て き な家 族 は初 め てで

す。」教会員 と して参加 してい る地域

社会の活動や災害救援活動の話 もよ く

聞 きました。彼 らには驚 くべ きこ とに

映るようです。

こうした集会でわた しが会 った人々

は，まだ教義上の真理は理解 していま

せんが，皆さんの生活の中の実 をすで

に見 たので，話 を聞 く準備ができてい

たのです。回復 された真理 に耳を傾 け，

家族が永遠 に結び固め られ ることや，

福音が人の性質を変えることを聞 く備

えがで きてい ました。皆 さんの模範に

よって，備 えられたのです。

第3は ， もっと上手に行 う必要があ

りますが，証をもって勧 めることです。

愛 と模範 は，道 を開きます。 しか し，

それで もわたしたちは口を開いて証 を

述べ なければなりません。簡単な事実

が助 けにな ります。真理 と選択は，密

接 に関連 しているのです。だれにで も，

霊的な真理 について証するには，その

資格 を得るためにすべ き選択があ りま

す。そ して，一度霊的な真理 を知った

ら，それに従 って生活するかどうか選

ばなければな りませ ん。つま り，友人

に選ぶことを勧める前 に， 自分で行 わ

なければ ならない ことがあ るのです 。

わた したちは真理 について証す るとき，

選択 の機会 を与 える必要が あ ります。

彼 らが真理 を知ったときに， しなけれ

ばならない選択です。 これには，二つ

の大切 な実例 があ ります。 『モ ルモ ン

書』を読む勧め と，宣教師か ら教 えを

受ける勧めです。

『モルモン書』が真実で あるこ とを

知るには，実際 に読んで，モロナイの

勧めに従い，真実か どうか祈 る必要が

あ ります。それ を行 っていれば， 自分

の経験 から証を述べ られるので，友人

もその選択 をして同 じ真理 を知 ること

が できるで し ょう。そ して，『モルモ

ン書』が神の御言葉であると分 かった

ら，次の選択に直面 します。すなわち，

宣教師か ら学ぶ との勧 めを受け入れ る

かどうか選ぶのです。そうする ように

証 をもって勧めるには，宣教師が神の

僕 であ るこ とを皆 さん 自身が知る必要

があ ります。

この証を得 るための選択 は，宣教師

を自宅 に招 いて家族や友人を教 えても

らうことです。宣教師はそのような機

会を歓迎す るで しょう。宣教師が教 え

るときにその場に座 っていると，わた

しが感 じた ように，彼 らが年齢や教育

を越えた力を受けていることが分かる

で しょう。そ して，宣教師か ら学ぶ よ

うに勧 めるとき，彼 らが真理 を教える

ことと，幸福 に至る選択の機会を与 え

て くれることを証できるのです。

わた したちの中には， 自分 の愛や生

活態度，あるいは証の力が，隣人に勧

め を受 け入れさせ るほ ど十分 なもの と

は とても思えない人が いるかもしれま

せん。 しか し，主はわたしたちの気持

ちを御存 じです。主の励 ましの言葉に

耳 を傾 け て くだ さい。 『教 義 と聖約 』

の最初の章で，主 はわた したちに責任

を与 えてお られ ます。「また，警告 の

声 は，この終わ りの時にわた しが選ん

だ弟子たちの口を通 して，すべての民

に及ぶ。」(教 義 と聖約1：4)

これ らの弟子たちの特 質に注意 して

ください。 「世の弱 い者 たちが出て来

て，力 ある強 い者 たち を打 ち破 る。」

(教義 と聖約1：19)

さ らに こうあ ります。 「わた しの完

全な福音が弱 い者や純朴な者 によって

世界の果てまで・・一 宣べ られる……。」

(教義 と聖約1：23)

そ して こうです。「謙遜 であれ ば，

強 くされ，高い所か ら祝福 を受 け……

る。」(教 義 と聖約ll28)

この約束は，教会の最初の宣教師や

現在の宣教師に与 えられたものですが，

わ た したち全員 にも当て はま ります。

信仰を持つ必要があ ります。十分な愛

と福音 の模範を示す ことによって，わ
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たしたちの選択の勧めが主御 自身か ら

の勧めとして受け入れ られ る， とい う

信仰です。

主は，わた したちがすべ きことの完

全な模範です。人々が福音 の勧 めにこ

たえないように，皆 さんが主の呼びか

けにこたえない ときも，主は愛 と思い

や りを示 してこられ ました。主は何度

も，主の僕 の教えに従 うように勧 めて

こられたのです。皆 さんは，ホームテ

ィーチ ャーや訪問教師 のメッセージ，

監督か らの電話の中に，それがあるの

が分か らなかったかもしれませ ん。 し

か しこれらは，助けや教 えを受けるよ

うにとの主の勧めです。主はいつも結

果を明白にしてか ら，わた したちに自

分で選ぶことを許され ます。

主の僕 リーハイは息子たちに，すべ

ての人に当てはまる真理 を教 えていま

す。 「ところで，息子た ちよ，わた し

はあなたがたが偉大 な仲保者 に頼 り，

主の大いなる戒めに聞 き従い，主の御

言葉 に忠実であって，主の聖なる御霊

の御心に添って永遠 の命 を選んで ほし

い と思っている。」(2二 一ファイ2：28)

宣 教 師か らレッス ンを受けるという
たまもの

選択 は，神の最大の賜物である永遠の

命に至 る道の入 り口です。ヤコブの語

った以下の聖句は皆 さんに，このこと

を証す るとい う必須の責任 を果たすよ

うに促 してい ます。「それゆえ，心 を

喜 ばせ なさい。そ してあなたがたは，

自分の思 うとお りに行動す ること，す

なわち永遠の死の道 を選ぶことも，永

遠の命の道 を選ぶ ことも自由であるの

を覚 えてお きなさい。」(2二 一 ファイ

10：23)

イエ ス ・キ リス トの回復 された福音

を受け入れて生活するならば，この世

で は主が約束 された平和 を，来るべ き

世では永遠の命へ の希望が もたらされ

ることを証 します。 これらの祝福 を天

の御父の子供 たちに，わたしたちの兄

弟姉妹にもたらすために，真理 と選択

の機会を与えるのが，わた したちの義

務であ り，特権 であることを証 します。

イエスはキリス トです。主は生 きてお

られ， これは主の業です。イエス ・キ
み な

リ ス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン 。

預言者を支持する

十二使徒定員会会員

デビッ ド ・B・ ヘイ ト

福音ぱ真実です。福音ぱ世の希望であり，なすべきすべ τのごとを成

し遂げるためのカ です。

目 近，ある友人がこのように尋ね

目 支 ました.r君 とフォーテ ィーナイ

ナーズのクォーターバ ック，ステ ィー

ブ ・ヤ ングとの共通点は何だか知って

いるかい。」

わた しはこう答 えました。「フ ッ ト

ボールで もフッ トボール以外 で もた く

さんあると思 うけ ど，言 ってみて よ。」

する と友人は，「二人 とも，来 シー

ズ ンもい るか どうか分か らないってこ

とさ。」

天よりの祝福 と，わたしの特別なかか

りつけの看護婦であるルビーが世話 を

して くれたこと，そ して愛す る家族の

おかげで，わたしはきわめて順調です。

わた しの心臓 に取 り付け られている

ペースメーカーに感謝す るとともに大

切 にしています。 これは持ち運びが と

て も便利です。

わたしには最新式の腰があ り，修理

済みのひざがあります。おかげでダンデ

ィーになった と自分では思っています。

最新式の補聴器 と特別の眼鏡 は掘 り

出し物です。

けれ ども，心だけは取 り替えた くあ

りませ ん。

わ た しは しば ら くの 間 ここに立 っ

て，皆 さんに証を述べ，恵 まれて一員
み わ ざ

に加えられているこの偉大 な御業に携

わる皆 さんに励 ましを与える機会を大

変名誉 に思っています。モ ンソン副管

長が教会の中央幹部を支持するために

その名前 を提示 した とき，皆 さんが手

を挙げている様子 を拝見 していました。

特 に預言者 を支持す るときの挙手には

皆さんの熱意 を感 じました。わた しは

「ここにわた したちが受 けているあ ら

ゆる祝福 と慰めの源がある」 と思いま

した。 また，教会歴史の中でこのよう

な出来事が起 こった例 を幾つか心に思

い浮かべていま した。

わたしは心 の目で，アメ リカ全土に

散 っているわた しの家族がそれぞれに

集っている様子 を見てい ました。彼 ら

はジ ョージア州 ，ノースカロライナ州

チャペルヒル，ペ ンシルベニア州，テ

キサス州，カリフォルニア州，そ して

ここソル トレー ク ・シテ ィーに住んで

います。家庭であれ礼拝堂の中であれ，

どの ような場面かに関係 なく，それら
おさなご

の小 さな家族で幼子に，皆一緒 に手を

挙げるよう教えている光景 を目にしま

した。恐 らくわたしたちが行った よう

に，両親が教えてい るのでしょう。わ

た したちは挙手をす るとき，それは皆

がそうするか らしているのでな く， ヒ

ンク レー大管長がわたしたちの預言者
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であ り，指導者であることを知 ってい

る証を立ててレ)るのです。わたしたち

が手を挙げているのは預言者 を支持す .

る ことを明 らかにす るだけでな く，預

言者 の指示 に従い，預言者 の言葉に耳

を傾 け，その言葉 につ いて話 し合 い，

祈 り，預言者の語 る言葉を心 に留 める

ことを表明す るのです。

預言者 ジ ョセフ ・ス ミスは教会 の組

織 について幾つかの指示を受けました。

わたしたちは教義 と聖約 第20章 に記 さ

れた啓示 としてそれ らを手 にしていま

す。1830年4月6日 ニューヨーク州 フェ

イエ ッ トのピーター ・ホイッ トマーの

家 を心 に描いてみて ください。恐 らく

6メ ー トル と9メ ー トル四方 くらいの小

さな丸太小屋 の中で，教会は組織 され

ました。その小 さな家の中で，ジ ョセ

フがオリバーを祝福 し，そ してオ リバ

ーがジ ョセフを祝福 している光景 を想

像 して くだ さい。彼 らは受けた指示 に

従って，組織 された教会 をその小 さな

集ま りに提示 しました。

ジ ョセ フとオ リバー，ハ イラム とサ

ミュエル ・ス ミス，そ して二人のホイ

ッ トマーはバプテスマを受 け，ニュー

ヨーク州の 「法律 にかなって」行動 し
き ょう

ました(教 義 と聖約20：1)。 今 日わた

したちが行ったように，預言者 とオリ

バーを教会の第一の長老 として支持 し，

教会 を発足 させ る提 議を提示 したとき

の，その集 まりの霊的な雰囲気 と彼 ら

が感 じていたに違いない気持 ちを心に

思い浮かべて くだ さい。その ときの様

子 を記 した幾つかの 日記 と記録 によれ

ば，その集会において人々は天使の臨

在を感 じたことが指摘されています。

ある人々はバプテスマを受 け直 しま

した。 また預言者の両親を含む何人 か

は初 めてのバ プテスマ を受 けま した。

この様子を想像 してみて くだ さい。今

や組織 された教会の公式 の集会におい
せいさん

てこの神権時代 の最初の聖餐が配 られ

ました。救い主の裂かれた肉 と流 され

た血の象徴であるパ ンと水が配 られて

いる ときの雰囲気 を想像 して ください。

1844年 に行われた もう一つの支持の

場面，預言者 とハマ ラムが殉教 した後

に，ノーブーで開かれた集会の様子 を

想像 して くだ さい。 自分が 「後見 人」

大会の部会前に語 り合う十二使徒定員会の

デビッ ド・B・ ヘイ ト長老と
二一ルA・ マックスウェル長老。

とな り，教会の指導者 となることを期

待 しなが らペ ンシルベニア州 ピッッバ

ーグか らやって来たシ ドニー ・リグ ド

ンがい ました。世界の各地 に散ってい

た十二使徒の面々はノーブーに向か っ

て急いでいました。預言者の不興 を買

っていたとは言 え，第一副管長 だった

シ ドニー ・リグ ドンは，道理か らして

も自分 こそが召 されるべ きだ として動

議 を提 出している光景 と集会の様子 を

想像 して ください。そして，その場 に

いたブリガム ・ヤ ングが，十二使徒会

を代表 して，説明 している様子 を想像

して くだ さい。十二使徒について，ま

た十二使徒 に与 えられた権能について，[

預言者か ら忠実な兄弟たちが教えを受

けたことを説明 したのです。

争点 となっている事柄 について両者

か らの主張 を聞いた後に，投票が行わ

れました。 この集会に出席 していたr

部 の聖徒 たちは， ブリガム ・ヤ ングが

語 っている問に様子が変 わったことを

目に し， また感 じた と述べてい ます。

彼 らは預言者 ジ ョセフの声 を聞いてい

るのだ と思いました。さらにブリガム・
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ヤングが預言者 ジ ョセフのような顔つ

きになっているのを見ま した。 わた し

が この ことをお話 ししているのは，歳

月が過 ぎ，多 くを学び，この御業 を動

か している霊的な力について感覚が研

ぎ澄 まされて くると，わた したちは御
み て

業の中に主の御手があることに気づき，

感 じるようになるか らです。教会が十

二使徒 の手にゆだね られることになっ

た1844年 の その支持の様子に思いをは

せて ください。

その後の1847年 ，聖徒たちが ミズー

リ川の アイオワ州河岸 に集結 していた

ときにそれ は行 われ ま した。 ブ リガ

ム ・ヤ ングは聖徒 たちの先発隊 ととも

にここソル トレーク盆地に到着 してい

ました。けれ ども12月 になると彼 は聖

徒 たちに会 うためにミズーリヘ戻 りま

した。 そ してケネス ビルに，9人 の十

二使徒 が集 まりました。二人はここソ

ル トレークにとどま り，一人はテキサ

ス に行 って いま した。 したが って9人

がその場 にいま した。 この ような状況

の 中で，大 管長会 は1847年12月5日 ，

オーソン ・ハイ ドの家 で再組織 されま

した。 けれ ども彼 らは聖徒 たちの承認

を必要 としま した。そこで予定 されて

いた集会 を3週 間延期 して，その間に

丸太で小 さなタバナクル を建て ること

にな りました。その地 にいた職人，ま

た ミズー リ川 をわたって盆地 を目指す

ために荷車 を連ねてケネスビルにやっ

て来た教会員 は3週 問で小 さなタバナ

クルを建てました。

その タバナ クルで開かれた集会 にお

いて，大管長会の再組織が提議され ま
きょ う

した。今 日わた したちが行 った と同じ

ように，彼 らは支持を受 ける必要があ

りました。それは，わたしたちも行っ

ているように手 を挙げて預言者 を支持

する機会で した。 こうして大管長会が

再組織 されま した。ブリガム ・ヤ ング

は ヒーバー ・C・ キ ンボールとウィラ

ー ド・リチャーズを副管長 として選び

ました。 このように して，主が啓示 に

よって必要である と指摘 してお られる

権能 を教会の指導者 に与えるために民

による支持が行われ るのです。

御業が前進 に前進 を重 ねている姿 を

目にしているこのときに当たって，わ



たしは90年 以上生 きて きた間に目撃 し，

感 じ，見て，わたしの霊的な経験の一

部となっていること，す なわちこれ は

主の御業であることを皆 さんの前に立
あかし

って証 したいと思います。 これは啓示

されてきたことです。わた しはそれを

知覚 し，感 じているので，皆 さんに宣

言 します。

わた しはマ タイによる福音書 に記 さ

れている救い主の教 えについて皆 さん

の注意を喚起 したい と思 います。それ

は，だれでも 「自分の命 を得ている者

はそれを失い，わたしのために自分の

命を失 っている者は，それを得 るであ

ろう」という教 えです(マ タイ10：39)。

さて，一部の学者はこの聖句 を次の よ

うに考 えてい ます。「この説 は矛盾 し

てい るので，恐 らく誤訳 だろう。大 し

た意味のある言葉 ではない。」わた し

の心の中では非常 にはっ きりしていま

す。皆 さん もそ うであ るこ とを願って

い ます。わた したちは物質偏重社 会に
こんにち

生 きてい ます。つ まり，今 日わた した

ちが生活 し，経済記事であれ政治記事

さあれ世界中の様 々な出来事を 目にし

ているバ ビロンにおいて，皆さんが強

さを得て，チ ャレンジや問題の答 えを

見いだす先は，地上 における神の預言

者の声に耳 を傾 けるところにあるとい

うことです。

わたしたちは救 い主の この言葉か ら，

物 質世界に生 きていると，生活の物質

面だけに目が移 りやすい ことに気がつ

きます。わた したちは自分 自身のため

にあ らゆるものを蓄えてい ます。わた

したちは他人が よ り高い水準の生活を

営 むことに思いを寄せてい るのではな

く， またそれを助 けるために生活 して

いるので もあ りませ ん。主が模範 とし

て示 された命 を見いだす ときに，あな

たは自己中心的なあなたの命 を捨てる，

すなわち 「わた しのために自分の命 を

失」うと主は言われたのです。

だれかのために何 かを したいと思 う

とき，福音 を分 かち合 うことによって

ほかの人々を道徳的物質的により高い

水準 まで引 き上 げたい と考 える とき，

ほかの人々のために何かを行い，分か

ち合 うとき，わた したちは彼 らの助 け

手にな り，救 い手 とな ります。そのよ

うな ときにこそ，救い主が言われた命，

つ まり永遠の祝福，天の祝福，神殿の祝

福，愛す る家族 とともに分かち合 うす

べての祝福 を見いだす ことがで きます。

わたしはわた しの愛 と証，知識，神

が生 きてお られること，神 はわた した

ちの御父であ られ，わた したちは神の

子供であることについてわたし自身の

証を残 してい きます。それは短い歌の

中で歌われているとお りです。

神の子です，わた しやあなた

あふれる恵みに感謝 します

わたしを助 けて導いて

いつかみもとへ行けるように

(「神の子です」『賛美歌』189番)

この歌は実 に簡潔で，純粋で，清 ら

かです。わた したちが知る必要のある

事柄 を教 えてい ます。わた しは今 日，

ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒンクレー大管

長 を教会の大管長 として， トーマス ・

S・ モ ンソ ン長老 とジェームズ ・E・

フ ァウス ト長老 を大管長会の副管長 と

して支持 し，また，十二使徒定員会 と

その他すべ ての中央幹部 を支持する挙

手がで きた ことに幸せ と誇 りを感 じて

い ます。福 音は真実です。福音 は世の

希望であ り，なすべ きすべてのことを

成 し遂 げるための力です。 わた しの愛

と証 をお伝 えします。 イエス ・キ リス
み な

トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン 。

隅9剛

撒 羅 羅 再

藩
購

嚢 聯

縷 羅

蕪 諦 ・

講， 難 灘 鱒

拶

瞳
膿

繍 欄

鰍

「唱『 螺 再
『難

筋

螺
繋灘
襲.

リアホナ/1999年1月 号

40



●1998年10月3日(土)神 権部会

せ い さ ん

アロン神権と聖餐

十二使徒定員会会員

ダリン ・H・ オークス

アロン神権者ば，ふさわしω状態ざ聖餐を受けるすべτの教会員に対
みた ま

しτ，主の御腰 と天使の働きの導きを受けるための扉を厨くのさす。

弟 の皆 さん，今晩皆 さんにお話

兄 しで きる機会 を感謝 してい ます。
アロン神権 を持つ若い男性， また彼 ら

を管理する監督 と副監督の皆 さんにお
ばんさん

話 ししたい と思 います。主の晩餐の聖

餐の準備 と祝福，教会員へのパスな ど，

アロン神権者の神聖な活動 につ いてお

話 しします。

1.

ゆる

赦 しのために水に沈めるバ プテスマの

鍵 を持つ。 また， レビの子 らが再 び義

を もって ささげ物 を主 に ささげる ま

で， これは決 して再び地上か ら取 り去

られることはないであろう。」(教 義 と

聖約13：1)

後 に主はさらに詳細 に次の真理 を明

らかに されま した。 「この神 権は，天

使 の働 きと備 えの福音の鍵 を持つ もの

である。

この福音 は，悔 い改めとバプテスマ

と罪の赦 しの福音， また肉の戒めの律

法であ 〔る。〕」(教義 と聖約84：26-27)

アロ ン神権が 「天使の働 き……の鍵』

また 『悔 い改め とバプテスマ と罪の赦

し』の鍵 を持つ とはどうい う意味で し

ょうか。その意味 はバプテスマ と聖餐

の儀式の中に示されています。バ プテ

スマは罪 の赦 しのための儀式です。そ

して，聖餐 はバプテスマの聖約 と祝福

の更新です。 どち らの儀式 も，最初に

求められるのが，罪の赦 しです。 これ

らの儀式 の中で交 わ した聖 約 を守 る

人々は，いつ も御子の御霊 を受けられ

る と約束されています。天使 の働 きと

は， この御霊の現れの一つです。

Il.

1829年5月15日 に，バ プテスマの ヨ

ハ ネが地上 にアロン神権 を回復 しまし

た。バ プテスマの ヨハ ネは， ジ ョセ

ブ ・ス ミス とオ リバー ・カウ ドリの頭

に手 を置 き，次の ように言い ました。
しもべ

「わた しと同 じ僕であるあなたがたに，
み な

凶シヤの御名によって，わた しはアロ

ンの神権 を授ける。 これは天使の働 き
かぎ

の鍵 と，悔い改 めの福音の鍵 と，罪の

最初に，主か ら教え られたこの教義

について，一緒 に考 えてみ ましょう。

イエスは地上で教導の業 に携わってお

られた ときに，バ プテスマは救 いに必

要 なものであるとお教えにな りました。
うま

「だれで も，水 と霊 とか ら生れなけれ

ば，神の国にはいることはで きない。」

(ヨハ ネ3：5)バ プ テスマは救いの儀
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式の 中で も， まず第一の ものです。わ

たしたちはバプテスマを受けるときに，
み な

イエス ・キリス トの御名 を受け，主に

仕 え，戒めを守ることを聖約 します。

イエスは地上での働 きの最後 に，主

の晩餐の聖餐 を定め られました。主は

パ ンを裂 き，祝福 して，それを弟子た

ちに与 えて言 われ ま した。「取 って食

べ よ，これはわた しのか らだである。」

(マタイ26：26)「 わた しを記念するた

め， この よ うに行 いな さい。」(ル カ
さカずき

22：19)主 は杯 を取 り，感謝 して彼 ら

に与 えて言 われま した。「これは，罪

のゆるしを得 させ るようにと，多 くの

人のために流すわた しの契約の血であ

る。」(マ タイ26：28)

救 い主 は聖餐 を定めたときに，聖霊

に関する教 えと約束 をお授けにな りま

した。最後の晩餐 として知 られるその

厳か なときに，イエスは慰め主すなわ

ち聖霊の使命についてお説 きにな りま
あかし

した。慰め主は，主 を証 し，そのほか

の真理を啓示 して ください ます。イエ

スはまた，聖霊が弟子たちの もとにお

いで になるためには，御 自分が去って

行か なければな らない とい うことを説

明な さい ました。こう言われ ました。

「わた しが…… もし行けば，それをあ

なたがたにつかわそ う。」(ヨ ハネ16：

7)主 は よみが えった後に，「上か ら力

を授け られ るまでは」エ ルサ レムに と

どまっていな さいと弟子 たちに言われ
ごじゅんせつ

ま した(ル カ24：49)。 五 旬節 の 日に

「約束の聖霊」が弟子たちに 「注がれ

た」 と き，その力 が授 け られ ま した

(使徒2：33参 照)。

同様に，救い主 は新世界で聖餐 を定

めた ときにも，約束 をなさい ました。

「このパ ンを食べる者は， 自分のため

にわた しの体を食べ るのであ り， この

ぶどう酒 を飲む者 は， 自分のためにわ

た しの血 を飲むのである。その者は決

して飢えることも渇 くこ ともな く，満

たされるであろ う。」(3ニ ーファイ20：

8)こ の 約束の意味は明 らかです。「さ

て，群衆は皆食べ終え，飲み終えると，

見 よ，彼 らは御霊 に満た された。」(3ニ

ーファイ20：9)

聖 餐 を受けることと，聖霊 の導 きの

密接な関係 については，啓示を通 して

.一 一 一 一 一__一 』



与え られた祈 りの中に説明されていま

す。わた したちはパ ンを頂 くときに，

進んでイエス ・キリス トの御名 を受 け，

いつ も御子を覚え，御子が与 えて くだ

さった戒めを守 ることを証 します。そ

れ をするときに，わたしたちはいつも

御子の御霊を受け られ るという約束を

受けることがで きます(教 義 と聖約2σ：

77参 照)。

常に聖霊の導 きを受 ける ということ

は，わたしたちが現世で持てる財産の
たまもの

中で，最 も貴いものです。聖霊の賜物

は，バプテスマの後にメルキゼデ ク神

権の権能 を持つ人 によって授 けられ ま

す。その賜物 の祝福 をほん とうに受け

るためには，罪の ない生活 をしなけれ

ばな りません。罪 を犯す と，人は汚れ

た状態にな り，主の御霊が遠ざか って

行 きます。主の御霊 は 「清 くない宮」

には住まわれないのです(モ ーサヤ2：

36-37;ア ル マ34：35-36： ヒラマ ン

4：24参 照)。 そ して，いか なる汚れた

ものも主のみ もとで住 むことができま

せん(エ ペ ソ5：5;1ニ ー フ ァイ10：

21;ア ルマ7：21;モ ー セ6：57参 照λ。

2，3週 間前，わたしは裏庭でチェー

ンソー を使 って1本 の木 を切 りました。

体中が汚れる仕事 でした。それが終わ

ったときは，おが くず とオイルの混 じ

った汚れが体 中に付着 してい ま した。

そ の状 態で は人に は会 え ませ んで し

た。落ち着いた気持 ちでまた人に会 え

るように，水で きれい にしたい と思い

ました。

若い男性 にして も，その指導者 たち

にしても，バ プテスマ を受 けた後，ま

った く罪のない生活 をして きた という

人はだれもいません。だれであっても，

バ プテスマの後， さらに自分 を清 める

備 えを しなければ，霊的な事柄に関 し

て死んで しまうのです。そ しで，聖霊

の導 きを受けることがで きず，最後の

裁 きの時 には，「とこ しえに捨 てられ

るに違いない」のです(1ニ ーファイ

10：21)。 主 がバ プテスマを受けた教

会員のために，罪の汚れか ら定期的に

自分を清めるための方法 を備 えて くだ

さったことに，心か ら感謝 しています。

聖餐はその方法の中で，欠かす ことの

できない部分なのです。

L___ゴL

わたしたちは罪を悔い改め，打 ち砕

かれた心 と悔い る霊 をもって主のみも

とに来 るように，また聖約 に従って聖

餐にあずかる よう命 じられています。

わた したちがその ようにしてバプテス

マの聖約 を更新するなら，主 はバプテ

スマの清めの効果を再新 して ください

ます。その ようにして，わたしたちは

清め られ，常 に主の御霊の導 きを受 け

ることがで きるのです。 このことの大

切 さは，毎週聖餐を受 けるように とい

う主の戒めの中に明 らか にされていま

す(教 義 と聖約59：8-9参 照)。

この事柄におけるアロン神権の重要

性は，幾 ら強調 して も足 りないほ どで

す。罪の赦 しに関するこの重要なステ

ップのすべては，バプテスマ とい う救

いの儀式 とそれを更新す る聖餐の儀 式

を通 して行われます。この二つの儀式

は，悔 い改めの福音，またバ プテスマ

と罪の赦 しの鍵 を行使す る監督会の指

示の下に，アロン神権者 によって執 り

行われます。

lll.

密接なつ なが りがあるこれ らの アロ

ン神権の儀式は，天使 の働 きにとって

も重要なものです。

「天使 とい う言葉は，聖典の中で，神

のメッセージを携 えた天の存在 に対 し

て用い られている。」(GeorgeQ.Cannon，

GospelZrα 亡h，[29]sel.JerreldL.New-

quist[1987]，54)聖 文 には，天使が親

しく現れたことを示す数多 くの事例が

載せ られてい ます。ザカ リヤ とマリヤ

への現れ(ル カ1章 参照)， ベニヤ ミン

王 とヒラマンの息子ニーファイへ の現

れ(モ ーサヤ3：2;3ニ ー ファイ7：17

18参 照)な どは，そのごく一部です。

わた しは若いときは，天使の働 きには

そのような現れ しかない と思 っていま

した。 アロン神権者 だったころのわた

しは，自分が天使を見 るな どとい うこ

とは考えもしませんでした。そして，そ

の ような現れがアロン神権 とどの よう

な関係があるのだろうか と思いました。

しか し天使の働 きには， 目には見 え

ない もの もあるのです。天使のメ ッセ

ージは声
，あるいは心 に浮かぶ考えや
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感 じという形で も伝 えられる場合があ

ります。'ジョン ・テーラー大管長 はこ

う述べ ています。 「天使，すなわち神の

使者の働 きがわた したちの精神 に働 き

かけ，それによって心の中に……永遠

の世界か らの啓示が浮かんで くること

がある。」(GospelKfngdom，[32]sel，G.

HomerDurham[19871，31)

ニー ファイは反抗的な兄 たちに語 っ

た言葉 の中で，天使 の働 きの3つ の現

れを挙げています。(1)一 つ は，彼 ら

が 「天使 に会」 ったこ と(2)そ して

彼 らが 「その声 を時 々聞い」 た こと

(3)天 使 が静かな細い声で 「語 りかけ」

たが，彼 らの 「心が鈍っていた」ため

「その言葉 を感 じ」 られなか ったこと

です(1ニ ーファイ17：45)。 聖 文には，

福音 を教え，人々をキリス トに導 くた

めに天使 が遣わされた ことについて，

ほかにも多 くの ことが書かれてい ます

(ヘブル1：14;ア ルマ39：19;モ ロ ナ

イ7：25，29，31-32;教 義 と聖約

20：35参 照)。 多 くの場合 ，天使 の働

きかけは，視覚 よりも感情や聴覚 とし

て伝 えられ ます。

アロン神権 はなぜ 天使の働 きの鍵 を



持っているので しょうか。その答 えは，

主の御霊 に対する答え と同じです。

一般的に
，霊的な導 きと交わ りとい

う祝福 は，清い人を通 して しか受ける

ことがで きません。前 にも説明 したよ

うに，わた したちはバプテスマ と聖餐

というアロ ン神権 の儀式を通 して，自

分 自身の罪か ら清 められ，戒めに従 う

な ら常 に主の御霊 の導 きを受け られる

との約束を授 けられるのです。わたし

は，その約束 は聖霊だけでな く天使の

働 きの ことも述べ てい ると信 じていま

す。なぜ なら 「天使は聖霊の力で語る。

したがって，天使 はキ リス トの言葉 を

語 る」か らです(2ニ ーファイ32：3)。

ですか ら，アロン神権者は，ふ さわし

い状態で聖餐 を受 けるすべ ての教会員

に対 して，主の御霊 と天使の働 きの導

きを受けるための扉を開 くのです。

lV.

わた しが今述べ てきた教義は，聖典

の中に記されているものです。またわ

た したちは聖文を通 して，神権 を行使

す る人は，主に代 わって働 くのだとい

うことを知っています(教 義 と聖約1：r

38;36：2参 照)。 こヒで教 師，祭司，

執事が聖餐の準備，祝福，パスなどの

神聖 な責任 を主に代わって果たす とき

に， どのようにすべ きかを提案 したい

と思い ます。細 かなルールを提案す る

つ もりはあ りませ ん。全世界の教会の

ワー ドや支部の状況はそれぞれに非常

に異な り，ある状況に必要だ と思 われ

る具体的なルールを決めても，ほかの

所 にはそ ぐわないとい うことがあ り得

るか らです。わた しはそれ よりも，教

義 に基づ いた一つの原則 を提案 したい

と思い ます。 もしすべ ての人々が この

原則 を理解 し，それに従 った行動 をす

るなら，ルールはほとんど必要でな く

な ります。個々のケースについてルー

ルや勧告が必要な場合 は，地元の指導

者が教義と関連の原則 に一致 した指導

を与えることができます。

準備，祝福 ，パスな ど，聖餐 の儀式

に携わる人々を適切に指導するために，

わたしが提案する原則 は，教 会員の心

を礼拝や聖約の更新か らそ らすような

ことを一切 してはな らない とい うもの

です。 この原則に伴 って，幾つか補足

的な原則 を提案 します。

執事，教師，祭司は，厳粛で神聖な

責任 を果たす ときには，常 に清潔な身
けいけん

なりをし，敬慶でなければな りません。

聖餐の準備 という教師の特別な責任は，

ほとんど人の 目につかないものですが，

厳粛 に， また静かに，そ して敬慶 な態

度で行 うべ きものです。教師 は，自分

たちが準備 しているものは，主の肉体

と血 を象徴 しているのだ とい うこ とを

常に心に留めてお く必要があ ります。

教会員の神聖な儀式に対す る気持ち

をそ らす ことが ないようにするために，

祭司は聖餐の祈 りの言葉を，はっ きり

と分 か りやす く話 す必要が あ ります。

早口でそそ くさと唱 えた り，はっ きり

しない祈 りは適切 ではあ りません。主

が一つ一つの言葉を定め られたほ ど儀

式 と聖約が非常に重要な ものであると

い うことを，すべ ての出席者が理解で

きるように しなければな りません。聖

餐を受けて聖約を更新するすべての人

が，神聖な言葉に集 中で きるようにし

なければなりませ ん。

この点について，わた しが若いころ

に した苦い経験 を話 したい と思います。

16歳 で祭司だったわたしが，地元の ラ

ジオ局でパー トタイムのアナ ウンサー

の仕事 を始めたころで した。 ワー ドの

聖餐のテーブルの前で祈 りをした後で，

出席 していたある少女か ら，わた しの

言い方が コマーシャルの文句 を読み上

げている ようだ と言われてしまいまし

た。 わた しが どのように思 ったか，想

像できるで しょうか。50年 たった今で

もその言葉が，心 を苦 しめます。兄弟

の皆 さん，聖餐の祈 りの大切 さを忘れ

ないで ください。皆 さんはすべ ての出

席者 に代 わって，主の僕 として祈 って

いるのです。はっ きりと分か りやす く

唱えて ください。そ して，心 を込めて

唱えて ください。

執事は，人の注意 を引 くような不要

な動作や表情がないようにして，敬慶

で秩序立ったや り方で聖餐のパスをし

なければな りませ ん。すべての動 きに

おいて，教会員の心 を礼拝や聖約の更

新か らそ らす ことが ないように しなけ
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ればな りません。

聖餐の儀式の執行 に携 わる人は，そ

れが準備であれ，祝福 であれ，パスで

あれ，身な りを整 え，つつ ましい服装

をす る必要があ ります。自分の外見が

人々の 目を引 きつけるようなことのな

いように しなければなりません。体の

動 きだけでな く外見 において も，教会

員の心 を，この神聖 な儀式の 目的であ

る礼拝や聖約の更新か らそらすことが

ないように しなければな りません。

人々の注意 をそ らしてはならない と

いうこの原則は，目に見 える事柄 はも

ちろん，見 えない事柄 に も当てはまり

ます。 もしこの神聖 な儀式 に携 わって

いる人がふ さわ しさに欠け，出席者の

中にそれを知 っている人がい た場合，

その出席者 は非常 に集中心 をそがれる

ことにな ります。若い男性の皆 さんの

中に，ふさわしくない人がいた ら，そ

の人 はす ぐ監督に話 して くだ さい。そ

して，神権の義務 をふさわしく適切 に

果 たせるようになるために， どうすべ

きかについて監督の指示 を受けて くだ

さい。

最後の提案 をしたい と思い ます。パ

ンを裂 く責任の祭司は除いて，アロン

神権者 も全員聖餐の賛美歌 を歌 うよう

に して ください。その賛美歌を通 して

わたしたちは礼拝 し，聖餐 にあずかる

準備 をするのです。儀式に携わる神権

者以上に霊的な備 えが必要 な人はい ま

せ ん。若い兄弟 たち，皆 さんが聖餐の

賛美歌を歌 うのは大切 なことです。ぜ

ひそのようにして ください。

アロン神権には 「悔 い改め とバプテ

スマ と罪の赦 しの福音」の鍵があ りま

す(教 義 と聖約84：27)。 聖餐 を受ける
あがな

とき，わたしたちは救い主の瞳 いの清

めの力 を新たに受 けることがで きます。

「いつ も御子の御霊 を受けられる」とい

う約束はわた したちの霊性 にとって非

常 に大切 なものです(教 義 と聖約20：

77)。 ア ロン神権の儀式はこのすべてに

重要な ものです。それが真実であるこ

とを証 します。また，アロン神権 を持

つ兄弟たちが，その神 聖な責任 の重要

性 を理解 し，それにふさわしく行動す

るように祈 っています。イエス ・キ リ

ス トの御名によってダアーメン。

一
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神権定員会

七十人会長会

D・ トッド ・クリス トファーソン

まっと

今こそ初権定黄会をその名仁ふさわ しく，その使命を全 うする組纏と

するためにカの阪 りを尽 くすと決意 しτくださω。

18年 ， 農 夫 だ っ た ジ ョ ー ジ ・ ゴ

19 一テス兄弟は，ユ タ州 リーハ イ
でてんさいを栽培 していました。その

年は冬が早 く訪れたため，土の中に植

えられているてんさいはほとん ど凍っ

て しまいました。ジ ョージと若い息子

フラ ンシスにとって，収穫は時間のか

か る， またつ らい作業 とな りま した。

ちょうどそのころ， インフルエ ンザが

流行 し始めま した。その恐 ろしい病 に

よ り，ジ ョージの息子 チャールズと，

チ ャール ズの幼 い子供3人 が命 を落 と

しました。二人は女の子 ，もう一人は

男の子で した。悲嘆 に暮 れなが らもジ

ョージ ・ゴーテスはわずか6日 間で，ユ

タ州オグデンまで3度 も往復 して，埋葬

するために遺体 を自宅 に引き取 りまし

た。この恐ろ しい出来事が過 ぎ去 ると，

ジ ョージとフランシスはてんさい畑へ

戻るために馬車 に乗 り込み ました。

「〔途中で〕，近所 の農夫た ちが工場

にてんさいの荷 を運ぶ馬車の列に出会

い ました。通 りすが りにみんなが声 を

かけて きました。『や あ， ジ ョー ジお

じさん。』『大変だったなあ，ジョー ジ』

『気 の毒 な ことを したね， ジ ョー ジ』

『あ んたには友達 がい っぱいい るな，

ジョージ。』

最後の馬車 は……そばかすだ らけの

ジャスパー ・ロル フで した。彼は笑顔

であい さつ し，叫び ました。 『これで

全部だよ，ジョージお じさん。』

〔ゴーテス兄弟 は〕 フラ ンシスの方

を向いて， 『あれがわ しらの ものだっ

たらなあ』と言い ました。

農場 の入 り口に着 くと，フランシス

がてんさい運搬用の赤 い大 きな荷台か

ら飛び降 りて門を開けました。そ して

〔ジ ョー ジは〕馬車を中に引 き入 れて

か ら，一息ついて，辺 りを見回しまし

た。……す ると……てんさいが見当た

りませ ん。 ジャスパー ・ロルフの言っ

た言葉の意味が分かったのはその とき

で した。 『これで全部だ よ，ジ ョージ

お じさん1』

〔ジ ョージは〕馬車か ら降 りました。

心か らの愛情を注いで きた茶色の豊か

な土 を手にす くい，……てんさいの葉

を手 に取 り……労働の象徴である土 と

葉 を我が 目を疑 うかの ように見詰めて

いました。

そして 〔彼は〕 てん さいの葉 の山に

腰 をかけま した。 わずか6日 間で愛す

る者を4人 も埋葬のために運び，ひつ

ぎを造 り，墓穴を掘 り，埋葬衣作 りま

で手伝いなが ら決 して動 じなかったあ

の強い ジョージ，苦 しい 目に遭 いなが
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ら動揺 しなかった彼が，てん さいの葉

の山に座 って子供の ようにすす り泣 き

ました。

それか ら立ち上が った彼 は，涙 をぬ

ぐい，……空 を見上 げて言 いま した。

『父 なる神 よ， ワー ドの長老たちに感

謝 します。』」1

わ たしは今晩，この ような長老 につ

いてお話 ししたい と思い ます。神権 を

持つ兄弟，神権定員会についてお話 し

したい と思います。

ボイ ド・K・ パ ッカー長老 は，次の

ように説 明 してい ます。 「い にしえの

時代では，指名を受 けて特別 な集団に

加 え られた人 には，その人が果たす務

めについて，必ずラテン語で書かれた

記録が残 され ました。そ こには，所属

する組織の責任の概要 と会員 たるべ き

人の定義が明確に され，必ず 『わたし

たちは，あなたが この選ばれた集団に

加え られることを望 む』」"quorumvos

unum"と い う言葉が刻 まれていま し

た。」・

「主 は時満 ちる神権時代 に，神権者

を定員会 ごとに組織 するよう指示 を与

えられま した。定員会とは，主の用向
み わ ざ

きを行 い，主の御業を進める権能 を与

えられた兄弟たちの，選ばれた集 まり

を意味 します。

定員会 は兄弟愛 の組織 です 。… …

〔定員会の会員 となるこ とは〕神権 の

職 に聖任 された人の持つ権利 とな りま

す。」・

大管長会4， 十二使徒定員会`， 七十
こんにち

人定員会6を 含む，今日のイエス ・キ リ

ス ト教会にお ける神権定員会 と，各々

の義務は聖文により規定されています。

大祭司，長老7は ，ア ロン神権の3つ の

定員会を構成する祭司，教師，執事8と

同様，シオンのステークの 「常任教導

者」 と見なされてい ます。

60年 前 ，当時十二使徒定員会会員を

務めていたステ ィーブ ン ・L・ リチ ャ

ーズ長老 は神権定員会の機能について
，

長老独特 の知的かつ簡潔な表現をもっ

て，次の ように説明 しています。「定員

会とは，次の3つ を指 します。第1に ク

ラス，第2に 兄弟愛，第3に 奉仕を行 う

組織です。」9それでは，これ ら神権定員

会の3つ の側面について，手短 に検討 し



てみましょう。

1.定 員会はク ラス である。神権定員

会やグループが クラスに集 うとき，会

員 はともに学び，「神 の善い言葉 で養

われ」'o，霊 的に成長することがで きま

す。わたしたちは，さ らに効果的に教

えられるようになるために学びます。"

今 年か ら，神権者は，定員会が活性化

し 「預言者の塾」12となることを 目指 し

て，学習課程 の一部を扶助協会 と共有

す るプログラムを実施 しています。月

の第2， 第3日 曜日は，学習課程 として，

教会の歴代大管長の教え を学び ます。

1998年 ，1999年 度 はブ リガム ・ヤ ング

の説教 の抜粋 を編集 した書籍 を用いて

います。 このテキス トには教義 と実践

がふんだんに盛 り込まれています。続

く第4日 曜 日の学習課程 は 「わた した

ちの時代のための教 え』を採 り上げて，

大管長会か ら承認 された，福音 に関 し

て現在 わた したちが注 目すべ き事柄を

研究する機会 となっています。定員会

とグループの指導者である兄弟の皆 さ

んは，新 しい学習課程 に関 して大管長

会か ら与 えられた指示 を，完全 に理解

す るまで研究す るようお願い します。

そ して，この指示 に厳密 に従 って くだ

さい。

アロ ン神権 定員会 もまた，現在 こそ

す ばらしい教授用資料 に恵 まれてい ま

すが，過去にはそ うでない時期 もあ り

ま した。今世紀初頭，幾つかのステー

クでは，印刷 され系統立 ったアロン神

権定員会の レッス ンの概要が準備 され

ていましたが，一方では若い男性が思

い思いの方法で レッス ンを実施す るに

任 されているス テー クもあ りま した。

その結果， 「我々の標準か らして若干

異常 とも思 える神権会が行われるよう

になった。例を挙 げる と，ある執事や

教 師の定員会ではクラスの時間を二つ

に分け，宗教の レッス ンとともに 『ト

ム ・ソーヤ』『ジャ ングル ・ブ ック』

『野生の呼び声』『ビッグス ・イズ ・ビ

ッグス』『農場の フランク』 といった

冒険小説 を読む時間 も設 けていた。」13

現 在，この ような 「文化的補足 資料」の

研究 は，ほかの時問に行うことになっ

ています。定員会がクラスに集うとき，

その時間はよ り高い位に属する事柄 を
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学ぶため に使 われ ます。現在のアロン

神権者は，ごく一部を挙げるだけでも，

「行動の指針 となる聖約」「母親 とその

神聖な使命を尊ぶ」 「障害者を尊重 し，

励 ます」 「信仰 を守 り抜 く勇気」 とい

ったテーマを含むすばらしい学習課程

に基づいて学 んでいます。アロン神権

定員会は，神権者のクラス としてふさ

わしい内容を持 ち，充実 した定員会 を

経験す る機会の一つ となっています。

2.定 員会は兄弟愛 である。1982年10

月 に 行 われ た総大会 で， ロバ ー ト ・

L・ バ ックマ ン長老はマーク ・ピータ

ーソンとい う少年の経験 について話 し

ました。彼が執事 に聖任 されて間 もな

く，執事定員会の会長会 はマークと両

親 を自宅 に訪問する約束を作 りました。

「約束の時間になると，玄関のベルが

鳴 りました。玄関には，会長会の面 々が

背広 に白いワイシャツ， ネクタイとい

う姿で，聖典を持って立っていました。

彼 らはマークや両親 とともに座る と，

まず祈 りをささげ，それか らアジェン

ダを手渡 しました。

会長は聖典を開き，マーク と父親に

聖句 を読 むように言いました。それは

アロン神権の権能，アロン神権 とは ど

のような ものか，そ して執事 の義務に

関する聖句で した。

続いて会長はマークの責任 と義務に
せいさん

ついて説 明しました。服装や聖餐のパ

スの仕方，メッセンジャーとしての態

度，断食献金の集め方な どについて話

しま した。 そして，何か質問があ りま

すかと尋ね ました。

最後 に，マークを定員会 に歓迎する

ことを伝え，援助が必要なときには喜

んで助 けます と言いました。彼 らが帰

ると，マークは……目を皿の ように大

き く開いて父親に言 いま した。 「すば

らしい人たちだね。』」14

神 権定員会の中で感 じる兄弟愛 は実

にすばらしいものです。わたしが七十

人定員会の会員 に召 されたとき，定員

会の兄弟たちと交わってい く中で自分

のふさわしさを証明 してい く問に，い

ずれ彼 らに受 け入れてもらえるだろう

と考えていま した。いつかは自分が期

待 されていることを達成 して彼 らか ら

認めて もらいたい と願っていま した。

ところが驚いた ことに，わたしよりも

ずっ と才能にたけ多 くの成功 を収めて

いる彼 らはわたしをす ぐに歓迎 して く

れ，初 めか ら自分の兄弟のように分 け

隔てな く受け入れて くれ ました。わた

しは定員会の一員 となったその日から，

彼 らに支 えられ，励 ましを受け，愛 さ

れ;訓 練を受けて きました。その結果，

わた しも定員会のために貢献 し，でき

るか ぎり兄弟たちの助けにな りたいと

心か ら願っています。

デ ビッ ド・0・ マ ッケイ大管 長はこ
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のように教えています。「神権が他人 と

区別 した り，ほかの人々の上 に立たせ

るようなもので しかなければ， グルー

プや定員会は必要あ りません。神が認

められたグループが存在する とい うこ

とは，わたしたちが互い に依存 してお

り，お互い助け合 うことが必要不可欠

であることを明 らかにしてい ます。」'5

最 近バプテスマを受けた兄弟 たちや

その家族ほど 定員会 の兄弟愛 を必要 と

している人 々はいない ということを覚

えてお く必要があ ります。定員会や グ

ループの指導者たちはワー ドや支部の

評議会が開かれる度 に改宗者の教会定

着について活発 に意見を述べ，そのた

めの働 きを率先 して行わなければな り

ませ ん。

3.定 頁会は奉仕を行 う紐麟 です。先

.ほどわた しは新 しいメルキゼデク神権

の学習課程 についてお話 ししましたが，

毎月第1日 曜 日の神権会の時 間に何が

行われるのかについては触 れませんで

した。その 日の神権会 はとても大切 な

集会です。第1日 曜 日には，神権者 は

各定員会やグループで彼 らの役割につ

いて学び，それを実行 に移す計画を立

てます。その集会の検討事項 には訓練

と話 し合い，報告 と責任の割 り当てな

どが含まれ ます。 また，神権 の儀式や

祝福 を正確 に執行す る方法 を学ぶ場 で

あ り，神権 にかかわ る業務 を処理する

時間で もあ ります。いわばこの集会は

-＼

り

神権を行使す る時間です。わたしはま

さしくこのこ とが80年 前ユタ州 リーハ

イで行 われた と思います。長老定員会

の兄弟たちは困 り果てているジョージ・

ゴーテス兄弟の代わ りにてんさい を収

穫する計画 を集会の中で立てたことで

しょう。

メルキゼデク神権およびアロン神権

定員会の真髄は奉仕す ることにあ りま

す。偉大 な管理大祭司であ りわたした

ちの模範 であ るイエス ・キ リス トはこ

のように宣言 されました。

「あ なたがたの間で偉 くな りたい と

思 う者は，仕 える人 となり，

あなたがたの問でか しらにな りたい
しもべ

と思う者は，すべ ての人の僕 とならね

ばならないQ

人の子が きたの も，仕 え られるため

ではな く，仕 えるためであ り，また多

くの人のあが ない として，自分の命 を

与えるためである。」16

何 年 も前 にゴー ドン ・B・ ヒ ンクレ

ー大管長は理想的な神権定員会の在 り

方 について次の ように述べ ています。

「兄弟の皆 さん，神権定員会が所属す

るすべての会員にとって力の源とな り，

会員一人一人が次の ように言うことが

で きる とすれば，それは驚嘆すべ き日

の到来であ り，主の 目的の成就する 日

の到来 であ る。 『わた しは末 日聖徒 イ

エス ・キリス ト教会の神権定員会の一

つ に所属 しています。わた しは兄弟た

ちが必要としていることなら何で も援

助 します。そ してわた し自身 も必要で

あれば彼 らの助けを受けることがで き

る と確信 しています。兄弟たち ととも

に働 くとき，わたしたちは神の聖約の

息子 として成長 し，それが財政 的なも.

の であろ うと，社会的，霊的な もので

あろうと，逆境に遭 って も，戸惑い も

恐 れも覚えることな く，確 固として立

つことがで きるのです。』」17

わ たしたちはこのことが成就する驚

嘆すべ き日の到来を遅れ させた り，手

をこまねいて待 っていてはなりません。

神権 の聖任 を受けた皆 さん一人一人 は

それぞれの定員会に属 しています。定

員会を構成するために必要な人数の神

権者がいない所 に住 んでいても，そこ

の兄弟 たちは神権グループに属 し，や
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がてそれは大 きくなって定員会 とな り

ます。今 こそ神権定員会 をその名にふ

さわ しく，その使命を全 うす る組織 と

す るため に力の限 りを尽 くす と決意 し

て ください。定員会の レッス ンで兄弟

たち とともに福音 を学 んで くだ さい。

定員会の中に兄弟愛 をは ぐくみ，そこ

で計画される奉仕の業を一緒に行 って
み な

くだ さ い 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に

よ っ て ， ア ー メ ン。
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「わたしとわたしの家とは

共に主に仕えます」

七十人

H・ ブライアン ・リチ ャーズ

若ω兄弟た ちにさきることざ，専任量教肋としご伝道に出ること以上
しもべ

に大 切なことばあ りません。彼らか主イエヌ ・ヰ リス トの僕としτ行

う立派な働ぎ仁ば永遠の価値かあ ります。

してヨシュアは〔イスラエルの〕「そ
すべての民に言った，「… …あ

なたがたの仕 える者 を， きょう，選 び

なさい。ただ し，わた しとわた しの家

とは共 に主 に仕 えます。』」(ヨ シュア

24：2，15)

ヨシュアの時代 と同 じように，それ
こんにち

は今 日のわた したちにも求め られてい

ます。両親に求め られる選択の一つ と

して，わたしたちは自分 の息子を伝道

に備え させ るか どうかを決めなければ

な りません。

この決断が どれほど大切かをよ く理

解で きるように，現代 の預言者の言葉

を引用 したいと思います。

ハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長 はこ

のように語 りました。「これまでの預

言者たちは，有能でふさわ しいすべ て

の若い男性は，専任宣教師 として伝道

に出るべ きである，と教 えて きました。
き ょう

わた しも今 日，その必要性を強調 した

い と思 い ます。」(「神 の御 子 に従 う」

『聖徒の道』1995年1月 号，98)

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長は

この ように述べてい ます。「前 に も申

し上げましたが，伝道活動は本質的に

神権活動です。若い男性が主 たる重荷

を負 わなければな らないのはそのため

です。伝 道活動は彼 らの義務 であ り，

責任 だか らです。」(「神殿，改宗者の

定着 ，伝道活動につ いて」 『聖徒の道』

1998年1月 号，61)

専 任 宣教師として伝道に出ようと決

意 をしている今 日の若い男性 に主 は何

と言われるで しょうか。主 は19歳 のオ

ー ソン ・プラッ トに愛のあふれる言葉

をかけてお られます。「わたしの子オー

ソンよ，主なる神であるわたし……が

あなたに言うことに耳を傾け……なさい。

……あなたは信 じたので
，幸いである。

の

また，あなたはわたしの福音を宣べ

伝えるためにわた しか ら召 されている

ので，なおさら幸いである。」(教 義 と

聖約34：1-5)奉 仕 の召 しにこたえた

若い男性 に主 はどれほどの愛 を注 いで

お られるかを皆 さんは感 じることがで

きるで しょうか。

わたしたちは親 として，息子が主に

仕 えるふ さわしさ と願いを持つように

リアホナ/1999年1月 号

47

1
＼

備 える責任があ ります。わた したちに

は今の時代 まで取っておかれたこれ ら

の息子 を見守る責任 があ ります。主 は

息子をわた したちに託 されま した。 わ

たしたちはいつの 日かこの責任 につ い

て報告 を求め られるで しょう。息子 を

主 に仕 えるために準備 させるこ とは，

この管理の職を与え られた人々が受 け

る祝福の一つです。

しばら くの問，教会の両親と息子で

ある皆 さんにお話 ししたい と思い ます。

『モルモ ン書 』には両親が若い息子の

生活に与 え得 る影響力 について力強 く

伝えている物語があ ります。それは自

分たちの国の自由を守 るために戦 うこ

とを志願 した2，060人の青年たちの話で

す。彼 らは ヒラマ ンに率い られて戦場

に向 かい ま した。 「にもか かわ らず，

……だれ一人死 なず に済んだ……。彼

らの中には傷 をた くさん負 わなかった

者は一人 もいませんで した。」(ア ルマ

57：25)な ぜ で しょうか。「彼 らはす

べての号令 に従ってその とお りに行 う

ように努めた」か らで した。 ヒラマ ン

はこの偉大 な奇跡をもた らした理由を

説明 してい ます。「そ のことでわた し

は;彼 らが母親たちか ら教 わったと言

ってわた しに話 して くれた言葉を思い

出 しました。」(ア ルマ57：21)母 親 は

息子たちに何 を教えたので しょうか。

「す なわち，公正 な神が ま します こと

と，疑わない者はだれで も神の驚 くべ

き力 によって守 られるということを深

く信 じていたので，それが起 こったの

です。」(ア ルマ57：26)

両 親 の皆 さん，自分が息子の生活に

どれほど大 きな影響 を及ぼすか 自覚 し

ているで しょうか。公正な神がおられ

ること，神 は有能でふ さわしいすべて

の若い男性が伝 道に出る よう望んでお

られることを息子 に教えるならば，息

子 は主の召 しにこたえる信仰 を持つで

しょう。

監督の皆 さん，皆 さんには管理の職

の一部 として，若い男性 を専任宣教師

に備 えさせ るという大切 な責任があ り

ます。早い時期にそのための行動 を起

こして ください。 アルマが勧めている

実験 を理解で きるように助 けて くだ さ

い。それはまず彼 らの心 に伝道に出る

一



という種 を植え付 けるこ とか ら始 ま り

ます。そ して彼 らにこの種が良いもの

であるか どうかを主 に尋ねさせて くだ

さい。その種 を育てるよう彼 らを助け

てい ると，やがてその種 は生長 して，

若人を伝道に送 り出す という奇跡 をも

たらす ことで しょう。

わたしの息子たちを教え，伝 道に出

るよう備 えて くれた リチャーズ姉妹，

監督，そ して神権指導者の方 々にわた

しはいつ も感謝 してい ます。

専任宣教 師として働 く青年の数を飛

躍的に増大 させ るにはどうすれば よい

でしょうか。まず最初に，両親は自分た

ちの責任 を理解 しなければな りません。

どうすれば息子 を伝道 に備え られるか

を天の御父に尋ねなければな りません。

これはアメリカ，イングランド，モンゴル，

ブラジルの若人だけではあ りません。

教会の有能でふさわ しいすべての若い

男性です。監督 の皆 さんも，同様のプ

ロセスを踏まなければなりませ ん。

ボイ ド・K・ パ ッカー長老はこの よ

うに述べ てい ます。「まことの教 えを

理解すれば，人の態度や行動は変わ り

ます。」(「幼 い子供たち」 『聖徒の道』

1987年1月 号 ，18)伝 道 について若い

男性の行動 を変える教え とは，一人の

人間が どれほど大 きな価値 を持つ存在

であるかを理解することです。イエス・，
しよくざい

キ リス トは無限の蹟罪 をもた らすため

に至高の犠牲 を払って ください ました。

この無限め蹟罪な しに，わた したちは

天の御父のみ もとへ帰 り，天の御父 と

ともに住 むこ とはで きません。両親，

監督，若い男性が この まことの教 えを

理解す るな らば，若い男性 は奉仕する

ための備えがで きて，伝道 に出たいと

望むようになるで しょう。

ジ ョー ・J・ ク リステ ンセ ン長老の

言葉 を引用 したい と思います。「『スケ

ジュールに問題がなければ，気が 向い

た ら，あるいは学業や進路，恋愛 の妨

げ にな らなければ，伝道 に出なさい』

とは，主は言 われ ませんで した。福音

を宣べ伝えるのは戒めであって，単 な

る提案ではあ りませ ん。祝福 であ り，

特権 で 〔す。〕忘 れないで くだ さい。

…・・主 とその預言者 は皆 さんを信頼 し

てい ます。」(「救い主はあなたを頼 り

にしてい ます」『聖徒 の道』1997年1月

号，47)

若 い兄弟たちにで きることで，専任

宣教師 として伝道 に出ること以上に大

切 なことはあ りません。彼 らが主イエ
しもベ

ス ・キ リス トの僕 として行 う立派な働

きには永遠の価値があります。

現在 ，世界の歴史上最大の規模 とな

った宣教師の軍勢が一丸 となって働い

てい ます。あなたの息子が この大いな

る軍勢か ら取 り残 されることのない よ

うにして くだ さい。地上 に来る前 に主

か ら信頼 された折 り紙付 きの若人であ

り，普通 の若者 とは違 うのです。彼 ら

はこの時代 に出て来 るようにとどめて

おかれたえりす ぐりの霊です。

全世界に福音を宣言するとい う主か

ら与 えられたこの大いなる戒めについ

て深 く考えるとともに，今 日の教会の

すべ ての若い男性が専任 宣教師 として

奉仕す る望み を持ち，ふ さわしく生活

するよう皆 さんの個人の祈 りと家族の

祈 りの中で，天の御父 に願い求めて く

ださるようお願い したいと思います。

わたしたちが若い男性 を奉仕の業 に

備えさせる決意 を固めることがで きる

よう，天の御父の祝福があ ります よう

に。今 日の教会の若人が ヒラマ ンの息
み こ と ば

子たちの ようになって，主の御言葉一

つ一つ にその とお り従 えます ように。

彼 らが 山の上 に置か れた光 とな って

人々を照 らし，いに しえの ヨシュアの

ように，主に仕 えるため に選 ばれた者

であることを宣言で きます ように。こ

れらの願いがかなえられるよう，イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 祈 り ま

す 。 ア ー メ ン 。

神権部会でタバナクル合唱団とモルモン ・ユース ・コーラスの兄弟たちを指揮するロバー ト・C・ボーデン。
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「あなたがたは，いったい，

なんの権威 ……によって，

このことを したの加

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

神の神権ば世の中仁おωτ，入々を善に向かわせる大きな力 とな っτ

ωます。 ……この偉大なカを…… 〔わた したちぱク話ざれτωます。

自分たちの責任を怠り，証されたカを弱めることがあっτばωけません。

愛
する兄弟 の皆 さん，神 の神権者

として献 身 し，忠実 に働 いてお

られる皆 さんに愛 と感謝の気持ちをお

伝えしたいと思います。

今年の初めにわた しは息子3人 と と

もに， アメリカ合衆 国の陸軍兵だった

わた しの父が第一次世界大戦 中，戦闘

に参加 したフランスの各地を訪れ まし

た。この大戦に巻 き込まれた人 々は皆，

大 きな苦難 と悲惨 な結果 を経験 しまし

た。何百万 もの人命が失われ ました。

父 は命 こそ落としませ んで したが，こ
い

の世を去 るまで癒えることのない傷 を

心 と体 に負いました。恐ろ しい経験 を

したにもかかわ らず，父はこのような

書 き出 しで 日記 をつづっています。「再

び召集令 を受けた ら，やは りわた しは

応 じるだろう。それがわた しの義務だ

か らである。」Lわた した ちは80年 の歳

月が流れたその美 しい田園地帯 を通 り，

当時の戦場 と両軍の兵士 が眠 る墓地 を

訪れました。パ リから離れた軍人墓地

で，わた しはス タンフォー ド・ヒンク

レーの十字架 に手を置 き，携帯電話 を

通 じその場 で受けた気持ちをヒンクレ

ー大管長 に伝 えました。

第一次世界大戦はと りわけわた した

ちの家族に悲劇 をもたらしま した。父

の戦場の数か所で，敵軍兵 に父のいと

この子数人が含 まれていたか らです。
しんせき

わたしたちは最終的にこれらの親戚を
けいけん

探 し当て，彼 らが敬慶 なクリスチャンで

あったことを知 りました。彼 らは国家

の政策や戦争 の原因とは無関係の人々

でした。彼 らも父 と同様，義務 として

国家のために働 きました。第一次世界

大戦 とその後 に起 こった戦争 は，罪の

ない無数の人々に多大 な苦難 をもた ら

し，彼 らを死 に至 らしめ ました。端的

に言えば，多 くの場合，戦争 は権力へ

のあ くなき欲望が原因となって引 き起

こされています。

今晩， わた しは若い神権者 に，力 と

それ を正 しく行使する方法，そして力

を得るために必要 とされる義務の遂行
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につ いてお話 ししたいと思います。権

力 は非常 に魅力的な ものです。善悪双

方 にその姿 を変 えます。皆 さんは幼 い

ころ，力 を持つ様々な人 にあこがれた

ことと思います。スポーッの花形選手，

芸能人，富豪，政治家などがその対象

となったことで しょう。残念なことに

一部の青少年
，特に学業の成績が振 る

わない，チ ームで正選手 になれない，

聖歌隊の選抜メ ンバーに加われない と

いった人々は，自分が拒絶 されている

と感 じ，適性にかかわ らず受け入れて

くれそうな集団に誘われ ます。彼 らは，

周 囲の評価や権威への執着心か ら，あ

たか も火に飛び込む虫のように，街の

不 良グループや，肉体 と霊 を害す る習

慣 に引 きず り込む粗暴な人々との交際

へ と走 ります。

神権 を持つ青少年は世界で最 も偉 大

な力の源を得 られます。それは神の神

権 です。ほかの力の源 とはまった く対

称 的に，聖 なる神権 は正 しく行使する

ことにより永続す る霊的， 肉体 的強 さ

を養い続けます。神権は 「天の力 と不

可 分の もの と して結 びつ いてお り」，

「義 の原則 に従 って しか……運用する

こと」ができません。2預言者 ジョセブ・

ス ミス は神権 について このように述べ

ています。「〔それは〕すべ ての知識，教

義，救いの計画，そ してあらゆる重要

な事柄 が天 より啓示 される手段です。

……それは全能者が ……現在 に至るま

で人の子 らに御 自身を現 してこられた

手段であり，永遠 にわた り御 自身の目的

を明らかにされ る手段 でもあ ります。」3

この力はわた したちが義務 を果たす

忠実さに応 じて もた らされます。預言

者ジ ョセブが述べているように，「主 は

わた したちに， なすべ き業に応 じた力

を，遭遇する試練に応 じた強さを，そ

して必要 とするだけの慈悲 と助けをお

与えにな りました。」4一つの例 として，

預言者エ リヤ は神の力 を示すために，

神権 を行使 して天か ら火 を降 らせるこ

とがで きました。

ヒュー ・B・ ブラウン副管長が まだ

中央幹部 になる前の ことです。当時，

ブラウ ン長老はカナダ陸軍の将校であ

り，大 きな権限があ りました。部下は

彼の前 では直立不動の姿勢を とって敬

■



礼 し，将校殿 という敬称で呼びました。

ある日のこと，ブラウン長老は，あ る

入院患者が自分に面会 を求 めていると

い う伝言を受け ました。病 院に着いた

ブラウン長老 は，小 さな部屋 に通され

ました。部屋 には一人の若 い男性が横

たわってい ました。 ブラウ ン長老 は，

その若 い男性が以前 日曜学校で 自分が

教 えた生徒 だったこ とを思い出 しまし

た。その若い男性 は，こう言いました。

「ブラウン兄弟，わた しのためにあなた

の持つ権能を使っていただけませんか。

医者か らは， もう助からないと言われ
いや

ています。わた しに癒 しの儀式 を施 し

て ください ませ んか。」 自らの手 を少

年の頭の上に置 き祝福 を授けるときに，

権威の象徴である制服 を身 に着 け感 じ

ていたブラウン長老の誇 りは消 えてな

くな りました。 その少年が必要 として

いた援助は，国王の軍に属する将校 と

しての権威 によるのではな く，神権の

権能に よるものだったのです♂

神権の力 には大 きな責任が伴います。

実に，わた したちは自らの義務 を果た

す ときにのみ神権の力を享受で きるの

です。 この教会は，神権の義務に関連

し，過去に苦い教訓 を学ばさせ られま

した。初期 の教会の神権者 は， まだ試

しを受 けていませんで した。預言者 ジ

ョセブ ・ス ミスの指導の下，主は当時

の神権者 を教 え，ふるいにかけられま

した。 自らの義務を果たすことを学ぶ

べ く，彼 らは迫害 を受 け，容赦 なく追

われ ました。数多 くの神権者がつ まず

きました。初期の神権者の中には，最

終的にこの ソル トレーク盆地に安住の

地を見 いだす までに，3度にもわたって，

過酷 な清めの試練 に耐えた人々もい ま

した。

最初の試練は，1834年 の 春 と夏，シ

オンの陣営で起 こりました。2度 目の試

練は，それからちょうど4年 後，何千 も

の聖徒が ミズー リ州か らイリノイ州 ま

で移動する際に生 じました。それか ら

12年 後には，イ リノイ州からウインタ

ークォー ターズへの大規模の脱出
，そ

してその翌年 にはアメリカ西部盆地へ

の大移動が続 きました。

シオンの陣営は， ミズーリ州ジャク

ソン郡 において もう一度聖徒 を備 えさ

＼
＼

り

せるために組織 されま した。 「シオ ン：
あがな

を瞭 うために」`約200人 の 兄弟たちが，

預言者 ジョセ ブ ・スミスの個人的な指
しれつ

導の下，熾烈 を極める状況の中で1，000

マ イ ル(1，600キ ロ)以 上 に及ぶ道程 を

行軍 したのです。

当時16歳 だったジ ョージ ・A・ スミ

スは，選ばれてこの陣営に参加 し，兄

弟たちが耐えた苦難，試練，困難を一

部記録 しま した。1834年5月26日 の記
き ょ う

録 にはこう記 されています。「今 日は

非常に暑かった。の どの渇 きに悩 まさ

れ，仕方 なく生 き物が ひしめ く沼地で

水 を飲 んだ。この沼地でわたしはぼう

ふ らを歯 でこ し取 る方法 を学 んだ。」7

その翌 日，疲れ切 ったソロモン ・ハ ン

フリーは地面 に横たわって眠 りました。

翌朝 目覚めると，頭か らわずか1フ ィー

ト(約30セ ンチ)以 内の所でが らが ら蛇

が とぐろを巻いてい ました。何 とその

蛇 は自分 と，寝 るとき手 に持っていた

帽子の間に横 たわっていたのです。兄

弟 たちは彼の周囲に集 まって言いまし

た。「が らが ら蛇だ，殺 して しまおう。」

ところがハ ンラリー兄弟 はこう答 えま

した。「とんで もない。殺 させ なんかし

ないそ。絶対 に傷つけた らだめだ。一

緒 に気 持ち よく寝てたんだか らね。」8

わ た し個人 としては，が らが ら蛇 と一

緒に眠ろうとは思いませ ん。

ジ ョージ ・A・ ス ミス兄弟は こう記

録 しています。「預言者 ジョセブも，旅

の間中，ほかの人々と同様，疲れてい

た。必要物資の調達や陣営 自体の管理
すい

に加 え，行程 の大半を徒歩 で進み，水
ほう

庖，足の皮膚 の破 れ と出血が絶 えなか

った。それ は暑い季 節の中を，1日 に

約40か ら60数 キ ロ歩いたことによる当

然の結果であった。しか しその旅の間，

陣営のほとん どの者たちが不十分な糧

食， まずいパ ン…… うじのわいたベー

コンやチーズなどについて，ジョセブ・

ス ミス に不平 を並べ立てたの に比 べ，

彼 自身は決 してつぶや くことも，不平

を漏 らす こともなかった。……わた し

たちはシオンの陣営に属 していたに も

かかわ らず多 くの者が，祈 らず，思慮

と注意に欠 け，愚かで，手 に負 えない
ありさま

有様だった。……ジ ョセブはわたした

ちに対 し，子供に接す るように忍耐 し，
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たしなめていかなければならなかった。

しか し，陣営の中には決 してつぶやか

ない人々 も多 くいた。彼 らはいつ も指

導者の望むとお りに行動するよう常に

備え，実際喜んで実行 したのである。」9

シ オンの陣営 は，聖徒 たちをミズー

リ州 ジャクソン郡の所有地へ戻す とい

う公の目的は達成できませんで したが，

過酷 な厳 しさの 中で計 り知れないほど

貴重 な教訓 を得 る場 となったのです。

彼 らは，信仰 は命そのもの よりも大切

であ ることを学び ました。1835年2月

14日 に 開かれた大会において，このシ

オンの陣営で働 いた人々の中から，十

二使徒定員会 と七十人が選出 され まし

た。 この雄々 しい兄弟たちは，その後

15年 間，教会 を指導 しました。

主は教会歴史のこの時代 に，神権の

もう一つの偉大 な義務を教 えて くださ

いま した。主 は教義 と聖約第104章 に

おいて，貧 しい人々に関 して，教会の

制度 を規定され ました。「それゆえ，わ

た しの造 った豊かなものの中か ら取 り

なが ら，わた しの福音の律法 に従 って

貧 しい者 や乏 しい者 に物を分 け与 える

ことをしない者は，悪人 とともに，地

獄 で苦 しみなが ら見上げるであろう。」'0

この先例 として，1839年1月 の ミズーリ

州か ら脱出す る際に，兄弟たちの多 く.

が 「ミズーリ州か らの退去を望む人が

すべてそこを立ち去るまで……待 ち，互

いに助け合うことを誓ったのである。」11

ダニエル ・スティルウェル ・トーマス

は，1839年 の厳冬の2月 を振 り返 り次の

ように述べてい ます。「わた したちは
ほろ

〔ミシシッピ川〕を渡る前に，幌馬車の

荷 を降ろしてから，貧 しい人々の退去
しつよう

を助け，暴徒 たちか ら執拗な脅迫 を受

けていた人々の命 を救 うために，その

幌馬車 を送 り返 した。」'2ダニエル・トー

マスには5人 の子供がいましたが，子供

全員で一足の靴 を共有 しているとい う

状況で した。それで も彼 は，貧 しい聖

徒たちを救 うため に，その幌馬車 を送

り返 したので した。

後 の1845年10月6日 ，神権者の一団

が ノーブー神殿 に集い，厳粛な雰囲気

の中で各 々が誓約書に署名 をしました。

それ は貧 しい人々を西部へ移住す る聖

徒 の本隊 と一緒 に連 れて行 くために，



に よって，この ことをしたのか」ユ7と

聞かれ ました。わた したちはペテロと

同 じように，これはすべて神聖な神権

の力 と 「ナザ レ人 イエス ・キリス トの

御名」18によってな されるのである と

世の人々に宣言す るものです。
あかし

この厳粛な証 を，イエス・キリス トの

御名によって申し上げます。アーメ ン。
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明日を決める今日

第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

主に学び1主 を信 じ，主に頼 り，主 に徒ω，主仁徒顔ざあ りましょう。

そうすれば 主のよう仁なれるざしょう。

ワ の場 にい らっ しゃる方 々もそ う

(一 ・でない方 々 も含め， この ように

大勢の神権者の前 に立つの は，わたし

にとって喜びであ り特権です。教会の

神権部会は， アロン神権者の時代か ら

今に至 るまで，いつ も楽 しみに して き

ました。賛美歌に 「来たれ，予言者 よ

りみ言葉聞け」'と歌 われていますが，

これはこの上ない祝福です。

わたしたちは現在 ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレーを末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会の大管長 として， また教会の預言

者，聖見者，啓示者 として支持 してい

ます。 わた しは，ある誇 らしげな父親

か ら手紙を受 けました。そこには，当

時5歳 の息子 さんの経験や大管長への

愛，また大管長の模範に従いたいとい

う願いが書かれていました。 このよう

な手紙です。

「クリス トファーは5歳 の とき，日曜

日に教会 に行 く支度をほとん ど自分 で

しようと してい ま した。あ る日曜 日，

自分でスーッを着てネクタイをしよう

と決心 しました。それまで したことが

なかったのです。 まず自分でクロゼ ッ

トを開けて，お下が りのネクタイを探

し，結ぶ必要のない クリップ式の タイ

を見つけました。 クリス トファーは白

いシャツにそのネクタイを付 け，その

上か ら，兄の クロゼ ッ トに何年 も下が

っていた小 さな紺色のジャケ ットを着

ました。 し

次 に一人で洗面所へ行 き，ブロン ド

の髪 を丹念 にとか しました。その ころ

に，わた しも自分の支度 を終えるため

に洗面所 に入って行 きま した。 クリス

トファーは鏡の中の 自分 にほほえんで

いました。そ して，鏡か ら目を離 さず

に， 自慢 げに言 いま した。 『見て，パ

パ， クリス トファー ・B・ ヒンクレー

だよ。』」 この父親は自分 の息子が主の

預言者をよ ぐ観察 していたことに気づ

いたのです。

子供たちは見ています。永遠の教え

を吸収 してい ます。将来を形作 ってい

ます。わたしたちは子供 にどのような

模範 を示 してい るでしょうか。

何年 も前に，末の息子のクラークが，

ブ リガム ・ヤ ング大学で宗教のクラス

に出席 したとき，講義の最中に講師か

らこの ように聞かれま した。 「あ なた

がいちばんよ く覚えているお父さんの

模範は何ですか。」

その講 師は後でわた しに手紙を書い

て，クラークの答えを教 えて くれまし

た。彼 は こう言ったそ うです。 「ぼ く

がアロン神権の執事 のとき，父 と一緒
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にアイダホ州マラダの近 くにきじを撃

ちに行 きました。その 日は月曜で，猟

期の最後 の日で した。野原 を歩 き回っ

てきじを探 しましたが，見つけたのは

2，3羽 で，それ も逃が していま した。

父 は言 いま した。 『クラー ク，銃 を外

してこの溝 に置 き，ひ ざまずいて祈ろ

う。』 ぼ くは， もっときじが撃て るよ

うに祈るのか と思 いましたが，違い ま

した。父は， リチ ャー ド・L・ エバ ン

ズ長老が重い病気 なので，その月曜 日

の12時 に，十二使徒定員会の会員 はそ

れぞれの場所でひざまず き，心を一つ

に してエバ ンズ長老のため に信仰 の祈

りをささけるこ とになってい るの だ，

と説明 して くれたのです。わた したち

はそ こで，帽子を取って祈 りました。」

わた しはその ときの ことをよく覚え

ていますが，息子がそれを見て学 び証

を得ていたとは，夢 にも思 いませ んで

した。

アロン神権者の執事，教師，祭司の

統計 を分析す ると，かな りの数の執事

が活発でな くなり，適切 な時期になっ

て も教師への聖任 を受け られないでい

る とい うことが分 か り，憂慮 していま

す。同様 に祭司に聖任 されていない教

師や， とりわけメルキゼテク神権 を受

けていない祭司について も，心配 して

います。兄弟たち，これはあってはな

らない ことです。 わた したちは，これ

らの青少年が神権 の昇進を受け られる

ように導 きと霊感を与 える責任があ り

ます。雪崩のごとく落 ちかかる罪や過

ちによって彼 らの成長が妨げられた り，

永遠の 目標 から引 き離 された りしない

ように助 けるのです。

監督や副監督の皆 さんは， アロン神

権 を持つ若い男性 一人一人の活発 さの

度合 を把握 し，各 自の成長 と活躍を確

実にす るための計画を しているで しょ

うか。

新 しく召 されたある監督が，最初 の

監督会で こう宣言 しました。「アロ ン

神権 はわた したちの第一の責任です。」

そ して第二副監督に言い ました。「あ

なたの責任は，すべ ての執事がふ さわ

しく生活 し，適切な年齢で教師 に聖任

される、ように して くだ さい。」次 に，

第一副監督 に言い ました。「あなた も

トーマスS

「キリス トと子供たち」八リー アンターソン画。
モンソン副管長は神権部会の説教てこの絵について触れている。

講

…磯 臨
・　

ll顛

締幽繍癒 ：』轡 譲 ・、

同 じように教 師がふさわ しく生活 し，

決め られた時期に祭司に聖任 されるよ

うに して くだ さい。」 さ らに監督 は続

け ました。「わた しは祭司が メルキゼ

デク神権 を受 けて長老 に聖任 されるよ

うに責任 を持 ちます。力 を合わせ，神

の助 けを受 けれ ば，必ず で きます。」

そ して彼 らはそれを成 じ遂 げたのです。

青少年 に必要 なのは，批判ではなく，

従 うべ き模範です。 アロン神権定員会

のア ドバイザ ーの皆 さんは，青少年の

教師であ り模範です。福音 を知ってい

ますか。レソス ンを準備 してい ますか。

一人一人の少年 を知 り
，その思い と心

に触れて将来の形成に影響 を与える方

法 を，祈 りによって決めていますか。

忘れないで くだ さい。皆 さんが教 え

るとき，少年 たちがあなたの言葉をた

だ聞いているだけでは十分 とは言えま

せん。例を挙げて説 明しましょう。

教会執務 ビルの西 の会議室 には，画

家のハ リー ・アンダーソンによるすば

らしい絵が飾 ってあ ります。 その絵 に

は，小 さな岩に座 ったイエスが，主が

自分たちを愛 して くださっていると知

っているたくさんの子供たちに取 り囲

まれておられる様子が描かれています。

わた しはこの絵 を見 る度に，次の聖

句 につ いて考 えます。「幼 な子 らをわ

たしの所 に来るままにしておきなさい。

誰羅

鋤
ゑ なれ

ま熱婚

藩

欝 ∵・

止 めてはな らない。神 の国はこのよう

な者の国である。」2

あ るとき，わたしはその部屋で，間

もな く大 きな手術 を受ける男の子 に神

権 の祝福 を与 えました。わた しはその

子 と両親の注意 をイエス と子供 たちの

絵 に向けさせ ました。そ して，救い主

とその限 りない愛について少 し話 しま

した。わた しが少年 に何 か質問があ る

か尋ねると，その子 は真剣な表情で 「は

い」と答 えま した。「モンソン兄弟，どう

した ら絵の中のあの子の ように，や ぎ

にひもを付けて歩き回れるんですか。」

予期 しなかった質問に，わた しはし

ば らく答えに詰 まり， とっさに応答で

きなか った 自分の力 のな さに少 しが っ

か りした ものの，わたしはこう言いま

した。「イエス様 は， ひ もで引いたや

ぎよ り大切 な贈 り物 を下さるんだよ。

それは，天国へ行 くための道路地図な

んだ。イエス様の教 えや模範 や愛 は，

この世 のどんなもの よりすばらしい贈

り物 なんだよ。」

主は 「わたしに従 って きなさい」3と

言われました。 この勧めに従 う人は賢

明です。

アロン神権 を持つすべての若い男性

は，救 い主の教 えを学 んで実践 し，メ

ルキゼデク神権 を受ける備えをしまし

ょう。
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わた しが教師定員会会長の ときに経

験 した ことをご紹介 しましょう。担当

の副監督が定員会 の会長会 と書記 を自

宅に招いて，指導者の訓練 を行 いまし

た。彼 は，新たに与 えられた責任 をど

の ように果たすか，アイデアを求めま

した。それについてわた したちは，彼

の奥さんのネティーを招待 したうえで，

彼女に評判の ミー トパ イを作 って もら

えるな ら， と条件を出したのです。彼

は承知 しました。兄弟 の皆 さん，わた

したち男性がいかに妻 に義務 を負わせ

るような約束を しば しば了承 もなしに

作 っているかお分か りですか。結果 と

して，その集会 は， これまでで最高の

ものとな りました。わた したちは，定

員会会員を助けることについて，深い

理解 と霊的導 きを受けました。

グレービーのたっぷ りかかったおい

しい ミー トパ イを食べた後，わた した

ちは一緒にモノポ リーをしましょうと

言って，副監督 と奥 さんをゲームに誘

いました。ほか にす ることがあ った と

思い ますが，二人は喜んで応 じて くれ

ました。

だれがゲームに勝 ったか覚 えていま

せ んが，わた しがその晩教会の制度 と

神権定員会の管理 において学んだこと

は決 して忘れません。

第二次大戦初期の 白熱 した時代に，

わたしたちの教 師定員会 の一人， ブリ

ッツは， 自分の国を守 りたい と思い ま

した。軍隊に入る年齢になるまで， と

て も待て ません。そ こで，彼は年齢 を

ごまかして，海軍に入隊 しました。間

もな く彼は，遠 く太平洋の戦場に送 ら

れ ました。彼 の乗 った船 は撃沈 され，

多 くの命が失 われ ました。生 き残 った

ブリソツは後 に，戦場 に行った ことを

示す勲章 を付 けた制服姿で，定員会の

集会に現れ ました。わた しは彼に尋ね

ま した。「ぼ くたちに何 かア ドバ イス

が あるかい?」 全員が徴兵を聞近に控

えていたのです。

ブリッツは少 し考えてか ら言い まし

た。「年齢で も，ほかの ことで も，決

して うそをつか ない ことだ。」 この短

い言葉は今でも忘れません。

12歳 か ら17歳 の若い男性 は，霊的成

長 と準備 の時期にあ ります。 したがっ

て，アロン神権の 目的は，神権を受け

た青少年が次の ことを行えるように助

けることです。

1イ エス ・キリス トの福音に帰依 し，

その教えに従った生活をする。

2神 権の召 しを尊 んで大 いなる もの

とし，神権の職の責任 を果たす。

3有 意義な奉仕 を行 う。

4メ ルキゼデク神権 と神殿 の儀式を

受ける備えをする。

5立 派 な専任宣教師 として奉仕する

決心 をし，備 え，伝道に出る。

6良 い夫，父親 となるために備える。4

世 界中で奉仕 することは，救 い主の

なさった ように，善 き業を行 う偉大 な

宣教師の力です。宣教 師は真理を教え，

疑いを取 り除き，喜 びを伝 え，貴い魂

をキリス トに導 くのです。

伝 道の召 しを受 ける特別 な 口には，

両親や兄弟姉妹，祖 父母が集 ま り，緊

張する本人が召 しを伝 える手紙 を慎重

に開封す るのを見守 ります。少 しの問

があ り，それから彼は主の預言者か ら

割 り当てられた任地 を発表 します。胸

はいっぱいで，涙があふれ，家族 は愛

のきず なと神の慈 しみに喜ぶのです。

専任宣教師をはじめ主の業に携わる

すべての人は，主の召 しにこたえまし

た。 わた したちは主の用 向きを持つ者
の

です。主の言葉を人 々に宣べ伝 えると

い う，モルモ ンが与 えた神聖 な責任 を

果たすのです。彼 は こう記 しま した。

「見 よ，わた しば神 の御子 イエス ・キ

リス トの弟子である。わたしはイエス・

キリス トの民 の中でイエス ・キリス ト

の言葉 を告げ知 らせ ，彼 らが永遠の命

を得 られ る ようにす るた めに， イエ
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ス ・キ リス トか ら召 された。」5

1926年 ， ドイッ ・オース トリア伝道

部のブ レッ ド・タジェ部長 は，8月 に

ドイツの ドレスデンで宣教師大会 を開

くことに しました。宣教 師は浮浪者 と

して逮捕 されないように， わずかなが

らお金 を携帯 しなければな りませ んで

したが，基本的には 「財布 も袋 も」持

たず に各 自の伝道地か ら会場 まで歩い

て行 くことになっていました。

アルフレッ ド・リポル ド長老 と同僚

のパー カー ・トーマス長老 は，北のル

ー トを取 りました
。途中二人は，奥 さ

ん と8人 の子供がいる家に立ち寄 りま

した。彼女 は長老たちに，夫が家族を

置いて出て行ったので，今お金がない

と話 しま した。彼女は二人 を中に招い

て言 いま した。 「財布 も袋 も持たずに

旅 をするのでは， さぞおなかがすいた

こ とで しょう。お座 りなさい。」 そ し

て，厚切.りのパ ンにスモモのジャムを

塗 って出して くれたのです。宣教師は

そ の 「朝食」 を祝福 し，祈 りの中で，

彼女に必要な ものが与 えられるように

主に願いました6

そ の後彼 らは出発 しました。1マ イ

ルほ ど歩いたところで， トーマス長老 ゴ

が 「わた しは戻 らなけ ればな らない」

と言って，何 の説明 もせずに引 き返 し

たのです。

彼 を待 って い た リポ ル ド長老 は，

「なぜ戻 ったのですか」 と尋ね ました。

トーマス長老.は説 明 しました。 「あ

の女性 に必要 なものが与え られ るよう

に祈 ったけれど，わたしはそれ を持っ

ていたんだ。 ポケ ッ トの中に20ド ル札

をね。だか ら彼女に渡 して きた。そう

しなければ，ポケ ッ トが焼 け焦げてい

たろうね。」

30年 前に， わた しは南太平洋諸島で

の働 きに携 わっていました。J・ バ ー

ノン ・モ ンソン兄弟 は，姉妹 と一緒 に

クック諸島めラロトンガへ行 き，そこで

地方部長 として働 く召 しを受けました。

やがて彼か ら手紙で報告が届 きまし

た。「この地の発展に感謝 しています。

特に，政府や ビジネス界の人々は，.わ

た，したちや教会に対 して好意的で，す

ば ら.しい関係 を築 いています。

社会的にこれほ ど受け入れ られるよ

うになったの は，ある出来事のおかげ

です。それは，おいのオディー ン ・マ

ニ ング博士夫妻がこのク ック諸島で実

に優れた奉仕 を行 った ことです。マニ

ング博士は眼科 医ですが，わた しは彼

に， ラロ トンガの人々のために彼が奉

仕 できる ように提案の概要 を書 き送 り

ました。わた しの提案は次の ようなも

ので した。(1)無 報 酬であること，(2)

自費 で生活す ること，(3)3か 月留守

にす る間，患者をほかめ医師に診て も

らうこ と，(4)ラ ロ トンガに滞在中，

わたしたちが無料で食事 と部屋 を提供

するこ と，そ して(5)地 元 では手 に

入 らないので，手術用の器具を持参す

ること。」

バーノン ・モンソン兄弟の手紙はさ

らに続 きます。「マニ ング夫妻 か らの

航空便 による返事 はただ一言 『お受け

します』で した。準備が始 まり， クッ

ク諸島の政府 は，マニング博士 を補佐

し，教 えを受けるために，優秀 な医師

たちを派遣 して きました。全部 で284

人 が 診察 を受け，ほ とんどは眼鏡 を作

って もらい ました。53人 の患者は，白

内障などの難 しい手術 を受けました。

3か 月 のプ ログラム はす ば らし く，

実 に心温 まる もので した。ほんとうに

わた したちは祝福 されました。聖徒た

ちは勇気づけ られ，島に医療奉仕 をも

たらした教会 の会員であ るこ とに誇 り

を持つ ようになったのです。」手紙 は

ここまでです。

数年後 に， わた しと妻は，BYU主

催 の聖地旅行に招かれま した。ある晩，

船のデッキで座 っていると，隣…の男性

がわた しに言い ました。「モ ンソン長

老，わた しはカリフォルニアの ウッド

ラン ドヒルに住むオディー ン ・マニン

グです。眼科医ですが，叔父 と叔母が

ラロ トンガで奉仕 していた とき，短期

間，医療宣教師として働 きま した。」

わたしは，彼の犠牲 と奉仕 につ いて

聞いてい ます と言って， こう尋ねまし

た。「この経験 を振 り返 って，感 じて

いることを話 していただけませんか。」

彼 は万感の思いを込めて答 えて くれ

ました。「それはわた しの人生で最 も

霊的な報いを受けた経験で した。」

わたしと妻が旅行 に参加 し，あの時
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問に，デッキのあの場所で，面識のな

い男性 の横 に座 ったのは，決 して偶然

ではないと思いました。天が近 くに感

じられ，わた しはマニング博士 を抱 き

締め，彼の奉仕 に感謝 しました。それ

は，見 えない 目が見えるようになった

人々に対 してだけではな く，主 なる救

い主へ の奉仕でもあ りました。主は言

われ ました。「海の島々にいる者た ち

に対す る主の約束は偉大である。」6

果 てしない死か らわた したちを解放

して くださった御方，イエス ・キ リス
あか し

トにつ いて証 します。主は真理の教師

ですが，教師以上の御方です。完全 な

生活の模範ですが，模範以上の御方で

す。偉大な医師ですが，医師以上の御

方です。人類 とい う 「取 り残 された部

隊」を救出す る御方 は，文字 どお り世

の救い主，神の御子，平和 の君，イス

ラエルの聖者，復活 された主 であ り，

こう宣言 され ました。「わた しは最初

であ り，最後である。わた しは生 きて

いる者であ り，殺 された者 である。わ

た しは父に対す るあなたがたの弁護者

である。」・

愛す る兄弟の皆 さん，次の ことを行

いましょう。

●主に学び，

●主を信 じ，

●主に頼 り，

●主に従い，

●主に従順であ りましょう。

そうすれば，主の ようになれるで し

ょう。 これ らが真理であることをイエ
み な

ス ・キリス トの御名 により厳粛 に証 し

ます。アーメン。

注

1， ジ ョセ フ ・S・ マ ー ドック(1822

1899)， 『賛 美 歌 』13番 「来 たれ ，
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(34571300)1995年 ，6参 照
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若い兄弟たちに，そして

成人の兄弟たちに

大管長

ゴー ドン ・B・ヒンクレー

皆さん仁申し上げたωのな，家を整える時期が来τωるとωうことざす。

弟の皆 さん，皆 さんにお話 をす

兄るの はすば らしい機会 であると
同時に途方 もない責任で もあ ります。

こ よい

まず今宵ここに集っている若い男性

の皆 さんに話 したい と思います。いろ

いろな場所でこの会に集っていただ き，

あ りが とうござい ます。セ ミナリーや

日曜 日の集会に参加 していただき，あ

りが とうございます。福音 を学 び，主
み こ と ば

の御言葉を研究 して知識 を深めたい と

思ってお られ る皆 さんに，敬 意を表 し

ます。宣教師 として奉仕 しようとの望

みを抱いてお られることに感謝 してい

ます。神殿で結婚 してすばらしい家族

を育てようとしておられることをうれ

しく思っています。

皆さんは 「行 き場のない」人々では

あ りません。当てもなくぶ らぶ らして

時間を無駄 にすることは しませ ん。皆

さんには目的があ ります。計画があ り

ます。成長 し強 くなるための計画です。

皆 さんのエネルギーが有効に使われ，

夢に焦点が絞 られると，驚 くべ きこと

が起こ ります。最近， カリフォルニア

州北部 の末 日聖徒の若い男性の グルー

プか らある宣言 を頂 きました。19の ス

テークから集った彼 らは，山岳地帯 に

足 を踏み入れ， 開拓者 の悲劇の場所 を

訪れ ました。そこで見たものや 自分 た

ちに受け継がれた遺産について深 く考

えた彼 らは，「モルモ ン ・トレール ・

スカウ ト野営宣言」に署名するこ'とに

な りました。その誓いをご紹介 しまし

ょう。

「ボーイスカウ ト……に所属する我々

は，神のアロン神権者である。我 々は

モルモ ン大隊や末 日聖徒 の開拓者 を導

いた価値観や原則への忠誠 を誓 う。末

日聖徒の開拓者はこの カリフォルニア

の建設に貢献 した。彼 らの子孫 として，

我々はその奉仕の伝統を享受する。

1998年7月18日 を もって，我々はイエ

ス ・キリス トの福音 に改心す ることを

誓 う。我々は聖文を研究 し，従 う強さ

を求めて祈 り，働 き，全力でイエス ・

キリス トの模範 に従う。

我々は人々への奉仕 を通 して，与 え
せいさん

られた神権 を尊ぶ。そ して主の聖餐 を

執行するにふ さわしくあ り，助 けの必

要なときはいつ も，先祖がそ うした よ

うに，手 を差 し伸べる。

＼
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我 々はよ り高いメルキゼデク神権を

受けるにふ さわ しいこ とを証明す る。

そ して主の軍勢に加 わ り，専任宣教師

となってすべての人をキ リス トの も・と

に招 く。

我 々は聖約の若人であ り，永遠 の結

婚の聖約 を受けるために自らを備える。

そ して命 をかけて守 り，敬 う義にかな

った妻 と子のために祈る。

いかなる危険や誘惑 に遭っても，ま

た状況が どうあろうとも，我 々は先祖

と同 じように忠実であ り続ける。先人

と同様我 々も，神が統治 される平和な

社会 を築 くためには名誉欲や利 己主義

を捨てる。

我々はいついか なる ときも，この誓

いに忠実であることを誓 う。」

この誓 いに署名 したすべての少年た

ちに拍手を送 りたいと思います。一人

た りとも自分や教会，そ して主 と交わ
ほ こ

した約束 を反故にす ることの ない よう

に祈 ります。

このような約束にすべての若い男性

が署名で きた ら， この世は どれほ ど変

わ ることで しょう。薬物で命 を落 とす

若者はな く，互いに殺 し合い，行 き着

くところは刑務所か死 しかないギ ャン

グ集団 もなくな ります。教育 は価値あ

る目標 とな り，教会での奉仕 はまた と

ない機会 とな ります。 そして家庭 には

平安 と愛が増すことで しょう。ポルノ

グラフィーやいかがわ しい雑誌を見る

こともな くなります。皆 さんはつ きあ

っている姉妹 を大切にするので，彼女

は どんな状況 にあって も皆 さんに対 し

て恐れ を抱 く必要 はあ りません。 あた

か もヒラマ ンの勇士が同 じ生 き方をす

る若人を募っているかのようです。

皆 さんの人生のプログラムには，も

ちろん伝 道が あ ります。皆 さんは召 し

に応 じて どこにで も喜 んで行 き，すべ

ての時間 を力 と勢力 と愛 を込めて主の
み わ ざ

御業 を行います。

現在伝 道 しているある若 い男性 から

の手紙の一部を読 ませ てください。こ

れは家族にあてた手紙 なので，皆 さん

に紹介す るに当た ってプライバ シーを

尊重す るため，差出人の名前お よびそ

の伝道部は伏せてお きます。

「これ までの1年 はすばらしいもので



した。 わた しは本部を出て この小 さな

支部 に転任 にな りました。それ以来，

生活が大 きく変 わ りま した。ほんとう

に何が大切かをこの数か月で学 んだ よ

うに感 じます。 自分を捨て ること，効

果的に働 くこと，人を愛す るこ と，そ

して神がわた しを愛 してお られ，わた

しが神を愛 していることを学 びました。

つ まり，信 じるとお りの生 き方 をする

ことを学んだのです。……

わた しは人 と事物について学 びまし

た。 自分が神 の子であることを知 らな

かった人々の流す涙を見 ました。悔い

改めた人々の祈 りが こたえられるの を

見 ました。 イエス ・キ リス トの福音 を

受 け入れて生 まれ変わろうとする人々

です。……

わた しはよく救いの計画の夢 を見 ま

す。 これまで経験 した驚 くべ き不思議

な業の こと，そ してわた したちを支 え

て くれた天使 の力 のこ とを思 います。
あかし

決 して理解で きなかった言語で証 をす

るわた しを，一体 どれだけの数の天使

が助けて くれたんだろうと考 えます。

わた しはエノクが見た 『不死不滅の

栄光の平和 なる こと』に思 いをはせ る

ことがあ ります。 ……そ して自分の存

在 を神 に感謝 します。わた しは最大の

祝福 を今，神に仕 えている今頂いてい

ます。そのことに大 きな平安 と喜 びを

感 じます。」

愛す る若 き友人の皆 さん，わた しは

皆 さん全員が伝道 を 目指す ように望 ん

でいます。楽 しいとは約束で きませ ん。

簡単で快適 だとは約束で きませ ん。失

意や恐れ，惨めな境遇か ら逃れ られる

とも約束で きません。で も約束で きる

のは，皆 さんの生涯の中で同 じ期間内

にこれだけの成長を遂 げられる時はな

い ということです。こうして得た幸福

はほかでは得 られないすば らしい もの

で，永続することを約束 します。皆 さ

んは生活 を見直 し，優 先順位 を改め，

主 に近づ きます。祈 りが真実のすば ら

しい体験 とな ります。 そして善行へ の

報いを信 じて歩むのです。

神が この偉大 な教会 の若い男性の皆

さんを祝福 されます ように。皆 さん一

人一人が よ り高 い決心 をもって文字 ど

おりの末日聖徒 として歩めます ように。

そしてその報いとして，前途に待ち受

ける魅力的で輝か しい生活にあってた

くさんの事柄 を達成 し，奉仕 の業 を行

うことができます ように。

では兄弟たち，次に成人の方への話

ですが，若い方々にも教訓 としていた

だければと思います。

実務的な事柄 についてです。

まずは話の背景 として創世紀の第41

章か ら読 ませていただきます。

エ ジプ トの支配者であるパロは， 自

分 が見た夢 で心 を悩 ませて いました。

宮殿の知者 は解 き明かすことができま

せ ん。そこで ヨセブが呼 ばれ ました。

「パ ロはヨセブに言った，『夢にわたし

は川の岸 に立 っていた。

その川か ら肥え太った，美しい7頭 の

雌牛が上がってきて葦 を食 っていた。

その後 ，弱 く，非常に醜い，やせ細

った他 の7頭 の雌牛が また上が って き

た。……

そのやせた醜い雌牛が，初めの7頭 の

肥えた雌牛を食いつ くしたが，……

わたしはまた夢 をみた。1本 の茎に7

つ の実った良い穂が出てきた。

その後，やせ衰 えて，東風 に焼 けた

7つ の穂が出て きたが，

そのやせた穂が，あ0)7つ の良い穂 を

のみつ くした。……』

ヨセブはパ ロに言った，『……神が

これからしようとすることをパ ロに示

されたのです。

7頭 の良い雌牛 は7年 です。7つの良い

穂 も7年 で，夢は一つです。……

……神がこれか らしようとすること

をパロに示 されたのです。

エジプ ト全国に7年 の大豊作があり，

その後7年 のききんが起 り，

……神がすみやかにこれをされるか

らです。」(創 世41：17-20，22-26，

28-30，32)

さて，兄弟 の皆 さん，はっき りさせ

てお きたいことですが，わた しはこれ
き き ん

か ら何年 問にも及ぶ数年先に飢饅が起

こると預言 しているわけではあ りませ

ん。皆 さんに申 し上げたいのは，家を

整 える時期が来ているとい うことです。

教会員 の中でぎ りぎりの生活 をして

いる人が多 くいます。中には借金生活

の人 もい ます。
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最近数週間にわた したちを震憾 させ

るような世界市場の変動があ りました。

経済は もろい ものです。 ジャカルタや
は た ん

モス クワでの破綻が直ちに全世界に飛

び火 します。そ して，やがてはわた し

たち個人にも及ぶことで しょう。 これ
あらし

か ら経済面 の嵐が予想 され ますか ら，

注意する必要があ ります。

わた しは経済が恐慌 に陥 らないこと

を願 っています。子供の ときに大恐慌

を経験 したか らです。大学 を卒業 した

のが1932年 で， この地域 の失業率は33

パ ーセ ントを超えていました。

当時わたしの父は，この盆地にある

教会最大のステークの会長の任 にあ り

ま七 た。現在の福祉 プログラムが始 ま

る前 のことです。父 はステー クの会員

たちのことで憂慮 しました。そ してほ

かのステーク役員たちとともに，暖炉

による冬季 の暖房を確保するために大

規模 な薪割 りプロジェク トを行いまし

た。人々は石炭 を買うお金が なかった

のです。当時裕福だったのは，薪割 り

をしていた人でした。

繰 り返 し申し上げますが，わた しは

恐慌 の再来がない よう，心か ら望んで

い ます。わた しが懸念 しているのは，

教会員 も含めて国中に広がっている消

費者割賦購入 による負債の ことです。

1997年3月 の統計で は， こうした負債

の合計は1兆2，000億 ドルで，年聞で7パ

ーセ ントの増加 となっています。

・1997年12月 の統計では，アメリカ合

衆国の5，500万か ら6，000万世帯がクレジ

ットカー ドに負債があ り，その平均 は

7，000ドル以上，利子による年間の経費

は1，000ドル を超 えています。可処分所

得 に占める消費者負債の割合 は1993年

の16.3パ ー セ ン トか'ら1996年 には19.3



パーセ ントに上昇 しました。

お金 を借 りれば利子がつ くことはだ

れで も知っています。返済 できなけれ

ば破産 します。昨年 アメリカでは135万

118件 の破産や倒産があ りました。1992

年 と比較すると，50パ ーセ ン トの増加

です。今年の第2四 半期の 自己破産件数

は36万2，000件 で，四半期単位では新記

録です。

わた したちは宣伝 の誘惑にだまされ

ています。テ レビでは持 ち家の資産価

値の125パ ーセントまで借金がで きると

言って誘いの手を伸べ ています。で も，

利子については触れていません。

1938年 ， 総大会の神権部会で，J・ル

ーベン ・クラーク ・ジュニア副管長 は

この説教壇 か らこう語 りま した。 「一

度借金 をすれば，利子 は昼夜 を問わず

あなたに付 きまとうのです。あなたは

それを阻むことも，逃れることも，ま

た忘れ ることもで きませ ん。利子 は，
い か く

懇願に も，威嚇 にも，命令 にも応 じま

せん。そ して，や り方にロを挟んだ り，

反した り，要求 に応 じなかった りしよ

うものなら，たちまちあなたを押 しつ

ぶ して しま うのです。」(Coηfbrence

Repord938年4月 ，103)

借 り入れ をしなければ家が買 えない

ことはもちろん分か ります。で も，支

払い可能な家 を買いま しょう。そ して，

長ければ30年 の間容赦 も猶予 もな くや

って来る支払いを楽に しましょう。

緊急事態がいつ来るかはだれにも分

か りません。仕事でかな り成功 してい

たある人のケースですが，大 きな家で

快適な生活 をしていました。 ところが
ひ ん し

ある 日突然 ，ひどい事故に遭って瀕死

の重傷 を負 い，体が不 自由になって し

まいました。収入はな くな り，高額の

医療費に直面 しました。ほかにも支払

いの必要が生 じました。債権者に囲ま

れた彼 にはなすすべがあ りませんで し

た。裕福だった彼が，一瞬に して破産

したのです。

教会の初期の時代 から，主は負債 に

ついて語 ってこ られ ました。マーテ ィ

ン ・ハ リスへの啓示にはこうあ ります。

「印刷業者との契約 によって生 じた負債

を支払いなさい。束縛か ら自らを解放

しなさい。」(教 義 と聖約19：35)

　へ
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ヒーバー ・J・グラン ト大管長はこの

説教壇か ら，繰 り返 しこう語 りました。

「人の心 と家族 に平安 と満足 を与 える

ものを一つ挙 げる とすれば，それはわ

たしたちが収入の範 囲内で生活するこ

とです。わた したちを虐げ，落胆 させ，

希望を失わせ るものを一つ挙 げるとす

れば，それは返済できない借金 を負い，

果たせ ない義務 を負 うことです。」(ヒ

ーバー'J● グラント
，GospelS亡aηdards

comp，G.HomerDurham[1941]，111)

わ た したちは教会全体 に向けて 自立

を呼びかけます。家族に深刻 な負債が

あっては，自立はで きません。人 に負

い 目があっては， 自立 も自由 もあ りま

せん。

わたしたちは教会の運営において模

範を示す ように努力 しています。方針

として，緊急時のために毎年，献金や

収益の特定の割合を蓄えています。

この場 で，教会 は管理運営か ら各事

業，各部門に至るまで，借 り入れをせ

ずに機能 してい ると申し上げられるこ

とをうれ しく思い ます。維持で きなけ

れば，プログラムを中止 します。支 出

を抑 えて収入の範囲内に とどめます 。

借 り入れはしません。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管 長に とっ

て最高に幸福 だったのは，教会が最後

の負債 を返済 した時でした。

借金が なく，しか もい ざというとき

のために少 しずつ蓄えたお金があ って

使 うことがで きるとい うのは何 とすば

らしい ことで しょうか。

フ ァウス ト副管長 はこのことを自分

か らはおっ しゃらない と思いますので，

後で しか られるか もしれ ませ んが，わ

た しか ら話 します。彼はかつて4パ ーセ

ン トの金利で家のローンを支払 ってい

ました。多 くの人は，せ っか く金利が

低いのだか ら，一度に全額返済するの

は愚かなことだ と言ったものです。で

も彼 と奥 さんは，お金がで きたところ

で一括返済 して しまいま した。以来彼

は，借 金とは無縁の生活です。 いつ も

にこにこ してロ笛 を吹 きなが ら働いて

いるのは，そのためです。

兄弟 の皆 さんに強 く申 し上げたいの

は，家計の状態 をよ く調べて支出を抑

えることであ り，購買欲 を抑 えて，借

り入れをできるだけ避けるとい うこと

です。負債 はで きるだけ早 く返済 して

束縛か ら逃れて ください。

わたしたちが信 じているこの福音 に

は実務面が含 まれています。神の祝福

を受けて皆さんの家が秩序の家 とな り

ます ように。借金を返済 し，少 しでも

貯金をすれば，嵐が襲 って も奥 さんや
r
お 子 さんを守る家があ り，心 には平安

が訪れます。この件 について申し上げ

たかったのは以上ですが，わたしが何

より強調 したい と感 じている事柄です。
み わ ざ あかし

この業が神の御業であることを証 し，

皆 さん一人一人を愛 している ことをお
あがな

伝 えします。騰 い主である主イエス ・
み な

キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。
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●1998年10月4日(日)午 前の部会

天の窓を開く

第二副管長

ジ ェームズ ・E・ フ ァウス ト

じゆうぶん

什分の一ば貧富を闘わず 世界φに住む各教会貫の幸福と豊かさのゴ=台

となる基本原則 ざす。

た しはこの説教壇 に立つ と，い

わつ も責任 の重大 さ を感 じます。
今 またへ りくだる気持ちになってい ま

み た ま

す。皆 さんがわた しの言葉 を御霊 を通

して理解 していただけたら幸いです。

わた しはこの場で天の窓 を開 くとい

うことについてお話 ししたい と思 いま

す。わた しが信仰 と犠牲 について学ん

だのは，祖父の農場で働 いていた子供

のころで，1930年 代 に起 こった経済恐

慌 の時期で した。農場 の固定資産税の

支払いが遅れ，ほかの多 くの人 と同様

祖父 にはお金があ りませ んで した。 ま

た 日照 りのために牧草が育たず，牛や

馬が死んでい きました。 ほんのわずか

生育 した牧草の刈 り取 りをしていたあ

る 日の こと，祖父 は荷車 を牧場 の角の

牧草がいちばんよ く伸 びている所 に着

け，積 めるだけ積 んで什分の一 として

納めるように言いました。

わた しは生活の支え となっている牛

が死にそうなのに，なぜ牧草を什分の

一 として納め られるのだろ うと思いま

した。 まさか主はそんな犠牲 を求め ら

れるはずがないと思ったのです。 しか

し，主が何 とか して くだ さるとい う祖

父の信仰 には驚 きました。祖父が子や

孫に伝 えたこの信仰の遺産はお金 より

はるかに貴重 なものです。世のいかな
みわ ざ

るものよりも主 と主の神聖な御業 を愛

していることを示 して くれたからです。

祖父は裕福 にはな りませ んで したが，

主 と自分 に正直に世 を去 りま した。

わたしが什分の一 を納 める精神 につ

いての理解 を深めたのは，ヘ ンリー ・

D・ モイル副管 長を通 してです。彼は

若年 のわた しが監督 をしていた ワー ド

に住 んでいま した。彼は年末面接 のと

きにこ う言いま した。 「監督， これは

完全な什分の一 に少 し加えた ものです。

わた したちの受ける祝福 もそ うですか

らね。」

什分の一 は貧富 を問わず，世界 中に

住む各教会員の幸福 と豊かさの土台 と

なる基本原則です。什分 の一は犠牲の
かぎ

原則 であ り，天の窓を開 く鍵です。わ

た しは初等協会でこの ような詩を覚え

ました。 「什分の一 って なあ に。いつ

で も教えてあげるよ。100円 な ら10円 ，

10円 な ら1円 。」 しか し，祖父やヘ ンリ

ー ・D・ モイル副管長か ら教わるまで
，

その意味について完全には分か りませ

んで した。

什分の一の律法 は簡潔です。毎年個

人の得 る全利益の10分 の1を 支払 い ま

す。'大管長会 によれば，利益 とは年収

のことです。2収入 の10パ ーセ ン トが幾

らか は，主 と個人が決めるべ きもので

す。そこには法的な規則はあ りません。
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1

韓 国で改宗 した人がこう語っています。

「什分の一に関 して言 えば，貧富の差

は関係あ りません。収入の10パ ーセン

トさえ納めれば，少額で も恥 じる必要

はあ りません。高い収入の場合で もそ

の10パ ーセ ン トを納 めるのです。そ う

すれば，天父は喜 んで くださいます。

胸を張って誇 りに思 っていいのです。」3

世 界には 日々の糧 さえ もままならな

い教会員が大勢いますが，なぜ彼 らも

主の律法である什分 の一を守 るように

勧 め られるので しょうか。 このことに

ついてヒンクレー大管長はフィリピン

のセブ島でこう話 しました。「貧 しく惨

めな状況にあって も……福音 を受け入

れて生活 し，た とえわずかで も什分の

一 とささげ物を納めて ください
。……

そ うすれば茶碗 には御飯 が，背中には

服が，頭の上 には屋根が与 えられるこ

とで しょう。 これ以外の解決法があ る

で しょうか。」・

什分の一 を納めるだけのゆ とりがな

い と言 う人 もいるかも しれ ませんが，

主はわた したちがすべての戒めを守る

道を備えて ください ます。5什分の一 を

納 めるには最初の段階で大 きな信仰が

必要ですが，イエスはこう言われまし

た。 「神 のみ こころを行お うと思 う者
おしえ

であれば，だれでも……この教が……

わか るであろう。」6什 分の一は納めて

みて理解 できる律法です。事実，少額

でも主の分 をお返しす る信仰があれば，

きっと貧 しさを克服で きるとわたしは

信 じています。

什分 の一 を納 めな くても会員資格 は

失い ませ んが，それにかかわる祝福 は

失い ます。主はマラキを通 してこう呼

びかけてお られます。 「人は神 の物 を

盗む ことをするだろうか。 しかしあな

たが たは， わた しの物 を盗んでいる。

あなたがたはまた 『どう してわれわれ

は，あなたの物 を盗んでいるのか』 と

言 う。十分の一 と， ささげ物をもって

である。」7主 を信頼 して主が求め られ

る10分 の1を お返 しすれば，主は 「天

の窓」を開けて くだ さいます。主の約

束 は確 かです。 なぜな ら主は 「わた し

が天 の窓 を開いて，あふ るる恵みを，

あなたがたに注 ぐか否か を見 なさい」8

と約束されているか らです。什分の一

一一1



には物心両面にわたる祝福が伴 います

が，忠実 な人 々今の絶対的 な約束 は，

「あなたがたは永遠の富 を持つ」9とい う

ものです。

ビーバー ・J・グラント大管長 はこう

説明しています。「繁栄は什分の一を守

る人にもた らされる。わた しの言 う繁

栄 とは金銭面だけではない。……わ牽

しが考 える真の繁栄…… とは，つま り
あかし

神 についての知識や証が増 し，家族 と

ともに福音 の教 えに従 って生活する力

が強まることである。 これこそが真 の

繁栄である。」1・

関八重子姉妹はこの祝福 の一端を経

験 して，このように記 しています。

「わた したち家族が北 アルプスの山

並 みを一望で きる公園で1日 を過ご し

ていたときのことです。……4人 目の

子供がおなかにいたわた しは，幾 らか

疲 れを感 じ木陰 に身 を横 たえました。

そ して……我が家の家計 について思い

をはせていました。する と，胸がいっ

ぱいにな り，涙が あふれ てきま した。

『主 よ，什分の一 は完全 に納めてお り

ます。いろいろな面で犠牲 も払ってき

ました。一体いつ天の窓が 開かれ，苦

難が軽 くなるのですか。』

心か らそう祈 りました。ふ と目を転

じる と，夫 と子供たちが笑い声 を上 げ

なが ら遊び回っています。……突然 ，

あふれんばか りの祝福 は，今 まさに 目

の前にあ り，この家族 こそが天父が与

えて くださる最 もすばらしい祝福なの

だと，御霊がささや きました。」11

このように，天の窓は多 くの人に開

かれています。 したがって什分の一を

犠牲 としてではな く祝福や特権 として

考え・ましょう。

教会員に与え られた大いなる祝福 の

一つに
，毎年1度 監督 と会い，什分の一

の献金を納めたことを報告する機会が

挙げ られます。 これ は監督 にとって も

すば らしい経験 です。わたしが監督 を

していたワー ドには大勢の子供 を全員，

什分 の一の年末面接 に連れて来る人が

い ました。その人は，いちばん小 さな

子供 から始めて年の順に，監督である

わたしに什分の一の報告をさせました。

全員終わ ると，彼が妻 と家族 を代表 し

て報告 をしま した。忠実なこの家族 は

L 、 ～

L

大 きな祝福 を受けました。

この教会の什分の一は1838年 に預言

者 ジ ョセブ ・ス ミスに与 えられた啓示

において指示 されたとお りに管理 され

ているので安心 して ください。教義 と

聖約 第120章 で指定 されてい る18人 の

教会指導者が集 まって これ らの神聖 な

基金 を管理 します。 この評議会に出席

しているわた したちはこの神聖な責任

が 「彼 らへ の〔主御〕自身の声」'2に従 っ

て果たされていることを知っています。

ヒンクレー大管長 は歴史上かつてな

か ったほど多 くの神殿 を建設す ること

を発表 しました。神殿 を必要 とする状

況 は全世界で高 まっています。 これは
きよ

神殿が霊的に聖い場所 だか らです。神

殿 に参入す る人々は自分たちがサ タン

の攻撃から守 られ， 自分たちや家族を

滅 ぼそ うと渇望す るサ タンが阻止 され

ている ことに気がつ きます。周辺 に教

会員が住 んでいない孤 立 した地域 に住

む教会員は， 自分 たちの問にも神殿が

欲 しい と思 っているな らば， まず什分

の一 を納 めることによってあなたがた

の信仰 を表 し，㌦神殿の祝福 を受けるに

ふさわしいことを示すよう提案 します。

主はカー トラン ドにおいて教会の長老

たちに次のような啓示・を与 えられま し
き ょう

た。「今，人の子の来臨までは今 日と呼

ばれる。 まことに，今 日は犠牲の 日で

あ り，わた しの民が什分の一 を納める

日である。」13

主が ささげ物について語 られるとき，

この言葉 には複 数の意味があ ります。

主はわたしたちに忠実であることを示

す状態の一つ として，什分の一 を納め，

貧 しい者，乏 しい者を助けるために断

食献金 を納めることを望んでお られ ま

す。それと同時に，わたしたちには割

り当て られた献金やすでに負担額の決

まった献金，あるいは教会指導者か ら

の指示 とい う形を取 らない別の献金 を

納 める特権があ ります。中央宣教師基

金 ，人道的救援活動基金，モルモン書

基金 などです。さらに，ヒンク レー大

管長が発表 された新 しい神殿建設のた

めに自発的な献金 をす ることもわたし

たちの特権です。

最近わた しは，教会の中央神殿基金

に献金するために大 きな犠牲 を払 った
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一人の方から匿名の手紙を頂 きました。

その手紙には次のように書かれていま

した。 「自分のためにお金 を使いたいと

思った ときに，それを思い とどまって，

その分のお金 を神殿基金に入れること

を決心 しました。それは目標 を達成す

るまで，新 しい服や靴，本，美容院の

予約 ，ネック レス，そのほか自分の物

を一切買わないとい うことです。わた

しはそれが犠牲 だと思っていましたが，

むしろ喜びを もたらして くれることに

気づ きました。 とて も価値があ り，満

足感を与えてくれる経験です。」

預言者 ジョセブ ・ス ミスはかつてこ

の ように述べ ました。「あ らゆるものを

犠牲 とす ることを求めない宗教 は，命

と救いを得るために必要 な信仰 を人々

に持 たせることはで きない。」預言者は

さらに続けてこのように述べています。

「犠牲をささげない人々はこの信仰を持

つことができない。なぜな らば，人々が

この信仰を得るのはこの犠牲をささげる

かどうかにかかっているか らである。」'4

わた したちの献金 は信仰 によって聖

なる ものに変 えられます。最近，わた
せいさん

しが自分のワー ドの聖餐会に出席 した

ときの ことです。聖餐会が始まる前 に，

何人かの人たちが監督会の兄弟たちに

献金用の封筒 を手渡 していま した。彼.

らは笑み を浮 かべ，幸せ な顔 をしてい

ました。 これ らの封筒 には，主の祝福

に対す る心か らの感謝 を表すために，

喜んで納める彼 らの什分の一 とそのほ

かの献金が入 っていま した。それは彼

らの信仰の証で した。

かつては目にす るこ とがで きなかっ

た規模 で，神 の御業は世界の多 くの地

域で前進 しています。特 に，経済水準

がそれほ ど高 くな く，新 しい会員たち

が信仰の原則 を学 び，それをどのよう

に して祝福 と結びつけた らよいかを学

んでいる国々で発展 しています。 この

教会 において忠実 な会員であ るために

は犠牲 と奉献が求められます。そのた

めにはこの世の喜 びと富の追求を優先

させる生活 を改めなければなりません。
たまもの

なぜ ならば，永遠 の命の賜物 を得 るに

はわたしたちが持 っているすべてを犠

牲に して，この賜物 を受けるにふさわ

しくならなければならないか らです。
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旧約の時代 に主 は疫病をイス ラエル

に下 され，その結果，多 くの人々が亡

くな りました。主はダビデにエブス人

アラウナの打 ち場 で犠牲をささげるよ

うに命 じられ ました。 ダビデはアラウ

ナのもとを訪れ ました。アラウナはダ

ビデが訪れた訳を知 ると，犠牲をささ

げるために必要な物 を何で も提供す る

と言い ました。ダビデの答 えには彼の

深 い洞察力が表れてい ます。r代 価 を'

支 払ってそれ をあなたか ら買い取 りま

す。わたしは費用 をかけず に旙祭 をわ

たしの神，主にささげることは しませ

ん。」15ダビデが打 ち場 を買い取 って犠

牲 をささげると疫病は治 まりました。

現在の社会 には，.様々な形を した暴

力，悪，邪悪 とい う疫病があふれていま

す。聖約 を守 り，什分の一 とささげ物 を

納めている人々は，そうでない人々より

も，これらの猛毒 を持つ現代特有の邪悪

に対 していっそう多 くの守 りを与 えら

れることで しょう。 しか し，何の代価

も支払わずに済む ような犠牲 によって

この守 りを受けることはできません。

わたしがこの ことをお話 しす るのは

世界の宗教が あま りにもば らばらな方

向を向いているか らです。 もし努力 も

犠牲 もなしに安易 に手 に入るものがあ

ったとした ら，人々はそれを少 しくら

い手 に入るの はかまわ ない と考えるで

しょう。それ と対照的 に，末 日聖徒 イ

エス.・キ リス ト教会の会員 として祝福

を手 にするには，努力 と犠牲の両方 を

要求 され ます。祝福 を受 けるには什分

の一 とささげ物 を納める必要があ りま

す。わたしたちの宗教 は口曜 日だけの

宗教 ではあ りません。1週 の うち7日 と

も，模範的な行い と努力 を求 められま

す。召 しを受 け入れて，召 しを忠実に

果たす ことも含 まれます。主 と隣人に

対 して，清廉，高潔，正直でなければ

なりません。家庭を聖 さと愛のある場

所にす る必要があ ります。世の邪悪の

攻撃 に対 して果敢に戦 うことが求めら

れます。時には人々の反感に耐え，世

の標準 と相いれない生活を求め られる

とい う意味です。

わた しは微力 なが らこの聖なる御業

の一端 を担 っていることを誇 りであ り，

特権であると感 じてい ます。今や全世

界 に対 して幅広 く霊の手が差 し伸べ ら

れるとい う偉大な時代 を迎 えています。

それは驚嘆 に値 する光景 です。これは
かしら

神の御業で曳 この御業はこの教会の頭，

すなわちわた したちの主であ り，救 い

主であるイエス・キリス トによって導か

れてい ます。 ゴ憎 ドン・B・ヒンクレー

大管長は主の預言者，.聖見者 ，啓示者

です。わたしはヒンクレー大管長の霊

感あふれる指導 によって全人類 に祝福

が もたらされている と信 じています。

究極の ささげ物は，命 をささげ られ

た救い主御 自身 によるささげ物 です。

わた したちはそれぞれに，このような

思いを抱 きます。「主はわたしのために

どれほど多 くの血を流 されたので しょ

うか。」 わた しはイエスが キ リス トで

あ り，神の聖なる御子であ り，わた し
いや

たちの霊の癒 し手であ り，わたしたち
あがな

の救 い主であ り，人類の腰 い主であら

れることを証 します。 これをイエス ・
み な

キ リス トの聖なる御名に よって証 しま

す。アーメン。
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し ょ く ざ い

イエス・キリストの贈罪
を通して得られる希望

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マックスウニ[ル

真の希望ぱ，ののφの願ω以上のものさす。それば霊的なカを強める

右のさあり，決 しτ弱めることばありません。

き ょ う

弟姉妹 の皆 さん，今 ロこの場に

兄ともに集えることを感謝 します。
わた しの頭が光っているのは，友 人の

理容師が一生懸命に仕事 をしたか らで

はあ りません。 これはさらに治療 を受

けていて，それが効果 を発揮 している

ためで，大会 の度にヘアースタイルを

変えているわけではあ りません。

わた しは感謝の気持 ちでいっぱいで

す。第一 に主に対 して，次に愛す る妻

と家族に， また有能で親切な医師 と看

護婦の皆 さんに，そ してわた しのため

に祈 って くだ さる多 くの友人 と会員の

皆さんに，感謝 しています。

様 々な理 由により，現代社会は希望

に満ちた状態を求めて苦悩 しています。

その原因 と結果は ともに とらえに くい

ものです。

毎 日使 われる 「希望」 とい う言葉の

中には，特定の事柄 を特定の時期 に達

成す ることへの 「希望」が含 まれてい

ます。わた したちは，世界経済の回復

を 「希望」す るで しょうし，愛する人

の訪問を 「希望」 します。それ らは真

心か らの， しか し一時的な希望 と言 え

ます。

失望 はしば しば，この一時的 な希望

が実現 されないために起 こります。 し

か し今 日わたしがお話 ししたいのは，

永遠の希望の必要性についてです。

永遠 の希望 はほか と性質 を異 にし，
あがな

イエス とその偉大 な蹟 いに結びついて

います。また，その結果として与 えら

れる万人の復活 と貴重な機会，す なわ

ち 自由を もた らす悔 い改 めを実践 し，

聖文 にある 「完全 な希望の輝 き」 を得

ることと関連 しています(2ニ ーファイ

31：20)。

モ ロナイは確認 して言い ました。「あ

なたが たは何 を望めばよいのであろう

か。見 よ，わたしはあなたがたに言 う。

あなたがたは，キ リス トの順罪……を

望 まなければならない。」(モ ロナイ7：

40-41。 アルマ27：28も 参 照)こ の よ

うに真 の希望は，移 り変わる ものでは

な く，永続する不滅の もの と結 びつ く

のです。

当然のことなが ら，希望は福音のほ

かの教義，特に信仰や忍耐 とも絡み合

っています。

疑いや失望，心の鈍化が一緒 に来 る
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ように，信仰，希望，慈愛，忍耐 も連

れ立 って来ます。 しか し，後者が注意

深 く絶えず育てる必要があるのに対 し，

疑いや失望は，たんぽぽのように，.ほ

とん ど何 もしな くて も，芽が 出て広が

っていきます。ああ，失望は何 とたや

す く 「生 まれなが らの人」の もとを訪

れることでしょう。

例えば，忍耐があれば，人生経験 の

でこぼこをもっと平 らにす ることがで

きます。

信仰 と希望は絶 えず互 いに作用 し合

うので，いつ も簡単に，あるいは正確

に区別で きるわけではあ りません。そ

れで も，永遠の希望が待ち望む ものは，

確かな真理です(エ テル12：4。 ローマ

8：24;ヘ ブ ル11：1;ア ルマ32：21も

参照)。 回復 された真理を幾何学的に見

てみると，希望は信仰 と相似の関係 に

あ りますが， もっ と広い範囲を含むこ

とがあ ります。一方，「信仰 とは，望ん

でいる事が らを確信 し， まだ見ていな

い事実を確認す ること」で もあ ります

(ヘブル11：1。 エテル12：6;ジ ョセブ・

スミス訳ヘブルfl：1も 参照)。 この よ

うに希望 は時々，信仰 の現在 の領域を

超 えることがあ りますが，必ずイエス

のもとか ら発せ られるのです。

確かに人々の心 は，ほかの音楽では

な く，真の希望の 「起床 らっぱ」によっ

て奮い起 こされ ます。た とえ数少 ない

同志が眠 りに落ちた り戦列 を離脱 した

りして も，「明るい希望」が まだわた し

たちの前 でほほえみを見せ ています。

この希望によ り，意気消沈 した弟子 た

ちは期待を抱 きなが ら，空 の墓へ と大

急 ぎで走 りました(マ ルコ16：1-8;

ル カ24：8-12参 照)。 この希望 によ り，

ある預言者は遠 くの，人の手 ほどしか

ない小さな雲に救いの雨を見ました(列

王上18：41-46参 照)。

そのような永遠の希望 は 「たましい
いかり

〔の〕錨」とな り，キリス トを信 じる信仰
たまもの

と聖霊の賜物 を通 して保 たれます(ヘ ブ

ル6：19。 ア ルマ25：16;エ テル12：9

も参照)。 それに対 して，不死不滅の展

望 を持 たず に人生 を眺めると，希望ば

か りでな く，個人の責任感 までが半減

して しまいます(1コ リント5：19;ア ル

マ30：18参 照)。



人間社会 では，多 くの人が深い宗教

心に触れることな く，あるいはそれを

表す ことな く， 日常の仕事 をきちんと

こなしています。 しか しそれで も，す

べ ての人に幾分か与 えられる 「キ リス

トの光」 に知 らず知 らずのうちに導か

れているのです(教 義 と聖約84：46;

モ ロナイ7：16，18;ヨ ハ ネ1：9参 照)。

しかし中には，称賛すべ きことに， 自

分 を支える霊的な気持ちが存在 するこ

とを公 に認めている人 もいます。

それで も，身近 なものに対 して抱 く

一時的な希望は
，皮肉な結果や意外 な

出来事 によって失われやす いので，世

の中には深い絶望感が広が ってい くの

です。現代の人々は政治に対 して皮肉

で否定的な態度 を執 ります。多 くの人

が社会不安の増大 を憂慮しています。

霊的に安定 している人で さえ，社会

に広がる絶望感 を抱いています。冷 え

切 った世俗主義がそのような絶望 をも

たらし，多 くの人がバ トリック ・マイ

ニハ ン上院議員が 「不道徳行為 の正当

化」 と名付けた ものに屈服 しています

("DefiningDeviancyDown，"The

AmerfcaηSc加1a乙winterl993，17)。

確 かに絶望の多 くは罪悪のために生 じ'

ます。 その罪悪 は神が定義 してお られ

る罪悪です(モ ロナイ10：22参 照)。

罪悪 のある ところには実 にた くさん

の不満 と不和分裂があ ります。希望が

失われた結果，必然的に利己心が高 ま

り，多 くの人が 自分 を満足 させることに

心 を向けるの も，無理か らぬ ことです。

希望がは ぎ取 られると，パウロが記

した性癖が現れます。すなわち，「人が

死ねばそれで終 わ り」 とい う誤 った結

論 に追い詰め られ，「あす もわか らぬ

いの ちなのだ」 と考 えて 「飲 み食い」

するようになるのです(1コ リン ト15：

32;ア ルマ30：18)。
あらし

わた しは嵐が迫 り来ることを嘆 き悲

しみますが，中には役立つ こともある

で しょう。様 々な出来事が人々の注意

を再び神の より高い道，神 の王国に向

けるか らです。神の道，神の王国は 「太

陽の ように美 しく，月の ように明る く

な…… る」のです(教 義 と聖約105：31)。

個人 と国家 はこれからも，望む もの

を選ぶで しょう。 しかし，その選択 の

■.
＼1

最終の結果 を変えることはで きません。

ですか ら，急速に実が熟す るこの時

期 に，毒 麦が ますます毒麦 らしさを増

して も，驚 かない ように しま しょう。

「諸国民が悩み……おじ惑」う(ル カ21：

25)こ の時代 に，救いに役立つ問題が必

ずあるで しょう。「悪魔の王国は必ず揺

れ動 く。また，それに属す る者は，必

ず悔い改めるように促 される」か らです

(2ニ ーファイ28：19)。

この 「促 し」は，現実のものになる

で しょう。 わた したちにできるの は，

それが どのように起 こるのか推測す る

ことだけです。

それまでに，永遠の希望を持つ人は，

次 の簡潔な聖句の真理を受 け入れるで

しょう。「しか し，すべ てのことは時節

にかなって起 こる。」(教義 と聖約64：32)

した がって，多 くの人が神の戒めを

大切に思わない ときは，現在 の社会に

おいて希望が どのような状態にあるか

考 える とよいでしょう。確かに，「民の

声が正 しいことに反する事柄を望 むの

はまれ」です(モ ーサヤ29：26)。 しか

し， もし万一それが起 きた ら，世界の

社会情勢に大規模 な変化が もたらされ，

それから神の裁 きが下 るでしょ.う(モー

サヤ29;26，27参 照)。 神の啓示を受け

入れることによってのみ，必要な指示

や修正が授け られ，「希望の輝 き」が もた

らされるのです(2ニ ーファイ31：20)。

真 の希望があれば，世の人か ら見て

勝 ち目のない試合であって も，わた し

たちは 「熱心に善いことに携わ り」ます

(教義 と聖約58：27参 照)。 同様 に，真

の希望は，心の中の願い以上の もので

すρそれは霊的な力 を強めるものであ

り，決 して弱 める ことはあ りません。

希望 に満ちた人は，落ち着いていて軽

薄でな く，熱心ですが世 間知 らずでな

く，快活で堅実ですが 自己満足 には陥

りません。希望は，決意の形 を取 る現

実的な見通 しです。すなわち，逆境に

打 ち勝つだけでな く，終わ りまで 「よく

堪 え忍ぶ」ことを決意するのです(教 義

と聖約121：8)。

・「生 ける望み」という形ではあ りませ

んが，葬儀の席に も希望 は物言わずた

たずんでいます。わた したちが流す涙

は，絶望 のためではあ りません。む し

ろ，つ らい別れが呼び起 こした高 尚な

感謝の涙です。この別れの涙 は，間もな

く，輝か しい希望の涙 に変 わるのです。

真の希望 は，人前での一時的な狂信

的行為でな く，人目につかないクリス

チャンとしての奉仕 を促 します。 ファ

インリー ・ピーター ・ダ ンはいたず ら

っぼ く言いました。「狂信家 とは，もし

主が知ってお られれば行 われるであろ

うと自分 で思 うことを，自分で行 う人

である。」(quotedinThe7hlrd-Aηd

PossfblyrThe.Bes亡 一637Bes亡ThfηgrS

AηybodyEver5∂fdcomp.byRobert

Byrne，[1986]，no.549。)

確 かに，全知全能の神が定められた

時を待 ち切れない人は， 自分 が最善の

方法 を知 っていると言っているような

ものです。おか しなことに，腕時計を

している人聞が，宇宙の時 と暦 を管理

してお られる主に患告 しようとするの
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です。

神 はわた したちに，御 自身や御子の

ようになってみ もとに帰るように願 っ

てお られ ます。そこでその成長の過程

で欠かせないのが，わた したちの弱 さ

を明 らかにすることです。したがって，

もし永遠の希望 を抱 いていれば，わた

したちは従順 になるでしょう。主の助

けによって，弱 さを強さに変えること

がで きるからです(エ テル12：27参 照)。

しか し， 自分の弱 さを指摘 されるの

は，たやすいこ とではあ りませ ん。生

活の中で繰 り返 しそれが現れて くるか

らです。 しか し，これは 「キ リス トの

もとに」来 るための一段階であ り， も

し苦痛 を感 じれば，それは神の幸福の

計画の欠かす ことので きない部分 なの

です。 また，ヘ ンリー ・B・ アイリン

グ長老は，賢明にもこう述べています。

「もし指示 よりも称賛 を望 むなら，両

方 とも得 られないで しょう("ToChoose

andKeepaMentor，"AddressDelfv-

ereda亡 亡he1993Aη ηロa1σhversf亡y

Oonfbreηce，Brfghamybロ η9σhfversf一

亡y[1993]，42)

希 望 を もって前進す ることに より，

わたしたちは，何度で も喜んで，昨 日

は地平線のかなたにあった ことに今 日

挑戦 し，それによって自分 自身の経験

o

か ら，さらに希望 を引き寄せ ることが

で きるのです。パ ウロはこう言い まし

た。「患難は忍耐を生み出し，忍耐は錬

達 を生み出し，錬達 は希望 を生み出す。」

(ローマ5：3-4)で す か ら，神 にこう

歌 うのは当然のことです。「過 ぎ去 りし
あかし

日 々 に て ， 主 に証 せ ん 。」("WeThank

Thee，OGod，foraProphet"恥mηs，

1985，no.19よ り和 訳)

確 か に ， 真 の 希 望 を抱 く人 は ， ど ん

な に 時 が 変 化 して も， 自分 の 置 か れ た

状 況 を見 詰 め る こ とが で き ま す 。「信 仰

の 目」に よ り，変 化 す る こ の 世 の 状 況 の
みこころ

中に，神の御心 を見いだすのです(ア ル

マ5：15参 照)。

例えば，真 の希望を抱 く人 は，腐敗

した環境の中でも，堅固で幸福な家庭

を築 くために努力 します。彼 らの答え

は ぐらつ きませ ん。 ヨシュアは言いま

した。「わた しとわた しの家とは共 に主

に仕えます。」(ヨ シュア24：15)

わた したちは全世界を正す ことはで

きな くて も， 自分の家族 の悪い点 を直

すために努力することはできます。 ト

ールキ ンはこう言い ました。「わた した

ちの責任 は，世の中のすべて を制す る

ことではな く， この地上にい る間に人

を助 けるために手を差 し伸べ ることで

ある。 自分の住む地域か ら悪 を根絶す

れば，わた したちに続 く世代 はまとも

な環境の中で生活で きる。その ときの

天気 については，わた したちに責任 は

ない。」(丁血eRe加mof血e盈hg[1965]，

190)

兄 弟姉妹，この ようにわた したちは

家族の中で，「耕すためのきれいな大地」

を後の世代 に残す ことがで きます。家

庭か らは慈愛だけでな く，希望 も始 ま

るのです。

わた したちの責任が何であれ， わた

したちはパ ウロの言葉 にあるように，

過去 を振 り返 らず，昨 日の 自分に縛 ら

れず に，「望みをもって耕」す ことがで

きます(1コ リン ト9：10)。

純 粋な永遠 の希望は，「多 くの人の愛

が冷える」(マ タイ24：12)と きで も，

さらに深い愛 を持てるように助けて く

れ ます。わた したちは，罪悪が熟す世
きよ

にあって聖 さを増 し加 え，冷淡ですさ

んだ世 にあって， さらに親切で忍耐強
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くなり，人々が気落ちす るときに，心

に勇気 と希 望を持つ のです(モ ロナイ

10：22参 照)。

希望は伝染 してい きます。「〔わた し

たち〕のうちにある望みについて説明

を求め る人 に……いつで も弁明ので き

る用意 をして」いる場合は，特 にそ う

です(1ペ テロ3：15)。 ブ リガム ・ヤン

グ大管長によれば， もし知識 を人に伝

えず，善を行わなければ，「〔わた した

ちの〕見方は狭 まり，感情 は鈍 くなって

い きます。」(Desere亡NewsWeekly，

9May1855，68)

も しわた したちが 自分 にで きる具体

的な事柄 を探 し求めるならば，聖霊 か

ら導 きを受けて，行 うべ き 「すべての

こと」が示 されるで しょう(2ニ ーファイ

32：5参 照)。 これは聖霊の役割 の一つ

です。希望 を失った人 を助 ける機会は，

自分の家族や親族，落胆 した隣人，あ

るい はす ぐ近 くに住む人々の中にあ る

か もしれません。子供に読み方を教 え

る，老人ホームで入居者の世話をする，

あるいは忙 しさに戸惑 う両親の使 い走

りをす るなどでず。 こうした行為 によ

り，多 ぐの もの を人に伝えることがで

きます。同様 に，簡単 な会話が希望 を

伝 えるのです。そ うしている間に，世

の中は，世俗 的で規制に寛大 な人々と，

霊的な価値観 を大切 にす る人々に二分

されてい きますが，心配は要 りません。

したが って， わた したちは希望の恵

み を受けている弟子 として， 自らを狭

めるので なく何 らかの理 由で 「福音の

望みから移 り行 く」者を含め，人々に手

を差 し伸べ ましょう(コ ロサイ1：23)。

ジ ョン・ウェスレー作詞の賛美歌 「来

たれ，旅 を共に続けん」にあるように，

わたしたちの人生 と時間，過 ぎ行 く道

は様々ですが，いずれ もつかの間です。

しか し，「希望 と愛の業によ り」勝利 を

収める人々は，栄えある言葉 を聞 くこ
しもべ

とで し ょ う 。 「よ き僕 よ ，わ が 喜 び ， わ
くら い ざ

がみ座に 入 りて来た り，ここに座せ」

(『賛美歌』135番)

こ の輝 か しい瞬間が，希望の福音 を

通 して，いつの 日かわた したちの もの

となるよう，主なる救い主イエス ・キ
み な

リス トの御名 によって祈 ります。アー

メンQ



小規模神殿
大いなる祝福

七十人会長会

デ ビッド ・E・ ソレンセン

神殿の存在ば，わた したちか交わ した聖約，高潔さの必要控，そしτ

神ば決 し乙遠くにおられなωとωう事実を思ω起こざせる右のさある

べぎざす。

ックス ウェル長老， あなたは教

マ会 にとって偉大 な宝 であ り，全
世界にとっても祝福 です。神の祝福 と

守 りが ございますように。

兄弟姉妹，こうして皆 さんの前に立

つの は，足のす くむ ような思いです。

わた しが育ったころ，家族はユ タ州中

南部で牛の放牧 をして生計を立ててい

ました。わた しは馬にまたがって牛 を

集めた り，牛の世話 を した りして多 く

の時問を過 ごしました。ですか ら，実
き ょう

を言 うと，今 日ここでお話 しす るより

も突進 して来る雄牛 をかわす方が気 が

楽なのです。 しか し，皆 さんは親 しい

友であることも分かってい ます し，わ
み わ ざ

たしたちが行っている御業の重要性 も，

心から信 じています。

会員が まだわずかだ った教会初期の

時代，預言者 ジョセブ ・ス ミスは兄弟

たちに向かってこう語 りました。「この

教会 と王国の行 く末に関す るあなたが

たの知識 と理解は，母親のひざに抱か
おさなご

れた幼子程度 にす ぎません。……あな

たがたが今晩 目に しているのは，ほん

の一握 りの神権者にす ぎませんが，こ

の教会 は南北両アメ リカ，そして世界

に満ち るで しょう。」(asquotedby

WilfordWoodruffinConference

Report，April1898，57)わ た したちは

今，その預言 の一部が成就す るのを 目

にし始めています。

全世界で会員数が増加 するにつ れ，

神殿 の必要性 も増 してきました。ヒン

クレー大管長は13年 前こう語 りました。

「神殿 の中で行われる神聖で重要な業は

さらに推 し進められなければな りませ

ん。そしてそのためには，〔神殿 を〕会

員の住 んでいる近 くに建て，会員が遠

く旅す る必要のない ように しなければ

な りません。」(「神殿は主の宮」 『聖徒

の道』1986年1月 ，55)

神 殿 を人々の近 くにもたらすために，

これ まで教会が尽力 してきた軌跡を数

値で紹介 しましょう。

1900年 ， 儀式が執行 されている神殿

はわずか4つ で，場所はいずれもユ タ州

でした。

その後，1900年 か ら1950年 までの50

年 間 で さ らに4つ の神殿 が奉献 され，
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全 部 で8つ になりました。教会設立以来

最：初の100年 間 に，10年 に1つ の割合 で

神殿 が建てられたことにな ります。

1951年 か ら1980年 ま での30年 間で，

さらに11の 神殿が建て られ全部で19に

な りました。増加の速度 は大分増 した

ものの，神殿訪問はいまだ多 くの会員

にとって何年 もの貯蓄 と長旅を意味 し

てい ました。

1980年 代 になると，教会は神殿建設

にさらに力 を入 れ始めま した。1997年

までに32の 神 殿が奉献 されました。1年

に2つ の割合で建設 された ことにな り

ます。

そ して今，教会史上最 も神殿建設に

力を注 ぐ時代 に入 り，毎年少な くとも

15の 神殿 を完成する計画で進め られて

い ます。 この1998年 は ，2つ の神殿 が

奉献 され，15の 神殿が建設中，そして
くわ い

26の 神殿用地が鍬入れ式に備えてい ま

す。 これ ら43の 神殿 に，すでに儀式が

執行 されてい る神殿数を加 えると計94

にな ります。

これはわたしたち教会員にとってた

ぐいまれなる祝福です。『旧約聖書』に

は，聖なる宮 を建 てた人々か らもたら

ざれた喜びについて次の ように記 され
たがい

ています。 「彼 らは互に歌いあって主を

ほめ，かつ感謝 し…た。そ して民 はみ

な主 をさんびする とき，大声 をあげて

叫んだ。主の宮の基礎がすえられたか

らである。」(エ ズラ3：11。10，12，13

も参 照)

こ れらの新 しい神殿が建設 されるの

を目にして，わた したちもきっと主 を

賛美 し，喜びに涙す ることで しょう。

.ヒ ンクレー大管長やほかの人々の新

しい神殿建設 に向けての さらなる決意

を目にして，わた したちも立ち止 まり，

なぜ神殿がそれほ ど大切なのだろ うか

と自問す る気持ちがわいて くるのでは

ないで しょうか。実際，教会外の人々

には，わた したちが定期的に利用す る

非常に多 くの集会所 と，神殿 と呼ばれ

るきわめて特別 な建物 との違 いは理解

されないでしょう。

ヒンクレー大管長はその違 いについ

て次のように説明 しています。「これら

のすばらしく，かつたぐいまれな建物，

そして，そこで執行 される儀式は，わた

■



したちの礼拝 の究極 の姿 を表 してい ま

す。 これらの儀式 は，わた したちの神

学の最 も深遠な表現 となっています。」

(「伝 道 と神殿， そ して管理の職」 『聖

徒の道』1996年1月 号，60)言 い換 えれ

ば，神殿がわた したちにとって価値が

ある理由は，キリス トに来れ というわ

た したちの神学の中心 となる教 えを表

している場所だか らです。

神殿は二つの方法でそれ を示 してい

ます。第1に ，神殿 は象徴的にまた文字

どお りに， わた したちにキリス トと御

父を思い起 こさせ，教えてい ます。わ

た したちはキリス トがエルサ レムの神

殿で，伝道期間の主要な時期 を過 ごさ

れたことを知っています(ヨ ハネ7-8

章;マ タイ21-23章;マ ルコ11-12章;

ル カ20章 参 照)。 またキリス トは，光 と

水のように神殿で用い られる象徴 を御

自分に しば しば対比 させなが ら，教 え

の中で神殿 の象徴 を度 々使 われ ました

(例 として，ヨハ ネ7：38;8：12参 照)。
こんにち

今 日の神殿 での礼拝には，キリス トを

示す多 くの象徴が含 まれています。天
せん

にわたしたちの思いを向ける外観の尖
とう

塔か ら，神殿内で着用する白い衣装 に

至 るまで数多 く存在 します。 白い衣装

が象徴 しているものは黙示録 に記 され，

わたしたちが 「大 きな患難をとおって

きた人たちであって，〔わた したちの〕

衣 を小羊の血で洗い;そ れを白 くした」

ことを表 しています(黙 示7：14)。

神殿は御父の恵みと善良 さを絶 えず，

そ して物理的に思い起 こさせる もの と

して存在 します。それにより聖徒の共

同体その ものが強め られます。 ジ ョー

皇..

ジ ・Q・ キ ャ ノ ン副 管 長 は 次 の よ う に

述 べ ま し た 。 「神 殿 の礎 石 や 完 成 さ れ た

神 殿 は ど れ も ， … … 地 上 で の サ タ ンの

力 を 弱 め ， 神 の 力 と神 性 を 増 し ま す 。」

(LoganTemplecornerstoneceremo-

ny，19Sept.1877;quotedinNolan

PorterOlsen， 五〇ganTemp1αThe

万Yrs亡.ZOOyears〔1978〕 ，34)。
み ま え

神殿 は常に主の御前 にいることを象

徴 してきました。主は次のように述べ

ておられます。「また，彼 らにわたしの.

ために聖所を造 らせ なさい。 わた しが

彼 らの うちに住 むためである。……その

所でわたしはあなたに会い，……あなた

に語 るであろう。」(出エジプ ト25：8，22)

定 期 的に主の宮で礼拝すれば，神 に近

づ くことがで きます。そ して，主の宮

において神 を知 り， 自分が温 か く迎え

られていると感 じ，安 らぎを覚 えるよ

うになるで しょう。

世界中で非常 に多 くの場所 に神殿が

建 ち， より多 くの会員にとって神殿が

近 くなりました。神殿 のおかげで，キ

リス トとキリス ト御 自身がわた したち

のために払われた犠牲について思い起

こす こ とができます。神殿の存在 は，

わたしたちが交わ した聖約，高潔 さの

必要性，そして神 は決 して遠 くにお ら

れない という事実 を思い起 こさせ るも

のであるべ きです。

神殿は，その物質的存在 と表面上の

象徴以上に，第2の 方法，すなわち神殿

での儀式によってキリス トに来るよう

わたしたちを啓発 します。神殿 のすべ

ての儀式はキリス トとその神聖な召 し

が中心 となっていて，メルキゼデク神

権の権能によ り執 り行われます。教義

と聖約第84章 にはこの ように記 されて

い ます。「また，神権の儀式 と権能が

な くては，肉体 を持つ人間に神性 の力

は現 れない。」(教 義 と聖約84：21)そ

れ ぞれの儀式 はキ リス トに関する，ま

たわた したち と神の関係に関する事柄

を明らかにするための ものです。

神殿の儀式 には永遠の結婚 のように

理解 しやすい儀式がある一方，全影響

力 を理解するために入念で周到な霊的

準備が要求 されるものもあ ります。コ

リ ント人への第一の手紙でパウロは，

神 に関す る事柄 を理解するために神 の
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御霊を持つ必要があると述べてい ます。

「ところが，わた したちが受けたのは，

この世の霊 ではなく，神か らの霊であ

る。それに よって，神か ら賜 わった恵

みを悟 るためである。」(1コ リント2：12。

11，14節 も参照)神 の御霊は，神のわた

したちに対 する計画を知 るのを助ける

ので，よ り大 きな知識 を見いだすだけ
あわ

でな く， より大 きな平安 と憐れみを見

いだすことでしょう。
こんにち

また神殿 の儀式は，今 日大いに必要

とされてい る，家族を強める機会 を与

えて くれます。先祖 のための身代わ り

の儀式 を受け ることで強 さが得 られ，

したがって先祖 と子孫の間の 「固いつ

なが り」が形成 されるのです(教 義 と

聖約128：18)。 例 えば，地上に生 きて

いる問福音 を聞 く機会のなかった先祖

の身代 わ りに，神殿でが プテスマの儀

式を行 うことがで きます(1コ リント15：

29参 照)。

日本で21歳 の青年が福音 を受け入れ

てい く様子 を見 ました。バ プテスマ を

受 けて，家族の中で唯一の教会員とな

りました。亡 くなった祖父のための身
`

代 わ りの儀式 を行 えるよう，祖 父のた

めの家族歴 史の作業 を完成 しま した。

それは文字 どお り，祖父がすでに自身

では果たせ ない事柄 を，代理 として行

うことです。 この青年はバ プテスマフ

ォントか ら出て くるとき，涙 を浮かべ

ていました。そ してこの ように言いま

した。「今 わた しはあることを感 じ，分

か りました。 一つ の証 がで きま した。

それは，家族で教会員は もうわた し一

人ではない とい うことです。」これ らの

儀式 は彼 と家族 との関係 を強め，人生

に新たな一致をもたらしました。

マンタイ神殿の奉献式で，ロレンゾ・

スノー大管長は次のように祈 りました。

「この神聖な神殿が天の門 となり，終 わ

りなき命と永遠の統治へ続 く真っ直ぐで

狭い道への門戸が 開かれます ように。」

(MantiTemplededication，21Mayl888)

兄 弟 姉妹の皆 さん，天の門はわた し

たちに開かれてい ます。そ して主イエ

ス ・キリス トはみ もとに来るよう招 い
み

てお られ ます。 イエス ・キ リス トの御
な あかし

名 に よ り，へ り くだ っ て 証 い た し ます 。

ア ー メ ン。



あ か し

神を証する

中央初等協会第二副会長

スーザ ン ・L・ ワーナ ー

変動する価値観と混乱 する意見 ざあふれる社会にあ っτ，親が 子供た
ひかり

ち仁与える証ば彼らの信仰をつなぎ丑める鐘となります。

の御父は，わた したちが御 父に

天ついて知 り，御父の愛 を感 じら
れるように，御.自身 と御子 イエ ス ・キ

リス トを証す るすば らしい創造物で地

を満たす よう計両 されま した。皆 さん

は救い主 を証す るものをすべ て数え..ヒ

げ たことがあるで しょうか。夕焼 け，

貝殻， ライラックの花，湖，昆虫，動

物，不思議な朝の光景や星がきらめ く

夜空など，数多 くあ ります。

主御 自身は，モーセに次のように旨

われま した 「すべてのものにはそれに

似た ものがある。すべての もの は，現

.匿にかかわるもの も霊 にかかわるもの

も，わたしのことを証するため に創造

され，造 られている。すなわち，上の

天にあるもの，地の上 にあるもの，地

の 中にある もの，地の下 にある もの，

上の もの も.一ドの もの も，すべでの もの

が わた しの こ とを証す るのであ る。」

(モーセ6：63， 弘調付加)

わ た したちは世界の どこに住 んでい

ても，輝か しい朝 日を見 ることがで き

ます、，それは，わた したちの心 を満た

し，思いを啓発す るキ リス トの光 を証

しています。大 きな川 と曲が りくねっ

た小川はキリス トが生ける水の源であ

り，霊的な事柄 に対するわた したちの

渇 きをいや して くだ さることを証 しま

す。また，野のゆ りや小 さなすずめでさ

え，†二が あふれるばか りの関心 を寄せ

てお られることへの証 となっています。

けれ ども，神の驚嘆すべ きすべての

創追物 の中で，神のr供 であるわた し

たちだけが，神の形にか たどって創造

され ました。わた したちだけが雫的な

確信 を深めてい く力を授か り，そ して

神 に対す る自分の証を述べる手段 を授

かっています。神の子供であるわた し

たちは，天の御父 と御子 イエス ・キ リ

ス トを証する とい う特権 と神聖 な義務

を与え られていることを喜び としてい

ます。

少 し前の ことですが，孫娘 のスージ

ーは自分用の壇典 をもらい ました。彼

女が通っている学校のクラスには，光

生 も含め て教会員がほかにい ませ ん。

そこで彼女は，自分の真新 しい皇典に

記 されている 「信仰箇条」をクラスの

皆 に分か ち合いたい と思い ました。学

校で，興味深 い事柄を発表す る時間が

あるので，そのときに分かち合うのが

よい と判断 しました。その時間がやっ

て来 ま した。8歳 のスー ジーはクラス

の皆の前に立って，発表を始めました。

「わた した ちは，永遠 の父 な る神 と，

その御子 イエス ・キ リス トと，聖霊 と
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を信 じる。」その後も朗読 を続けました

が，第7節 を読 むと， 一人の子が大声で

この ように不平 を漏 らしました 「今は

そんなことは起 こらないんだよ。」する

と，その生徒 と同様教会員ではない先

生 はす ぐにこう答 えたのです 「先生 も

そんな話 を聞いたことが ないから，す

ばらしいニュースよ。」

わた したちは皆，福音の よきお とず

れを分かち合い，確信 していることを

ほかの人々に伝 えられます。聖霊のさ

さや きに敏感であれば，わた したちの

信条 をへ りくだって伝える機会を見い

だす ことがで きます、，内気 な8歳 の子

供で さえ，「信仰箇条」を分かち合 い

たい とい う気持 ちを抱いたのです。

福音 のよきお とずれについて証する

とき，わた したちは証を口にす ること

によってそのメ ッセージが真実である

と証 して くださる聖霊 をお招 きしてい

るのです。わた したちの言葉に力があ

るのではなく，わた したちの言葉に伴

い，聞 く人々の心に確信 を与える神 の
み た ま

御霊が力 を与 えて くれ るのです。『モ

ルモ ン書』で，ニーファイは次の よう

に説明 してい ます。「人が聖霊 の力 に

よって語 るときには，聖霊の力がそれ

を人の子 らの心 に伝えるか らである。」

(2ニ ーファイ33：1)

わ た したちが 自分たちの主張 を明確

に述べ ，信条 と考えについてへ りくだ

って証す るとき，御霊 は，語 った事柄

が直実 である とい う証 を，わたしたち

の雪に伝 えて くれ ます。 このことにつ

いて，ボイ ド・K・ パ ッカー会長代理

は，簡潔 にこう述べてい ます。「証 は

実際に証 をしてい く中で見いだす もの



なのです。」(「主のともしび」『聖徒 の

道』1988年12月 号 ，36)

変 動す る価値観 と混乱す る意見であ

ふれる社会 にあって，親が子供 たちに

与 える証 は彼 らの信仰 をつ なぎ止める

錨 とな ります。それは，家族の中でイ

エス ・キ リス トとそ の福音 につい て，

言葉 と行いによって証す るこ とです。

また， ともに祈 り，聖文を研究 し，定

期的に家庭 の夕べ を開 くこ とです。そ

れは，夕食時 に食卓 を囲み，親 と子供

が，教会の集会や活動か ら学んだ事柄

や，福音の原則 を実践 した 日々の経験

を分かち合 うことです。家族 とい う神

聖 な輪 の中で，子供は天の御父 と御子

イエス ・キ リス トに対 して，またこの

麗 しい地球上で家族 として ともに暮 ら

せ ることに対 して，愛 と感謝の気持ち

を示すことを学びます。

子供はそれぞれ霊的な感受性 を持っ

てお り，天の御父の創造物 を自分で観
は

察しています。水たまりを這う虫に対

して自然に興味を示し，貝殻から聞こ

える海の音に魅了され，空に漂う雲の

不思議な模様に心を奪われます。子供

の手を取 り，子供がそのすばらしい世

界を発見する様子を傍らで見守るのは

わたしたちにとってすばらしい特権で

す。 しか し，子供に この世界 の創造主

について教え，創造 主が子供 たち全員

に抱いてお られる愛について証す るこ

とは，もっと偉大で神聖な特権 です。

わた したちが子供 に対 して抱いてい

る気持ちを子供 と分かち合い，神 につ

いて証することによって，子供 たちが

自分の経験 を分かち合い，霊的な事柄

につ いて理解 していることや感 じてい

るこ とを言葉 に表現 させる扉 を開 きま

す。その気持 ちが神か ら与 えられたも

のであることに気づ くと，子供たちは，

教訓に教訓，規則に規則 を加 えられる

ように，救い主 を理解 し，愛すること

を学んでいきます。

子供たちは幼い ころか ら聖文の言葉

を耳 もとで聞 きなが ら成長 し，やがて

自分で聖文 を読め る年代 になると，す

でに彼 らは心に感 じている霊的な気持

ちを表現す る言葉 に慣れ親 しんでいる

のです。本 を読めるようになるはるか

以前の幼 い子供たちで も聖文が伝 えよ

うとしていることを肌で感 じるこ とが

で き， また神の愛 について理解 し始め

ます。

まだ2歳 に しかな らないブラッ ドリ

ー は家族で聖文 を読む時聞になる と，

うきうきしなが ら一緒 に参加 していま
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した。聖文 を読 む番が回 って くると，

彼 は聖典 を手に取 って 「天のお父様は

ぼ くの ことを愛 してお られ ます。天の

お父様はぼ くのことを愛 してお られ ま

す」 と言いなが ら慎重にペ ージをめ く

ります。天 の御父 とイエス ・キ リス ト

の変 わらぬ愛 を感 じることによってわ

たしたちの証の土台が築かれるのです。

最近ある家族が親族の交流 を図るた

めに山に集 まりました。お じい さんは

孫たちを散歩 に連れて行 きま した。辺

りに樹木が植 わっていない場所 まで来

ると，彼 は子供たち を丸太に座 らせ，

心 を悩 ませていた問題 について天の御

父に尋 ねたい と思 った一人の少年 につ

いて話 しました。その14歳 の少年 ジョ

セブ ・ス ミスは神が 自分 の祈 りにこた

えて くださるという信仰 をもって家の

近 くの森へ入って行 きま した。子供た

ちは静 かに話 を聞いていま したが，4

歳 のジョニーは日ごろか らだ まって座

っている ことが苦手 な子で した。その

ときも出 し抜 けにこう言い ました。「そ

の話，前 に聞いたことがあ るよ。」

それで もお じい さんは，ジ ョセブが

誠心誠意祈 ったこと，そ して栄光に包

まれた天の御父 と御子 イエス ・キ リス

トがジ ョセブを訪れて，祈 りが こたえ

られたことを話 しました。話が終わる ・

と，幼い ジョニーはお じい さんの手を

取 って言 いま した。 「お じい ちゃん，

とってもいい証だ った よ。」 ジョニー

はその話 をまた聞けてほんとうにうれ

しかったのです。

彼 はそれまでの生涯で，この神聖な

出来事について幾度 とな く話 して きま

したが，「自分の孫 たちにジ ョセ ブ ・

ス ミスの経験について証 した ときほど，

主の御霊を強 く感 じまた ことはあ りま

せんで した」と語って くれました。彼 と

お孫 さんたちは聖霊 による証 を感 じる

ことがで きたのです。わた したちの子

供たちもジョニー と同 じように聖文か

らの話 を聞かされているか もしれ ませ

んが，彼 らはその話 と，そこで教え ら

れている原則 が真実であるという証を

わた したちから聞いているでしょうか。
けいけん

簡潔ながらも敬慶な証が人に与える

影響力についてだれが推し量れるでし

ょうか。またその証を確認する御霊の



力が どれほ どの力を持っているか を判

断で きる人がいるでしょうか。子供た

ちが幼い と きに心 にまかれた証 の種
いつく

は，彼 らを慈 しむ人々が述べる真理の

証 を聞 くことによって，生涯を通 じて

はぐくまれるのです。

両親 は神 聖な責任 を担 ってい ます。

しか し，彼 らは幼 い子供 たちや若人と

証 を分かち合 って くれるお じ，おば，

友人，指導者，教師たちの助 けが必要

です。聖文 には 「二人または三人の証

人の口によって，すべ ての言葉が確定

される」 と書かれた箇所が幾つ もあ り

ます(教 義 と聖約6：28)。

成 長 した子供 たちか ら落胆 を覚える

ときに，彼 らが小 さかった ときにもっ

と熱心に証 をしておけばよかったと思

うことがあるか もしれません。しか し，

今 か らで も決 して遅 くはあ りませ ん。

昨年亡 くなったわた しの父 は生涯，証

を通 してわた しを導いて くれま した。

さらに父 は子供たちや孫たちだけでは

な く，これか ら将来生 まれて くる子孫

のことを考えて個人の記録 を書 き残 し

ま した。父が残 して くれたものの中で，

証 と愛 にあふれた記録ほど貴重 なもの

はあ りません。

わた しは父が 自らめ手で次のように

証 を書 いて教 えて くれたことをよく覚

えています。

1.神 は天にお られ る心優 しいわた

したちの霊の御父です。

2。 御子 イエ ス ・キ リス トはわた し
あがな

たちの救い主であ り，蹟い主です。

3.ジ ョセブ ・ス ミスは神 か ら召 さ

れた預言者で，地上にイエス ・キ リス

トの福 音を回復 し， 『モルモ ン書』 を

翻訳 しました。

4.末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会
こんにち

は今 日地上に存在す る主の教会です。

5.こ の教会 は生ける預言者 によっ

て導かれてい ます。預言者は神か ら啓

示を受けています。

兄弟姉妹の皆 さん， これが わた しの

証です。これ らの ことはすべて真実で

す。わた したち一人一人が，神が創造

された万物に よって，神が生 きてお ら

れることを証できます ように祈ってい
み な

ます 。 イ エ ス ・キ リス トの 聖 な る 御 名

に よ っ て ， ア ー メ ン。

.1

十 二使徒定員会会員

りチャー ド ・G・ スコット

義の力

主力笹 しωとされたことを選んlrω ると，最終的仁ば必ず最食の結果

仁結びつくのさす。

た しはこのメ ッセージがあ らゆ

わる人 にとって益 となることを希
望 していますが，特 に若人に向けてお

話 ししたい と思い ます。一部の若人は

将来を悲観 してい ます。彼 らは自分の

周 囲や世界で起 きている事柄 を見 て，

このように誤 った見解 を取 っているの

です。離婚率の増加，次第にエスカレ

ー トする犯罪，薬物，テロリス ト活動，

そのほか生活 を傷つけ，破壊する残虐

行為 によって， 自分たちの将来が脅か

されている と彼 らは考えてい ます。皆

さんはこれまでの人生で，選択 を間違

えたために自分の人生 と，時には他人

の人生 をも傷つけてしまうという恐ろ

しい結果を何度 も目に してきたと思い

ます。 この ような結果 になった とき，

人は単に，聞違いだったとか，判断力

が足 りなかった とか，人間の持つ弱点

のせいだったな どと言い逃れるために

あ らゆる口実 を持 ち出 します。 しか し

実際の ところ，それ らは単に人が神 の

戒め に背 いたために，神が重大な背 き

に発展す ると警告 してお られたとお り

の悲惨 な結果をもた らしたにす ぎない

のです。

わた し個人 としては，大いなる希望

をもって将来を待ち焦がれてお り，皆

さん もその ようにで きます。皆 さんは

歴史上最 も感動的な時代に生 きていま

す。 この ように楽観視する理由がある

中で，皆 さんが希望 と自信 を持てる最

大の根拠は，完全な主の教 えを手にし

てい るとい うことです。主の教えは豊

かな生活 を送るための方法 を明 らかに

しています。皆 さんが義にかなう生活

をす るならば，まことの幸福 を得て，大

きな業 を成 し遂げ られることを約束す

る儀式と聖約を交わす ことがで きます。

人生はすばらしい

人生 は，人生 に秘め られている麗 しさ

を見つける努力をす るな らばす ばらし

い もの とな ります。わた しは世界中で

物質文明から最 も取 り残 された地 を訪

れたときに，すべての雄大 さを備えた

日の出を 目にし，新 しい一 日を喜びを

もって歓迎する鳥たちのさえず りを耳

に したこ とがあ ります。 わた しは粗末

な家 を訪れて，小 さな花瓶に生 けられ

た花が放つ麗 しさ，周 りの世界か ら新

しい ものを発見 しようと夢中で遊んで

いる子供が恥ずか しそうに見せた笑顔

の麗 しさを見て きました。

皆 さんが，世界中で起 きてい る非常

に厄介 な出来事 を詳細 にわた りあか ら
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さまに報 じるメディアだけに目を向け

ていれば，意気消沈す るのは当然です。

天の御父が皆 さんにお与 えになった世
けいけん

界に敬慶な感謝の思い をもって 目を向

けるならば多 くのことを見 いだせ るは

ずです。 まず，皆 さんは神聖 な可能性

を持つ神の息子であ り，娘である とい

うことを思い起 こすところから始めて

ください。神 は皆 さんが喜 びと満足 を

もた らす人生 を歩めるように助 けて く

ださいます。

決断を下す

人生において皆 さんが決めた 目標に

到達するため には正 しい決断を下す こ

とが必要です。 どうすれば正 しい決断

を下せ るかを考えてみ ましょう。決断

には二つのパ ター ンが あ ります。 第1

を状況 に左右 される決断 と呼 び，第2

を永遠の真理 に基づいた決断と呼ぶこ

とにしましょう。では，それぞれのパ

ターンを詳 しく調べてみましょう。

状況 に左右 される決断パターンの中

心 となる原則 は，善悪ではな く，望ん

でいる結果 を最優先させて選ぶ とい う

ことです。 したが って，これ らの決断

に一貫性 を持たせ るために基準 を設け

るなどというこ とはまった く意味 を持

ちません。最 も望 ましい結果が今手に

入ると思われる ものを選びます。 この

方法 を取る人は 自分の力 と能力 ，それ

に自分の気 に入るような行動 を取 って

くれる人々の支援 以外 に頼 るものはあ

りませ ん。サ タンは人が この方法で選

択することを奨励 してい ます。 この方

法 は，決断す るときには非常 に魅力 的

であるかの ように見えるため，サタ ン

は人々を誘惑す るために好んで この機

会 を利用 していますが，実は危険をは

らんでいます。

状況に応 じた決断を下す人は最終的

に必ず と言 っていいほ ど重大な背 きを

犯 します。その人 を正 しい道に とどめ

る真理 という鉄 の棒が存在 しないので

す。彼は戒めか ら離れさせ ようとす る

多 くの巧妙 な誘惑 に絶えず さらされ る

ことで しょう。 これ らの選択は，それ

ほど悪い ものではない とか，社会的 に

広 く受 け入 れられている し，友達の範

L 一 ぽ
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囲 も広がるとかいう主張を並べ立てる，

ことによって正当化 されてい ます。基

本原則 を持 たなくとも才能のある人は

一時的に見事 な結果 を出すことがあ り

ます。 しか しその成果 は砂上の楼閣の

ようなものです。人格が試され る時が

来る と，それは粉々に崩れ，他人 を巻

き添 えにす ることも多々あ ります。

第2の パ ターン，すなわち永還の真理

に基づいた決断 は主の方法です。それ

は，主がお立てになった幸福 の計画に

添 って決断 を下す よう常 にあなたを導

いて くれます。これ らの決断は，望ん

でい る結果 を得 ることを最初に決める

のではな く，正 しい ことを行 うことが

優先 されます。主が正 しいとされた こ

とを選んでい ると，最終 的には必ず最

良の結果に結 びつ くのです。 しか しこ

のパ ター ンは，将来良い結果 を得 るた

めに，現在 あなたが熱望 している事柄

を捨てるよう要求 します。

義の力

義を行 うときに得 られ る力 によって

絶 えずあなたの生活に祝福 をもたらし

て ください。義 は自信 を築 くカ をもた

らし，信頼 を養い ます6ま た義 は永続

し，価値 のある業 を成 し遂げる基 とな

ります。義 にかなうためには神 の戒め

を積極的に守ろ うとする姿勢が必要で

す。思いと行いを清 くする必要があ り，

正直，公正で なければな りません。義

は言葉よりも行いに表されるものです。

義にか.なう生活をす るには自制が必要

です。 自制 とは人生最大の望み を達成

する代わ りに今あなたが望んでいるも

の を選択 しないよう抑制力が働 く個人

の資質です。 自制は厳 しい監督者か ら

命令 された結果人生を惨めなものにす

るもので はな く，友達の ようにいつ も

自分のことを考 えて くれ るようなもの

です。自制心 は，イエス ・キ リス トと

永遠の御父 を信 じる信仰 を基 とし，幸

福の計画 と主の教 えを理解することに

よって，たやす く身に付 けることがで

きます。

義 にかなった生活 を送 り，今 この上

な く魅力 的に見える事柄で はな く，常

に永遠の真理 に基づいて決断を下 して
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いる選 ばれた若い男性 と女性の皆 さん

に賛辞 を贈 りたい と思 います。正 しい

ことを行っていれば，皆 さんは神の助

けを受けて勝利を得ることがで きます。

将来を恐れ る必要はあ りません。神 の

律法に従い続けるならば，輝 く未来が

あなたを待 っています。皆 さんがふ さ

わしい状態 を維持す るこ とによって個

人 に祝福が もたらされるだけではなく，

将来人生をともに歩むであろう永遠の
はんりよ

伴侶 と子供 たち も祝福 を受 けるで しょ

う。 この世 には，問違った選択 をした

ために悲 しく落胆 した気持 ちにな り，

失意に満ちた生活を送っている人々が

大勢 います。皆 さんの模範 はそ ういっ

た人々に勇気 を与えます。

常 に永遠 の真理に基づいた選択をす

るこ とにより，義にかなった特質を伸

ばし誘惑 を退ける強 さを増 し加 える こ

とができます。皆 さんは必ず神の助 け

を得て，正 しい選択を行えます。また，
み た ま

御霊の導 きを受 ける資格 を与え られる

備 えもできます。御霊の導 きは皆 さん

が正 しい道 を選 ぶように助けて くれ る

だけではな く，それ以外 の方法では気
聾つ く
ことのない誘惑 に出遭 うときにそ

のことを警告 して くれ ます。皆さんは

今 ，正 しい決 断を下す ことによって，

神殿においてふ さわしい伴侶 と結ばれ，

自分 自身の永遠の家族 を築 き育てるた

めの準備をす ることがで きます。これ

らの祝福を受けるにふさわ しい人は皆，

主が定め られたときに，現世あるいは

次の世 においてその祝福 にあずかるこ

とができます。 これに対 してサ タンは

あなたを誘惑 して誤 った決断をするよ

うに全力 を尽 くして来ることで しょう。

皆 さんが この地上にいる最大 の目的は

自分 自身の家族 を築 くことです。永遠

の伴侶 を探 し求 めるときに，御霊に逆

らうような方法を取ってはな りません。

サ タンは弱い人に照準 を定めて誘惑 し，

二人が愛 し合っていれば，性 的な関係

を持つ こ とが認め られ ると理 由づけ，

それ らの行為を正当化させ ようとしま

す。 しか し，そのようなことは決 して

正 しくあ りませ ん。神は適切な行動の

境界線 を定めてお られます。

わたしたちの体 の一部で，神聖かつ

個人的な部分 に関連 して起 こる強い感



情 は，結婚 という聖約 の下で，夫婦 に

とって適切 で容認で きる方法で用いる

ように意図 されてい ます。 これ らの感

情は夫婦 を結び合わせ，家族 を築 く責

任 に備 えさせ るための愛 と信頼 を形作

る大切 な要素 となっています。 また こ

れ によって子供 をもうけるという祝福

をもた らして くれ ます。 こういった強

い感情 は結婚の聖約に基づいていない

ところで 自己満足を得 るために刺激 し

た り，用いた りしてはな りませ ん。ま

た これ らの感情 をあおるために，他 人

の体 の神聖かつ個人的な部分 に触れた

り，あるいは衣服を身に付 けていて も

いな くとも，皆 さんの体 をほかの人に

触れさせた りして もな りません。 自分

の体 の一部を刺激 してその ような感情

をか き立ててはなりません 。それは悪

い ことです。決 してしないで くだ さい。

それは，皆 さんが 自分 の将来について

非常に大切 な決断を下 さなければな ら

ない ときに，聖霊の導 きを受ける力 を

弱めて しまいます。このような行為 は

容易 に抜け出せ ない中毒 症状 と化 し，

重大 な背 きへ と発展 します。

サタンは皆 さんが見た り，聞いた り，

触れた りするものによって これ らの強 』

い感情がか き立て られることを知って

い ます。 このような感情がか き立て ら

れる と，人は破壊へ と導かれるかっこ

うの実験台 とな り，次いで重大 な背 き

へ と走 ることになります。サタンはポ

ル ノグラフィー を，ビデオテープ，映

画，雑誌， コンピューター画像，ある

いは汚れた音楽 などの手段 を通 し，人

を堕落 させることを 目的 として使 って

い ます。そのような ものか ら皆 さんの

目と耳 と思い と心 を閉 じて くだ さい。

あ るが まま受け入れると，最初 は興 味

本位で見た り聞いた りしていたもの も

やがては太刀打 ちで きない怒 り狂 う怪

物へ と確実に成長 します。 この悪魔 と

化 した思いは健全な望みやふさわしい

関係にある仲 を台な しにし，高貴な思

いや行 いを破壊 して，ついには皆 さん

を滅ぼ して しまい ます。 どのような形

にしろ，みだ らなものを覆っている包

み を解 いてはな りませ ん。そうすれば

皆 さんはそのような ものの とりこにな

ることはあ りません。 この ような破壊

力 を持つ くもの巣 に捕 らえられた ら，

す ぐにその行いをやめて，助けを求め

て ください。助 けが得 られ るように，

またこの中毒性 のある習慣 を克服する

力 を与え られ るように，主 に願い求め

て ください。

ここで大 きな誘惑に負 けて しまった

方 々に少 しお話 ししたい と思い ます。

どうか悪い癖 を今す ぐやめて ください。

理解ある両親，監督，あるいはステー

ク会長の助け を借 りてやめ ることがで

きます。不道徳な行為 などの重大 な背

きを犯 した人が完全かつ適切に悔い改

めの過程 をだれに知れることもな く着
まっと

実 に全 うす るには，監督やステーク会
か ぎ

長 など適切 な権能の鍵 を持つ人の助け

が必要です。重大 な背 きについて告白

して しまえば悔 い改めが終わったと考

えるような間違いを犯 さないで くださ

い。告 白は大切 な段 階ではあ りますが，

悔い改めに必要なことのすべてではあ

りません。 また監督やステーク会長が

あなたの背 きについて詳 しいこ とを尋

ねなかったか ちといって，皆さんはそ

れらのことを話す必要はない と考 えな

いで ください。皆 さんの務めは，監督
ゆる

やステーク会長が完全 に罪の赦 しを得

るために備 えられた悔 い改めの道 を皆

さんが正 しく歩む助けがで きるように

す るために， 自分が犯 した罪の内容 を

彼 らに十分理解 できる ように伝 えるこ

とです。救い主はこの ように約束 して

お られます。

「見 よ， 自分 の罪 を悔 い改めた者は

赦 され，主 なるわたしはもうそれを思

い起こさない。

人が罪 を悔い改めたかどうかは， こ

れによって分か る。す なわち，見 よ，

彼 はそれを告 白し，そ してそれを捨て

る。」(教 義 と聖約58：4243)

さて ，わた しは時々経験することで

すが， 自分がある集団の中 にいて，そ

の場の雰 囲気に溶 け込んでいないゆえ

に孤独感を覚えた り，仲間か ら誤解 さ

れていると感 じた りすることが皆 さん

もあることで しょう。そ ういった場合，

皆 さんが義 にかなった生活 を送ること

によって自分 自身が変化 していること

に感謝 してみて ください。その変化ゆ

え，皆 さんは周 りにいる人 と溶け込み
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に くく，集団の中にあって居心地が悪

いと感 じるのです。現世 は皆 さんが試

練 を受け，成長を遂げるために備 えら

れた一時期にす ぎません。 この時期が

過 ぎる とわた したちは真の友達 を得 ，

大 きな幸せ を手にす るこ とができるの

です。

世の中は光 を必要 としてい ます。皆

さんがその光になって ください。皆さ

んが義 を行 うことによって，ほかの人々

は永遠の真理に基づいた生活がどれほ

どすば らしい ものか を確かめることが

できます。若い男性の皆 さんのうちで，

まだ伝道に出ていない人がいましたら，

ぜひ宣教師になる準備 をして ください。

皆 さんは多 くの人々に祝福 をもたらし，

また自分 自身の頭 に偉大 で不滅の報い

とい う冠 を受けることで しょう。若い

女性である皆 さんは，姉妹宣教師 につ

いて ヒンクレー大管長が1997年10月 の

総大会で語 った霊感あふれる勧告 に従

って くだ さい(see"SomeThoughts

onTemples，RetentionofConverts，

andMissionaryService，"ENSZON，

Nov.1997，52)。

わた しは救い主が生 きてお られ るこ
あかし

どを証 します。救い主は皆 さんを愛 し

てお られます。わたしは皆 さんが常に

正 しいこ とを選択す るな らば，主が聖

霊 を通 して将来夢 にも勝 る輝 しい栄光

に向かって皆 さんを導いて くださるこ

とを確信 しています。イエス ・キリス
み な

トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。

『一 一一l
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人々がわたしたちについて

尋ねること

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

わた しが……願 うことば，入々力吻 た した ち仁抱ωτωる疑周に対 し

τ， さぎるかぎり簡潔に、わた しの釜えを提供したωとωうことさす。

愛
す る兄弟姉妹の皆 さん，皆 さん

にお話 しで きることは，実に光

栄なことです。

最近，わたしたちは度々マス コミの

インタビューを受けています。多 くの

皆 さんが御存 じのように，最近，わた

しは 「ラリー ・キ ング ・ライブ」 とい

うテ レビ番組 に出演 しました。わた し

が出演 に同意 したのは，出演す ること

で逆効果 を招 く可能性があるとは思 い

つつ も，同時に，わたしたちの 目の前

にある様々な問題について世の人々に

語 りかける良い機会になるか もしれな

いと感 じたか らです。

その番組の中で，キング氏 は単刀直

入 にこう尋ねて きました。「あなたの役

割は何 で しょうか。あなたは巨大宗教

の指導者であるわけですが，そのあな

たの役割 は何 ですか。」

それに対 して，わた しはこう答 えま

した。「わた しの役割は教義を宣言する

ことです。わたしの役割は人 々の前 に

立って模範を示す ことです。 わた しの

役割 は真理を守るために語ることです。

わた しの役割 は，わた したちの文明や

社会において，重要で価値あることを

守護す る者 として，堅 く立つことです。

わた しの役割は，導 くことです。」

この答 えはあ らか じめ用意された も

のではあ りませ んで した。そのような

ことを尋 ねられるとはまった く予想 し

ていなかったか らです。さて，今 日は，

その ときに答えた気持 ちを思い起 こし

なが ら，マス コミやほかの教会の人々

か ら決 まって出される疑問 を6つ か ら7

つ ほど採 り上げて，答 えてみたいと思

います。この ような機会ですか ら，わ

た しの答 えは必然 的に短 くならざるを

得 ません。 これか らその疑問を幾つか

採 り上げますが，一つ一つがそれぞれ

独立 した説教がで きるほ ど，重要 な問

題です。

わたしはその ような質問を幾つか選

び出 しましたが，特別な意図があって

順番 を決めたわけではあ りません。た

だ，最初の質 問だけは別です。わたし

はだれか と議論 をしようというのでは

あ りません。 わた しはあ らゆる人々の

宗教を尊敬 し，その教 えに従 って生 き

ようとす る人々の望み に敬意 を払って

い ます。わた しがひたす ら願うことは，
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人々がわたしたちに抱いている疑問に

対 して，で きるかぎ り簡潔に，わた し

の答えを提供 したい ということです。

質問1。 神についてモルモ ンはどの

ような教義 を持 っているか。

最初の示現の時代以来，人々はこれ

までずっ と同じ質問を投 げかけて きま

した し，今で も同 じ状態が続いていま

す。そ して，その状態は，人々が言い

伝 えられて きた ままの神 を信 じ，一方，

わた したちが現代 の啓示に基づいた神

についての証を持ち続けているか ぎり，

将来 も続いてい くでしょう。

預言者ジ ョセ ブは，次のように宣言

しました。「神 の属性 につ いて確実 に

知ること，そ して，人が人 と話ができ

るように，わたしたちも神 と話ができ

る可能性があることを知 るこ と，それ

が福音の第一の原則である。」(Teacか

加gsof亡heProphe亡 ∫osep血8エnf亡瓦Sel.

JosephFieldingSmith，345)

「わた したちは，永遠の父 なる神 と，

その御子 イエス ・キ リス トと，聖霊 と

を信 じる。」(信仰箇条1：1)こ の信仰

箇条第1節 は，わた したちの教義 を明

確 に表 してい ます。わた したちはアタ

ナシウス信条を受け入れていませ んし，

ニケーア信条 も受 け入れてい ません。

また，人の言い伝 えや結論 に基づ くい ・

かなる信条 も受け入れていません。

わた したちがわた したちの教義の土

台として真心か ら受け入れているのは，

預言者ジョセブ・スミスの言葉です。ジ

ョセブが知恵 を求めて森 の中で祈 った

ときのことで した。「光がわたしの上に

とどまったとき，わたしは筆紙に尽 く

し難い輝 きと栄光を持つ二人の御方が

わた しの上の空中に立 ってお られるの

を見 た。す ると，そのうちの御一方が

わたしに語 りかけ，わたしの名を呼び，

別の御方を指 して，『これ はわたしの愛

する子である。彼 に聞きなさい』と言わ

れた。」(ジ ョセブ・スミスー歴史1：17)

実 体 を持つ二人の御方がジ ョセブの
みすがた

前に御姿 を現 され ました。ジ ョセブは

その御二人にまみえたのです。御二人

は人 と同 じ形 をしておられま した。唯

一の違いは
，その外観がはるか に栄光

に満ちていた とい うことです。 ジョセ

ブは御二人に語 りかけ，御二人 もジ ョ



セブに語 りかけられました。御二人は，

実体 のない霊 のような存在ではあ りま

せんで した。御二人はそれぞれ独立 し

た御方で，骨肉の体 をお持ちの存在 で

した。そ して，この点については，後

に預言者 ジョセブに与 え られた啓示の

中で，再確認されています。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会

員 としてのあ らゆる信条 は，この栄光

に満ちた最初の示現が真実であるとい

う事実に立脚 してい ます。それは，時

満ちる神権時代 を開始するに当たって，

天 と地の問の とば りが裂 けた瞬間で し

た。わた したちの教義のよ りどころと

して，そ して，わた したちの教 えの よ

りどころとして，また， わた したちの

生 きるよ りどころとして， この最初の

宣言以上 に重要 なものばほかにあ りま

せん。わたしは， もしジ ョセ ブ ・ス ミ

スが父なる神やその愛す る御子 と話 を

した というな らば， ジョセブの語 った

それ以外 のこともすべて真実であると

申し上げてお きます。救 いと永遠の命

に至 る数 々の真理の土台 となっている

のが，この教義なのです。

わた したちはクリスチャンで しょう

か。・もちろん，クリスチャンです。わ

た したちはキ リス トを信 じ，キ リス ト

を礼拝 しています。わた したちはまた，

神聖 な聖約の下に，キ リス トの聖 なる
み な

御名 を自分の身に受 けています。 わた

したちの所属する教会は，キ リス トの

御名 を頂いています。キ リス トは，わ

た したちの主であ り，わた したちの救
あがな

い主であ り，わたしたちの贈い主です。

その蹟いによって，救いや永遠の命 と
しょくざい

ともに，腰罪が もたらされたのです。

質問2。 同性愛について，教会 はど

のような立場 を取っているか。

まず第1に ， わた したちは，男女の

結婚 は神 によって定 められたものであ

ると信 じています。 わた したちは，結

婚 というものは，主 の宮において永遠

の神権の権能 を行使す ることによって

永遠のものにな り得 ると信 じています。

人々は， 自分の ことをいわゆるゲイ

や レスビアン，すなわち同性愛者だ と

考えてい る人たちについて，わた した

ちの教会が どのような見解を持 ってい

るか，尋ねます。それに対す るわた し

の答えはこうです。わたしたちはそ う

した人たちを神 の息子娘 として愛 して

いるということです。そうい う人たち

は，強力で，恐 らくは抑制 し難 い性癖

のようなものを持 っているのか もしれ

ません。大部分の人々は，折に触れて，

何 らかの性癖を持 っていることに気づ

きます。そ うした性癖 に従 って行動 を

起 こさないか ぎり，その人 は，ほかの

あらゆる教会員 と同様に，前進 を続け

ることがで きます。 しか し，貞潔の律

法や道徳 の標準 を犯す ようなことがあ

れば，ほかの違背行為 と同様に，教会

にあって宗紀の対象 となります。

わた したちはその ような問題を抱 え

ている人々を助 け，強め，援助 の手 を

差 し伸べたいと考 えています。しか し，

そのような人たちが，不道徳な行為 に

ふけるようになった り，あるいは，い

わゆる同性結婚を唱導 し，i擁護 し， ま

た実際 にその趣 旨に従って生活するよ

うになれば，わた したち としてはそれ

を見過 ごしにしてお くわけにはいきま

せ ん。そのようなことを許容するとい

うことは，神が定められた重大で神聖

な結婚の基盤やその真の 目的，すなわ

ち家族 を養 い育てるとい う目的 を軽視

することにもな りかねないからです。

質問3。 堕胎に関して教会は どの よ

うな立場を取 っているか。

疾病管理予防センターによると，1995

年 には合衆国だけで120万 件以上の中絶

手術が行われた とのことです。人問の

生命 の尊厳 に対するわた したちの考 え

に何 か変化 があ ったので しょうか。人

はどうやって，偉大でかけが えのない
たまもの

命 という賜物 を否定す ることがで きる

ので しょうか。命 とはその起源 も成 り

立ち も神聖 なものであるはずです。

子供 とは何 とすば らしい存在で しょ

うか。生 まれたばか りの赤 ちゃんの何

と麗 しいことで しょうか。人の生命 の

創造以上 に偉大 な奇跡がほかにあるで

しょうか。

堕胎 は醜悪な行為 であ り，人の価値

を下落 させ る行為です。最終的には，

後悔 と悲 しみ と失望 とをもた らす もの

なのです。

わた したちは堕胎 に公然 と反対 して

はい ますが，場合に よっては，それが
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許 され る状況 もあ ることは認めます。・
そうかん

例 えば，近親相姦や暴行に よる妊娠の

場合，母体の生命や健康が重大 な危機

にさらされていると資格ある医療機 関

によって判断 された場合，あるいは胎

児 に重大 な障害があって誕生後 も生 き

延 びる可能性 がない と資格ある医療機

関によって確認された場合 などです。

しか し，そのようなケースはまれで，

その ようなことが起 きる可能性 はごく

わずかです。

それでも，そうした事態に直面 した

場合には，地元の教会指導者 と相談 し

て，真心 から祈 り，手術 を実施す る前

に祈 りを通 して確認 を受 けてお くこと

が求め られています。

しか し，そんなことよりもはるかに

良い解決法があ ります。

もし関係 した男性 と結婚する見通 し

が な く，母親が遺棄 されている場合に

は，赤ちゃん を愛 し世話をして くれる

親 たちにその子を養子 として託す とい

う非常に喜 ばしい選択肢が残 されてい

ます。立派 な家庭 の中には，子供の誕

生 を望みなが らその希望がかなえられ

ずにい る夫婦が数多 く存在 しているか

らです。

質問4。 一▲夫多妻について教会 はど

のような見解 を持 ってい るか。

この件に関しては，最近，数多 くの

新 聞記事が書かれてい ます。 これは多

妻結婚 を実行 している人々の一部に子

供への虐待 の事実があ ると断定 された

ことが発端になっています。

わた しは，この教会 は恥かなる意味

で も一夫多妻 を実行 している人々とは

関係が ないことを，断言 してお きたい

と思います。 その ようなことをしてい

る人々は，この教会 の会員 ではあ りま

せん。その大部分の人 々は教会員であ

ったこともあ りません。彼 らは法律 に.

違 反 してい ます。彼 らは， 自分で も法

律に違反 していることを知っています。

彼 らは法律に従 って罰 を受けるはずで

す。 もちろん，この教会はその点に関

して，いかなる意味で も，法 を執行す

る権 限は保持 していません。

もしわた したちの教会員の中に多妻

結婚を実行 してい る者が見つか った場

合，その人は教会で課す ことので きる



罰則の中で も最 も重い罰である破門の

処分 を受 けることにな ります。その よ

うなことを実行 している人々は，法律

に直接背 いているだけでなく，この教

会の律法 にも違背 しています。わた し

たちの信仰箇条の一つによ り，わた し

たちはある拘束 の下にあ ります。そこ

にはこう述べ られています。「わた した

ちは，王，大統領，統治者，長官 に従

うべ きこと，法律 を守 り，尊び，支え

るべ きことを信 じる。」(信仰箇条1：12)

人 は法律 を守 りつつ，同時 にそれ を破

るなどということはできないのです。

「モルモン原理主義者」の ような もの

は存在 しませ ん。「モルモ ン」と 「原理

主義者」 を一続 きの語 として使 うこと

自体，大 きな矛盾 なのです。

さらに，1世 紀以上 も前に，神 は，多

妻結婚の実施 を中止する ようにとその

預言者 ウィルフォー ド ・ウッ ドラフに

明確 に示 され ました。 これはつ ま り，

現在，多妻結婚は神の律法 に反す ると

いうことです。法的にも宗教的に も多

妻結婚が認められている国々において

さえ，教会は，結婚 は一夫一妻でなけ

ればならないと教えてお り，多妻結婚

を実行 している人々を教会員 として受

け入れるこ ともしていません。

質問5。 教会の成長の原因 はどこに

あるか。

わた したちは成長 しています。す ば

らしく成長を続けています。 自然増 と

も言える子供 のバプテスマ と改宗者の

バプテスマを加えると，毎年40万 人ず

つ会員の数を増や しています。1千 万人

を基準に計算すると，4パ ーセン トの増

加率 とい うこ とにな り，一教会 として

は例外 と言ってもいいほど，すば らし

い数字です。

人々は価値観の絶えず変化す るこの
いかり

世の中にあって，確 固とした錨 となる

もの を求めています。自分たちを取 り

巻 く世界が ます ます混乱の様相 を深め

てい るため， しっか りとつかむことの

できるものを必要 としているのです。

彼 らは，新 しい改宗者 として温かい

歓迎 を受 け，教会 を家庭の延長の よう

に思います。 また，聖徒たちのフェロ

ーシップにぬ くも りを感 じます。

新会員は奉仕の業に励 む割 り当てを

＼

受 け，責任が与 えられ ます。そ して，，

大 いなる前進 を続 けるこの神の業 に，

自分 もかかわっている とい う気持ちに

な ります。

そ して，当然 のことですが，真理 を

探 し求める人々のために，わた したち

の教会 には宣教師がいます。

新会員たちはす ぐに，自分たちが末

日聖徒 として多 くの期待 を担って い る

ことに気づ きます。 しか し，それを重

荷 と感 じることはあ りませ ん。新会員

にはそれだけの力があ り，何事 も喜ん

で行い ます。新会員 は，自分たちの宗

教 は改宗 した人の生活に変化を求め る

ような強い宗教 であってほしい と願 っ

ています。そ して，彼 らはその求め に

よくこたえています。新会員 たちは，

自分たちの受け入れた大いなる善につ

いて証 をします。また，非常に熱心で

忠実です。
はんりよ

質問6。 伴侶や子供に対する虐待に

ついてはどうか。

わたしたちはいか なる形 であれ，虐

待 やそれに類する行為については，強

く非難 します。伴侶や子供 に対する身

体的，性的な虐待 はおろか，言葉のう

えで も情緒 的な面で も，虐待 はあって

はな らない とわた したちは考 えていま

す。わた したちの 「家族の宣言」では，

こううたっています。「夫婦は，互いに

関心を示 し合 うとともに，子供たちに

対 しても愛 と関心を示す という厳粛 な

責任 を負ってい ます。……両 親には，

愛 と義 をもって子供 たちを育て，物質

的にも霊的 にも必要 なもの を与 え 〔る〕

…… という神聖 な義務があ ります。夫

と妻，すなわち父親 と母親は， これ ら
み ま え

の義務 の遂行 について，将来神の御前

で報告す ることにな ります。」(「家族

世界への宣言」『聖徒 の道』1996年

6月 号，10)

わた したちは，この忌 まわしい悪事 を

追放す るために，知 っている限 りのあ

らゆる手立てを講 じているところです。

夫 と妻が平等であることを認識 し，この

世に生 まれ出る子供 は皆神の子供であ

ると認 めるとき，そこには当然，わた

したちに責任が託 された人々を忍耐強

い愛をもって養い，助 け，愛するとい う

大 きな意味での責任が伴って きます。
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妻や子供たちを虐待する男性は，神

の神権 を保持す る資格が あ りませ ん。

妻や子供 たちを虐待す る男性は，この

教会で教会員 として良い評価 を得 る資

格 もありません。伴侶や子供たちを虐待

す るとい うことは，神の御前に大 きな

罪 を犯すことであ り，また，そのような

生活か ら抜 け出せ ない場合 には，教会

の宗紀上の処置の対象 となるでしょう。

質問7。 教会の財政はどの ように運

営 されているか。

今朝，フ ァウス ト長老がこの件 につ
めいりよう

いて とて も明瞭に話 して くれま した。

外部の人々は，わた したちが これだけ

の規模の ものをどのように して動か し

ているのか，不 思議 に思っています。

教会の ことについて発言 した り，書 い

た りす るときには，教会には大 きな富

と多額の資産があると説 明します。

確か にわた したちには資産があ りま

す。わた したちには全地に点在する礼

拝の家があ ります。そ して，毎年かな

りの数の新 しい建物 を建築 しています。

高等教育やセミナリー，インステイテユ

ー トといった偉大 なプログラムを運営

『
しています。 わた したちには，比類の

ない家族歴史の施設もあ ります。また，

伝 道組織 という一大事業の運営 もあ り

ます。宣教師自身やその家族 によって

支 えられる宣教師の活動の維持費に加

えて，伝道本部やそのほかの伝道関連

施設を維持するための費用がかか りま

す。わたしたちはそのほかにも様々なプ

ログラムを運営していますが，どれ も皆，

多額の経費 を伴 うものばか りです。

しか しなが ら，今紹介 した事業 も，

そのほかの事業 も，皆，資産を消費す

るものであって，決 して資産を生み出

す ようなものではあ りません。 この教

会 を維持運営 してい くためには多額の

経費がかか ります。この世界 的な教会

を維持す る経費は，忠実 な教会員の さ
じゆうぶん

さげる什分の一によって賄われてい ま

す。この什分の一の律法 は，何 と麗 し

く，また栄光に満ちた原則で しょうか。

この律法 は非常 に簡潔なものであるた

め，だれで も理解で き従 うことがで き

ます。 これが，財政にかかわる主の律

法なのです。

わた しは，正直 に什分の一を納める



で
＼

人々の信仰 について，心 の底か ら主 に

感謝 しています。彼 らは，什分の一 を

納 めるがゆえに，貧 しくなっているで

しょうか。わた したちは証 します。主

の神聖な計 らいによ り，何 らかの形で

主はそれに報いて くだ さり，それ も惜

しみ なく報いて くださる ことを。これ

は税金ではあ りませ ん。人知れず納め

られる， 自発的な献金です。すば らし

い約束を伴 う原則なのです。神 は，「天

の窓を開いて，あふ るる恵み を，あな

たがたに注 ぐか否か を見 なさい」(マ ラ

キ3110)と 述 べてお られます。 これ

が神の約束です。神 はその約束を実現

する力 をお持 ちの御方 です。 そ して，

わた しも，確かに主がその約束を果た

して くださると証 します。

さて， この部会で時聞の許すか ぎり
.話して ま

い りました。ほかにもお話 し

する ことは多 くあろ うか と思い ます。

今 日紹介 したことは，世の人 々が好奇

心を もってわた したちに尋 ねて くる問

いのほんの一例で しかあ りません。

わた したちは，皆 さん もわた しも，

この教会の教義 に帰依 している者 とし

て，次の ことを知ってお く必要があ り

ます。すなわち，この業が神の業であ

り，主 イエス ・キ リス トが導いてお ら

れること，そ して，御二方の計画 と御

二方の定め られた方式 によって運営 さ

れていること， さらに，その業 には御

二方の祝福 を伴 うことです。

なぜ わた したちはこれほ どまでに幸

福 な民 なので しょうか。それは，わた

したちの信仰のゆえです。つ まり，わ

た したちめ天父が，あらゆることを管

理 しつつ，愛 と感謝 と従順 の心 を抱 い

て御前 を歩む息子娘 たちの面倒 を見 て

くださるという静かな確信 が，わた し

たちの心の中 に宿っているか らです。

わた したちが， 自分 の生活をその よう

な方向に進めることがで きれば，これ

か らもず っと幸福な民であ り続 けるこ

とで しょう。罪 は決 して幸福 を生 じた

ことはあ りませ ん。背 きも決 して幸福

を生 じたことはあ りません。偽 りの言

葉や行い も幸福を生 じたことはあ りま.

せ ん。幸福 とい うものは，永遠の父な

る神 とその愛する御子である主イエス・

キ リス トの教 えと戒め に従順に従 うこ

との中に存在するのです。

兄弟姉妹， この壇上か ら以前申し上

げたように， わた したちは皆 さんを愛

してい ます。皆 さんの信仰 と立派な行

いのゆ えに，皆 さんを愛 しています。

わた したちは，求め られることは何で

も喜 んで行おうとする皆 さんの心 のゆ

えに，皆 さん を愛 してい ます。 また，
みこころ

主の御心に従 う従順 さのゆえに，皆 さ

んを愛 しています。

この業が真実であるとい うことを知

った うえで，わた したちは，そ してわ

た したち一人一人は，前進を続けます。

わた したちが，神 の武具で身を固め，

神 に頼 るという努力 を新たに重ねてい

くことがで きます ように，へ りくだっ

て，わたしたちの順 い主である主イエ

ス ・キ リス トの御名 によって祈 ります。

アーメン。

大会部会の中継放送を見る人々で満席となったジョセブ ・スミス記念館のエンパイアルーム。
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●1998年10月4日(日)午 後の部会

気高い生得権を持つ
若者たち

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペ リー

この地上 ざ得られる永続する喜びや幸福ば，救ω主仁徒うとぎ仁のみ

得られます。

年，わた したちの家族 はユ タ州

毎北部 にあるベア湖 の湖畔 で休暇
を取 ります。孫たち と仲良 くなれる と

い うことで，実 に心踊 る1週 間です。

ここ数年間，与 えられた機会や抱 えて

いる問題について，孫 たちの話 に耳 を

傾けてきました。彼 らは，世にあ りな

が ら世の ものとはならないようにす る

ときに，様 々なプ レッシャーが増加 し

ていると話 して くれます。映画，テレ

ビ，イ ンターネッ ト，デザイナーブラ

ンドの高価 な服，過激なファッション，

そ して安息 日の精神 に反する活動 とい

ったものか ら受ける誘惑が格段 に増加

しているのです。その上，同世代の仲

間の圧力が，大多数の意向に従うのか，

それ とも孤立 してでも，改宗 し決意 を

固めた両親や教会の教 える原則に従 っ

て生 きるのか とい う難 しい決断を迫っ

てい ます。

今年，わた しは孫たちに与える勧告

について，いつ もの年 よりもう少 しは

っ きりとした ものにしようと決心 しま

した。わた しは孫 たちに，誘惑に対抗
こんにち

し，今 日の複雑な世界 を生 き抜 くため

の基本原則のようなものを伝 えたい と

考えま した。 わた したちの湖畔での休

暇は4日 間続 きます。そ こで，わたしは，

孫たち一人一人のために，ルーズ リー

フ式のバ インダーを買ってあげること

に しました。そ して，そこには毎 日の

話 し合いのテーマが書かれた ものを挟

んでお きま した。 それぞれのバインダ

ーには
，参照聖句 や引用文が書かれた

ページがあ り，世代 を超えた実 りある

話 し合いが始 められるように考 えられ

ていました。

初 日は，話 し合いに興味 を示す者は

あまりいませんで したが， 日を追 うに

つれ，話 し合いへの興 味もわいてきた

ようで した。その実験 は十分な成功 を
き よ う

収 めましたので，わた しは今 日わた し

の話 に耳を傾けて くれている若い人 々

一人一人のために
，お じいさんの役割

を演 じてみたい と思います。 そ して，

それによって，皆さんがそれぞれの家

庭 にあって ご両親 と一緒 に深 い話 し合

いがで きるものか どうか，見 てみたい

と考えています。

一つ 百の テーマは
，自分・た ちの住 む

国に，対する感謝 の念 です。1831年1月2

L .一 o
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日，初期 の教会において大会が開催 さ

れ，その期間中に主は預言者ジョセブ・

ス ミス に一つの啓示 を与え，主がその

子供 たちのために創造 された地 を御 自・

身が どの ように評価 されているかにつ

いて示現 をお授 けにな りました。教義

と聖約第38章17か ら20節 には次の よう

に書かれてい ます。

「わた しは地 を豊 かに造った。見 よ，

それはわた しの足台である。それゆえ，

わたしは再びその上に立 とう。

わた しはさらに大いなる富，すなわ

ち，主が来るときにまった くのろいの
みつ

ない一つの約束の地，乳 と蜜の流れる

一つの地 をあなたがたに差 し出して授

けよう。

あ なたがたが一心 に求め るな らば，

わた しはあなたがたの受 け継 ぎの地 と

してそれを与え よう。

これがあなたがたと交わすわた しの

聖約である。すなわち，大地のあるか

ぎり，あなたがたはその地をあなたが

たの受け継 ぎの地 として，またあなた

がたの子孫の受 け継 ぎとしていつ まで

も所有す るであろう。また，あなたが

たは再 び永遠にそれ を所有 し，それは

もう過 ぎ去 ることはないであろ う。」

主は，わた したちが現世 における試

しの時期 にあって楽 しむことがで きる

ように約束の地を祝福 として与えて く

ださい ました。地球上の国々は，主の

方法 に従ってい くな らば，主の子供た

ちに とって祝福であ り続けます。主の

特別な若い息子娘である皆 さんが，こ

れ まで主か ら頂いて きた豊かな祝福 を

特 に心にとどめてお くよう主は皆 さん

に望んでおられます。

もちろん，祝福には責任が伴 います。

わたしたちは，「王，大統領，統治者，

長官に従 〔い〕，法律 を守 り，尊び，支

える」 よう求め られています(信 仰箇

条1：12参 照)。 「守 り，尊 び，支 える」

ために，わた したちは法律 を知 り，そ

れ に従 って生活する必要があ ります。

また教会で も，学校 で も，地域社会で

も，わたしたちは善い市民 となる必要

があ ります。それ と同時 に，人に奉仕

をすることによって何 らかの貢献 をす

る備えをする必要 もあ ります。

わた しの知 っているか ぎり，わたし



たちの住む地に貢献をす る最善の方法

とは未来のために備えることです。主

は，備 えていれば恐 れることはない と，

わた したちに約束 して くださいました。

わたしたちが可能 なか ぎり最高の教育

を受け ようと努力 をするな らば，自立

とい う点で もより良い状況 に立ち， ま

た，わた したちの住む社会 にとって重

荷 となることもあ りません。

数週間前のこ とですが，わた しは新

聞で教育の レベルが上がるにつれて見

込み収入額が どう変化す るか というこ

とについて書いた記事 を目に しました。

高校卒業の資格が ない人と，高校卒業

の資格 を持つ人の問では，平均収入額

で38%の 開 きがあ ります。高校卒業者

と短大卒業者の間では20%の 開 きがあ

り，高校卒業者 と大学卒業者を比べ る

と，収入 は56%増 加 します。教育 は確

実 な投 資です。皆 さんが自分の将来 に

ついて備 えようとする とき， どうい う

方向に進むかを決め るのに早す ぎると

いうことは決 してあ りませ ん。何 を勉

強 したいのか決めるとき，大学 に入学

す るまでその決定 を待 つようなことは

決 して しないで ください。明確 な目標

を持たない まま教育 を受 けようとす る

ことは，時間 とお金の無駄だ と言わ ざ

るを得 ません。

二つ 百のテーマは自尊心 です。詩篇

の第8篇 で主 はわた したち に自分が何

者であ り， どの ような永遠の機会 に浴

しているか につい ての ビジ ョンを示 さ

れ，こう言われま した。

「主，われ らの主よ，あなたの名は地

にあまねく，いかに尊い ことで しょう。

あなたの栄光 は天の上 にあ り……

わた しは，あなたの指のわざなる天

を見，あなたが設 けられた月 と星 とを

見て思います。

人は何者 なので， これをみ心に とめ

られるのですか，人の子は何者なので，

これを顧み られるのですか。

ただ少 しく人 を神 よりも低 く造って，

栄えと誉 とをこうむらせ，

これ にみ手のわざを治めさせ，よろ

ずの物 をその足 の下 におかれま した。

主，われ らの主よ，あなたの名は地

にあまね く，いかに尊いことで しょう。」

(詩篇8：1，3一略 ，9)

皆 さんは自分 自身を，栄 えと誉れ を

与えられた天使の子供のような存在 と

して考えたことがあるで しょうか。天

の御父の子供たちの価値 は，神 の 目に

大いなる ものです。主が皆 さんを大い

なるもの として御覧 になっている とし

た ら，皆 さんは自分 自身をどの ように

見るべ きで しょうか。わた したちはだ

れでも，多 くの才能や能力 を授け られ

ています。あ る人は歌 う能力 を，また

ある人は絵 を描 く能力 を与 えられてい

ます。人前で話す能力 を与 えられてい

る人， ダンスの才能 を与え られている

人，手 を使 って美 しい ものを創造す る

力 を与え られている人，あるいは愛の

奉仕 を行 う力 を与 えられている人 もい

ます。そ して，多 くの才能を持ってい

る人 もいれば，少 しだけの才能の人 も

います。その才能が どれほ どの程度か

は問題ではあ りませ ん。大切 なのは，

自分 に与え られている才能や能力 を伸

ばす ために努力することです。皆 さん

はほかの人 と競争 しているわけではあ

りません。自分に与 えられている もの

を使 って最善 を尽 くすために， 自分 自

身 と競争するだけです。皆 さんが伸 ば

す才能 は，将来大いに必要 とされ，人

生の中で非常 に大 きな充足感 と喜びを

与えることで しょう。

だれもが共通 して伸ばすことのでき
たまもの

る賜物 に，人か ら好 まれる気質，す な

わち穏やかな性質があ ります。それは

わたしが考えつ くいかなる性格 よりも，

皆 さんのために多 くの扉を開き多 くの

機会 を与えて くれることでしょう。

また，肉体 の管理 について与え られ

た主の約束を忘れないで ください。 肉

体 を清潔 に保 ち，適切 な栄養 と休息 を

取るなら，「知恵と，知識の大いなる宝，

すなわち隠された宝さえ見いだす」 こ

とができるのです。また 「走 って も疲

れ ることがな く，歩いて も弱 ることは

ない」と言われてい ます(教 義 と聖約

89：19一一20)。

特 にわた したちは希望 をもって生 き

なければな りません。「モルモン書』の

中のエテル書 において，モロナイはわ

た した ちに次の ように教えてい ます。

「わた しはまた，あなたの言われたこと
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を覚 えています。あなたは御父の住 ま

いの中に，人のために住 む所 を用意 し

たと言われました。人が もっと大 きな

希望 を持 てる ようにす るためで した。

ですか ら，人は希望 を持 たなければな

りません。 さもなければ，あなたの用

意 してくださった場所に受 け継 ぎを得

ることがで きませ ん。」(エ テル12：32)

天 の御父か ら授か った偉大な賜物 を

伸 ば し，達成 し，や り遂 げられるとい

う希望，いつの 日か御父の住 まいの中

に 「受け継 ぎを得 ること」がで きると

いう希望 をもって生活 しましょう。

三 つ厚のテ ーマは，家 族の愛 です。

預言者ジョセブ・スミスが1823年9月21日

の夜 に経験 した天使モ ロナイのすばら

しい訪れについて記 した言葉 は，家族

になされた特別な約束を含んでいます。

「見 よ，主の大いなる恐 るべ き日が来

る前 に，わたしは預言者エリヤの手 に

よってあなたがたに神権 を現そ う。

彼 は先祖 に与 えられた約束 を子孫の

心に植 え，子孫の心 はその先祖に向か

うであろう。

そ うでなければ，主 の来臨の時 に，

全地 はことごとく荒廃するであろう。」

(教義 と聖約2：1-3)

預 言 者ジョセブ・ス ミスへのこの偉大

な示現 は，永遠の家族 という教義を改

めて明 らか にしました。永遠 の家族は，

救い主の福音 の中心 となる ものです。

天の御父の子供たちのために永遠の家

轡拶

騰

■



族 とい う単位が築かれない とした ら，

主は何のために地上に戻って主の王 国

を管理 し統 治されるので しょうか。 わ

たしたちが家族の持つ永遠の役割へ の

理解を深めるにつれ，堅固な家族の き

ず なを築いてい くことはよりいっそ.う

重要性を帯びて くるで しょう。

わた しはかつて，孫娘の誕生が家族

にもた らす影響 について大 きな関心を

持 ったことがあ ります。兄弟姉妹の き

ず ながたちまちにして結ばれたのです。

家族みんなが彼女 を優 しく抱 き，愛情

を込めて世話を しました。

わた したちに とって永遠の家族 に属

することが どういう意義を持つのか に

ついて認識す るのは非常 に重要です。

自分が永遠の家族の一員であ り，いつ

も，最善の努力 をす る必要があること

を心 に留めてください。自分の永遠の

家族 に思いや りと親切，理解，そ して

絶えることのない愛 を示す よう努めて

ください。

バインダーの中にわた しが収めた最

後のテーマには，「神への愛」 とい う

見出 しを付 けました。1831年 ， 預言者

ジョセブ ・ス ミスに与 えられた啓示 に

はこう書かれています。

「それゆえ，わたしは彼 らに戒めを与

えて，この ように言 う。あなたは心 を

尽 くし，勢力 と思い と力 を尽 くして，

主なるあなたの神を愛 さなけれ ばな ら

ない。 また，イエス ・キ リス トの名 に

よって，神 に.仕えなければならない。」

(教義 と聖約59：5)

主 は人の本質 を表す ために 「心」 と

い う言葉 をよく用い られ ます。聖文に

は 「心の清い人」「心か らあふれること」

「喜びの心」な ど心 に関連 した聖句が

た くさんあ ります。サムエル記上 には

こう記 されてい ます。'「わた しが見 る

ところは人 とは異 なる。人は外の顔か

たちを見，主は心 を見 る。」(サ ムエル

上16：7)

わた したちは心で感謝の気持 ち，つ

ま り天の御父へ の献身的な愛を感 じて

いるで しょうか。 わた したちがすべて

をゆだ ねてい る天の御 父と心を一つに

しているで しょうか。主への献身の度

合 いは，主 にどのように仕 えるかで測

られるように思われ ます。

わた したちは自由であ りたい と，心

か ら願って きました。主はそのことを

理解 して くださり，この世での試 しの

場 を与 えて くだ さいました。 しか しそ

の 自由には責任が伴 ないます。わたし

たちが時問を無駄に過 ごした り，また

才能を隠 した り，使 わなかった りす る

ことがない ように指示 されています。

そ して自発的に努力す ることで，自 ら

の生活 をより良い ものにするよう期待

されています。わた したちは永遠の御

父 と自分 自身の関係 を見いださな くて

i
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はなりません。また 自分 自身の証 を得，

自らの生活 を主の標準に合わせるか ど

うか も決めな くてはな りません。さら

にヨシュアと同 じように選.ばなくてな

な らないのです。 ヨシュアは次のよう

に語 りました。

「もしあなたがたが主に仕 えることを，

こころよしと しないのならば，あなた

がたの先祖が，川の向こうで仕 えた神々

で も， または，い まあなたが たの住 む

地のアモ リびとの神 々で も，あなたが

たの仕える者を，きょう，選びなさい。

ただ し，わた しとわた しの家 とは共に

主に仕えます。」(ヨ シュア24：15)。

先 日読んだ記事にはこの ように書か

れていました。 もし雇用者が，テ クノ

ロジーに対する高度の知識 と感性 を持
こんにち そうめい

った今 日の聡 明な16歳 の青年を雇わな

いな らば，その企業は.10年以 内に時代

遅れ となる， といった内容で した。皆

さんは何 とすば らしい時代 に生 きてい

るので しょう。活躍する機会が増す一

方で，主か ら離 れない ことや主の律法

に従順でいることが試 されます。 しか

し皆 さんがそのようにすれば， きっと

力強い状態 を保 ち，世の多 くの圧力に

耐 えられ るようにな ります。

孫たちにプレゼ ントしたバ インダー

の最後の部分には，救い主 と主の福音 ・

が真実であることへのわた し個人の証

を記 しました。すばらしい若い皆 さん

一人一人にわた しの証 を述べたい と思

います。神 は生 きてお られ，地上 の神
み わ ざ

の子 らが行 う御業を導いてお られます。

神 は御子をこの世に送 って くだ さいま
あがな

した。それは人類 の蹟いのためであ り，

また福音を受 け入れ主 に従 う者が，神

か らその子 らへの最大の贈 り物である

永遠 の命 を受 けられるようになるため

です。主は預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスの

働 きを通 してこの地上 に再び福音が回

復 されるよう指示 されました.。わた し

は，この地上 で得 られる永続す る喜び

や幸福 は，救 い主に従い，律法 に従順

で，戒め を守 るときにのみ得 られ るこ

とを知 っています。これが偉大 なる若

人の皆 さん に対す るわた しの証です。

この証を主であ り救い主であるイエス・
み な

キリス トの御名によって申し上げます。

アーメン。



個人の清さ
十二使徒定員会会員

ジェフリー ・R・ ホラン ド

わた した ちぱ次のよ うに主張 し～=ωます。神か授 けられたぼかの入の

肉砿を……不当に扱 う入 ば、まさしくその入の霊を傷つ航 入生の4コ

の的な目的と過程……を台なしに しτωるのざす。

道徳の風が不気味なほど周囲に

不渦巻いてい る今 ，わた しは教会
の青少年や若い成人一人一人に関心 を

寄せています。それは彼 らが，個人の

清 さの原則，結婚前 に完全 な純潔 を守
かんぺき

る義務，そ して結婚後 も完壁 に貞節を

守 らなければならない義務な どについ

て，混乱 してい るこ とがあるか もしれ
き ぐ

ない と危惧 しているからです。今，世

の中で起 きてお り，彼 らが見 聞きして

いる事柄に反旗 を翻 し，子供 たちに よ

り高い標準 を教 えようとする親たちを
き ょう

擁護iしたい と願って，わた しは今 日，

道徳的な清 さについてお話 ししたい と

思います。このテーマに関 してはほか

のテーマ と同様 にきわめて神聖 なもの

ですか ら，わたしは聖霊 の導 きを受け，

自分の望む以上 に率直 にお話 しで きる

よう，真心から祈ってい ます。今わた

しは，「モルモン書』でヤコブが 「ひど

くあか らさまに話 さなければな らない

のは，わた しに とって悲 しいこ とであ

る」'と語ったとき，どのように感 じた

か分か ります。

このテーマでお話 を進め るに当たっ

て，わた しは社会の様 々な病弊 を列挙

しようとは思いません。統計上 の数値

は目を覆 うばか りの ものであ り，事例

は言うに堪えないものが多いか らです。

また，ここで，デー トや男女の関係に

ついて，許可されている， または禁 じ

られている事柄 のリス トを作成 して読

み上げるつ もりもあ りません。 わた し

が ここでお話 ししたいことは， もっ と

個人的なことです。つま り，皆 さんの

質 問に答 えたい と思 ってい るのです。

皆 さんの中には，次のようなことを疑

問 に思 っている人 もいるで しょう。な

ぜ 道徳的に清くなければならないのか。

なぜ 道徳的に清 いことが，神に とって

大切なことなのか。教 会はその点につ

いて，なぜ これほどまでに厳 しくなけ

ればな らないのか。社会が これ ほどま

でに寛容になり，美化 しているものが，

どうしてそんなに神聖 で重大なことな

のか，といった疑問です。

まず最初に，文明の長い教訓的な物

語か ら学んでいきたい と思います。ウ

ィル ・デュラントとエリエル ・デュラン

トは次のように書いています。「いかに
そうめい

聡明でいかに多 くの情報 を持 ってい よ

うとも，人 は……歴史か ら〔学んだ教訓

とい う〕……知恵 を捨 て去 って安全 で

いられることはない。情熱にあお られ

ている若者は，自分の好 き勝手 に性を
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楽 しむ ことがなぜ いけないのかと思 う

であ ろう。 〔しか し，〕習慣，伝統，法

律 などによ り抑制 されなければ，性は

まさに流 れ出る溶岩の川のように，せ

き止め られ冷やされなければ，自分だ

けで なく社会 をも焼 き尽 くして しまう

ことを理解……す る前に， 自分の人生

を破滅 させて しまうだろう。」2

箴 言の著者は， 同じような状態 をも

っと聖文的な言い回しで次の ように言

っています。「人は火 を，そのふ ところ

にいだいてその着物が焼かれないであ

ろ うか。 また人は，熱 い火 を踏んで，

その足が，焼かれないであろうか。……
かんいん

女 と姦淫 を行 う者 は……おのれを滅ぼ

し，傷 と，はずか しめ とを受けて，そ

の恥をすす ぐことができない。」3

この性 的な関係が，これほ どまでに

厳 しく描写されるのはなぜで しょうか。
ひ ゆ

火 とい う比喩が， ほとんどいつもと言

って よいほど，使われ，情熱は炎 とい

う言葉で生 々 しく描写 されてい ます。

もしその炎が何 の抑制 も受けず，その

情熱 も何 ら制限されないままであ った

とした ら，人の命 を，ひいては全世界

をも破滅 させて しまうかもしれないほ

どの殺傷力 を持つ この熱の中には，何

が潜んでいるので しょうか。アルマが

思わず息子のコリア ントンに警告 して，

性的な背 きは 「主の 目から見て忌 まわ

しい行いであること，まことに，罪の

ない者の血 を流す ことや聖霊 を否定す

ることを除いて， どのような罪 よ りも

非常に忌 まわ しい行為である」4と言わ

ざるを得 なかったほ どの行為の中には，

何が潜んでいるので しょうか。

広 く授 けられている肉体的な欲求に

対 して，その ように重大 な位置づけを

す ることによって，主は，全 人類のた

めに定め られた計画の中で，それが果

たす役割 について，わたしたちに何 を

教えようとしておられるのでしょうか。

皆 さんに申し上 げます。主は，まさに

命その ものの計画 について明確 に述べ

ようとしてお られ るのです。はっきり

していることは， この死すべ き世にあ

って，人がいかにしてこの世に生 を受

け，いか にしてこの世を去って行 くか

が，主の最大の関心事 の一つであ ると

いうことです。 そ して，この点に関 し



て，主は非常 に厳 しい制 限を設け られ

たのです。

幸いなことに，生涯をどう閉 じるか

とい う点 に関 して は，大部分 の人々が

非常 に重 い責任 を引 き受 けているよう

に思 えます。 しか し，命 を与えるとい

う重要な部分のことを考 えると，時に

は，犯罪的と思えるほ どの無責任 さが

見受け られる場合が数多 くあ ります。

イエス ・キリス トの福音 において， こ

の問題がなぜ これほどまでに重要視 さ

れているのか， また重大視 されている

のか，その理由を3つ 提示 してみ たい

と思います。

第1は ，人につ いて啓示 され回復 さ

れた教義があるということです。

この神権時代において回復 された 「分

か りやす くて貴い」真理の一つは，「霊

と体が人 を成」5し，霊 と体が分離する

ときには，男 も女 も 「満ちみちる喜び

を受けることはで きない」6ということ

です。この理由があるからこそ， まず

第1に ，肉体 を得ることが基本的に重要

なことになって くるのであり，また，ど

んな種類 の罪であって も非常に重大に

なって くるわけです。(つ ま り，最終的

に肉体的にも霊的にも死 をもた らす も

のが罪だか らです。)さ らにまた，肉体
あがな

の復活がキ リス トめ瞭いの偉大なる勝

利の中心を成 しているの も， この理由

か らなのです。

肉1体ぱ霊にあってきわめで重要な位

置 を占め でいます。 この特筆すべ き，

また非常に大切 な末 日聖徒 の教義 は，

性的な罪がなぜそれほど重大 な罪なの

かを明 らかに しています。わた したち

は次のように主張 しています。神 が授

け られたほかの人の肉体 を神の承認な

くして不当に扱 う人は， まさしくその

人の霊を傷つけ，人生 の中心的な目的

と過程，すなわちボイ ド・K・パ ッカー

長老の言葉 を借 りれば，人生の 「真の
かぎ

鍵」7を台な しにしているのです。男性

であれ女性であれほかの人の肉体，す

なわちほかの人の霊を利用する人は，(人

の霊を救い，永遠の命を可能に してくだ

さった)キ リス トの神聖 な蹟いを汚 して

いることにな ります。義の御子を嘲笑

す る人が，真昼の太陽 よりも熱 く神聖

な栄光の世界 に足 を踏み入 れた ≧き傷

」 一一一一一_

つ かないことがあるで しょうか。

どうぞ決 して次の ような発言 をしな

いで ください。「だれが傷つ くとい うん

だ。ほんの少 し自由に振 る舞ってどこ

が悪いんだ。今罪 を犯 しても後 で悔い

改め られるさ。」 どうぞそのような愚か

で，慈悲のない人物 にな らないで くだ

さい。「神の御子 を， 自ら十字架につけ

て， さらしものにする」8者は必ずや と

がめを受けることになるでしょう。パ

ウロ も声を大 にして 「不 品行 をさけな

さい」9と告げてい ます。 また 『教義 と

聖約』には「これに類 すること」10もして

はな らない と付け加 えています。なぜ

で しょうか。第1の 理由としては，世の

救い主が耐え られた想像 を絶する霊 と

肉体二つなが らの苦 しみ をわたしたち

が受 けることのないよ うにす るためで

す。"わ たしたちはこの点で救い主に恩

を受けてい ます。正確 に言えば，わた

したちはこの点 に関 してあ らゆる面で

救い主 に恩があるのです。「あなたがた

は， もはや 自分 自身の ものではないの

である」とパウロは語 っています。「あ

なたがたは代価 を払って買い とられた

のだ。それだか ら，〔神のものであるク自

分 のからだ 〔肉体と霊クをるって，神の

栄光 をあ らわ しな さレ㌔」12性的な罪を

犯す ときに，わた したちの魂，す なわ

ちわたしたちの肉体 と霊 は危険にさら

され るのです。

第2に ，人間の性 的な交わ りは，結婚

した男女のために取 っておかれている

ものだということです。なぜ ならそれ

が神 によ り定め られた欠けるところの

ない一体化，すなわち完全性 と一致の

究極 的象徴 だか らです。エデンの園に

始 まり，結婚 は一人の男性 と一人の女

性が，その心，希望，生活，愛，家族，

未来，そのほかあ らゆるものに関 し完

全に合体するということを意味 します。

アダムはエバ を 「わた しの骨 の骨，わ

たしの肉の肉」 と呼び，二人は 「一体」

となりともに生活するようにな りまし

た乙3この一致が完全なものだか らこそ，

永遠 に続 く約束を表現す るために 「結

び固める」 という言葉 を使 うのです。

預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスはかつて，お

互いに 「固いつなが り」14で結 ばれる

神聖 なきず なをわたしたちは生み出す
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ことがで きるだろうと語 りました。

しか し，そのような完全 な一致，そ

のような男女間の固いつなが りはプ結

婚 の聖約で可能 となる親密 な関係や永

遠性があって初めて生み出されるもの

なのです。 この結婚の聖約 には，神聖

な約束 と夫婦が その所有す るすべ て，

すなわち思 いと心 その もの，時間と夢

のすべてを差 し出すとい う誓いが伴い

ます。

道徳的な偽善 という言葉が理解 で き

るで しょうか。それは，見せかけの一
み ま え

致 と，神の御前で神聖 な約束 を交わす

ことを装 いなが ら，偽 りの結 びつ きに

より肉体的象徴 と肉体上の交わ りだけ

を分か ち合 い，義務全体が示す ほかの

あ らゆる側面か ら逃避 し，退 き，断ち

切ることを意味 します。

肉体」的な交わ りに」閲.しでは，絶対 に

待たなけれ ぱな りまぜん。すべ てを与

えることがで きるようになるまで待た

なければならず，法律 と律法に基づい

て結婚するまではすべてを与えること

が できないのです。 自分の所有物では

ない もの(「 あなたがたは，もはや自分

自身の も'のではないのである」 とい う

言葉 を思い起 こしてください)を 与え，
たまもの

自分の全人格 という賜物を伴わない形

で自分の一部のみを与えることは，情

緒的な破壊 の危険を冒していることに

なるのです。 もし天の承認 を受けるこ

とな く肉体 的な満足 を追い求め るこ と

に固執するならば，後になって霊的か

つ心理的な損失 を被 る恐ろ しい危険を

冒すことにな ります。そ して，結果 的

には肉体的な交わ りを求める気持ちも，

後の より真実の愛に向けられる心か ら

の献身もともに 損なって しまうことに

なるのです。その ような人は，神の良

しとされる愛や真の一致 によってもた

らされ る真実の瞬間 を知った ときに，

蓄えておけばよかった ものを失 って し

まい，あれほ ど気楽に少 しずつ捨て去

って しまった純潔 を回復で きるのは神

の恵み しか ない とい う事実 を知 ってが

く然 とす るのです。結婚式の 日に永遠
はんりよ

の伴侶 にささげることので きる最良の

贈 り物 ，それは最良の 自分 自身，すな

わち清 らかで，純粋 な自分，そのよう

な清 さを報 いとして受け られる自 らの



ふ さわしさです。

第3に ，夫婦 間の親 しい交わ りは，単

に心の一致 を象徴するのみな らず，夫

婦 と天の御父 とが共有す る関係 をも象

徴 しているということです。天父は不

死不滅 であ り，完全 であられます。わ

たしたちは死すべ き存在であ り，不完

全です。 しか し，わた したちは死すべ

き体を持 ちなが らも，天の御父と霊的

に一致できる方法 を願い求め ます。そ

うすることで，恵み と威厳に満 ちた主
みちから

の御力 を得 る道が開かれ るのです。そ

れがで きるのは，主の宮 において結婚

の聖壇 にひざまず くとき，生まれたば
おさなご

か りの幼子 を祝福する とき，新会員に
あんしゅ ばん

バプテスマ と按手 を施す とき，主の晩
さん

餐の象徴 にあずかるときなど様々です。

このような機会に，わた したちは文
みこころ

字 どお り自分の意志を主の御心 と一致

させ，自分の霊 を主の霊 に合わせ るこ

とによって，わたしたちと主 とを隔て

る幕を通 して真 に主 と心 を通い合わせ

ます。そうした とき，主の神性 を知る

だけでな く，まさにその幾分かを自分

自身の中に取 り入れるのです。その神

性の中で，実際あ らゆる男性.と女性 に

与え られているのが，主の御力 を使 っ

て人間の体 を創造する力です。人類 は

驚異中の驚異であ り，遺伝 学上，ある

いは霊 的にも地球史上かつてない，ほ

かに類 を見 ない生物です。それが複製

されることは永遠にあ りません。子供

は， 目，耳，手足の指 を持ち，語 り尽

くせないほどす ばらしい未来をその手

に抱いています。

恐 らく，生まれたばか りの幼子 をそ

の腕に抱いたことのある親の方々には，

わた しの話 していることを理解 してい

ただけるで しょう。御 自身の名 として

選ばれた中で神が最 も好 まれるのは御

父 という名であ り，創造の業，特 に御

自身の形 にかた どった人の創造 こそ，

主が最 も心注がれる事柄です。皆 さん

もわた しも，その神 の性質の幾分か を

授かってい ますが，それには最 も重大

で神聖な制約があ ります。わた した ち

に課ぜられた曜一の劒約は自制 であ り，

それはこの賜物が持つ神聖な力 に対す

る尊敬の念か ら生 まれる自制心 です。

愛する友である皆 さん，特に若い友

一一一一一Q

＼

人 の皆 さん，個人 の清 さが なぜ それほ

ど重要な事柄であるか分か るで しょう

か。大管長会な らびに十二使徒評議会

が発表 した宣言の中で 「この世 に命を

もたらす手段は，神に よって さだめ ら

れたもので」あ り，「生殖の神聖な力 は，

法律 に基づいて結婚 した夫婦である男

女の聞においてのみ用いるべ き」'5であ

る とされた理 由が分か るで し ょうか。

欺かれてはなりません。滅ぼ されては

な りません。そのような力 を自制 し，戒

めを守 らないか ぎり，皆 さんの未来は

破滅 し，皆 さんの人生は無惨に も打ち

砕かれて しまうでしょう。罪を犯 した

その日に罰が下されることはないか も

しれ ませ んが，罰 は必ずや，間違いな

く訪れ ます。そ して道徳的 に汚 れた人

は，真 の悔い改めと慈悲深い神への従

順 なしには，ラザ ロに 「その指先 を水

でぬ らし，わた しの舌を冷や させて く

ださい。わた しはこの火炎の中で苦 し

みもだえてい ます」16と懇願 した金持ち

のように，いつかどこかで祈ることに

なるで しょう。，

わた しはここで，霊 と肉体 とが人の

魂 を作 り上げているという神 聖な啓示

の言葉 と，キ リス トの照 いに よって肉

体 は墓か ら起 き出て霊 と一体に なり，

永遠の存在 となることを宣言しました。

だか らこそ，その肉体を清 く神聖 に保

つ必要が あるのです。正直な労働で体

が汚れるのを心配する必要はあ りませ

ん。真理 を擁 護 し，正義 のために戦う

ことで傷つ くのを恐れる必要 もあ りま

せ ん。 しかし，行 うべ きでないことを

行い，行 くべ きで ない所 に行 くことに

よって皆 さんの霊 を傷つ けることのな

いように注意 して ください。心 して，

主と反対側での戦いで傷 を負 うことの

ない ように して くだ さい。'7

も しも皆 さんの中にそのような傷を

負 っている人が少 しで もい るならば，

その ような人には主イエス ・キリス ト

の順いの犠牲 を通 して平 安 と悔 い改め

による再生の道が開かれてい ます。そ

のような深刻な問題に関しては，悔い

改めの道 を歩み始め，進み続けるのは

決 して容易 ではあ りませ ん。 しか し，

世の救い主 は，自ら足 を踏み出そ うと

するすべ ての人 とともにその救 いに至

リアホナ/1999年1月 号

85

「



る道 を歩 んで ください ます。 くじけそ .

うになるとき，.力づけて ください ます。

最 も暗いと思えるときに，あなたの光

となって ください ます。すべての希望

が失せた と思えるときに，主はあなた

の手を取 り，あなたの希望 となって く
あわ

だ さい ます。主の思いや りと憐 れみ，
いや

そ してすべての清め と癒 しの力は，完
ゆる

全な赦 しを得たい と望み，それに至る

階段 を一段ずつ上 って行 くすべての人

に惜 しみな く与 えられているのです。

わたしは偉大な命の計画，神の御力 ，

主 イエス ・キリス トの憐iれみと赦 しと
あかし

贈いについて証 します。 これ らはすべ

て道徳的清さに関 して深い意義 を持つ

ものです。わた したちは己の肉体 と霊

をもって神の栄光 を表すべ きであるこ

とを証 します。同様に行 っている大勢

の若人，またほかの人々にも行 うよう

助 けて くれる若人たちについても，天

に感謝 しています。すべ ての人が清 く

生 きることの大切 さを尊ばれ ます よう
み な

に，清 き主イエス ・キ リス トの御名に

よってお祈 りいた します。アーメ ン。
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「あ：なたがたも … …

あかしをするのである」

七十人

ロナル ド・T・ ハルバーソン

瑠上にぱ真理の証を切望 し，救ω主が 約束 ざれた平安と喜びを勲のに

探 し求めτωる入々かた くさんωます。

数
年前 ，わた しはあ る若い女性 と

神 殿推薦 状の面接 を しま した。

彼女は 自身のエ ンダウメン トを受け，

永遠 にわたる結び固めを受け ようとし

ていました。面接 を終えて神殿推薦状
ほお

に署名 をしている と，彼女の頬を涙が

伝 ってい ます。わた しは彼女 に， 「今

感 じてい らっ しゃることを話 して くれ

ませんか」 と言いました。す ると彼女

はこのような話 をしてくれました。

彼女 はまだ若かった ころか ら真理 と

人生の指針を探 し求めていました。心

か ら平安 と幸福 を求めていま したが ，

どこを探 して も見つけられませんでし

た。そのような状態が続 き，彼女 は人

生 とは本来何 の意味 もなく満た されな

いものだと思い込み，とて も憤 りを感

じるようになってい ました。そのよう

な精神状態の ままある夜 ，彼女は気心

の知れた友人 を訪ね，悩みと絶望 に満

ちた胸の内を打ち明けました。その と

きのことを，彼女はわた しにこう語 っ

て くれ ました。「腰掛 けていたソファー

の後 ろの本棚 を見た とき，1冊 の本が

目に留 ま りました。 そして，圧倒され

るような強い気持ちを覚えたのです。

その本 め内容 を調べ てみる必要がある

ことが はっきり分か りました。」

彼女 は本棚か らその本 を取 り出 しま

した。 「モルモン書』とい うタイ トルが

付いています。彼女は友人にどこで手

に入れたのか尋 ねました。通 りで二人

の若い宣教師が話 しかけて来て，読む

約束 をした らその本を くれた との こと

でした。でも実際は読む時間がなくて，

本棚に置いたままにしていたのです。

彼女はこう言いました。「読み始める

と，やめ られ ませんで した。」かつて感

じたことのない思いがわき起こって き

ました。持 ち帰って もよいと友 人が言

って くれたので，彼女は家に帰 って夜

通 しその本 を読み続けま した。翌 日の

朝，彼女は通 りに出て二人の若い宣教

師を探 しました。す るとす ぐに見つか

りま した。二入は彼女に福音 を教 える

ことを了承 して くれました。その後数

週間で彼女 はバプテスマを受け，教会

員 となったのです。

その 日以来，絶対かなえ られないと

思っていた喜 びと心 の平安 を得ること

がで きていると，彼女は涙 なが らに語
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らて くれ ました。

ほんのわずかな教会員 しか住 んでい

ない小 さな町で暮 らし，教会員 と結婚

す る機会 自体ほ とん どない状態で，彼

女 はまさかいつか神殿 で結婚で きると

は期待す らしていませんで した。 しか

し，外 国を旅行 中にある男性 と知 り合
み た ま

いました。それは御霊 の導 きによるも

のだ と彼女は感 じています。彼 は神権

を尊ぶ教会員で した。二人は愛 し合 う

ようにな りました。そ して彼は 「神殿

で結婚 しよう」 と言 って くれ ました。

今や主の家 に入 って永遠 にわたる結び

固めを受 けられ ることが現実 とな り，

彼女は心か らの'喜び と言 い尽 くせ ない

感謝の念に満たされたのです。

彼女 はこう言いました。「わた しは今

でもこう問い続 けています。なぜわた

しに。なぜわた しに これほどの祝福 が

来 るのだろう。」
けんそん あかし

彼女 の謙遜で純粋 な霊 と証に，わた

しは深 く感動 しました。そ して面接 を

終 えた彼女がその場 を去 るときには，

わた しも彼女 も喜び と感謝の涙 でいっ

ぱいでした。

わた しは この経験 を何度 も思い出 し

ましたが，その度に感 じるのは，救 い

主御 自身と救 い主がわたしたちのため

に行って くださった ことへの感謝の気

持 ちです。救 い主はわたしたち一人一

人が この混乱 した世の中にあっても心

に平安 を得 られるように，代価 を払っ

て くださったのです。

デビッド・O・ マッケイ大管長は次の

ように述べています。「キリス トは40日

40夜 断 食 をし，山で悪魔 に試み られ，

最後に十字架上で 『すべてが終わった』

と勝利の叫びを上 げられま した。 キリ

ス トの生涯 は従順 と克服 の神聖な模範

となっています。その最 も顕著な例は，

救 い主がこの世を去 るときに使徒 に語

られた言葉に表れています。『これ らの

ことをあなたがたに話 したのは，わたし

にあって平安 を得 るためである。あな

たがたは，この世 ではなやみがある。し

か し，勇気 を出 しなさい。わた しはす

でに世に勝っている。』(ヨハ ネ16：33)」1

救 い主が言われる 「平安」について，

ある作家はこのように定義 しています。

「真 の喜 びとは平安 と幸福 な気持 ちが

強 く心に感 じられることである。」2

それはパ ウロが語った 「人知で はと

うてい測 り知 ることのできない神の平

安」3で しょう。イエス ・キリス トの福
いや

音 は心 に平安 を もた らし，魂 を癒 し，

心 の煩いを鎮めて くれ ます。また，人

生 の目的について明確 な答 えを示 して

くれます し，神が生 きてお られイエス
あがな

が貝費い主であ られることを御霊 によっ

て確信 させて くれます。

世界中で真理 を探究 している人々は

喜びと心 の平安を探 し求めてい ますが，

それは福音 を理解 しそれに従って生活

す る人に しか得 られないものです。救

い主はこう言われました。「もしわたし

のい ましめを守るならば，あなたがた

はわた しの愛 のうちにお るのであ る。

それ はわたしがわたしの父のいましめ

を守 ったので，その愛のうちにお るの

と同 じである。

わたしが これ らのことを話 したのは，

わたしの喜びがあなたが たの うちにも

宿'るため， また，あなたがたの喜びが

満 ちあふれるためである。」4

フランクリン ・D・ リチャーズ長老は

真の喜びを求める人々に対 してこの よ

うに呼びかけています。「平安，煩いか

らの解放，幸福 ，そ して進歩 と成長を

もた らして くれる人生の計画を求めて

いる人々は，回復 されたイエス ・キ リ

ス トの福音の中にそれを見いだす こと

で しょう。」続けてこう述べ てい ます。

「わたしたちは皆さんが回復 されたイエ

ス ・キ リス トの福音 を祈 りの気持ちを

もって真剣に吟味されるようお勧め し

ます。」・

道 を踏み外 したと感 じている人，ま

た福 音を通 して得 られるはずのすば ら

しい祝福か らは もう遠 く離れて しまっ

だと感 じている人もいるで しょう。 し

かし，スペ ンサー ・W・ キンボール長老
ゆる

はこ う書 いています。 「赦 しの奇跡 の

神髄は，以前には不安 と動揺 と焦燥 と

恐 ら くは激 しい苦痛 を味 わっていた魂

に，平安 をもた らす ことである。混乱

と闘争の世界にあっては， これは実に
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貴重な贈 り物である。」6

救 い主 は平安 を残 してい くこと， ま

た慰めを与える聖霊 を御父の もとか ら

送ることを話 した後，弟子 たちに向か

ってこう命 じられ ました。「あなたがた

も……あか しをするのである。」7そして

「あなたがたが実 を豊かに結 び……それ

によって，わた しの父 は栄光 をお受け

になるであろう」8と教 えられたのです。

兄弟姉妹の皆さん，地上には真理の

証 を切望 し，救い主が約束 された平安

と喜びを熱心 に探 し求めている人々が

た くさんいます。しかし彼 らは 「人々の
こうかつ

狡猜な悪巧みによって目を くらまされ，

見いだす場所 を知 らない とい うことだ

けで真理 を得 られずにい」9るのです。

世の多 くの人々は，キ リス トのこと

について耳 にするものの，よ く理解 し

ていません。 したがって，わた したち

教会員 はその ような人々に証 を述べ伝

える必要があります。すなわち，へ り

くだって 「イエスは神 の御子キ リス ト

であ られる」と証するのです。人々は，

主に対 して心 を開 くだけで福音が もた

らす確信 と平安 と喜びを見いだすで し

ょう。また，この困難な世の中にあっ

て人生の難問を解決す る力 を得 ること

で しょう。そ して主の教えを受 け入れ

て戒めを守 ることにより，主が約束 し

て くだ さった祝福を受け継 ぐことがで

きるのです。

これ らのことをイエス ・キリス トの
み な

御名によりへ りくだ り証 します。アー

メン。

注

1，

2.

3.

4.

5，

6.

7，

8.

9.

ObertC.Tanner，0わ 〃εピε1dθ ∂/s

弄orLん4ηg(1955)，379，

HoytW，BrewsterJr.，Doo亡rlρ θ

∂ρdOoレeη ∂ρ亡sEρoyoloρ θd'θ

(1988)，287.

ピ リ ピ4：7

ヨ ハ ネ15：10-11

"J
ustlce，Mercy，andHumilitゾ

'mρrovθmθ ρ亡差≡rθ，June1970，37.

『赦 しの 奇 跡 』375

ヨ ハ ネ15：27

ヨ八 ネ15：8

教 義 と 聖 約123：12

1

教会を打ち建てる

七十人

アール ・M・ モンソン

主の教会を打ち建 τるとωうのばすばらしω責任さす。イエス ・キ リス

トの福音のメ ッセージをすべτの房に，彼ら自身の言語 万純粋なままに

伝えなければな りません。

ルモ ン書』には復活 された救い『モ
主が西半球でニーフ ァイ人に教

え られる様子が記 されてい ます。 この

中で救い主 は今の時代 に触れ，こう教

え られ ました。「わた し 〔は〕自分の民

……を長年の離散 した状態から集めて，

彼 らの中に再びわたしのシオンを設け

る……。虫

預言者 ダニエルは 「末 日に神 の王国

が設立 され 〔る〕のを予見 して告げ」ま

した。2また，この神権時代 に主は次の

ように宣言 されました。「もしこの時代

の人々がその心 をかた くなにしなけれ

ば，わたしは彼 らの問にわた しの教会

を設けよう。」3

再 臨に備 えて教会を打ち建 てる時期

が今 であるこ とを確信 させ る聖句 は，

数多 くあ ります。わた したちは神の王

国再建 に貢献するという特別な機会に

恵 まれています。わた しは自分がこの
みわ ざ

御業 の一端を担 えることに感謝の祈 り

をささげています。多 くの預言者や主

御 自身が何世紀 にもわたってこの御業

について語 って きました。

主の教会 を打 ち建てるとい うのはす

ば らしい責任です。 イエス ・キリス ト

の福音 の メッセージをすべ ての民 に，

彼 ら自身の言語で純粋なままに伝 えな

ければな りません。そのために教会は

高潔な指導者 を輩出する必要があ りま

す。正直な入 々が どこにいても霊感に

満ちた導 きを受け られるような指導者

たちです。教会は この地上で過去 に生

きた人々，現在生 きている人々，将来

生 を受 ける人々に対 して公平 に義務 を

負ってい ます。また主の方法に従って，

正 しい律法 と儀式 を教 えなければな り

ません。従順な信者はこれに よって永

遠の命を得 る資格 を与えられます。ほ

かにもわたしたちの よく知ってい る務

めが多々あ り，教会 を打 ち建 てるとい

う仕事は途方 もない ように思われます。

しかしそれが主か ら課せ られた責任な

のです。

ではそのような教会 を打 ち建てるに

は，どうすればよいので しょうか。そ

の一端 にす ぎませ んが，美 しい神殿 を

建設す るということが どのような意味

を持つのかわたしは知 っています。そ

れは詳細 な図面や見事 な資材以上のも

のです。建設過程のあらゆる段階で有

能な働 き手が求め られ， どの労働者 も

一致協力 して最善の仕事 を果たしてい

ます。また霊感を受けた預言者の指導

力が麗 しい神殿建設には欠かせ ないこ
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とも承知 してい ます。それはこの偉大

な御業の どの部分 にも言えます1ピ ン
み た ま

クレー大管長を通して霊感 と主の御霊
くだ

が降るのをわた しは見 ましたが，その

特別 な体験が今 も忘れ られません。 ヒ

ンクレー大管長は確か にこの時代 に備

え られた預言者です。

神殿建設の場合 と同 じように，献身

的な働 き手が地上 における主の王国建

設 にも必要です。 この御業 は，すべて

の人がその心 と思いの中に次のような

事柄を確固 としたもの として抱 いてい

れば順調 に進むで しょう。すなわちイ
かしら

エス ・キリス トが この教会の頭であ り，

主 は確か に生 きて この御業 を導 き，わ

たしたち全員がその御業の遂行 に重要

な役 目を果たしているとい う確信です。

わたしたちは喜んで福音の原則を学び，

実践 しなければな りません し，キ リス

トを信 じなが ら誠心誠意で祈 る必要が

あ ります。す るとそれ らの原則が真実

であるとい う確信が訪れ ます。真 の改

宗にはこの偉大な御業 に加 わっている

という喜 びがあ ります。

主が御 自分の教会 を打ち建てる時期

は今 である と宣言 してお られるこ と，

しかもわた したち一人一人が主の教 え

が真実であることに対する確固 とした
あかし

揺 るがぬ証 を築いたときにそれは実現

す ることを考 え合 わせる と，興味深い

ものが あ ります。教会 は神殿 を建 て，

世界 中に宣教 師を派遣 し，見事な人道

的活動 を実施す ることがで きます。そ

れで もなお教会の堅固な基盤 は，わた

したち自身が どの ような思いや感情 を

持ち，行動を取るかにかかっていると

言わなければな りません。福音のよい

知 らせは隣人 に伝 えられているで しょ

うか。新 しく改宗 した人は温か く迎 え

られているで しょうか。神殿 は亡 くな

った先祖 のために熱心に働 く参入者で .

満 ちているで しょうか。家族は 日の栄

えの標準に従って生活することを学び，

すべてが天父 とその教えとその子供た

ちとに対す る純粋 な愛を動機 として行

われているで しょうか。

キンボール大管長はかつて こう宣言

しました。「わた したちが打ち建てよう

としている神 の王国は，教会員一人一

人が 日々一致 した努力 を重ねるζとに

よってのみ可能である。」4

そ のす ばらしい点は， イエス ・キ リ

ス トの末 日における教会の確立 に献身

する人はすべ て，永遠の祝福 を数え切

れないほど受 けることです。次の よう

な言葉があ ります。 「わたしたちの現在

の姿 と可能性 との問にある距離 ほ ど，

この世に無駄なものはない。」5実は福音

こそわた したちが可能性 を実現するた
かぎ

めの鍵であ り，手段 なのです。福音の

助けがあれば，わた したちは世にあっ

て 自らをお としめるもの と離れて生活

一一」

㍉

し，この世でさらに優れた民 になるこ

とがで きます。

わたしたちのほ とんどが清い生活 を

送 り貢献 する ことを願 っていなが ら，

時には過ちを犯 します。ソロモ ン王の

知見 に思いを巡 らす ことは，あるいは

役立つか もしれ ません。「ひととなりは

その心に思 うが ままである。」6わた しは

自らの思いを健全で人生 の清い事柄 に

集中させている大勢の人 と知 り合 う特

権 を頂いています。彼 らは聖文につい

て深 く考え， 自分 に与え られた召 しを

尊 んで大いなる もの にしようと努めて

います。福音は生 き方 とな り，彼 らは

平安 と落ち着 きを何度 も味わい，周囲

の人々を大 いに祝福 しています。

どの ような書物，映画，活動がわた

したちの思いに入 って来 ようと大 きな

問題ではない と考えているな ら，わた

したちは自分の心が吸収 し，記憶する

力 を甘 く見ているか もしれませ ん。ま

ず神の王国 を求 めな さい，そうすれば

そのほかの望ま しい事柄 もわたしたち

の ものになる と，主は賢明な勧告を与

えて くださっています。

スターリング ・W・ シル長老は次のよ

うに指摘 しています。わた したちの思

いは染物屋 の手 と同 じで，つかむ物の

色に染 まる。つ まり紫の染め物 を握れ

ば，手 も紫色になるとい うことです。7

教 会 の確立に献身す る人は，何が悪か
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を知っていて，絶 えず良い選択 を重ね，

清い思いで心 を満た してい ます。この

地上 に神 の王国を築 けるか どうかは，

個 々の教会員が神 に授かった選択の自

由を用いて，常にイエス ・キリス トの

福音に添った思いを抱 き，言葉を出し，

行動がで きるか どうかにかかっている

のです。

あま りにも忙 しい とか，問題があ り

す ぎてこの御業に携 われないと思 って

いる入 々は，健全 に従事することで生

じる最 も大 きな利益にあずかる見込み

のある人々です。彼 らの貴重 な奉仕 に

よってほかの人々が大 きな祝福 を受け

る可能性 さえあ ります。

今こそ，自分の心に福音が真実であ

ることの証 をしっか りと持 ち，神権指

導者か ら求め られ る務めを果たすこと

によって，主の教会を打ち建てる時で

す。そうす るときに，わた したちは偉

大な幸福 の計画の中にある，個人的な

祝福が分かるようにな ります。そ して

救い主 と，主がわた したちのために成

し遂げて くださったことを知 るように

な り，主の大 きな愛を感 じるようにな

ります。真理に対する確信が心の底か

ら喜びとなってあふれ出，わた したち

は自分が永遠の目的の大切 な一部であ

ることに気づ くようになります。 そし

てすばらしい預言者をはじめとする偉

大な指導者たちの指導力に心か らの喜

びを覚 えるようになります。わた した

ちの生活は主の平安で満たされ，この

地上に不動のごとく確立 された主 の教

会があることによって得 られる祝福で

い っぱいにな ります。そのこ とを，イ
み な

エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て 証 し ま

す 。 ア ー メ ン。
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3ニ ー フ ァイ21：1

教 義 と聖約138：44

教 義 と聖約10：53

「心 の 清 い 者 と な る 」 『聖 徒 の 道 』

1978年10月 号 ，129

作者不 明

欽 定訳 箴言23：7

[nConferenceReport，Oct.

1954，28.

生ける預言者，
純粋な教義の源

七十人

メ リル ・C・ オークス

教会ば現在の生ける預言者に与えられる絶えざる啓示を基としτωま跳

のちょうど2年 前，預言者 ジョセ

死フ・スミスは信仰箇条 を世に出 し
ま した。信仰箇条第9節 にはこう述べ

られています。「わた したちは，神が

これまでに啓示 されたすべ てのこ と，

神が今啓示 されるすべてのことを信 じ

る。またわた したちは，神がこの後 も，

神の王国に関す る多 くの偉大で重要 な
き ょう

ことを啓示 されると信 じる。」今 日わた

しはこの節の最後の部分で述べ られて

いる，「神が この後 も，神の王国に関す

る多 くの偉大で重要なことを啓示 され

る」こ とについてお話 しします。この

継続 して啓示が与え られる とい う原則

は神の王国にあって必要不可欠なこと

です。

教義 と聖約第21章4節 と5節 で，主 は

預言者の導 きに聞き従 う責任 について

こう言明 されました。

「それゆえ，彼がわたしの前を完全に
きよ

聖 く歩み，わた しの言葉 と戒めを受け

るとき，あなたがた教会員は，彼があ

なたがたに与えるそれ らのすべて を心

に留めなければならない。

あなたがたは忍耐 と信仰 を尽 くして，

あたか もわた し自身の口か ら出ている

かの ように，彼 の言葉を受け入れなけ

ればならない。」(教義 と聖約21：4-5)

預 言者 ジョセブ ・ス ミスは 『モルモ

ン書』を翻訳 し，回復 された教会の基

を据える啓示を受け ました。彼 は自分

の死を前 もって知 らされ ると，急いで
かぎ

すべての神権の鍵 を十二使徒定員会 に

授け ました。ウィルフォー ド・ウッド

ラフはこう伝 えています。「十二使徒定

員会に向けてジ ョセブは言った。『皆 さ

んの肩 に王国を築 く責任がゆだね られ

ます。皆 さんはがっち りと肩 を組んで

その務め を担 わなければな りませ ん。

これ まではわたしが一人で担 って きた

のですか ら。 しか し今，その務めは皆

さんにゆだねられるのです。』」(Tfmes

aηdSeasoηs，5：698)

天 か らの啓示 と導 きは，ジ ョセブの

死を もって終 わりを告げた りはしませ

んでした。「神の王国に関する多 くの偉

大で重要なこと」は，教会の大管長 と

してジ ョセブの跡を継いだ人々を通 し

て啓示 されてきたのです。このこ とに

関 してスペ ンサー ・W・ キンボール大

管長 はこう語っています。

リアホナ/1999年1月 号

90



「1820年 の あの記念す べ き日か ら，

数多 くの重要な啓示 が，神 か ら地上の

預言者 に限 りな く下され，聖文 に追加

されている。……

これらの製本 された神聖な記録 〔で

ある四大標準聖典〕で，『預言者 たちは

終わ り』だ とする人々がい る。しかし，

啓示 は続 き，時々刻 々ともた らされる

啓示が教会 の保管庫や ファイルに収 め

られているとい うことを，わた したち
あかし

はまた世に証する。1830年 に末 日聖徒

イエス ・キリス ト教会が組織 されて以

来，過去にも将来にもわたって時が続

くか ぎり，神 とその民に認め られる預
み む ね みこころ

言者が絶えることな く主の御 旨と御心

を説 き続 けることをも，わた したちは

証する。」(「啓示 主が預言者に伝 え
み こ と ば

る御言葉」『聖徒 の道』1977年10月 号 ，

512-513)

初 期 の指導者の説教 をはじめとして，

教会歴史 に関す る多 くの記録が残 され

てい ます。 これ らを読むと，回復 に関

する様 々な出来事や当時の状況 を理解

するのに役立つ予備知識が得 られます。

今年わたしたちは恵 まれて，神権会 や

扶助協会で預言者ブ リガム ・ヤングの

教えを学んでい ますが，彼 の教 えとそ

の後に続 く預言者たちの教えは同じ流

れを くみ，見事に合致 しています。

教会の方針や手順 は絶えざる啓示 と

霊感に よって改善 されてい きます が，

どんな変更に対 して も気分 を害する人

がいます。ある人は初期の教会指導者，

あるい は会員が語 った ことが，現在 わ

た したちが理解 し行 っていることと完

全 には一致 しない状況を，文字 どお り

目を皿 の ように して探 そう とします。

教会初期の事柄 は何であろうと，よ り

正 しい という考えに凝 り固まっている

人もいます。

これに関 して以下の考えを申し上げ

たい と思い ます。(1)末 日における神権

時代の初期 において，教会の手順 は完

全 に確 立されておらず，その後 の預言

者 たちによって拡充 され，明確 にされ

てきました。(2)生 け る預言者から絶え

ざる啓示が与え られる と信 じることに

よ.って，誤 った教義から守 られます。

ハロル ド ・B・ リー大管長は， この

ことに関して一つの経験 を話 しま した。

一 一r一 「「 一 一 柑

「昔，わた しが宣教師だった とき，伝

道部長 とともにノーブーとカーセージ

を訪れ，ジ ョセブとハ イラムが殺 され

た部屋 で宣教 師の集会を開いた。伝道

部長は暗殺に至 るまでの経緯について

触れた後，大変意義深 い次の事柄を最

後に語 った。『預言者ジ ョセブ ・ス ミス

が殺 された とき，彼 とともに多 くの聖

徒が霊的に死にました。』ブリガム ・ヤ

ングが死 んだときも同 じことが起 こり，

ジョン ・テーラーが死 んだ ときも同様

だった。ジ ョン ・テーラー大管長に与

えられた啓示 は，現在の大管長であ り

預言者が語 ることよ りも大 きな権能 を

持 つのだろ うか。ウィルフ ォー ド・ウ

ッ ドラフとともに霊的 に死 んだ教会員

がいた と同様，ロ レンゾ ・スノー， ジ

ョセブ ・F・ ス ミス， ヒーバー ・J・

グラン ト，またジョージ ・アルバー ト・

ス ミスとともに霊的に死んだ人もいた。
こんにち

今 日で も，すでにこの世を去った人 を

信 じ，その人の語 った言葉 を現在生 き

て権能を持つ人の言葉 よりも権能があ

る言葉 として受け入れる人々が いる。」

(S亡aηdYe∫ηHolyPlaces[1974]，153)

リー大管長はこの ことを強調す るた

めに，あるときジ白セブ ・ス ミスの時

代 に定 められた もゐ とほ異なる教会の

新 しい方針 を快 く思わない人に自分が

語 ったことを引用 しています 。彼は疑

問 を持つ この兄弟 に対 して次のように

答えました。

「1840年 に天の秩序に反 していたこと

が，1960年 に はそ うでな くなるという

ことがあると考えたことがあ りますか，

とわた しが尋 ねると，彼は考 えた こと

がないと答えた。彼 もまた，死んだ預

言者に従 っていたのだ。そ して，今 日

生ける預言者がいることを忘れていた。

「生ける』とい う言葉を強調する重要性

は ここにある。」(5亡aη(fye加Holy

Places，153)

要 す るに，教会は現在 の生 ける預言

者に与 えられ る絶えざる啓示 を基 とし

ています。生 ける神の預言者 を通 して，

「神 の王 国に関す る多 くの偉大で重要

なこと」がこれ まで啓示 されきました。

またこれからもさらに多 くの ことが啓

示 されるでしょう。わた したちは，ジ

ョセブ ・スミスか ら始 まって，彼 に続

く教会の大管長たちを通 して継続 して

与 えられる啓示によって福音 を完全に

理解することができます。現在教会で

教 えられる福音 の教義へ の理解 は，末

日の神権時代 にお ける過去のいずれの

時よりも， さらに完全 なもの となって

います。 これ らをイエス ・キ リス トの
み な

御名によって証 します。アーメン。
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七十人

ゴー ドン ・T・ ワッツ

感謝

わた したちがどこまざのを込めτ勲のに奉仕万きるか ば，どれほどの

感謝の念を持っZ「ωるかにかカ、っτωます。

家塗惚 蝋劣鎗灘需
ようで した。わたしたちの質素 な家は，

屋根板が足 りなかった り，手洗所が家

の外のかな り離れた所にあった りとい

うような状況が珍 しくな く，いろいろ

と大変 なこともあ りました。着ている

服が擦 り切れて，ボタンの数 より穴の

方が多 いというようなこともあ りま し

た。土曜 日の夜 に，暖かなス トーブの

前でお風呂に入 るのはぜいた くなこと

で した。それは寒暖両極端の温度が体

験 できる時問で した。(訳注 当時は

ス トーブでお湯を沸か し，そのお湯を

た らいに入れて入浴する習慣があった)

やが て， ある変化が起 こ りました。

学校へ行 くようになってか ら，世の中

にはそれ まで自分は知 らなかった物が

いろいろあるのだ ということに気づ き

始めたのです。ほかの生徒 たちは立派

な服 を着て，・文明の利器が なんでもそ

ろった美 しい家に住み，新 しい 自動車

に乗ってい ました。 わた しと同 じ年 ご

ろの多 くの子供たちは，学校へ行 く前

に早起 きして雑用を した り，学校か ら

帰れば夜 もまた家の仕事 を手伝 った り

す るだけとい うような生活は してい ま

せんで した。彼 らは人気があ り， 自信

を持ってい ましたが，わた しは引 っ込

み思案で内気になってい きました。残

念 なことに，わた しは彼 らの まるで尽

きる ことのないか のような豊か さと，

自分 自身の状況 を比較することに気 を

取 られるようになるにつれ，た とえわ

ずかな祝福 でも十分幸せだった ことを

忘れ始めて しまい ました。 こうして，
けんそん

謙遜 さを忘れると，真実 を正 しく判 断

す る力が弱 まり，忘恩の思いが頭 をも

たげ始めるようにな りました。受ける

にふ さわ しい以上の祝福 を望むように

なると，今受けてい る祝福は不十分だ

と思 うようにな ります。感謝の思いは

様 々な面 を持ち，多 くの形 を取 って表

れます。わた したちは自分が手に して

いるすべての ものについて，主の恵み

に感謝することを忘れ ると，程な く利

己的な行為に走 るようになります。

救 い主 は，人々に様々な恵み を与 え

られ ましたが，感謝され ることはあま

りあ りませんでした。

「そ して，〔キリス トは〕ある村 にはい

られ ると，10人 の らい病人に出会われ

たが，彼 らは遠 くの方で立 ちとどまり，

声を張 りあげて，『イエスさま，わたし

たちをあわれんで ください』と言った。

イエスは彼 らをごらんになって，『祭

司たちの ところに行 って，か らだを見

一 　

」一.
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せなさい』と言われた。そ して，行 く

途中で彼 らは きよめられた。

そのうちのひとりは， 自分がいやさ

れたことを知 り，大声で神 をほめたた

えなが ら帰ってきて，

イエスの足 もとにひれ伏 して感謝 し

た。これはサマリヤ人であった。

イエスは彼にむかって言われた，『き

よめ られたのは，10人 ではなかったか。

ほかの9人 は，どこにいるのか。』」1

「ほかの9人 は， どこにいるのか」 と

いう救い主の問いかけは， わた したち

の心 を貫 き，深 く考 えさせ ます。ヒン

クレー大管長は昨年4月 の大会の最初の

説教で，次のように言いました。「です

か ら愛する兄弟姉妹の皆 さん，主の業

の最 も栄光に満ちたこの時期 に，主か
たまもの

らの賜物 としてこのす ばらしい教義 と

儀式が授け られていることに，感謝の

心 をもって ともに喜ぼ うで はあ りませ

んか。・・…・この貴重な賜物 と特権 にこ

れか らも感謝 し続 けましょう。そして

主 を愛する者 として， 自分の分をよ く

果 たしましょう。」2

預 言者が述べでいる 「貴重な賜物 と

特権」 を'与えられているに もかかわ ら

ず，わた したちは豊か な恵みを忘れて

しまうことが よくあ ります。そ して，

さらに大切 なことですが，感謝の気持

ちを示す行いが，主に望 まれている水

準に達 しないという場合 もあるのです。

「また，すべ ての ことの中に神 の手 を

認めない者 と，神の戒めに従わない者

のほかに，人は どの ようなことについ

ても神 を怒 らせ ることはない，す なわ

ち，ほかのどの ような人に向かっても

神 の激 しい怒 りは燃 えない。」3

感謝 は態度で示す ことから始 まりま

す。ある人々にとって りんごはどれ も

光 り輝いて見え ますが，その一方 で，

磨いた後の傷 しか見 えない という人々

もいます。 自分が惨 めであるために悪

意が生 じて，祝福に無感覚にな り，感

謝することを忘れて しまう人々が増え

てい ますが，わたしたちは自分 自身が

その ようにな らない ように，注意 しな

ければなりませ ん。

喜び と幸福は，感謝が もた らす結果

です。最近， ワッツ姉妹 とわた しは世

界の別の地域で， とて も親切で優 しい



人々と一緒に3年 間過 ごしてきました。

この世的な富がす なわち幸福 というの

であれば， この聖徒たちの多 くは不幸

せ とい うことになるで しょう。 しか し

それとはまった く逆で，感謝の思い は

豊かな ものであ り，結果 として喜 びを

人々に伝 えてい きます。恵 まれた条件

のない困難 な環境 の中 に住 んでいます

が，彼 らが喜びにあふれた生活を して

いることは明らかです。その明るさは，

イエス ・キ リス トの福音 と， 自ら学 ん

だ原則の実践 によって得 られる感謝の

念が生み出す ものです。ある忠実な地

方部長 は， 自転車に乗 って召 しを果 た

せることに感謝 していました。彼は自

転車のペダルをこげばこぐほど，幸福

になるように見 えます。 ここに学ぶべ

き教訓があ ります。わたしたちは自分

に感謝の念がない と感 じた ら， もう少

し早 くペ ダルをこぐ必要があるのでは

ないで しょうか。わた したちが どこま

で心 を込めて熱心 に奉仕で きるかは，

どれほ どの感謝の念を持 っているかに

かかっています。

シェームズ ・E・ タルメージ長老は

こう語っています。「感謝の念 と謙遜な

思いは双子の姉妹であ り，高慢 はその

共通の敵である。」4ジ ェームズ ・E・

ファウス ト副管長 はこう話 しています。

「感謝の気持ちを持つ ことは，偉大な人

物 になるための第一歩です。♪ わた した

ちは試練の ときにも，来 るべ き事柄を，

感謝の気持 ちをもって受け入れること

がで きます 。その感謝 の気持 ち とは，

戒めに従い，感謝の念を もって仕える

人々のために，主が用意 してお られる

恵みと賜物 に感謝す る思いです。永遠

の友であ り，以前わたしたちの近 くに
はんりょ

住んでいた人が，最近最愛の伴侶 を亡

くして，精錬す る者 の火 を強 く感 じて

い ます。彼 は昔，わたしたちの家で福

音の教 えを受け入れた人です。福 音，

また神殿の聖約，永遠の結婚について

彼が最近語った，いわ く言い難い感謝

の言葉 は，わた しの心 に強い印象 を与

えています。最愛の妻 に先立たれた状

況の中で， これ らの知識が教会 に入る

前 には知 らなかった慰めを与えてい る

のです。「この偉大 な永遠の賜物 を，わ

た したちの家族 に伝 えて くれたあなた

1
＼
＼

テンプルスクウェア内の訪問者センター北館にあるクリスタス像の前てポースを取る家族。

、塁暁}… ・続i・1勲 ・・毒 輿 、i…鞭

にほんとうに感謝 してい ます」 という

彼の言葉に，天の御父 と御子 イエス ・

キリス トがすべての人 に 「貴重 な賜物

と特権」を与えて くださったことへの，

わた し自身の心か らの感謝の思いを添

えたいと思い ます。

「すべてのことを感謝 して受け入れる

者 は，栄光 を与 えられるであろう。ま

た，この世のものも100倍 ， いやそれ以

上，加 えられ るであろう。」6神 は実在 し

恵 み深 い御方で あ られ ること， また，

イエス ・キリス トは神御 自身の愛す る
あカし

御子 であ られるこ とを証 いた します。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り ， ア ー

メ ン。

注

1

2

3

4

5

6

ル カ1712-17

「わ た した ち は 主 に つ い て 証 す る 」
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わたしたちは
神の子である

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

わた したちば何者ざしょうか。神の子供ざす。わた したちの可能倥ば

無阪 ざあ り，神聖なものを受け継ぎます。

目 近わたしは，騨 服装で人目

目 支 を引いている若者たちを見まし

た。その中の一人が，意義深 い言葉を

口にしました。「自分がだれなのか見つ

けようとしているんだ。」その少 し前に

出席 した教会の集会では，初等協会の

子供たちが 「神の子です」'を歌 ってい

ました。 この対照的な経験が教 えてい

るように，わた したちが文字 どお り神

の子であることを知るのは，大切なの

です。

人は二つの部分，すなわち肉体 と霊2

か ら成 り， どち らも神 から出た もので

す。肉体 と霊について明確 に理解すれ

ば，善 を求めるわたしたちの思 いと行

いに影響 を与 えるで しょう。

肉体

わたしたちは肉体の驚異 をしば しば

見落 としています。体格 や外見のせい

で，劣等感に悩 まされた ことのない人

がいるで しょうか。多 くの人 は自分の

体をもっとよくしたいと願っています。

生 まれつ きス トレー トヘアーの人が巻

き毛を望んだ り，巻 き毛の人が まっす

ぐな髪 にあこがれた りします。女性の

中には，男性 は金髪が好 きだと信 じ込

んで，髪 を染める人も時折います。

実際には，皆 さんの肉体 は， どのよ
たまもの

うな賜物 を受 けていようと，神のす ば

らしい創造物です。3それ は肉の幕屋で

あ り，霊のための宮です♂ 肉体 を研究

すれば，その神聖な 目的が明 らかにな

ります。

肉体の形成 は，父親 と母親か らそれ

ぞれ来る二つの生殖細胞の結合 に始ま

ります。 この二つの細胞 には，新 しい

生命のすべての遺伝情報が組 み込 まれ

ていて， 肉眼では見えない小 さな組織

に保存 されています。それぞれの親か

ら来た23の 染色体が結合 して，新 しい

細胞にな ります。 この染色体 に含 まれ

る無数の遺伝子が，やがて生 まれて く

る人の体の特質をすべて決めるのです。

細胞の結合か らお よそ22日 後 に，小 さ

な心臓が動 き始め ます。26日 目には，

血液が循環 し始めます。細胞は増殖 し，

分裂 します。そ して，ある部分 は目に，

別の部分は耳にな ります。

＼

φ
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各々の器官は，神のすばらしい賜物

です。 目には， 自動焦点 レンズがあ り

ます。神経 と筋 肉が二つの目の動 きを

調整 して，一つの立体画像 を生み出し

ます。 目とつながっている脳に，その

画像が記録 され ます。 コー ドもバ ッテ

リーも必要あ りません。

両方の耳 は，音波 を聞 き取れる形 に

変換す る小型の器官に接続しています。

鼓膜 は振動板 として働 き，小 さな骨が

その振動を増幅 し，神経を介 して信号

を脳に送 ります。そ こで音が知覚 され，

記憶 されるのです。

心臓 は，驚 くべ きポンプで，血液の

流 れる方向を制御する4つ の精巧 な弁

を備 えています。 これ らの弁 は，1日

に10万 回，1年 で3，600万 回以上，開閉

をします。 しか し，病気で変質 しない

か ぎり，いつ まで もこの負担 に耐え ら

れるのです。現代のいかなる人工素材

を用いても，故障な しに，この ような

働 きをすることはできません。

成人の心臓 は毎 日，2，000ガ ロ ン5の

タンクを満たす血液 を送 り出 します。

この仕事量 は，成人男性6を エンパイヤ

ステー ドビルの頂上 まで運ぶのに相 当

しますが，消費するエネルギーはわず

か4ワ ッ トです。心臓 の上 部には発電

器があって，特別な経路 を通 して電気

刺激を伝 え，無数の筋 肉繊維 の動 きを

調整 しています。

人体のほかの貴重な器官についても，

たくさん話すことができます。それ ら

の驚 くべ き機能 は，わた しに与 えられ

た時間や能力では語 り尽 くせ ません。

人体 には，さほど顕著ではあ りませ

んが，ほかに もすば らしい特性があ り

ます。例 えば，予備機能があることで

す。対 になっている器官 はすべ て，緊

急時の予備機能 を持っていることにな

ります。脳や心臓，肝臓の ような単独

の器官は，二通 りの経路で血液が供給

されています。 この機能 により，一方

の経路 が絶たれても，器官は守 られる

のです。

人体 の自己防衛機能について考 えて

み ましょう。人体は危害を防 ぐために，

痛み を感 じます。何か に感染す ると，

抗体 を生成 します。抗体 は当面 の敵 と

戦 うだけで なく，将来の感染に対する



抵抗力 も高め ます。あるとき，排水溝

の水 を飲 んだ3歳 の子供たち を診察 し

たことがあ ります。子供 たちは，無数

の細菌を飲み込んだに違い ないのです

が，一 人 も病気 にな りませ んで した。

汚水が小 さな胃袋 に達すると，直 ちに

塩酸が作用 して，子供 の命 を守ったの

です。

皮膚 にも保護作用があ ります。高温

や低温による危害 に対 して警告 します。

また，信号 を送って，問題のある部分

を知 らせ ます。熱があるときは，汗を

か きます。恐怖 を感 じると青ざめ，恥

ずか しい ときは赤 くな ります。

人体 には修復機能があ ります。折れ

た骨は修復 し，元の ように強 くな りま

す。皮膚の傷 は， 自然 に治 ります。出

血 しても，自ら止血で きるのです。

人体 は，古 くなった細胞 を再生 しま

す。例 えば，赤血球 の平均寿命 は120

日で ，新 しく造 られた細胞に置 き換え

られます。

人体 は，重要 な成分 を自ら調節 しま

す。必須の元素や化学成分 は，絶えず

調整されています。そ して，環境 の温

度変化の幅が どうあれ，体温 は狭 い範

囲内に注意深 くコン トロールされてい

ます。 噛

防衛，修復，再生，調節 など，これ

らの通常の機 能が永遠 に続 くな らば，

地上の生命に終わ りはなくなるで しょ

う。幸いに も，造 り主 は，肉体の死 を

もた らす老化やほかの現象を備 えて く

だ さいました。死 は悲劇や時ならぬ出

来事 と見なされることが よくあ ります。

しか し，死 は誕生 と同 じ人生の一部な

のです。聖文に こうあ ります。 「その

ときす ぐに人が この肉体の死か ら救 わ

れることは，偉大 な幸福 の計画 を損 な

うことになるので適当ではなかった。」7

死 とい う門を くぐって神のみもとに帰

るのは，神 を愛する人 にとって喜 びな

のです。8

人生の最盛期に死が訪れるとき，わ

た したちは次の真理 を知って慰めを得

ます。すなわち，この世で生 き続 ける

ことを許さないその律法は，肉体が不

死不滅 になって復活す るときに適用 さ

れる.律法で もあるのです。

霊

次 に，霊についてお話 ししましょう。

わたしたちは現世 に来る前 に，神の霊

の息子，娘 として神 とともに住 んでい

ま した。霊 は永遠の存在 であ り，前世

において罪がな く，9肉体 の死の後 も存

在 します。'o霊は肉体 を動か し，個性を

与 えます。'1「霊 はすべ て物質であるが，

もっと微細で純粋」なものです。12

「人間の霊はその体 の形」です。'3ヤ

レドの兄弟がイエスの前世の体 を見た

とき，主はこのように説明されました。

「あなたは，あなたがたがわたし自身

の形に造 られていることが分かったか。

まことに，すべ ての人は初めにわた し

自身の形に造 られたのである。

……あなたが今見てい るこの体は
，

わた しの霊の体である。 わた しは自分
なら

の霊の体 に倣って人を造 った。わた し

は今，霊の状態であなたに現 れている

ように，将来肉にあってわた しの民に

現れる。」14

霊 の成長は，永遠にわたる重大事 で

す。わた したちは将来，霊の持つ属性

によって裁 きを受けます。15この属性 に

は，高潔，哀れみ，愛，そのほか多 く

の徳が含 まれ ます。16肉体に宿 る霊は，

永遠の進歩に欠かせない方法 でこれ ら

の属性 を伸ば し，表現 します。'7

霊 と肉体は，互いに結合 して，神聖

な価値 を備 えた生け る人 とな ります。

確かにわた したちは，肉体的にも，霊

的に も，神の子供なのです。

肉体の障害

わた したちには分 からない理由によ

り，肉体 に障害 を持 って生まれて くる

人がいます。体の一部 に異常があるか

もしれません。調節機能のバ ランスが

崩れてい るか もしれ ません。そ して，

すべ ての肉体 は，病気 と死 に直面 しま

す。 しか し，肉体はきわめて貴重 な賜

物なのです。それな しに，完全な喜 び

を得 ることはできません。18

神 聖 な目的を達成す るために，完全

な肉体が必要なわけではあ りませ ん。

事実，最 もす ばらしい霊が，弱い体 に

宿ることもあ ります。肉体 に障害があ
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って 日々チ ャレンジに直面する人が，

卓越 した霊的な強 さをは ぐくむ場合が

よくあ ります。そのような人は，神が

忠実で従順な人のために用意されたす

べての祝福を受ける資格があるのです。19

やがてその時が来ると，「霊 と体は再

び結合 して完全 な形 にな り，手足 も関

節 も……その本来の造 りに回復 され」

ます。20こうしてわたしたちは，イエス・
あがな

キリス トの蹟 いのおかげで，主 にあっ

て完全になることがで きるのです。2】

個人の行い

これらの真理 は，個人の行い にどの

ような影響 を与 えるでしょうか。感謝

の心をもって，神を造 り主 として認め

ます。そ うしなければ，飼 い主の愛 に

気づかずに水槽の中で泳 ぐ金魚のよう

にう恩知 らずになって しまうで しょう。

主はこう言われました。「与えられる祝

福 が何であろうと，あなたがたは……

神 に感謝を しなければな らない。」22わ
み まえ

た したちは，絶えず主の御前で徳高 く，
きよ

聖 くなることがで きます。23

わ たしたちは肉体 を自分 自身の宮で



あると考 えるでしょう。24そして，いか

なる方法であれ，それ を汚 した り，傷

つけた りしないで しょう。25また，適切

な食事 を取 り，健康 のために運動をす

るで しょう。

霊の健康 にも注意を払 うべ きではな

いで しょうか。2`体力 を維持す るために

運動が必要 なように，霊的 な強さにも

努力が必要です。最 も大切 な霊 的な運

動は，祈 りです。祈 りは神 との調和 と，

戒めに従いたい とい う気持 ちをもたら
けんそん

します。祈 りは，知恵 と徳 と謙遜 さの
かぎ

鍵です。

わたしたちは助言 を慎重に選ぶ必要

があ ります。多 くのいわゆる専門家が，

霊の ことを考慮せずに体 について助言

を与えてい るか らです。例えば，知恵

の言葉に反す る指示を受け入れる人は，

肉体 と霊の両方に祝福 をもた らす律法

を捨てているのです。27わた したちの生

殖器 の扱 い方 に関す る勧めの中 には，

体の研究だけに基づ く，不適切 なもの

があ ります。一方に偏った見解に気 を

つけて ください。パ ウロはこう教えて

います。「肉に従って生 きるなら，あな

たが たは死ぬ外 はない……。 しか し，

霊 に.よってか らだの働 きを殺す な ら，

あなたがたは生 きるであろう。」28

この警告には，習慣性の強いポルノ

グラフィー も含 まれます。聖文ははっ

きりと警告 しています。「あなたがたの

死ぬべ きか らだを罪の支配にゆだねて，

その情欲に従わせることを坤 してはな
たんでき

りません。耽溺 はやがて，肉体 と霊を

奴隷に します。この悪習か らの完全な

悔い改めは，死すべ き体 を持つ現世に

いる間が，最 も効果的に行えます。

わた したちは神 の子供 として，肉体

を汚すいかなるものも摂取 してはな り

ません。視 覚や聴覚 や触覚 を通 して，

脳 に汚れた記憶が送 り込まれるのを許
ぽうとく

すのは，神 に対する冒涜です。純潔を

大事 にして，「人を滅びと破壊 とに沈ま

せ る，無分別な恐ろ しいさまざまの情

欲」3。を避けて，人を啓発す る 「義 と信

心 と信仰 と愛 と忍耐 と柔和 とを追い求

め」31るのです。

わた したちは何者で しょうか。神の

子供です。32わたした.ちの可能性は無限

であ り，神 聖な ものを受 け継 ぎます。

わた したちが，思 い と行 いにおい て，

常 にこの受け継 ぎを尊重 で きるよう，
み な 　

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り祈 り ま

す 。 ア ー メ ン。

L
＼ 、

逆
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1.『 賛 美 歌』189番 参 照

2， 教義 と聖 約88：15参 照 ・

3，SeeRusseUM.Nelson，"The

MagnificenceofMan"， ε1VS1θへ4

Jan，1988，64-69.詩 篇の作 者 は

次 のよ う に述べ てい る。「わ た しは;あ

な たの 指 のわ ざな る天 を見 ，あ なた が

設 け られ た月 と星 と を見 て 思 いま す 。

人は何 者 なの で ， これ をみ 心 にと め ら

れる ので すか ，……た だ少 しく人 を神

よ りも低 く造 って ，栄 え と誉 とを こ う

む らせ 〔ま した 。〕」(詩 篇8：3-5。

ヘブ ル2：7，9も 参照)

4.1コ リン ト6：19参 照

5.約7，570リ ッ トル

6.重 さ150ポ ン ド(68.2キ ロ)

7.ア ル マ42：8。 アル マ12：24-27

も参照

8.詩 篇の 作 者は 神の 見地 か ら次の よ うに

表現 して い る。 「主 の聖 徒 の死 はそ の

み前 にお いて 尊い 。」(詩 篇116：15)

9.教 義 と聖 約93：38参 照

10.ア ル マ40：f1;ア プ ラ 八 ム3：18

参照

11.ヨ ブ32：8参 照

12.教 義 と聖約131：7

13， 教義 と聖約77：2

14， エ テル3：15-16

15.人 を動 か し ，人 の魂 を つか さ どるの は

肉 体で はな く霊 で ある 。霊 のな い体 は

死 ん だ もの で ある(ヤ コ ブの 手紙2：

26参 照)。 その た め ，善 悪 を 選択 し ，

最 後 の裁 きの と きに 、 自ら身 に付 けた

長所 ，短 所 に関 して責 任 を負 うの は霊

であ る(ア ル マ41：3-7参 照)。

16、 「信仰 ，徳 ，知 識 ，節制 ，忍 耐 ，兄 弟

愛 ，信心 ，慈 愛 ，謙 遜 ，勤勉 」 とい う

特質(教 義 と聖 約4：6)。

17，2ニ ー フ ァイ2：11-16，21-26;

モ ロナ イ10：33-34参 照

18.教 義 と聖約138：17参 照

19， ア プ ラ八ム3：25-26参 照

20， ア ル マ11：43。 アル マ40：23;

伝 道12：7;教 義 と聖 約138：17

も参照

21， モ ロナイ10：32参 照

22.教 義 と聖 約46：32

23， 教義 と聖 約46：33参 照



24.

25，

26.

27.

28，

29，

30，

31，

32.

1コ リン ト3：16参 照

人 の 体 に つ い て ，パ ウ ロ は次 の よ う

に教え て いる 。 「も し人 が ，神 の宮 を

破 壊 す る な ら ，神 はそ の 人 を滅 ぼ す

で あ ろ う。 な ぜ な ら ，神 の 宮 は聖 な

る も の で あ り ，そ して ， あ な たが た

はその 宮な のだ か らで ある 。」(1コ リ

ン ト3：17)

1コ リ ン ト9：24-27;ヘ ブ ル

12：9参 照

教 義 と聖 約89：18-21参 照 。 ロー

マ8：6;2ニ ー ファイ9：38-39;

教 義 と聖約29：34-35も 参 照

E]一 マ8：13

ローマ6：12

1テ モテ6：9

1テ モ テ6：11。 続 く12節 には ，次

の よ う に述べ られ て いる 。 「信 仰 の戦

いを り っぱ に 戦 い ぬ い て ，永 遠の い

の ち を獲 得 しな さ い 。」 これ こそ わ た

したち の行 う選 択 であ る。

『聖句 ガイ ド』「創造 ：創 造 する」の 項

(ま た は そ の参 照 項 目)か ら ，「人 」

「男 」 「女 」 と い う言 葉 が 含 ま れ て い

る参 照 聖 句 を 調 べ る 。 神 聖 な 人 の創

造 に つ いて 立証 さ れ てい る聖 句 は55

か所 あ り ，皆 同 一 の メ ッセ ー ジ を伝

えて い るが ，以 下 はそ の7例 で あ る。

「神 々 は協 議 して 言 わ れ た 。 『降 っ て

行 って ，わ た した ち の 形 に ，わ た し

た ち に かた ど って 人 を 形 造 ろ う 。 ・

・そ こ で
，神 々 は 降 って 行 って ，御

自分 の 形 に人 を組 織 し ，神 々 の 形 に

人を 形 造 り ，男 と女 に形 造 られた 。』」

(アブ ラ八 ム4：26-27)

人の創 造 が神 によ るもの であ ると信 じ

る根拠 は ，物理 的な 証拠 のみ によ らず

霊的 な証拠 に も基づ かな くて はな らな

い。 その理 由 につ いて次 の聖 句で は こ
う ま

う述べられている。「生れながらの人
みた ま

は，神の御霊の賜物を受けいれない。

それは彼には愚かなものだからである。

また，御霊によって判断されるべきで

あるから，彼はそれを理解することが

できない。」(1コ リント2：14)

.「..

＼

祝福の言葉
大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンウ レー

わた したちが61と 高ぎ御方の聖徒としτ生き乙口ωるこの時κば，非常

に重要な時 ざす。……子供た ちを真理と義のφび育～rる働きを続けτ

ωきま しょう。良き隣入，良ぎ友入となりま しょう。

日 後に少 し編 ししたいと思い.ま

取 す。皆 さんには， この タバナク

ルの固いいす に長時間お座 りいただい

ていますが，新 しい建物で大会 を開け

る時を待ち望んでいます。その ときに

はいす も座 り心地よ くなっているで し

ょう。

今回 もすばらしい大会で した。主の

祝福が注がれ，わた したちは心か ら感

謝 しています。家路の途中，ここで聞

いて きたことについて，深 く考えてい

ただ きたい と思います。 日々の生活の

中で改善の必要 な点があれば，そのた

めに正すべ きところを正 してい くこと

がで きます ように。心 を動かされたこ
み た ま

とについては，御霊によ くこたえるこ

とがで きますように。 自身の義務を果

たせていない部分があれば，よ く自己

を修めて，備えをし，望 まれている事

柄を果たす ことがで きます ように。

兄弟姉妹の皆 さん，この大会でも何

度 も採 り上げ られてきた小規模な神殿

の建設 プログラムについてご報告で き

ることをうれ しく思 います。 わた した

ちは数か月前 に，ユ タ州モ ンティセロ

でこの種の神殿 としては初 めての神殿

を奉献 しました。わた したちは実際の

建設 を通 して様々なことを学べるだろ

うと見込 んで，この地 に神殿 を建 てま

した。そ してわた したちは幾つかのこ

とを学び， この地域 の聖徒たちが示 し

た反応，また，彼 らが自分たちのただ

中に現れたその美 しい建物に対 して示

した大 きな喜びを見て，心か らの感謝

の念 を覚 えました。

わた したちは今年を皮切 りに，新 し

いタイプの神殿 を数多 く奉献 していき

ます。建物の大小 は様々あ ります。前

回の大会で，わたしは，次の2年 間に30

の新 しい神殿 を建設 したいと発表 しま

した。それをお聞きになって，わた し

の単 なる願望 に過 ぎないと思われた方

が数多 くいらっしゃる と思い ます。ま

った く非現実的な話に しか見えなかっ

たことで しょう。

うれしいことに，わた したちの建築

ス タッフ，設計士 ，建築技師，デザイ

ナ}， 内装の専門家たちは，たぶ ん西

暦2000年 には100以 上 の神殿 を稼動させ

ることがで きるとア ドバイス して くれ

ています。現在の約2倍 の数です。この

すば らしい計画に関与 している人々の

中には，怠惰 にしてい る人はだれ もい

ません。わた しは，これ らの神殿 は従

来のものよりも小 さい と言っています。
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しか し，実際 は小 さ くは見 えません。

大きく見えます。また美 しい神殿です。

最高の資材 と最高の様式 で，建設 され

ます。 どれも，神聖 な目的のために奉

献される主の家 となるか らです。

しか しそれだけでは終 わ りませ ん。

神殿建設は さらに前進 してい きます。

わた したちは，教会 の忠実な聖徒 たち

が 自身の祝福 を受けるために参 入 し，

またその祝福 を死の幕のかなたに行 っ

た人々にも及ぼすには，非常 に多 くの

地で神殿が必要 とされていることを承

知 しています。 わた したちは，教会員

の皆 さんが神殿 に参入す るにふさわ し

くなれるよう祈 っています。 もし悔い

改めが必要な ら，今 こそ進路 を変 え，自

分自身を神殿参入に備えるべ き時です。

兄弟姉妹，わた したちがい と高 き御

方の聖徒 として生 きているこの時代 は，

非常 に重要な時です。これ らの ことは，

主の惜 しみない祝福， また， わた した
みこころ

ちに啓示された御心，全世界の忠実な

聖徒があって，可能にな りました。つ.

い最近 まで，不可能 と考えられていた

ことです。

わた しは教会で非常に長 い間，役員

として働 いてきま.した。時の流れには

逆 らえない老人です。長年生 き，かつ

様々な責任 を果た してきて，この神の
み わ ざ

御業に対する疑いはみ じんもあ りませ

ん。わたしたちはほかの教会の人々 も

尊重 しています。彼 らと親 しく交わ り，

彼 らに有意義な奉仕 を したい と考えて

います。彼 らが皆，善良 な行いをして

いることを知ってい ます。 しかしわた

したちは， この教会は天の御父 とその

御子，主イエス ・キリス トの，真実の
おく

生ける教会 であることを臆することな

く宣言 します。 この ように宣言す るこ

とが， よく批判 を招 くということは承

知 しています。

話 を終 える前 に， このす ば らしい

合唱団に賛辞 を呈 したい と思い ます。
き ょ う

今日わたしたちは彼 らの歌声に耳を傾

けてきました。荘厳 な歌声です。彼 ら

の働 きは実にすば らしい ものです。彼

らはこれまで に， 日々その歌声に磨 き

をかけ，その努力 はこれか らも続 けら

れていきます。今の姿 に甘 ん じること

な く，明 日に向かって進んでいます。

どうかこれか らも，努力 を続 けて くだ

さい。

子供 たちを真理 と義の中 に育 てる働

きを続 けて いきま しょう。良 き隣人，

良 き友人となりましょう。そ して信仰

を同じくす る人々だけでな く，そうで

ない人々にも愛の手 を差 し伸べ てい き

ま しょう。 わた しと働 きを共に され る

愛す る皆さんの うえに，天 のほほえみ

が注がれる よう，心か ら祈っています。

この広い世界の各地に住む皆 さん一人
あかし

一人に
，わたしの証 と愛 をお伝 えしま

す。これ らの心か らの祈 りと祝福の言
み な

葉 を ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ

て 申 し上 げ ま す 。 ア ー メ ン。

中央扶助協会集会で司会をする，中央扶助協会会長のメア リー ・エレン ・スムー ト姉妹。大管長会が左に，右には中央扶助協会の副会長が着席 している。
また，中央若い女性会長会と中央初等協会会長会，3つ の補助組織の中央管理会会員が説教壇の前の席に着いている。
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●1998年9月26日(土)中 央扶助協会集会

われわれは
主の光に歩もう

中央扶助協会会長

メア リー ・エ レン ・スムー ト

主ば手を広げτゐられま跳 主の計画ば明らか ざ，主の招きば真実ざす。

たしは招待状を受けるのが大好

わきです。皆 さん はどうで しょう
か。 これまでに自分の大切 さ，計 り知

れない価値 を再認識で きるようなす ば

らしい行事 に招かれる 日の ことを想像

したことはあ りませんか。そのような

期待に胸 を膨 らませるのは，少 な くと

も行事 に出席す るの と同 じくらい楽 し

いものです。招待 された行事の準備や

計画 をするときに， 日常茶飯事 のこと

でも新 たなときめきと意義 を感 じて行

えるものです。今で もわたしは，郵便

が届 き招待状 らしき封筒がある と真 っ

先 に開きます。

残 念 なことに，すべ ての招待状の内

容が同 じくらい価値のあるもの とは限

りません。わた したちを誘惑 し，勧 誘

す る目的の もの も届 きます。郵便 で届

こうと，コ ンピューターやテレビで届

こうと，それらは人 を誘い惑わせ ます。

しか し，あ りが たい ことにわた した

ちが聖文や，預言者，および聖霊 を通

して受ける招 きは信頼することができ

ます。それ らはわたしたちが進むべ き

方 向性や，平安，慰め，喜 びといった

ものを与えて くれます。静かで細 い声

はわた したちに語 りかけ，義にかなっ

た生活 をす るよ う励 ま して くれます。

したがって，わた したちは聖霊のささ

や きによく耳 を傾 け， 自らの霊を吟味

す る必要があ ります。そ うすれば，う

っそうとした黒雲 は散 り，神の栄光 に

満 ちた光がわた したちを覆 って くれる

のです。

主か ら出された招 きは非常に重要 な

ものです。それはわた したちを天の御

父の もとへ 導いて くれる ものであ り，

わた したちを真理 と正義にのっ とった

方法で導いて くれます。また，それは

確 かにわた したちが神の娘 として永遠

に価値のある者であることを教えて く

れ ます。その招 きは天の御父か ら個人

個人に出された愛のこもった ものです。

天の御父 は 「わた しのもとに来なさい」

「わた しに従いなさい」「来 なさい」 と

いった言葉でわた したちを招かれてい

ます。

今晩，わた したち中央扶助協会会長

会 は，皆さん一人一人 に次の ような招

きをしたい と思います。「さあ，われわ

れは主の光に歩 もう。」(イ ザヤ2：5)
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そ して どうかその招 きの返事を出(R

SVP)し て ください(訳 注RSVPは フ

ランス語で 「よろしければお返事 くださ

い」とい う意)。

イザヤは多 くの人々が主の宮 に行き，

神 の方法について学 んでお互い平和に

暮 らしている情景を見 ました。イザヤ

はすべての人 にこのことを願 っていた

ので，今わたしたちが しているように，

「さあ， われわ れは主の光 に歩 もう」

と当時の人々に呼 びか けたのです(イ

ザヤ2：5)。
こ う そ ふ

わた しの高祖父のイスラエル ・スタッ

ダー ドは，教会 に加わる とい う招 きを

1842年 に受け入れました。そ して，聖

徒 たちと合流する招 きを受け入れ，彼

の家族はニュージャージーか らノーブ

ーに移 りました
。さらに，ブリガム ・

ヤ ング大管長が 自分 に従って西へ旅す

るよう招 いたときも，それを受け入れ

ました。

ミシシッピ川を渡 りながら，家族は

振 り返って自分たちの家が焼かれるの

を見 ました。過酷な条件 と苦難にさら

されたため，母親 は亡 くな りま した。

5週 間後，赤 ちゃんが死 に，その後間も

な く，父親 も息を引 き取 りました。祖

母はこう書いています。「後に残 された

スタッダー ド家の5人 の子供たちは，家

はな く，お金 もほ とん どなかったが，

友はいた。聖徒たちが彼 らにとて もよ

くして くれたのだ。」

ヤング大管長の招 きは，両親 と幼い

子供の命 を取 り去 りましたが，家族 を

永遠 に一つにつ なげたのです。

今 しば らくわた しと一緒に，「主の光

に歩 む」 とはどういう意味か考えてみ

て ください。 まず最初 に，わた したち

は皆光 を持つ ことができます。それは

顔や，姿か ら発せ られるものであって
やみ

闇の中で も輝 きます。すなわち光 によ

ってはっきりとした目的 と指針を持 っ

て歩むことがで きるのです。

救 い主はこの世の生涯での最後 とな

った週 に10人 のお とめのた とえ，タラ

ン トのた とえ，羊 とや ぎのたとえを通

してその方法 を教えてお られます。マ

タイによる福音書第25章 に書かれてい

るこれらのたとえを指針 として，キリ

ス トが教えられた3つ の教訓について再

.一.一一一_」



考 してみたい と思い ます。わた したち

はこれ らの教えに耳 を傾 けて従 うこと

に よって，光 と真理において一致 した

姉妹 となることがで きます。

最初に，10人 のお とめのた とえは霊

舶に準備を整 えて主の光 に歩 むことを

教えています。

救 い主は10人 のおとめがそれぞれ明

か りを手に して，花婿 を迎えに出て行

く様子 を天の王国にた とえてお られま

す。お とめのうちの5人 は明か りの油 を

用意 していて，花婿が到着 したときに

出迎える準備がで きてい ました。けれ

ども愚かな5人 は急いで油を探 しに行っ

ている問に，花婿が到着 して しまいま

した。そして 「用意ので きていた女た

ち」だけが 「花婿 と一緒に婚宴のへや

にはい り」 ました(マ タイ25：1-10

参 照)。

姉妹の皆 さん，わた したちは用意が

できているで しょうか。わた したちは

個人 として全体 として，忠実なすべて

の人 に主が約束 してお られ る豊か な贈

り物 を受ける準備 をしてい るで しょう

か。主の光 を受ける準備がで きている

で しょうか。

キンボール大管長はわたしたちの明

か りに油をつ ぎ足すための方法を幾つ
せいさん

か示 して くれました。「聖餐会に出席す

ることによって，わた したちは 自分の

明か りに一滴ずつ長い年月をかけて油

をつぎ足すことができます。断食 ，家

族の祈 り，ホームティーチング 〔およ

び家庭訪問〕，肉体的な欲望を抑 えるこ
の

と，福音を宣べ伝 えること，聖文を研

究すること，献身 と従川頁に基づ く一つ

一つの行いが油 を蓄えるのです。親切

じゆうぶん

な行い，献金 と什分の一を納めること，.

清 い思い と行い，聖約によって永遠 に

結婚すること， これ らも油 をつ ぎ足 し

て くれ ます。 このように してわた した

ちは真夜中でも準備 を整えていること

がで きます。」1

扶 助協会が どのように して霊的な準

備を手助け しているか，一人の姉妹の

お話 を通 して紹介 したい と思 います。

わた しは彼女の信仰 に深 く感動 したた
あかし

め，証 を書いて送って くださるように

お願い しました。その一部を読 ませ て

いただきます。

彼女 はこのように書いて くだ さいま

した。「わた しは扶助協会か らた くさん

の祝福 を受けてきました。わたしは離

婚 を経験 し，幼 い娘 と二人で暮 らすよ

うにな りました。息子 もいたのですが，

失い ました。救 い主 と天父に助 けを求

めて何時 間もの問 ひざまず きました。

幸いに して，わたしの前 には扶助協会

があ りま した。わた しは扶助協会が大

好 きで した。特 に教育が あるわけでは

ないわた しはわずかな賃金で幼 い娘 と

ともに毎 日やっ との思いで暮 らしてい

ました。 日曜 日には必ず教会へ行 きま

した。毎週扶助協会 に出席することに

よって，わた しは力強 くな り，善い姉

妹になってい るような気が していまし

た。 もちろんほかの集会 にも出席 しま

した。出席 したのはそ こがわた しのい

るべ き場所 だと分かっていたか らでし

た。特に扶助協会で語 られる言葉 をよ

く味わい ました。扶助協会 は安 らぎを

与えて くれる交わ りの場 で した。 わた

しは扶助協会の一員であることを強 く

感 じることがで きました。レッスンに，

一 ___ユ____
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人々への奉仕 に，……そ して幼い娘の

ためにわた しは没頭 しました。思いと

心を集中 させている と，過去の痛み を

振 り返 っている時間が なくなること.に

気 づ きました。……この数年間わた し

の心 を占めていたいちばん大 きなもの

は，帰属感，す なわちわた しだけでな

くすべ ての姉妹 に主 と救い主が与え ら

れた組織の一員であるとい う思いで し

た。」・

花婿が戻 っておいでになる 日に備 え

てお互 いに助 け合 うためにわた したち

は扶助協会に集 っています。扶助協会

でそれぞれが 自分の務 めを熱心 に果た

す ことによって，明か りに油を蓄 える

ことができます。そ してわたしたちの信

仰はます ます強められることで しょう。

神が，御 自身を熱心 に求めるすべて
たまもの

の人に約束 しておられる賜物の一つは

信仰ですgブ ルース ・R・マッコンキー

長老はこの ように説明 しています。「信

仰 は個人の義にかなう行いの報 いとし

て与 えられる神 の賜物です。信仰 は義

が行われるときに必ずもたらされます。

神 の律法に従順であればあるほ ど，信

仰は豊かに与 えられます。」3

信仰 をはじめ とするすべでの 霊的な

賜物 はそれを受けるにふ さわしい生活

を送 るすべ ての人に与え られます。 わ

た したちは単 に教会員であることによ

って主が約束 してお られるすべての も

のを受けることがで きると考 えるこ と

がよ くあ ります。 しか し祝福 を受ける

には従順でなければな りませ ん。主 は

このように宣言 してお られ ます。「神か

ら祝福 を受けるときは，それが基づ く律

法に従 うことによるのである。」(教義 と

聖約130：21)わ た したちは戒めに従 う

ことによって強 さを得 ます。

したがって，主の光の中を歩みたい

と思 うならば，霊的な成長を遂げるた

めの努力 を怠ってはな りません。わた

したちは聖文 と現代 の預言者によって

示 されている霊的な準備 を整えるため

の道を歩み ます。 また扶助協会の組織

においてお互いにあふれ るばか りの愛

を示 します。神の霊感を通 して預言者

によって設立され導かれ るこの扶助協

会は， 日曜 日に開かれる単なる集会で

はあ りません。 それは姉妹たちと家族



をキリス トに近づける組織です。

2番 目に，わた したちが神権指導者 の

指示の下で，彼 らと一致 し，協力 して

働 くときに，主 はわた したちの能力 を

増 し加 えて主の光の中を歩む助 けをし

て ください ます。救 い主が この世で過

ごした最後の週に話 された第2の たとえ

は， タラン トのた とえです。物語 と言

わん としているところについてはどな

たも御存 じだ と思い ますが， もう一度

皆 さん と一緒に考 えてみたい と思い ま

す。主は 「ある人が旅に出 るとき，そ
しもべ

の僕 どもを呼んで， 自分の財産 を預け

る」 ことを天の'王国にた とえておられ

ます。

「すなわち，それぞれの能力に応 じて，

ある者には5タ ラン ト，ある者 には2タ

ラン ト，ある者には1タ ラントを与えて，

旅 に出た。」(マ タイ25：14-30)

主 人がタラン トの報告を求めた とき，

5タ ラン トを渡 されてほかに5タ ラント

をもうけた僕 を主人 は喜びました。 ま

た，2タ ラン トを渡 されてほかに2タ ラ

ン トをもうけた僕 をも喜びま した。 け

れども主人は1タ ラントを渡されて地の

中に隠した僕 については まったく喜 び

ませんで した。主人 はこの僕か らタラ

ン トを取 り上 げて，ほかの僕 に与えま

した(16-30節 参照)。

わたしたちの タラ ントは奉仕の召 し

を受けたときに開発 され るこ とをわた

しは深 く信 じています。召 しを忠実に

受け入れるならば，隠れていた才能 を
あわ

発見することがで きます。愛，憐れみ，

識別力，友達 になること，平和をつ く

り出す人，教師，指導者，主婦，作家，

研 究者 になること，これ らは皆，才能

です。

10代 の とき，わた しは両親 とともに

ステーク大会 に出席 しま した。ハ ロル

ド・B・リー長老が大会 を管理 し，話 し

ました。

わたしの父 は，10エ ーカーもあるい

ち ご畑 に徹夜 で水や りをしてきた とこ

ろで した。必死で睡魔 と闘ってい まし

たが，ほとん どの時間を居眠 りしてい

た ようで した。 しか し，父はリー長老

が話されることを知っていたのでステ

ー ク大会 を欠席す るような ことは考え

もしませんで したq

リー長老が立 ち上が って，聴衆の中

か ら何人かの若い女性 を呼び出 し，証

をする ように依頼 し始 めた ときは皆少

しばか り驚 きました。勘のいい父は，わ

たしをつついて.こう言いました。「次の

話者はきっとおまえだよ。」わたしは思

いました。「そんなわけないで しょう。

礼拝堂の後 ろのホールの最前列に座っ

ているんだか ら。」そ う思いなが ら通路

を見 ると，説教壇 まで どれ くらいある

のか分か りました。で もわた しは，次

に呼ばれて しまったのです。人生で説

教壇 までの距離があんなに長 く感 じら

れたことはあ りませんでした。

こうして，わた しはリー長老からの

招 きを受け入れ ました。自分の席 に戻

るとき，聞いていた人々はわた しの腕

をつかんだ り，手を優 しくたたいた り

して くれ ました。わたしがその経験 に

よって心を高 められたように，わた し

たちは，勇気 をもって主 とその指導者

の招 きを受け入れるとき高め られます。

主 とともに歩 むという招 きは長い道の

りです。.

420万 人の教会の姉妹たちが輪になっ

て才能を発揮するとき，世界は変わ りま

す。一人でも変えることがで きます。皆

さんはそれぞれに特有 の才能を持って

い ます。 どうかその才能 を人のために

使って ください。

主の光の中を歩みたい人は， 自分の
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長所 を発見 して伸 ばしましょう。主か

ら頂 いた才能 を人 のために使 うとき，

大きな喜びが得 られます。

3番 目に，3つのたとえの最後で，主は

入 に仕えることによって光の中を歩む

ように招いてお られます。羊 とやぎの

た とえで，主 は右ルこい る羊 にこう言わ

れました。

「わた しの父に祝福 された人たちよ，

さあ，世の初めからあなたがたのために
み くに

用意 されている御国を受けつ ぎなさい。

あなたがたは，わた しが空腹の とき

に食べ させ，か わいていた ときに飲 ま

せ，旅人であったときに宿を貸 し，

裸であったときに着せ，病気のとき

に見舞い，獄 にいた ときに尋ねて くれ

たからである。……

……あなたがたに よ く言ってお く。

わた しの兄弟であるこれ らの最 も小 さ

い者の ひと りにしたの は，すなわち，

わた しに したのである。」(マ タイ25：

34-40)

光 の 中を歩む人は孤独ではあ りませ

ん。兄弟姉妹 と一緒です。わたしたち

は家族を教 えて強 くします。また，ワ

ー ドの家族 を愛 し
，彼 らに奉仕 して，

各会員に手 を差 し伸べ ます。

預言者 ジ ョセブ ・ス ミスは こう招い

ています。「人に罪を捨て させ るのに，

その人の手 を取って優 しく導 く以上に

効果的なことはない。 しかし不親切な

態度 を示 され ると，何 とその影響力は

大 きい ことか。わた しの心 はす さび，

気持ちがめいって しまう。」4

わた したちは皆エライザ ・R・スノー

の話に力づ けられます。「神は見ておら

れます。天使 はあなたの隠れた行 いを

記録 しています。……日々祈 り，自ら

を高めて，子供たちを社会のために役

立づ ，礼儀正 しい立派 な子に育てまし

ょう。」

また，こう言っています。「幸せな家

庭 を築 き，子供たちを悪い仲 間か ら遠

ざけ ましょう。子供の身 なりを整える

ときは，彼 らを高め，将来の神の王国

で働 くための備 えとなる原則 で身 を飾

ることを忘れてはな りません。♪

主の光の中を歩む という招 きを真心

から受け入れるとき，わた したちには

霊的な備 えがで き，才能 を磨 き，神の



家族 に手 を差 し伸べるのです。

主の光の中を歩むとき，わた したち

は勇気 と確信 とビジ ョンと永遠の価値

を備 えた女性 にな ります。

ともに霊的な強 さを身に付け，世に

真理 を輝かせ，家族 をたたえま しょう。

わた したちは世界 を結ぶ姉妹の安全

と守 りの輪，末 日聖徒 イエス ・キリス

ト教会の扶助協会です。

皆 さんを愛 し，皆 さんを必要 として

いる主や姉妹 たち と，安 らぎを共 にし

ましょう。

イザヤは現代 を予見 してい ました。

すべての民が主の家 に行 き，主の光の

中を歩むのを見 ました。主 は皆 さんが

善への大 きな力 とな り，神権者の力あ
はんりょ

る伴侶 となることを御存 じで した。扶

助協会 は王国の神権者の指示の下 に，

地上に神の王国を建設 します。王国は

必ず建 てられ，キ リス ト御 自身が統治

され ます。主の招 きを受 け入れるすべ
み こ と

ての人は主に抱かれ， この優 しい御言
ば

葉 を耳 にするのです。「〔わた しの〕良

い忠実 な僕 よ， よくやった。……わた

しの父に祝福 された人たちよ……あな

たがたのために用意 されている御国を

受 けつ ぎなさい。」(マ タイ25：23，34)

世界 中の姉妹の皆 さんにイエス ・キ

リス トの福音が真実であることを証 し

ます。主は手 を広 げてお られます。主

の計画 は明 らかで，主の招 きは真実で

す。神権の管理 と協調 の下，女性 とそ

の家族 に昇栄 をもた らす扶助協会の重

要 な役割を心に留め，人々の模範 とな

って真理を擁護す ることができます よ
み な

う に 。イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り，

ア ー メ ン。
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扶助協会へ
おいでください

中央扶助協会第一副会長

バ ージニア ・U・ ジエンセン

皆さんがどこの出身 さ，どのような弱点があ り，どのよ うな容姿 さあ

るかば周題 ざぱありません。皆さんば扶助協会の一員なの さす。主ぱ

皆さんを一個入としτ，また全体とし乙'右愛 しτおられますゐ

△ 年4月 の総大会で，わたしたち扶

フ 鵬 会長会はボイ ド・K・ パ ッ

カー会長代理が この説教壇に立 って語

ったことを聞いて喜びました。パ ッカ

ー長老はこのように述べました
。「わた

しの目的は，……すべての女性の加入 と

出席 を促 し，あ らゆる レベルの神権指

導者の行動 を求めて，扶助協会が さら

に繁栄す るように助けることです。」'

姉 妹の皆 さん，今晩わた しがお話 し

する目的もこれ と同 じです。メアリー・

エレン ・スムー ト会長は招 きについて

お話 ししました。わた しも皆 さんをお

招 きしたい と思い ます。扶助協会へお

いで くだ さい。

扶助協会は神権の権能によって組織

こんにち

され，今 日同 じ権能 によって導かれて

います。預言者 ジョセブ ・ス ミスは神

権について この ように述べ ています。

「神権 とは神の永遠 の権能であって，そ

れにより宇宙は造 られ，支配され，もろ

もろの星が存在するようになって……

いるのであ る。」2ジ ョー ジ ・アルバー

ト・ス ミス大管長は特別に教会の女性

に向か6て お話 しした折 りに，扶助協

会についてこのよ うに述べ てい ます。

「それは主の預言者に啓示 された結果で

あ り，それを皆 さんに与 えたのは神で

す。」3こ の ように預言者が持つ神権の

権能 によって創設 された組織をわた し

たちはどのように考 えた らよいでしょ

うか。わたしたち扶助協会の指導者は，

神権の一補 助組織 として女性 とその家

族 をキ リス トのみ もとへ近づけるため

に働いています。

パ ッカー会長代理がお話 ししました

が，扶助協会はなぜわたしたちに 「加

入 と出席を促 し」ているので しょうか。

扶助協会のプログラムは，女性が 自

分 にとって また家族にとってこの世 で

どの ような意味 と目的があるか を見 い

だせるように助 けることを目指 してい

ます。 スペ ンサー ・W・ キ ンボール大

管長によれば，「女性 に与 えられた約束

の中で福音 とイエス ・キ リス トの教会

を通 してもたらされるもの以上に偉大

で輝か しい約束はあ りません。」4現 在

社会の至る所で，女性 と家族が重大 な

危機に立た されています。結婚生活の
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崩壊はその数 を増 して，危機的な水準

に達 しています。驚 くほ ど多 くの子供

たちが虐待を受け，放置 されています。

安易 な方法 を選び，政治家が認めるこ

とを行っていれば問違いないと勧 める

耳障 りな不協和音が支配す る社会の中

で，女性 たちは義 にかなった真理 を見

いだそうと一生懸命に努力 しています。

420万 人の扶助協会会員の中にも傷つき，

混乱 している人々が大勢います。姉妹

の皆 さん，わた したちは どの ようなも

のを手に しているか をはっき りと知 っ

ているで しょうか。わた したちが何者

であるかを理解 しているで しょうか。

扶助協会 とい う組織の中には，一人の
いや

人に慰めを与 え，不安な世の中を癒す

手 だて と手段があることを十分に理解

しているで しょうか。

扶助協会の第1の 目的はイエス ・キリ

ス トを信 じる信仰 を築 き，互いに神の

王 国の教義 を教 え合 うことです。扶助

協会の レッス ン，活動，経験 を分 かち
あかし

合 うことを通 じて，皆 さんは証を得 る

ことがで きます。 あるいはすでに持 っ

ている証 を強めることがで きます。究

極的にはそれが扶助協 会で行 う唯一の

最 も大切 な事柄 と言 えるで しょう。な

ぜ ならば，教会の女性 たちの霊的な力

と確固 とした証は本人に とって も，家

族 にとっても，支部や ワー ドそ して世

界 にとっても絶対 に不可欠 なものだか

らです。

扶助協会の第2の 目的は姉妹たち一人

一人が天の御父の愛する霊 の娘である

こと， このため，神の性質 と神聖な行

く末 を受け継いでいる存在である と理

解 させることです。 これには，あ らゆ

る可能性 の うちで最 も驚 くべ きもの，
み まえ

つま り神 の御前において神の相続人 と

して永遠の命 を受 けることが含 まれて

います。再 びキ ンボール大管長の言葉

を引用 したい と思 います。 「あ なたが

ほんとうはどの ような存在であるかに

ついて どこかほかか ら知ることができ

るでしょうか。人生の 目的について必

要な説明 と確かな言葉がほかか ら得 ら

れるで しょうか。 あなた自身の特性や

個性 についてほかのどこか ら学べ ると

いうの でしょうか。」・

わた したちは永遠 に有効 な権利 と特

権を持つ神 の娘であること，つま り忠

実であることを条件 として，神か ら祝

福 を受ける権利を持 っていることを十

分に理解するならば，世界 を違った目

で眺めるようにな ります。世界の中で

わた したちが 占める立場，世界に対す

るわたしたちの責任 について見方が変

わって きます。 ゴー ドン ・B・ヒンクレ

ー大管長 の言葉に耳 を傾 けてみま しょ

う。「自分が神の娘であ り，神聖な生得

権を持 った神の子供 であることを知 っ

て ください。愛 され尊ばれていること

を知 りつつ， また，自分が神の王国の

一員であ り
，そ こには他の人 に転嫁 し

えない皆 さんの業があることを知 りつ

つ， 日の光の中を頭 を高 く上げて歩い

て下 さい。」6

ヒ ンクレー大管長が語った 「ほかの

人に任せることができない」業 とは何

で しょうか。皆 さんが想像す るとお り，

答えは扶助協会の中に見いだす ことが

で きます 。扶助協会 の第3の 目的 は，

家族， ワー ド，地域社会の人 々に手 を

差 し伸べ，奉仕するよう姉妹たちに勧

めることです。わた したちは姉妹 とし

て，主の光の中を歩 むよう互いに助 け

合 う能力 と責任があ ります。住む場所

や年齢，国籍，既婚 か未婚か，教会の

召 しなどにかかわ らず，わた したちの

周囲 には愛 と奉 仕 を必 要 と してい る

人々がいます。

先 ごろ亡 くなったマザー ・テレサの

生涯 と働 きについては皆 さんもよく御

存 じだと思います。彼女は人生の大半

を世界中の貧 しい人々，貧窮 している

人々の問で過 ごし，彼 らの悲 しみ と苦

しみ を和 らげ るために貢献 しま した。

マザー ・テ レサはかつてオース トラリ

ァにいた とき，一人暮 らしを していた

アボ リジニ人の男性 の住 まいを掃 除 し

てあげることにしました。小屋には美

しいランプが あ りましたが，使われて

い ませんで した。なぜ， ランプをとも

さないのか と尋ねると，彼 はこう答 え

ました。「だれ も来 ないか らです。」マ

ザー ・テレサは彼がランプを ともすよ

うになることを約束 しました。 シスタ

ーを訪問させることを約束 したのです。

後にこの人はマザー ・テレサを訪れる

人に次のような言葉 を託 しました。「わ
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た しの友達 に伝 えて ください。彼女が

わた しの生活 にともして くれた光 は今

も燃えてい ます。」7

扶 助協会 の姉妹たちは奉仕 を行 う対

象 となる人々の生活 に，手作 りのパ ン

や食べ物 とともに光 をもたらす ことが

で きます。 わた したちは希望 を与 え，

人々を高め，鼓舞することがで きます。

キ リス トについて教 え，人々にキリス

トの光の中に平安 と慰めを見いださせ

るこ とがで きます。女性であるわたし

たちは，愛 し養 うことが ごく自然にで

きます。女性 は子供 たちを教 え，友達

を支え，夫を励 まし，落胆 した人を元

気づけます。女性 は命 を与 え，生 きて

いる もの を養 う役割 を担 っています。

だれにも何 か与 える もの，何か分か ち

合 うものがあ り，だれか奉仕する対象

となる人がいます。扶助協会の第2代 会

長であったエライザ ・R・ スノーはこの

ように宣言 しています。「孤立 している

という理由から……また，取 り囲まれ

ている世界が小 さす ぎるという理由か

ら，地上に神の王国を確立す るために

何 の貢献 もできない姉妹は一人 もいま

せん。」・

扶助協会 の第4の 目的は家族 を強め，

家族を守ることです。歴史を通 じてこ

の強さと守 りを現在 ほど必要 とされて

いる時 はあ りません。家族を退廃か ら

ジョセフ ・スミスとエマ ・スミスの像。

今日では世界的な組織となった扶助協会の

前身であるノーブー夫人扶助協会の
1842年 の設立を記念 して作られた。

n.「



あつ

守 る最強の力は信仰篤 く，義にかな う

母親にあるとわたしは心か ら信 じてい

ます。1993年 に ヒンクレー大管長 はこ

のように述べ ています。「すべての母親

に申し上げます。皆 さんの召 しは神聖

なものです。皆 さんの代 わ りを務 めら

れる人はだれ もいません。 自分がこの

世に生 を与 えた子供 を，愛 と安 らぎと

誠実さをもって育てることほど大 きな

責任 と義務はあ りません。」9

わ たしたちは中央扶助協会会長会 と

して，母親であ ることは女性が携 わる

ことので きる最 も高貴な業であ ると改

めて断言 します。けれども，わた した

ちはこのように断言 しなが らも，教会

で最 も献身的に働いてい る女性たちの

中に母親 を経験する機会 をまだ得てい

ない女性が大勢いることを忘れてはい

ません。 このような女性 に対 し， ダリ

ン ・H・ オークス長老 はこの ように述

べています。「わたしたちは，進歩を望

んで も.現在 は理想的な機会 と基本的な

条件 を欠いている，ふさわしくすば ら

しい末 日聖徒が大勢いることを理解 し

ています。独身生活，子供 を授 からな

い生活，死，離婚 は理想 を妨げ，約束

された祝福の実現 を遅れさせ ます。 さ

らに，家庭 にとどまって母親あるい は

主婦 としての務めを果た したい と願 っ

ていても，やむ なく外 に働 きに出なけ

ればな らない女性 もい ます。 しか し，

このような苦 しみは一時的なものです。

戒めに従い，聖約を忠実に守 り，正 し

い望み を抱 く神 の息子 ，娘 たちには，

永遠の世界では何の祝福 も拒 まれない

と，主は約束 され ました。」1D

第5の 目的は，必要とされ，招 き入れ

られ，尊重され，愛 されていることを

姉妹たち一人一人が感 じられるように

す る.ことです。

、

わたしたちは扶助協会で互いの愛 と

天の御父への愛 を分か ち合 います。最

近，一人の姉妹が扶助協会の一員であ

ることについて このように感想 を話 し

て くれました。「わた しは姉妹 らしさ，

女性 らしさの持つすば らしい意味 を感

じることがで きましたが，〔扶助協会に

は〕ほかの どこにも見 いだすことので

きない癒 しの力があることに気づ きま

した。」

扶助協会 はどなたで も歓迎 します。

歓迎の対象 となる末 日聖徒の女性の基

準 とい うものは存在 しません。皆 さん

が どこの出身で，どの ような弱点があ

り，どのような容姿であるかは問題で

はあ りませ ん。皆 さんは扶助協会 の一

員なのです。主は皆 さんを一個人とし

て，また全体 としても愛 してお られま

す。 わた したちは普通の女性ではあ り

ませ ん。わたしたちは聖約 の女性 であ

り，真理を知 り，イエス ・キリス トの
みこころ

福音 を受け入れ，主に従い，主の御心

を行 うことを聖約 した女性です。主 は，.
み わ ざ

人の子 らの問で主の偉大な末 日の御業

を推 し進めるために一人一人が 自分の

なすべ きことを行 うよう望んでお られ

ます。 この ように，わたしたちは扶助

協会を必要 としてお 軌 扶助協会はわ

たしたちを必要としているのです。

第6の 目的は神権者を支持することの

大切 さと，聖なる神殿 の聖約を交わ し

それ を守 ることによってもた らされる.

祝 福 を姉妹たち一人一人が理解す るよ

うに助けることです。わた したちは神

殿 で天の御父 と永遠の聖約 を交 わしま

す。わた したちが御父に約束すると，御

父はその見返 りとして驚 くほど大 きな

約束 をお与 えにな ります。あなた自身

の儀式 または亡 くなった親族の儀式 に

かかわ らず，今度神殿 に参入する際は，

神 が御 自身の娘であるあなたと交 わさ

れる約束によ く注意 して ください。神

の神聖 な殿堂である神殿の隅々に，慰

め をもた らす聖約，つ まり神の永遠の

愛があなた個人 に向けられてい るとい

う確信が満ちあふれています。

教義 と聖約第115章 で わた したちは

次のように勧告されています。「立って

光 を放 ちな さい。それは，あなたがた

の光が もろもろの国民 のための旗 とな
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るためであ り， シオ ンの地 とそのステ

ー クに集合することが
，防御 のためと

あらし

な り，また嵐……の避 け所 となるため

である。」"姉 妹 の皆 さん，.わたしたち

は扶助協会のプログラムについて考え

るときに，プログラムを実施すること

によって扶助協会がわた したち とほか

の人 々に とって嵐か らの防御 とな り，

避 け所 となるようにし.ようではあ りま

せ んか。パ ッカー会長代理 はこのよう

に述べています。「強固な扶助協会は，

母親 と娘 ，ひとり親や独 身の姉妹，お

年寄 り，病弱 な人に力強い守 りと癒 し

をもた らします。」12

わた しは扶助協会が神 聖な起源を有

していることを証 します。すべての人

を扶助協会 にお招 きしたい と思います。

扶助協会が，天の御父が意図 してお ら

れる ように，皆 さんにとって祝福 とな

るように願ってい ます。イエス ・キリ
み な

ス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。
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わたしたちは

独りではない

シェり一 ・L・ デ ュー

中央扶助協会第二副会長

なんりょ

わた したちば，神会の第3位 の御方が絶えず伴侶とな り，日々の生活 さ

啓示を受ける特権にあずかることが ざきると約束され乙 ぽ す。

年 ほ ど前 の こ と で す が ， あ る 日 の

3 朝早 くわた しは電話で とて も恐ろ
しい知 らせを受けました。弟のスティー

ブが，夜中にひどい心臓発作 を起 こし

て死んで しまったのです。わた しは突

然 に，何の前触れ もな く，最 も信頼す

る友であった弟を失って しまいました。

それから数 日の問に，ステ ィーブ を

愛する多 くの人々と彼 の家族が， コロ

ラ ドにある彼の 自宅 に集 ま りました。

しか し葬儀 を終 えてか ら，わた しは初

めて， 自分の親友7人 が葬儀に参列する

ため ソル トレーク ・シティーから600キ

ロ も離 れた コロラ ドまで駆けつ けて く

れた ことを知 りました。その友 人たち

は弟に会ったこ とのない人ばか りで し

た。彼 らはわた しを助 けに来て くれた

のです。親友に囲まれ，「ただ，あなた

を今 日独 りに した くなかっただけなの」

と言われたとき， わた しが どんなふ う

に感 じたか，皆さんは想像で きること

で しょう。彼 らは言葉 と行 いによって，

神聖 な原則 を教えて くれま した。 だれ

にとって も，独 りでいるのは良いこと

ではあ りません。 また独 りぼっちにな

ることを望んでいる人もいません。

孤独は現世で経験 しなければな らな

い痛みの一つか もしれません。しか し，
あわ

主はその憐れみによって，わた したち

が現世 で試練 を経験す るだけで な く，

喜びをも経験することができるように，

道を備 えて ください ました。

わた しが このことについて考え始め

たの は，先 日出席 したある集会で，話

者が福音 に従 って生活するの をひど ぐ

重荷 に感 じている様子を知 った ときか

らで した。集会の終わるころになると，

わた しは心が重 くな りま した。彼 は，

福音 に従 って生活す るのを，あたか も

刑務所で一生岩をハ ンマーで砕いて暮

らす刑 を言い渡されたかのようにとら

えていたのです。信仰に多 くの犠牲が

求められることは認め ますが，福音に

従う生活はそ こまで困難なものではあ

りません。難 しいのは，聖約 に対 して

妥協 した り，価値 あるものを汚 した り

したときに，元の生活に房 すことです。

この福音はよきお とずれであ り，現世

で経験する間違い，心の痛み，失望に

対処する方法 を教 えて くれます。末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員であ
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ることによってその特権 を手にす るこ

とがで きます。ここに集 っているのは

少数ですが，わた したちは皆，神の神

権 を有 している人々に導かれています。

この神権 は，地上で最 も堅固で，最 も

神聖 な力です。わた したちは神 の預言

者 によって女性 のために設立 された唯

一の組織 である扶助協会の一員です
。

そ して今晩，わた したちは生げる預言

者 ゴー ドン ・B・ ヒンク レー大管長の

説教を伺います。ヒンクレー大管長は，

この時代 にあって，主か ら油注がれた

人です。わたしはヒンクレー大管長が，

預言者 という言葉が持つあらゆる意味

での預言者であ り，聞 く耳 を持つすべ

ての人に祝福 となる啓示 を受けてい る

ことを証 します。

これ らのすば らしい特権 にもう一つ

の事柄を付 け加 えたい と思い ます。ニ

ーフ ァイはこのように教 えてい ます
。

「あなたがたが……聖霊 を受 けるならば，

聖霊 は，あなたがたがなすべ きことを

すべてあなたがたに示 されるであろう。」

(2ニ ーファイ32：5)何 とすば らしい特

権であ り，約束で しょうか。ロレンゾ・

スノー大管長は，「わた したちが光を知
くらやみ

り多暗闇の世界にとどまることのない
み た ま

よう，……毎 日の生活において御霊の

現れ を受けるのは，末 日聖徒全 員に与

え られている特権」であると述べてい

ます(ConferenceReport，1899年4月 ，

52参 照)。 またスノー大管長の姉である

エライザ ・R・ スノーは次の ように述べ

てい ます。 「あなたがたは 〔聖徒たち〕

に， この世 的な方法の愚かさについて

…・最後の裁 きの 日まで語 り続けるこ

とがで きるでしょう。けれども，彼 ら

は心に何 も感 じないで しょう。しか し，

……聖霊を受け られる状態 に聖徒 を導

けたら，それはこの世の力 に対する確

かな守 りとなるでしょう。」(Womanls

ExponenL1873年9月15日 付 ，63)わ た

したちは，神会の第3位 の御方が絶えず

伴侶 とな り，日々の生活で啓示を受 け

る特権にあずか るこ とができると約束

されてい ます。ですか ら，わた したち

は独 りではないのです。

聖霊 はわた したちの思いと心 を広げ，

理解力を増し加えて くださいます，また，

弱点 を克服 し，誘惑 に立ち向か うとき



けんそん

に助けを与えて ください ます。謙遜に

な り，悔い改 めるよう啓発 して くださ

います。奇跡 的な方法 により，わた し

たちを導 き，守 って くださいます。知

恵，神 からの励 まし，心の平安，変わ

ろうという望み，人間の哲学 と明 らか

にされた真理の違いを区別する能力を

与 えて くだ さいます。聖霊は，教導者

であ り，御父 と御子の使者であ られ ま

す。そ して，御二方の栄光，御二方が

全地 に住 む人々のために存在 してお ら

れること，御二方がわた したち と個人

的 に交流 を図 られ るこ とを証 され ま

す。御霊がおいでにならなければ，わ

た したちは 自らの使命 を理解 した り，

自分の進む道が正 しいと確認 した りす

ることが不可能です。人か らのいか な

る慰めも，慰め主に取 って代わ るこ と

はで きません。 ヒンクレー大管長は次

のように語ってい ます。「人生で もた ら

される祝福 で，聖霊 を伴侶 とす る……

こと以上に大いなるものはありません。」

(マサチューセッツ州ボス トン地区大会，

1995年4月22日)し か しブリガム ・ヤ ン

グは次のように嘆いています。「〔わた

したちは，〕.……主の御霊 を授か り，導

きを受 けていることで しょう。しか し，

この分野について言えば，わた したち

は，与え られている特権 をほとんど生

かしていませ ん。」(.Desere亡Newssem盛

∬eekly;12：104-5)。

時満ちる神権 時代の終盤 を迎えてい

る現在 ，サタ ンとその軍勢が ，欺 き，

落胆 ，絶望によって惑 わそ うと地上を
はいかい たま

排徊 するこの時期にあって，聖霊の賜
もの

物 という，地上で最 も効能のある解毒

剤で身を守ってい るわたしたちが，こ

の賜物 を常に活用 していない とい うよ

うなことが あって よいので しょうか。

最小限の努力 で済 ませ，手の届 くとこ

ろにある力 と守 りに頼ろうとしないわ

た したちは霊的な罪悪を犯 しているの

ではないでしょうか。基本的に神 と共

同で行 うべ き事柄 を自分 の力だけで行

おうとすることによって，主が与 えよ

うとしてお られる もの を十分受け られ

ずに，わずか な祝福だけで満足 しては

いないで しょうか。

この教会 は，啓示の教会です。 わた

したちにとっての課題 は，主がわたし

たちに語 って くだ さるか どうかではあ

りませ ん。問題は，主が語 られる事柄

に耳を傾けることなのです。主は この

ように約束 してお られ ます。「尋ね る度

に，わたしの御霊か らの教えを受け…

…る。」(教 義 と聖約6：14)

扶助 協会の姉妹であるわた したちに
み こ え

とって，主の御声 を聞 く方法を学ぶこ

とはとて も大切です。わたしの心配は，

わたしたちが御霊の導 きを求めようと

していないことです。その方法が分か

らず， また，それを真 っ先 に学ぼうと

もしていないのかもしれません。ある

いは， 自分の弱点 に気づいているため

に 自分がふさわ しくない と考え，主が

ほんとうにわた した ちに語 りかけて く

だ さると信 じることができず，そのた

めに啓示 を求めようとしないのかもし

れませ ん。それ とも，生活の中で，御

霊 に関する事柄 を求める時間 もないほ

ど多 くの物事に忙殺 されてい るので し

ょうか。そうだ とした ら，何 と悲 しい

ことで しょうか。チ ャレンジに囲まれ

ているときにわた したちが自力で絞 り
野出す
ことができない楽観的な考え方や

知恵 を聖霊 は祝福 して くだ さいます。

義にかな う末 日聖徒 の女性 の問で敵対

者が好んで使 う策略 の一つに，ただ忙 ・

しくさせるとい う手段があ ります。慌

ただ しい毎 日にかまけて，イエス ・キ

リス トの福音 を熱心 に研究 しようとし

ない状態です。姉妹 の皆 さん，わた し

たちは御霊にかかわる事柄を求めない

まま生活 することはできな いの です。

これは非常に重要な問題です。わた し

たちを母親，姉妹，指導者，友人 とし

て頼って来る人々が大勢い ます。主に

導かれている女性 は，答 えと平安 をど

こに求め たらよいか を知 ってい ます。

そのような女性 は御霊 に助言 を仰 ぎ，

御霊に導かれている指導者 に助言 を求

めているため，決 して易 しくない決断

を下 し，自信を もって問題 に対処する

ことがで きます。

この ように，わたしたちには主 の御

声 を聞 く方法 を学ぶ とい う責任があ り

ます。わた しはある日，ニー ファイが

船を作る方法 を示 している箇所を読ん

でいたとき，「ニー ファイは どのように
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して主がお っしゃることをはっ きりと

理解 したのだろう」 と考 えている自分

に気がつきました。その問い をきっか

けに，わたしは神 と人が直接対話 して

いる箇所 を聖文 の中か らすべて探 して

みようと思 い立ったので した。そして，

見つけたページの片隅に赤で小 さ くX

印 を付 けました。それか ら長い年月 を

経た現在，わた しの聖典 は小 さなX印

でいっぱい になっています。一つ一つ

のX印 は主が確か に主の民 とお話 しに

なる とい う証拠です。

これはわた しの経験 です。わたしは

あることでがっか りして，世間から見

放 されたかのように寂 しい気持 ちでい

ました。そんなある日，心に慰 めを得

ようと聖典 をひもといている と，ある

箇所を読む必要がある と強 く感 じまし

た。その聖句か らさらに多 くの聖句 を

読む ことにな り， しば らくの問聖句探

しに熱中しました。 しか しそれから3年

もしないうちに，以前 とは別の聖句が

暗闇に光 るネオ ンの ようにわた しの 目

に留 まりました。わた しはそのときに

初めて，主がその期 聞に教えようとし
あがな

てお られた こと，順 いの効力が わた し

たちの重荷 を軽 くして くれることを理

解 したのです。わたしが今まで受けた

中で も，幾つかの最 もはっきりとした

御霊の促 しは，聖文を熱心に調べてい

たときに訪れたのです。聖文を調べ る

ことは啓示を受けるための手段であ り，

わた したちに御霊の言葉 を教 えて くれ

ます。

霊的な事柄 に耳 を傾 ける能力 は，わ

たしたちが どれだけ進 んでそれを学ぼ

うとす るか とい うことと密接 にかかわ

っています。ヒンク レー大管長 はよく

このように語っています。「あることを

成 し遂 げるために自分が知っている唯

一の方法は
，ひざまずいて神 に助けを

求め，それか ら立ち上が って働 くこと

で曳」御霊の言葉を学ぶ究極の方法は，

信仰を持ち，同時に熱心 に努力するこ

とです。救 い主 はこのように教 えられ

ました。「義に劒え渇いている人々は皆，

幸いである。彼 らは聖霊に満 たされる

か らである。」(3ニーファイ12：6)飢 え

渇 ぐとは霊的な努力 をす るということ

にほかな りません。神殿 における礼拝，

きよ

いっそ う聖 くなるために悔い改めるこ
ゆる

と，人の過 ちを赦 し自分の過ちの赦 し

を請 うこと，心か らの断食 と祈 り， こ

れ らはすべ て，わたしたちに御霊 を受

けやすい状態 を もた らして くれ ます。

霊 的な努力 は効栗があ り，主の御声 を
かぎ

聞 くための鍵 とな ります。

ブルース ・R・ マ ッコンキー長老は

このように述べています。「その結果 と

してわた したちが……聖霊の賜物 を享

受 できるのであれば， どれ ほど高価な

代価であって も……どれほど大 きな犠

牲 であっても，払 いす ぎるとい うこと

はない。」(ANewWitnessforthe

ArticlesofFaith[1984]，253)わ た し

たちの盾 となり導 きとなる聖霊 を常 に

伴侶 とするために，わた したちは何 を

進 んで行 い， どんな弱点あるいは欲 を

捨 てることがで きるで しょうか。

これは重要な質 問であ り，わたした

ちがはっ きりと理解 してお くべ きこと

です。敵対する者 はわた したち教会の

女性 を御霊か ら遠 ざけることを喜びと

しでいまず。サタンは末 日における神

の王国の中でわたしたちが与える影響

や わた したちの存在が どれ ほど大 きい

かを知 っています。

この世の人々はどこに高潔で正直な

女性，す なわちキリス トの光に照 らさ

れて輝 くばか りの表情によって徳のか

が り火をともしている女性 を探す こと

がで きるで しょうか。わた したち，扶

助協会の姉妹たちです。 これは誇張で

はな く，わた したちがそうあるべ きだ

と命 じられている指令 なのです。地球

上 のどの女性組織 も，わた したちほ ど

主か ら期待 されている女性たちはい ま

せ ん。わた したちは，主の御声 を聞 き，

それに従 うことので きる女性 です。主

はこの教会の女性たちを愛 しておられ，

世界中でわた したちに しかで きない変

化 を生 じさせることを期待 してお られ

ます。

この春，わた しはシベ リアで一 日を

過 ごす機会があ りました。地元の姉妹

たちに会 うため貸 しホール に入 って行

くときに，わた しは圧倒 されるほどの

御霊を感 じました。わたしは主が愛 し

てお られる女性， ロシアの開拓者であ

る姉妹 たちを前 にしていることをはっ
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きりと知 りました。ノーブーでエマ ・

スミスやエライザ ・スノーに会 ったとし

た ら，やは りここで感 じたと同 じよう

な印象を持つのではないかと思いまし

た。そこでそのように感 じたのはわた

しだけではあ りませんで した。集会が

終 わろうとしてV「たとき，伝 道部長夫

人のエフ ィモ フ姉妹がわたしに寄 り添

い，彼女が知っているあ りったけの英

語で 「とても聖霊」と言いました。 ほん

とうにそのとお りで した。最善を尽 く

している義 にかなった女性の中で御霊

はあふれ出さずにはいられないのです。

今世紀 中，中央扶助協会の集会 はあ

と1度 しか開かれ ません。世界史上非常

に大切なこの時期 に主はわた したちを

信頼 して，地上に遣わ して くださいま

した。わたしたちは，前世での長い歳

月をかけた訓練 で準備 してきたとお り

の女性 にならなければな りませ ん。わ

たしたちは能力以下のことを行 って満

足 していることはで きません。 また，

うわべだけで御霊の賜物 を探 し求めて

いてはなりません。

わた したちには試練に立ち向か う力

が与 えられています。今夜わたしたち

ば，主の御霊 を得 るために障害 となる

もの は何 もないことを確認で きた'と思

います。 わた したちが霊的に成長する

ことを改 めて決意 し，生活の中で天よ

りの導 きが得 られ るようにもう少 し努

力 しようではあ りませんか。わた した

ちを主に導 き，主 と結びつけ，主に対

す る証を解 くことので きない封印で結

び固めて くだ さるのは聖霊にほかな ら

ないのです。

わた しは，神がわた したちの御父で

あられ，イエス ・キ リス トが瞭い主で

あられること，また御二方は，わた し

たちが決 して取 り残 されない ようにそ

の道 を備 えてお られることを知 ってい

ます。わたしが心か ら必要 とした とき

に友人が助けて くれたように，わた し

たちが聖霊 という伴侶 によって強め ら

れ導かれます ように。わたしたちが地

上 に遣わされてい る使命 を果たすため

に，全力 を尽 くして主の御声 を聞 きそ

れを心に留めることができる よう願っ

てい ます。聖なるイエス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。



主の光の中を歩む

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

皆さ'んへのメ ッセージとチ ャレンジ，そしτわた しの恐の内の願ωな，

皆ざんが御自分の家庭を強めることを改めτ確認 しτこのこと仁献身

しτωただきたωとωうこと万す。

す る姉妹の皆 さん，まず最初 に

愛わたしが どれだけ教会の女性 た
ちに感謝 しているかを伝 えたいと思い

ます。皆 さんは教会に とって不可欠で

最 も大切 な存在です。教会 は皆 さんが

いなければ，正常 に機能 していけない

で しょう。

皆 さんは霊感 を与え，調和 を図 り3信

仰 と善い行いの大 きな源 となっていま

す。また，献 身と忠実 さと達成の基 と

なる存在です。世界中で前進 を続ける
み わ ざ

この御業の中で，皆さんの果たす偉大

な役割を否定で きる人などいないで し

ょう。皆 さんは，様々な組織の中で非

常にうまく教えています。皆 さんが よ

く備えている姿はすべての人に とって

の模範です。皆 さん一人一人は扶助協

会 とい うこの壮大な組織，400万 人以上

の姉妹たちか ら成 る大 きな家族の一員

です。全世界に広がる姉妹たちは，計

り知れないほど多 くの善を行 う力 を秘

めています。

皆 さんは家庭の守 り手であ り，夫に

励 ま しを与 え，信仰の中で子供 を教 え

養います。困難でつ らい生活 を送って

いる方 もいますが，ほとんど不平を漏

らさずに頑張ってい ます。わたしたちは

皆さんから大 きな恩恵を受けてい ます。

かつてジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長

は扶助協会 についてこう言いま した。

「この組織は，神 によってつ くられ ま

した。人 の魂 の救い に携わ るため に，

神 によって承認 され，設立 され，聖別

されています。 したがってこれに匹敵

する組織 は存在 しません。……扶助協会

と同 じ位置を占め，同じ主義 を唱える

組織 はほか にあ りません。……

〔扶助協会〕を最優先 し，世のいかな

る組織 よ りも気高 く，最 も好 ましく誠

実 な組織 としま しょう。皆さんは，善

を行い，最 も気高 く，清 く，大いなる

者 となり，義に献身するよう，神の預

言者 か ら召 されているのです。……」

(MinutesoftheGeneralBoardofthe

ReliefSociety，17Mar.1914，Historical

DepartmentArchives，TheChurchof

JesusChristofLatter-daySaint&54-56)

大変 なことですね。我が家の娘 や孫

が結婚す るとき，妻はあ る特別な贈 り

物 をします。それは，掃除機や皿な ど

の実用品ではあ りませ ん。 きれいな額

に収めた，妻の母方の7代 にわたる系図
そ うそ

表なのです。高祖母か ら始 まり，曾祖
ぽ

母，祖母 ，母親， そ して妻 自身，娘，

そ して新 たに結婚 した孫娘の写真で構
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成 された ものです。

7代 にわたるその写真の女性たちは，

だれ もが扶助協会の働 き手です。 この

すて きな系図表は，若い世代に彼 らの

担 う偉大 な責任 を思い起 こさせるまた

とない贈 り物 とな ります。またそれは，

扶助協会で奉仕を して きた母親や祖母

たちが培 ってきた伝統 を継承 してい く

義務 をも思い起 こさせて くれます。

皆 さん と皆 さんの祖先は，主の光の

中 を歩 んで きました。扶助協会の創設

以来，姉妹たちの最 も大切な責任は，

空腹な人，衣服 に不 自由す る人，住む

所のない人が一人 もいない ようにする

ことで した。そ して，姉妹たちがいる

所 には必ず訪問 し，必要な励 ましを与

え，愛 と関心，思 いや りを示す ことで

したし，今で もそ うです。 また，読み

書 きがで きない ことによって立ちはだ

かる様 々な問題や能力の限界 を克服す

るために，読 み書 きので きない人々の

生活に物事を理解で きるという望みを

もた らし，読み書 きを教 えることも皆

さんの責任の中に含まれています。

さらに，互いに倣 い，愛 し合 う姉妹

として皆 さんが交 わって，皆 さんがい

なければ寂 しい境涯 に一人寂 しく残 さ

れてしまう無数の人々の生活に，喜び

の場 を提供す るという祝福 をもた らす

ことも含 まれるのです。

数 日前の夜，わたしは本棚から1冊 の

本 を手 に取 りました。そ して，ハイラ
はんりよ

ム・スミスの伴侶 であ り， ジョセブ・スミ

スの義理の姉，後に大管長 となった人物

の母親 と祖母であるメアリー ・フィール

ディング ・スミスの生涯 について書かれ

たその本 を再度読み ました。彼女 はイ

ギリス生まれの改宗者で，後にカナ ダ

に移住 し，30代 の後半にカー トランド

にやって来 ました。そ こで彼女はハ イ

ラム ・ス ミスと出会い結婚 したわけで

すが，当時彼 には先立たれた最初の奥

さんとの間に6人 の子供がいました。

メアリーは夫を愛 し，彼の人生 はより

満ち足 りた ものとな りました。最初 の

ころはメアリー も幸せ を感 じていまし

たが，彼女 には計 り知れない悲 しみ を

経験す る出来事が待ち受けていました。

彼女 はぞっとするほど恐 ろしい責任 を

背負 わなければな らなかったのです。



その責任 とは，ノーブーを去 ってアイオ

ワを横断 し，ウィンタークォーターズに行

き，1848年 に ソル トレーク盆：地 に到着

するまでの長い旅 を終えることでした。
かん

彼女は51歳 に して疲れ果て，多 くの難
なん

難 に遭 って弱 り切って しまい，ついに

1852年9月21日 にこの世 を去 りました。

彼女がた どった人生 は当時の扶助協

会 の女性の代表的 な例です。つ まり，

1842年 の扶助協会の設立以前に，扶助

協会の女性 としてふ さわしい行 いがな

されていたわけです。

メア リーの息子 ジョセブは，暴徒 か

ら成る軍隊が彼女の夫を連れ去 り， ラ
いか く

アーウェス トを威嚇 していた ときに生

まれ ました。ハ イラム と預言者 ジ ョセ

ブはミズー リ州 リバティーの監獄 に連

れて行 かれ，そ こで監禁 され ました。

ミズー リ州知事 リルバーシ・W・ ボッグ
ぼくめつ

ズによって発布 されたモルモ ン撲滅令

によって，彼女 は世話 をしていた6人

の義理の子供たちと自分の息子 を連れ

て ミズーリを離 れました。彼女 の妹マ

ーシーは
，重病 のメァ リーとそばに横

たわる赤 ん坊を幌馬車の後 ろに備 え付

けられたベ ットに寝かせ ました。

1839年2月 ，まだ冬の寒 さが厳 しい と.

きに，彼女たちは ミズーリ州 を東へ旅

し，それか らミシシッピ州 を通過 し，

イリノイ州クインシーへたどり着 きまし

た。彼女たちの乗 った幌馬車には衝撃

を和 らげて くれるスプリングはなく，で

こぼこ道を通る度に痛みを感 じました。

メアリーの夫 と預言者がリバティー

の監獄 を逃れてクインシーに来てから，

彼女の生活 は再びよ くな りました。聖

徒 らは後にノーブーと呼ばれる場所 に

移住 し， ミシシッピ川付近 に美 しい町

を設立 しました。 しか し，平和 は長続

きしませんでした。彼女の幼い子供が

まだ6歳 に ならないころの ことです。

ある夜，一人の男性が家の窓をたた き

「ス ミス姉妹，あなたのご主人が殺 され

ました」 と言い ました。

ジョセブ ・F・ス ミスは彼の母がその

夜一晩 中むせ び泣いていたことを決 し

て忘れ ませんで した。

彼女の世界 は粉々に崩れ去 り，今や

一人で大家族の世話 をしなけれ ばな ら

なくなったのです。1846年 の夏，メア

リーの家族は住み慣れた家に別れ を告

げ，渡 し船に乗 り， ミシシッピ川 を渡

りました。彼女 は，様 々な事柄 を自ら

整 えました。牛 と幌馬車 を手に入れる

ために私財 を売買 した り，人から物を

借 りた り，あるいは物 品を交換 した り

しました。

ウィンタークォー ターズにいたとき，

メアリーと彼女の兄弟 は ミズー リ川を

下 った所 で食糧 と衣類 を調達 しました。

彼 らには，2頭 ずつの牛がつながれた

幌馬車2台 があ りました。ある日，野営

をして朝になると，彼 らの牛が2頭 いな

くなっていることに気づ きました。幼

いジ ョセブと彼 のお じは午前中ず っと

いな くなった牛を探 しましたが，見つ

か りませ んで した。がっか りしたジョ

セブは見つか らなか ったことを母親に

告 げに戻 って来ま した。彼 らが置かれ

た状況はほんとうに絶望的で した。 し

か し彼がお母 さんの方に近寄 り，目に

したのは，彼女がひざまずいて熱心に

祈 り，直面 している問題について主 と

話 している姿で した。祈 り終えた彼女

が立 ち上がると，顔 には笑み を浮かべ

ていました。そ して，彼女 は息子 と自

分 の兄弟に朝食を取 るように言い， 自

分 は辺 りを探 して来 ると言 いま した。

彼女は小川に沿って進み，ある人が 「自

分 はその辺 りに今 までいた」 と言うの

も聞かずに，その川の土手 に沿ってま

っす ぐ進 んで行 きました。

しばらくして戻 って来た彼女は，息、

子 と彼女の兄弟 を呼び寄せ ると，深 く

切 り立 った峡谷の底の うっそうとした

柳 につながれている牛を指さしました。

彼女を別の方へ行かせ ようとした泥棒

は牛を手に入 れられず，牛 は無事彼 ら

の もとに戻ったのでした。

メアリーの信仰は息子の心 に深い印

象 を残 しました。彼 はそのことを決 し

て忘れはしなかったで しょうし，母親

が主 と近 く交 わっていることを信 じて

疑いませんで した。

彼女の牛の1頭 が西部の盆地に行 く途

中疲れ果て弱 り切って しまい，倒れて

死 にそうになった とき彼女が取 った行

動 を皆さん もよく御存 じだ と思います。
ふち

絶望の淵に立たされた彼女は純粋な信

仰を持って，聖別された油を手に入れ，
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… 『「

謡
彼女の兄弟ともう一人の兄弟とでその

いや

牛 に癒 しの儀式を施す ように頼 んだの

です。儀式が終 わると，その牛 は立ち

上が り，再び活力 を得て，彼 らを乗せ

て長い旅の残 りの行程 を進みました。

彼女 の信仰 はさわやかで，純粋で，

美 しく，彼女の生涯 はそのような信仰

によって彩 られてい ました。メアリー・

フィールディング ・ス ミスは主の光の

中を歩み，彼女はその光 によって生 き

ま・した。すべてのことにおいて彼女は

その光に導かれ，光 は彼女の人生 にと

って道 しるべ となる星 とな りま した。

メアリー ・フィールディング ・ス ミス
こんにち

はこの教会の女性 たち，すなわち今 日，

世界の至る所で このすば らしい組織の

働 きを引 き継いでいる扶助協会の姉妹

たちに対 してすば らしい信仰の模範 を

示 しました。

今 日の姉妹たちは，かつての時代に

はなかったチ ャレンジに直面 していま

す。今 日ほ ど悪の力が露骨 に現れ，世

の中にまか り通 り，攻撃的である時代

は少 な くともわた したちの世代にはあ

りませんで した。かつてわた したちに

とってあ えて口にするの を避 けていた

ものが，今や時間を選 ばずにわた した

ちの家庭の居間で映 し出されています。

レポーターや専門家 らは，物事 をあか

らさまに語ることによって人々の好奇

心 をあお り，人 々を悪 に導 くとい う事

態に至 らせ，感受性 などというものは

どこかに吹き飛ばされてしまいました。

わた したちはわた したちが指導者で



あると考 えていた一部の人々に裏切 ら

れました。わた したちは彼 らに失望 し，

幻滅 を感 じています。 しか も明るみに

出た彼 らの行動は氷山の一角 にす ぎま

せん。その下 には低俗 と腐敗，ふ しだ

らで不正直な行い とい う大 きな塊 が隠

されています。

これには原 因があ ります。それは簡

単 に説明で きると思います。 ほとん ど

すべての問題 は人々の家庭か ら生 まれ

るとわたしは信 じています。変化 をも

た らす改革 を行い，かつての神聖 な物

事への価値観 を取 り戻 そうとするなら

ば，それは家庭 か ら始めなければな り

ません。家庭 こそ真理を学 び，高潔 さ

を養い， しつ けを し，愛をはぐくむ場

所です。

現在，家庭 は攻撃 にさらされてお り，

非常 に多 くの家 族が崩壊 しています。

これ らの家庭 を愛によって治め るはず

の父親はどこへ行 って しまったので し

ょう か。善良な男性 と結婚 して，夫に

愛 され，.夫を愛 している女性 は実に幸

せ です。子供たちを愛 し，養い，・教え

導 き，幼いときから成人するまでの問，
あらし

世の嵐の中を歩む子供たちを育 て守 る

男性 と結婚 した女性は幸せです。

わたしたちは家庭で人生 の指針 とな

る価値観 を身に付 けます。 それはご く

普通の家庭 の中で行われ ます。貧 しい

環境に置かれている家庭であった とし

ても，善良な父親 と母親がいればすば

ら1しい教育が行われる場 とな りえます。

わたしの妻 はサム ・レベ ンソンをよく

引き合いに出 します。彼 は自分がニュ

ーヨー クの住宅密集地で成長 したこと

について述べています。そ こには何一
そうくつ

つ良い ものがな く，悪の巣窟の ような

所で した。 このスラム街で彼の母親 は
そうめい

8人 の非常 に聡 明な子供た ちを育て ま

した。サム ・レベ ンソンはこの ように

述べてい ます。「家庭 の道徳水準 は街

の道徳水準 よりも高 くなければなりま

せ んで した。」彼 の母 親は子供 たちが

街で してい るの と同 じように家で も振

る舞 うと，このように言った ものです。

「あなたたちは外で遊んでいるん じゃ

ないのよ。あなたたちは家 にいるのよ。

ここは穴蔵でも，玉突 き場で もないわ。

ここでは誇 りをもって振 る舞 うのよ。」

世の中が向かおうとしているこの悲

惨 な状況を変えることがで きる人がい

るとした ら，それはあなたです。立ち

上が りましょう。シオ ンの女性 であ る

皆さん，あなた を待 ち受ける大 きなチ

ャレンジに立ち向か って ください。

あなた を取 り囲んでいる低俗で腐敗

したものや誘惑 に打ち勝って ください。

社会 に出て働いている独 身の女性 と

一部の既婚女性 に警告の言葉 をお伝 え

したい と思います。あなたがたは男性

たちと一緒に働 いています。仕事の打

ち合わせ と称 して一緒に昼食 に出かけ

る機会が増 えて きます。一緒に出張す

ることもあ り，同 じホテルに宿泊する

こともあるで しょう。 このように して

あなたがたは男性 と一緒 になって働 き

ます。

このような状況をどうしても避けら

れないか もしれ ませ んが，あなたは身

に累を及ぼす ような状況 は避 けられる

はずです。 自分 に与え られた仕事 をす

ることは差 し支 えあ りません。 けれ ど

も男性 との間に距離を置いて ください。

ほかの女性の家庭 を崩壊 させるような

こ とをしてはな りません。あなたがた

は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の会

員です。あなたは末 日聖徒 として どの

ようなことを期待 されているかを知 っ

ているはずです。誘惑か ら遠 ざかって

ください。悪が見え隠れするような状

況からは遠 ざかって ください。

妻であ り母親である皆 さんは家族に
いかり

とって船の錨 のような ものです。皆さ

んは子供 を産みます。 それは何 と偉：大

で神聖な責任 で しょうか。1972年 か ら

1990年 の 間に行われた堕胎 はアメリカ

合衆国だけで2，700万に上る とい う話を

聞いています。人の命の尊厳につ いて

わたしたちの理解 はどうなって しまっ

たので しょうか。堕胎は，紛れ もな く

れっ きとした不快 な悪であって，全世
まんえん

界に蔓延 しつつあ ります。 わた しはこ

の教会の女性 たちに訴 えたいと思いま

す。 この悪 を避け， この悪を退けて，

か りにその ときは望ま しく見 えて もあ

なたを窮地 に陥れ るこれらの状況に近

づかないで ください。堕胎 を行 うこと

が望 ましい状況が まった くないわけで

はあ りませ ん。 しか し，その ような ご
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とは非常 にまれであ り，ほとん どあ り

得 ないのです。皆 さんは神の息子 と娘

たちの母親です。彼 らの命は神聖です。

わた したちは彼 らを守 る責任 を神 から

与え られてお り，この責任 を軽々 しく

放棄することはで きません。

結婚生活を実 り豊かなもの とし，愛

を深めて ください。それを大切 に守 り，

堅固で美 しい関係 を保つ ように努力 し

て ください。離婚が非常 に多 くな り流

行 とさえい える中，様 々な調査 による

と数年のうちに現在結婚 している人々

の半数が離婚するだろうと言われてい

ます。残念 なことですが，主の家で結

び固め られた人々の間で もその ような

事態が起こ りつつあ ります。結婚は一

つの契約であ り約束 です。それ は全能

者の計画の下 に，男 と女が一つ になる

ことです。結婚 は壊 れやすい場合 もあ

ります。 したが って常 に努力 して夫婦

愛 を保つ必要があ ります。わた しは，

夫 たちの 中に汚い言葉でのの しる人，

思いや りが なく自分勝手 な人，また中

には邪悪な行いに走 る人がい ることを

聞いて非常 に悲 しく思います。彼 らは

ポルノグラフ ィーに うつつ を抜 か し，

自分 自身，家族，さ らには最 も神聖 な

関係 をも台なしにしてしまう状況を引

き起 こしています。

わたしは，かつては主の家で美 しい

若い女性の 目を見詰め，祭壇 を挟んで

向かい合いその手 を取 って神聖かつ永

遠の約束 を交わ した ものの， 自制心に

欠け，自分 を磨 くことを怠たったため

に，不道徳 と邪悪の中に堕落 し主か ら

頂いた夫婦の きず なを壊 して しまう男

性 を哀れに思い ます。

姉妹たち， どうか子供 たちを守 って

ください。彼 らは邪悪な世の中に住ん

でお り，様 々な力が子供たちを取 り囲

んでいます。 わた しは，皆 さんの子供

たちの多 くが正 しい生活 をしているこ

とを心か ら誇 りに思っています。 しか

し，その一方 で，少 しずつ この世的な

生 き方に傾いてい る多 くの子供たちの

ことを とて も心配 しています。母親で

ある皆 さんに とって，子供たち以上に

大切な ものは絶対あ りません。子供た

ちは，皆 さんがこの世 と永遠の世 にお

いて授け られ るものの中で最 も貴 い存



在です。皆 さんは， これか ら年 を重ね

ていく中で 自分が この世 に招いた子供

たちが正 しい生活をし，徳を備 え，高潔
ま

な行いをす るのを目の当た りにす ると

きに，心から幸せに思 うことで しょう。

子供 を養い教育する仕事 は，片手間

にで きる責任 ではない と思い ます。女

性 たちの中には どうして も働かなけれ

ばならない人々がい ることは承知 して

います。 しか し， もう少 しぜいた くを

した り，もうち ょっといいお もちゃを

与 えたいために働いている人々があ ま

りにも多いことを心配 しています。

どうして も働かなければならない と

す ると，それによって皆 さんの負担が

大 きくな ります。子供 たちの世話 をお

ろそかにす るこ とはで きません。子供

たちは，勉強，家の内外での仕事， ま

た愛，祝福，励 まし，子 と母親 との密

接 な関係 といった通常母親 にしかで き

ない子供の養育 において皆 さんの監督

が必要です。

至る所で家族が引 き裂かれています。

女性たちが フルタイムで二つの難 しい

仕事を していこうとする中で，家族関

係 にきしみが生 じています。

わた しは，街の中の暴力集団や，子

供 による児童殺害，子供 たちが刑務所

での生活か死 にしかつなが らないこと

に没頭 してい るこ とに憤 りを感 じてい

る指導者 たちと話 をする機会が多 くあ

ります。わた したちは，父親がいない

状態で生まれて くる子供の激増 という

事態 に直面 しています。その ような子

供 たちの将 来は，ほ とん ど例外 な く，

彼 らが生まれた 日か ら暗い陰が立 ち込

めてい ます。 したがって， どの家庭に

も善い両親が必要です。

この国では，犯罪の増加 に刑務所の

建設が追いつかない状態です。

わた しは，母親以外 にこの ような状

況 を変えることが できる人 々はいない

とため らうことな く言 うことができま

す。 これ らの問題 の根 源はすべて家庭

の中にあ ります。社会の崩壊の原 因と

なるのは，家庭の崩壊です。

今晩，わた しが愛する姉妹の皆 さん

にお伝え したいメ ッセージとチャレン

ジ，そ してわた しの心の 内の願い は，

皆 さんが御 自分の家庭 を強めることを

改めて確認 してこの ことに献身 してい

ただ きたいとい うことです。

3年前，この集会において，わた しは

大管長会 と十二使徒評議会に よる家族

に関する宣言 を初めて公 の場 で発表い

た しました。皆 さんがそのコピー を持

ち，時々，注意深 く祈 りをもって読ん

でいただ きたいと思い ます。それは，

結婚 と家族， また全能者 の永遠の計画

の下 に神聖 なきず なで結 ばれた男性 と

女性 に関 してのすばらしい教 えを説い

てい ます。

最後に，教会の女性 と，世に出てそ

れぞれの責任 を果 たせ るように教え，

訓練 し，助け を得ている皆 さんのすば

らしい子供たちに対する心か らの感謝

と称賛の言葉 を再度 申し上げたいと思

います。 しか し，その責任には終わ り

はな く，決 して完了することもあ りま

せ ん。皆 さんのうえに主 の光が降 り注

ぎ，偉大で神聖な働 きをす る皆 さんの

うえに主の祝福 があ りますように。
あかし

皆 さんにわた しか らの祝福 ，証，愛

をお伝 え したい と思います。イエス ・
み な

キ リ ス トの 御 名 に よ り， ア ー メ ン。

テンプルスクウェアを見下ろすようにそびえるソル トレーク神殿。
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ねん がつ み っか よっ か ひら そうたいかい はなし

1998年10月3日,4日 に開かれた総大会のお話から

だいかんちポう

大管 長 ゴー ドン･B･ヒ ン ク レー
しん

わた したち はキ リス トを 信 じ,キ リス トを
れいはい しんせい

礼拝 して い ます 。 わ た した ち は また,神 聖 な
せいやく もと せい み な じぶ ん み

聖約の下に,キ リス トの聖なる御名を自分の身
う しょぞく きょうかい

に受けて います。わた したちの所属する教会は,
み な いただ

キ リス トの 御名 を頂 いて い ます。 キ リス トは,
しゅ すく ぬし

わたしたちの主であり,わ た したちの救い主で
ぬし

あ り,わ た したちの あがない主で す。その あが
すく えいえん いのち しょくざい

な いによ って,救 いや永遠の命 ととも に,購 罪

がもた らされたのです。

だいいちふ くかんちょう

第一副管長 卜一マス･S･モ ンソン
こ と ば

グラシアス,ダ ンケ,メ ル シーな ど,言 葉 は
つか じぶ ん

ち がっても,『｢あ りが とう｣を よ く使え ば,自 分
たか ゆうじょう わ ひろ

のれいは高ま り,友 情の輪 が広 が り,み なさん
かんせい む たび とき たか みち あゆ

が完成に向かって旅する時,よ り高い道を歩む
い とき

ことができます。｢あ りがと う｣と 言 う時,そ こ
き ど

には気取 りも うそもあ りません。

だいにふ くかんちょう

第二副管長 ジェー ムズ･E･フ ァウス ト
おや こ と ば みみ ど うい

親の言葉に耳をかたむけてください。同意す
おや き

るかしないかにかかわらず,親 のすすめに聞き
したが

従 って ください。か れ らはほかの だれよ りもみ
あい おも

なさんを愛 し,み なさんのためを思 っています。

じゅうにしとていい んかい

十 二 使徒 定員 会L･ト ム･ペ リー,
じぶ ん じ し ん は

みなさんは自分自身を,栄 えとほまれをあた
て ん し こ ど も ぞんざい かんが

えられた天使の子供のような存在として考えた
てん おんちち こ ど も

ことがあるでしょうか。天の御父の子供たちの
か ち かみ め おお しゅ

価値 は,神 の 目に大 いなる もの です。主 がみな
おお もの み

さんを大いなる者として見ていらっしゃるとし

じぶ ん じ し ん み

た ら,み な さん は 自分 自身を どの よ うに見 るべ

きで しょうか。

じゅうに しとていいん かい

十二使徒定員会 ラッセル･M･ネ ル ソン
なにもの かみ こ ど も

わた したち は何者で しょうか。神の子供 です。
か の うせ い む げ ん しんせい

わたしたちの可能性は無限であり,神 聖なもの
う おも おこな

を受 けつぎます。わ た したち が,思 い と行い に
う そんちょう

おいて,い つも この 受 けつ ぎを尊 重で きます よ

うに。

じゅうに しとてい いんかい

十二使徒定員会 リチ ャー ド･G･ス コッ ト
すく ぬ し い

わたしは救い主が生きておられることをあか
すく ぬ し あい

しします。救い主はみなさんを愛しておられま
つね ただ せんた く

す。わたしはみなさんが常に正しいことを選択
しゅ せいれい とお しょうらい ゆめ おも

する な らば,主 が聖霊 を通 して将来,夢 にも思
えいこう む

わなかったかがやかしい栄光に向かってみなさ
みちび し

んを導いて くださることを知 っています。

じゅうに しとて いいんか い

十二使徒定員会 ヘ ンリー･B･ア イ リング
しょ しんじつ し

『モル モン書』が真 実であ ることを知 る には,
じっさい よ したが しんじつ

実 際に読ん で,モ ロナ イのすす めに従い,真 実
ひつよう おこな

かどうかいのる必要があります。それを行って
じぶ ん けいけん の

いれば,自 分の経験からあかしを述べ られるの
ともだち せんたく おな し ん り し

で,友 達 もその選択 を して 同 じ真理を知 る こと

がで きるで しょう。

しちじゅうにん

七十人 ロナル ド･T･八 ルバーソン
せかいじゅう しん り たんきゅう ひとびと よろこ ごころ

世界中で真理を探究している人々は喜びと心
へいあん さが もと ふくいん

の平安を探 し求めていますが,そ れは福音 を
りか い したが せいかつ ひと え

理解しそれに従って生活する人にしか得られな

いものです。
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チ ャー チ･ニ ュー ス

七十人定員会内の移動
大会 におい て,新 しい七十人会

総長会が会員の支持 を受けた。D･
トッド･ク リス トファーソ ン長老,マ

ー リン･K･ジ ェ ンセ ン長老 ,デ ビ ッ

ド･E･'ソ レ ンセ ン長老の3人 であ る。

同じく大会でモ ンティ･J･ブ ラフ長老

が七十人会長会か ら解任 され,現 在 ジ

ョージア州ア トランタにおいて北アメ

リカ南東地域会長会会長の任に就いて

いる。W･ユ ージン･ハ ンセ ン長老 と

ジャック･H･ゴ ー ズ リン ド長老 は名

誉幹部の称号 を受 け,七 十人会長会か

ら解任 され た。L･ア ルデ ィン･ポ ー

ター長老,ジ ョー･J･ク リステンセ ン

長老,ハ ロル ド･G･ヒ ラム長老,ア

ール･C･テ ィ ンギー長老は ,七 十人

会長会の責任を継続 して務める。

大会中,ハ ンセ ン長老,ゴ ーズ リン

ド長老 と同様,ロ ナル ド･E･ポ ー ル

マ ン長老 とジェームズ･M･パ ラモア

長老 も名誉幹部の称号 を受けた。パ ラ

モ ァ長老 は1977年 七 十人第一定員会に

召 され,1987年 か ら1993年 の 間七十人

会長会で奉仕 した。 ゴーズ リン ド長老

は1978年 に七十人第一定員会に召され,

最 近では七十人会長会,ま た中央若い

男性会長 として働 いた。ポールマ ン長

老 は1978年 に七十人第一定員会 に召 さ

れ,こ れまで2度 にわた.って中央 日曜学

校会長会で責任 を果た した。ハ ンセ ン

長老 は1989年 七 十人第一定員会 に召 さ

れ,最 近 では七十人会長会で奉仕 した。

大会 では,新 しい中央 日曜学校会長

会 も支持の挙 手を受けた。中央 日曜学

校会長ハ ロル ド･G･ヒ ラ ム長老は引

き続 きその任に当た り,こ れ まで第二

副会長で あったニール･L･ア ン ダー

セン長老が第一副会長 として,ジ ョン･

H･グ ローバーグ長老が新たに第二副

会長 として支持 された。 これまで第一

副会長 として働 いてい たグレン･L･

ペ イ ス長老は,現 在 アフリカ西地域会

長会 で奉仕 している。

中央若い男性会長の ジャック･H･

ゴー ズ リンド長老の解任 に当た り,こ

れまで第一副会長であったロバー ト･

K･デ レ ンバ ック長老が中央若 い男性

会長 に召 された。 これ まで第二副会長

であったF･メ ルビン･ハ モ ン ド長老

は第一副会長 に,ジ ョン･M･マ ドセン

長老が新たに第二副会長 に召 された。□

　　 　 　　 　　　　　き　　　　ピ　　ピ　　　　 　ピ　　　　　　　　　 　　 　 　 　

国際機関誌のタイトル,r聖 徒 の道』か らrリアホナ』に

お 鰐き瓢 塩 縣 鱒』,繁
になった。

『モルモ ン書』の読者な ら,｢リ アホナ｣

とい う言葉はな じみ深 いこ とだろう。

アルマ は息子 ヒラマ ンにこう語 っ

ている。｢リアホナ……は,羅:針 盤 という

意味である。主が用意 して くださった

のである。……それは,先 祖 に荒れ野の

中で旅をす る進路を教えるために用意

されたものであった。｣(アルマ37:38-39)

アル マはリアホナを象徴 として用い

ている。｢この指示器がその示す道をた

どる先祖 を約束 の地 に導 いた ように,
み こ と ば

確 かにキ リス トの御言葉は,わ た した

ちがキリス トの御言葉の示 す道 をた ど

るな らば,こ の悲 しみの谷 を越 えては

るかに良い約束の地へ わた したちを導

き入れて くれるのである。｣(45節)

キ リス トの言葉,永 遠の命に至る道 を

示す羅針盤。これらのイメージを念頭

に置いて,神 権指導者たちは,生 ける

預言者 を通 して与え られる生 けるキリ

ス トの言葉 を掲載する本機関誌 のタイ

トルとして 『リアホナ』が適切である,

と考えた。

七十人のヤコブ･デ ィヤガー長老 はか

つて,リ アホナが象徴 していることを用

いて,わ たしたちに教会機 関誌を読む

よう勧 めている。

｢わたしがリアホナによって人生を見

いだした ように,皆 さんは教会機 関誌

か らこの時満 ちる神権時代 における主

の方法 について読む ことがで きます。

そ うす るな らば,皆 さんやわた したち

の家族 はさらに良い家族 になるで しょ

う。｣(inConferenceReport,April

1976,61)
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